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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　瞼まぶたの向こうに微かすかな光を感じて、ゆっくりと目を開けた。

　けれど、そこで彼が目にしたのは光ではなく漆しつ黒こくの闇やみだった。

　でも彼はその闇に怯おびえることもなければ、灯あかりを求めて目を凝こらすこともしなかった。

　なぜならその暗闇は闇であって闇でなく、視力ひかりを奪うばってはいなかったから。

　身体からだは夜にいるのに、目だけは昼に置いてきたように、見ることに不自由はなく、彼はゆっくりと、首と一いつ緒しよに視線を移動させていった。

　そうして見つけたのは一人の女。

　金色の琥こ珀はくにも似た双そう眸ぼうに、銀色の真しん珠じゆのような輝かがやきを放つ髪かみを持つその女を、一人、と数えていいものかと悩なやむように彼は眼鏡めがねのフレームを撫なでながら見つめ、その眼まな差ざしに気付くと女は微笑ほほえんだ。

　夢と現うつつの間あわいに立つ者しか持ち得ぬ美び貌ぼうを持ちながら、闇の中に浮うかぶ女の紅あかい唇くちびるは確かな存在感を示し、どこか禁域めいた闇の中で、その笑みはひどく俗ぞくっぽかったが、見慣れた彼が違い和わ感かんを抱いだくことは無い。

「……何の用だ？」

　そして、彼は一言だけ問うた。いま、自分のいる場所を確かめようとはせずに。

　それは尋たずねたところで無む駄だだろうという判断と、見知らぬ場所に連れて来られるくらいではもう驚おどろけない程ほど、不可思議な出来事の経験を彼が積んでいたからということに加え、早く用件を聞き、いかに迅じん速そくにそれを断るかということに重きを置いていたからだった。

「うむ……ちと、頼たのみたいことがあってのう」

「断る」

「まあまあそう言わず、話だけでも聞いてくれぬかのう」

　彼は、女が口を開くやいなやそう告げたが、きっぱりとした拒きよ絶ぜつも意に介かいさず、黒曜石のような彼の双眸が鋭するどくなったのも気付かぬふりで、女は勝手に先を続ける。

「頼みと言うたがのう、これは取引と言う方が正しいかのう」

　そう言い直しながら、金色の目を細めて思わせ振ぶりに微笑めば、警けい戒かいしながらも彼は続く言葉を待ち、耳を傾かたむける。

「なに、そう難しいことでもないと思うのだがのう……」

「前置きはいい。話すなら早くしろ」

「相変わらず、せっかちだのう。妾わらわはそなたとの会話はなしを楽しみにしておるというに、の」

「聞かなくてもいいなら、俺はその方がありがたいが？」

「仕方ないのう……では、よく聞いておくれ」

　自分から話を持ちかけながら、なかなか本題に入らない女に苛いら立だち、彼が憮ぶ然ぜんとしたところで、女はようやく話を先に進める。

「もうすぐ和かのう家けで行われる〝茶会〟に参加し、ついでに登とう生いが屋や敷しきのどこかに隠かくしている……和かのう登とう生いに近いもの、を見つけ出して妾の元へ持ってきて貰もらいたいのだのう」

　難しくはない、と言った舌の根も乾かわかぬ内に女が寄よ越こした要求は曖あい昧まいで、彼は一いつ瞬しゆん戸と惑まどいを面おもてに浮かべたが、すぐにそれを消し去ると女を睨にらんで、

「嫌いやだ、断る」

　短く告げた。次いで踵きびすを返すと背を向けて、道もわからぬ虚こ空くうをそれでも歩いて去ろうとする。

　けれど、女が慌あわてることはない。

「妾の頼みを成し遂とげた暁あかつきには、叶野市かのうに新たに一つ橋を架かける、と言うても、かの？」

　準備も何もなくこの場に呼ばれた彼とは違ちがい、女は彼の足を止める術すべも振り向かせる言葉も心得て用意してあったから。

　彼は女の思惑おもわく通りに足を止め、その場で瞬時に思考を巡めぐらせた。

　叶野市に新たな橋が架かる──それが彼にどんな利益をもたらし、どんな意味を持つのかということを、また女が先に言った〝取引〟という台詞せりふも考こう慮りよの中に入れて、やがて一つの可能性に辿たどり着くと、彼は静かに問うた。

「……その橋は叶野市のどこに架けるつもりだ？」

「叶野市と隣となり町まちの境かのう」

「それはつまり、叶野市と市外そとを結ぶ新しい橋が……道が出来るっていうこと、か？」

「その通りだのう」

　すべての問いを女が肯こう定ていすれば、彼は遂ついに振り向き、女は用意しておいた極ごく上じようの微笑みで彼を迎むかえた。

　彼は束つかの間ま、女の満面の笑えみに目を瞠みはったものの、すぐにいつもの警戒心を取り戻もどすと、

「その橋……俺も、渡わたれるのか？」

　女の目をしっかりと見つめたまま、もう一つ問いかけた。彼にしては珍めずらしく、不安と期待がないまぜになったような声で。

「そなたが渡りたいと思えばのう」

　その問いに、彼に、あるゲームをクリアしなければ叶野市の外に出られない、という呪のろいをかけた張本人は、今度は内心を図らせない曖昧な笑みで応じる。

　その上、猫ねこが気まぐれに毛け繕づくろいをするように、銀色の髪を指先で弄もてあそび始め、女の手首に嵌はまった白金の連環わがしゃらんと音を立てれば、彼の黒い目は苛立ちに光ったが、いつものように女を疑う言葉はついに出てこなかった。

　自分の為ために……それ以上に眠ねむり続ける一人の女性の為にも、一度だけでも叶野市の外に出たい彼にとっては、曖昧さが残ってもなお、魅み惑わく的な申し出であったから。

「少し……考えさせてくれ」

　そうして、代わりに口から出たのは、内心の迷いを隠さない、保留のそれだった。

「妾は気が長いゆえ構わぬがのう……あまり猶ゆう予よは無いかもしれぬ、の」

　女は銀糸の髪かみを揺ゆらしながら鷹おう揚ように頷うなずいた。ただ、殆ほとんど口中で呟つぶやいた言葉は彼の耳に届かなかったけれど。

　だが、女はその言葉を繰くり返すことなく、ひらりと着物の袖そでを一いつ閃せんさせると、彼を招いた時と同じように虚空から現実へと戻したのだった。

　しゃらん、と、女の動きに遅おくれて鳴った連環の響ひびきが消えると、彼が消えた漆しつ黒こくの世界には再び静せい寂じやくが訪おとずれて。

　女は虚空に向け、もう一度呟いた。

「妾が欲しいのは、和登生に近きもの……わかったかのう」

　己おのれの声が闇やみに吸い込まれるように消えると、女は紅あかい紅い唇くちびるに楽しげな笑みを浮うかべ。自らもまた、漆黒の中へ姿を消したのだった。
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　正面から差し込む陽光のあまりの眩まぶしさに、彼は顔を背そむけると同時に目を閉じた。

　けれど、そこで瞬まばたきを繰り返しても、瞳どう孔こうはなかなか元に戻らないのか、目め眩まいを感じたように軽く額を押さえる。

　一方、光に背を向けているもう一人の男は、そんな様子を見て口くち許もとだけで笑うと、一見何もない天てん井じようへ目配せを送った。

　すると、窓にはブラインドが下りて、光は遮さえぎられた。

「……それで、何の用ですか？」

　壁かべ紙がみを貼はり替かえたばかりのような理事長室の白さは、ブラインドを下ろしたくらいでは変わらなかったが、相手の目が見られるようにはなったので、彼は早さつ速そく問いかけた。

　忙いそがしいところを呼びつけられた彼が話を急ぐのは当然だったが、同じく多た忙ぼうなはずの男は革かわ張ばりの椅い子すにゆったりと体を預けると、余よ裕ゆうを見せるように彼に笑みを向ける。

　それは、まるで聖域のように白い部屋にはそぐわない、あくの強い笑顔だったが、彼は吞のまれない。ただ、何かしら予感を感じ取った様子で、その身をわずかに緊きん張ちようさせた。

「ああ、ちょっと頼たのみたいことがあってね。忙しいところ申し訳ないが来て貰もらったんだ」

　男の声はあくまで柔やわらかく、体の一部のようにスーツを着こなしていても堅かた苦くるしい印象を相手に与あたえることはない。

　だが、つい先刻、強制的に誘いざなわれた空間で、女から同じ台詞を聞いたばかりの彼は更さらに身を固くした。

「そんなに難しいことを頼むつもりはないよ。少なくとも君にとっては難しいことではないから緊張することはないんだ」

　髪と同じ、茶色味の強い明るい目を細めてそう言われれば、見事に内心を見み抜ぬかれたことに彼は軽く唇を嚙かんだが、緊張を解いた。もちろん、完全に緩ゆるめることはなかったけれど。

「もうすぐ生徒総会があるので、いまはすごく忙しいんです……生徒会長は、遠足以来登校していませんし」

　そして、眼鏡めがねの位置を軽く直しながら、苦い声で牽けん制せいの言葉を送る。生徒会長、と言う時は表情も苦かった。

「うん、忙しいことは知っている。彩いろ波はも君に会えなくて寂さびしがっていたからね。でも、君なら大だい丈じよう夫ぶだ。かのう様の戯れゲームにこれまで付き合ってこれた君なら、ね」

　しかし、男は余裕の構えを崩くずさず、何気ない口調でその名を口にして。

　一方彼は、その名を聞いた瞬しゆん間かん、わずかに肩かたを揺らし、厄やつ介かい事から身を守るべく口を開く──否いな、開こうとした。

「もうすぐ我が家でささやかな〝お茶会〟が催もよおされるんだが、君にはその〝お茶会〟に参加して貰もらいたいんだ。そして、その日の内に、かのう様が我が家に隠かくしているもの……かのう様に近いもの、を探して欲しい」

　だが、男はそれより先に口を開くと、自らの声で彼の言葉を遮り、一息に告げた。

　そこまで言い終えると同時に、彼にじっと眼まな差ざしを注ぎ、さっきまで人ひと懐なつっこく明るかったその瞳ひとみは、底知れぬ色を帯び、そこから男の内心を図はかることは出来なくなる。

「……かのうに近いものを探す？」

　眼差しを受け止めながら、彼が鸚鵡おうむ返しに繰り返すと、男は少し目許を和やわらげ頷いた。

「何のために？」

「ちょっと必要でね」

　それを求める理由を問われると、男は軽い調子で、曖あい昧まいに誤ご魔ま化かした。

「お断りします」

　当然彼は首を振ふり、自身の信条に則のつとって、嫌いやなことは嫌だと告げる。

「もちろんただでとは言わない。報ほう酬しゆうは、叶野総合病院で眠ねむっている女性に役立つものを、と考えている」

　だが、年と共に身につけた狡こう猾かつさと、周しゆう到とうな準備でもって、男は彼の心を揺らした。

　眼鏡の奥の目を見開いたまま、彼が次の言葉を紡つむげなければ、その機に乗じて更に畳たたみかける。

「君が私の探し物を見つけてくれたなら、私は眠り続ける彼女の探し物を見つけさせて、必ず叶野市に届けさせよう」

　彼が簡単にはその申し出を断れないと承知の上で男はそう告げた。

「それは、本当ですか？」

　そうすれば、男の目もく論ろ見み通り、彼は眼差しを大きく揺らし、しばしの沈ちん黙もくの後、発した声は少し掠かすれていた。

　迷う心が映って、常よりも深さを増したような黒い双そう眸ぼうを見返し、男は黙だまって頷うなずく。

　先刻の女の話も、たったいま聞かされた男の話も彼にとっては同じくらい魅み力りよく的な取引はなしだった。だからこそ彼は容易に受けることも、断ることも出来ず、もう一度、目の前の男の顔を見る。

　そこに、笑えみこそ無いが、どこか試ためすような色を見つけて、

「……少し考えさせてください」

　やはり返事を保留した。

「悪い取引じゃないだろう？　それとも、別から話を持ちかけられているとか？」

　その言葉に男は小さく首を傾かしげると、そう探さぐりを入れたが、彼は黙って首を振るだけだった。

「わかった……じゃあ、少しだけ返事を待とう。でも、少しだけだ。〝お茶会〟の日は先延ばしに出来ないし、神と違ちがって我々人間に与えられた時間は短いからね」

「わかりました」

　結局男は譲じよう歩ほすることを決め、一礼の後、彼は部屋を去ろうとして、

「その〝お茶会〟っていうのは、何なんですか？　どうして……その日に？」

　先さき程ほど女に聞きそびれたことを、思い出して尋たずねた。

「〝お茶会〟は、和家のちょっとした集まりだ。今年は……きっと君にも楽しんで貰えると思うよ」

　男は至って軽い調子で答えはしたが、全すべてを語ることはしなかった。もっとも語られたことが真実かどうかを見み極きわめる術すべは無く、それ以上の追つい及きゆうは不可能だったが。

「じゃあ、今日はこれで失礼します」

　そうして彼は小さく息を吐はくと、今度こそ理事長室を後にしたのだった。

　男は笑顔で彼を見送って、部屋に一人になると、腹の上で組んでいた指を組み替かえ、わずかに口くち許もとを歪ゆがめた。

「……そう、人に与あたえられた時間は短いんだ」

　そう独りごちながら男は目を閉じて。

「さて、彼はどちらを選ぶかな。まあ、囚とらわれの神に負ける気は毛頭ないけれど」

　再び目を開けた時、その目には楽しげな、けれど不敵な光を宿して、男は次の一手の為ために立ち上がったのだった。
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　曖昧にでも梅雨つゆ入りが発表されたというのに、今日も叶野市の空に雨の気配は無く、夏の気配ばかり日増しに濃こくなっていく六月も後半の朝。

　祝日の無い六月の貴重な日曜にもかかわらず、俺が着ているのは薄うすいブルーの袖そでに折り返しのある半袖シャツとネクタイ、それに夏の生き地じのズボン──つまり、叶野学園高校の夏服せいふくだった。衣ころも替がえ直後は肌はだ寒ざむかった夏服も今日は気候に合った快適な一着となっている。

　そして、日曜でも制服を着ている場合、俺は学校にいるはずなのだが、俺がいま立っているのは叶野市でも屈くつ指しの──というかむしろ唯ゆい一いつの──大だい豪ごう邸てい、和邸の門前だった。

　クレーン車までは通過出来そうな、大きく重厚な門もん扉ぴは、いつも通りどこか人を拒こばむ雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　その装そう飾しよくは最低限で、門の奥の広大な敷しき地ちと邸宅を考えれば、正門にはこの位の威い容ようが相応ふさわしいことは理解しているが、中で暮らす住人の一人とイメージがそぐわないのも事実だ。

　だが、俺がいま現在和邸前にいるのは門の鑑かん定ていをする為ではなく、一つ大事な用事を済ませる為だ。学校にはそれから向かう。

「おはようございます、秋あき庭ば様。予定よりお早いお着きですね」

　俺が真しん鍮ちゆうのノッカーで門扉を叩たたくと、どこかに設置されているスピーカーから応答の声が返ってきて、それと同時に重い音を響ひびかせながら門は開き始めた。

「予定より？」

　来訪のアポイントメントを取った覚えは無いのにそんな風に言われ、目線を上げようとしたその時、視界に入って来たものに、俺は声を奪うばわれた。

　重い門が開けば、そこには屋や敷しきまで真まっ直すぐに伸のびる道が見えるはずなのに。

　いま、俺の前には、まるで鳥居のような朱しゆ色いろをした門扉があって、道など見えなかった。

　開いた門の中に更さらにもう一枚、閉とざされた門──その朱色の門の前まで、俺は半ば引き寄せられるように歩いていくと、正門よりは小さいが三メートル近くありそうなそれを見上げた。

「……なんだこれは？」

　誰だれともなしに尋ねた俺の声は囁ささやきに近かったにもかかわらず、どこかに設置されたマイクはしっかり拾ってくれて、

「門ですわ」

　即そく座ざに答えが返ってきた。ただし、見ればわかる事実のみだったが。

「俺は、門の先にいつもは無いモノがある理由を尋ねたんだけどな？」

　寛かん容ような俺はもう一度、今度は誤解が無いように問い直してやる。

「あ、ら？　ああ、まだ秋庭様は詳しよう細さいをご存じないのですか。では、改めて……この門は不思議の国への入口ですわ！　さあ、不思議の国へいってらっしゃいませ！」

　しかし、返ってきたのは更にわけのわからない言葉の羅ら列れつで、俺は一いつ瞬しゆん、このまま背を向けて帰ることを考えたが、今日、和邸を訪おとずれた目的をギリギリのところで思い出し、踏ふみ止とどまった。

「……ようするに、この門も通らないと屋敷には行けないってことか？」

「はい！　ちなみにこちらの門は全て手動です！」

　軽かろやかな肯こう定ていに、俺は深呼吸を一つすると、この先にある程度の問題があることは覚かく悟ごして朱色の門に手をかけた。

　なぜなら、今日の俺には、目前に迫せまった生徒総会の為に、ひいては尾お田だの為に──学園では決して集まらない──和邸にある情報を集めるという目的があったからだ。

　だが強い決意と共に押し開けた朱色の門の向こうには、また一つ門があった。

　今度のそれは青色だったが、俺はもう問うことはせず、黙だまって開ける。

　青の次は緑、黄色、紫むらさき、白、黒の七色の順番で、次々と現れた門を俺は黙もく々もくと押し開けていった。

　中学校の修学旅行で行った伏ふし見み稲荷いなりの赤鳥居のように延々と現れ続ける門に、さすがに平へい衡こう感覚が怪あやしくなってきたところで、俺の前に現れたのは、いままでの七色のループから外れた金色の門だった。

「……この門の終点は、本当に不思議の国かもな」

　いい加減、門を押すことに疲つかれていた為か、らしくない非現実的な呟つぶやきが口をついて出た。

　きっと、ちらっとでもそんなことが頭をよぎった時点で俺は引き返すべきだったのだろう。

　いや、もっと早く、最初に〝不思議の国〟と聞いた時点で悟さとるべきだったが、結局俺は最後の扉とびらを開けてしまった。

　本当にこの先に不思議の国があるなどとは思わずに。

　不思議の国では〝お茶会〟が開かれるものだという知識を思い出すこともなく。
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願いが叶かなうならば。

未来は透とう明めいで鮮せん明めいで。

わからないことなんて無いだろう。

願いは叶う。願えば叶う。

そして、すべてわかるようになる。




願いが叶うならば。

未来が不透明で不鮮明でも。

何も怖おそれることはないのだろう。

願いは叶う。願えば叶う。

でも、それですべてはわかるだろうか？






　　　　１




「遊園……地」

　渾こん身しんの力を腕うでに込め、金色の門を開けた次の瞬間、俺の目の前に広がっていたのは、不思議の国ならぬ、遊園地だった。

　常々俺は和邸ていの庭はなぜ無む駄だなほどに広いのだろうかと、考えてきたが、今日、この瞬間、その理由がわかった。

　答えは庭に、遊園地を設置する為ため、だ。

　和邸の周りをジェットコースターが滑かつ走そうし、また遠くにメリーゴーランドを認めて、俺はしばし呆ぼう然ぜんとしてしまい、それ故、背後からの接近に気付くのが遅おくれ、気配に気付いた時には、俺は既すでに腕を摑つかまれていた。

「なっ！」

　すぐに身を捩よじって抵てい抗こうを試みたが、相手の姿を確かく認にんした瞬間、俺は新たな驚きよう愕がくに見み舞まわれ、抵抗する気力を奪われた。

　俺の腕をしっかりと摑んでいたのは、いわゆるカピバラだった。齧げつ歯し類るいでは一番大きく、成長すると体長は一メートルを超こえる。その割に目はつぶらで耳も小さく可愛かわいらしい生き物だ。

　ただし、いま俺の前にいるのは自然界ではあり得ない、真っ赤な毛並みで、体長も二メートルに届こうかという着ぐるみのカピバラだったが。

「やあやあやあ、五年ぶりだね、会いたかったよ、アミーゴ！」

「……初対面だ」

　間ま違ちがいなく初対面であるにもかかわらず、馴なれ馴れしく親しげに肩かたを叩たたかれ、俺は我に返ると同時に冷たい眼まな差ざしを向けた。

「おや、そうだったかな？　だが、一度会ったらアミーゴだから安心してくれたまえ！　とにかく、かのうワンダーランド、略してＫＷＬへようこそ！　我わが輩はいはご存じカピバラレッドだ！　ＫＷＬに来てくれたアミーゴにはこのカピバライアーを着けてもらうことになっている！」

　しかし、妙みように美声なカピバラレッドは、その饒じよう舌ぜつさに俺が引いていることにも気付かず、そう言いながら、本物と同じ茶色のカピバラの小さな耳の付いたカチューシャを突つき出してきた。

　こういうのが似合うのは小学生までと決まっている。ましてや俺のような悪人顔には絶対似合わない──仮に似合ったとしても着ける気はないが。

　俺はカピバラレッドの腕を振ふり払はらうと、

「俺は遊園地に用はない。だから、そのふざけた耳を着ける必要もない」

　その装着を拒きよ否ひすると同時に、屋や敷しきの方──本館に向かって歩き出そうとしたが、そこで再びカピバラレッドに腕を摑まれた。

「いやいやそう言わず遊んでいってくれたまえ！　なぜなら君の名は秋庭多た加か良ら、そして我輩のアミーゴ、入場料は無料なのだ！」

「確かに俺は秋庭多加良だが……タダでも遊んでいる暇ひまはないし、お前の友達になった覚えも……」

　カピバラレッドが俺の名前を知っているのは気になったものの、俺はしつこい誘さそいを断ると、もう一度その腕を解ほどくべく力を込めた。

「うーむ、カピバライヤーが嫌いやなら……ぷっ、失礼、このカピバラバンドを着けて貰もらおう！　それと、携けい帯たい電話は預かっておくよ、アミーゴ！」

　だが、摑まれた腕を解くどころか、くだらない駄だ洒落じやれと共に手首に赤い腕輪バンドを嵌はめられてしまい、ポケットに入っていた携帯電話まで奪うばわれてしまった。
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「なっ、何をしやがる！　放せっ！」

　もう片方の腕に抱かかえた鞄かばんは死守しつつ、俺は抗こう議ぎの声を上げたが、カピバラレッドは聞く耳を持たず、俺の腕を引いて歩き出す。

「なんと、このカピバラバンドは、見せればＫＷＬのどのアトラクションもフリーパスで遊べる優すぐれものだぞ！　安心して楽しんでくれたまえ！」

　そして、一枚の扉の前でカピバラレッドは足を止めると、一ひと際きわ強く俺の腕を摑んで一いつ旦たん自分の体に引きつけてから、

「さあ、まずは、第一アトラクション、ミラーハウスへ行ってきたまえ！　次に会う時、我輩と君はきっと兄弟さ！」

　勢いよく、俺の背中を押してくれた。衝しよう撃げきの度合いからして、蹴けられたのかもしれない。

　俺は何とか踏ふん張って、大きな虚うろのように口を開けた扉とびらに飲み込まれることを避さけようとしたが、回転を伴ともなうほど勢いのついた俺の体は止まらなくて。

「カピバラレッド、覚えてろよっ!!」

　入口の筈はずなのになぜかＥＸＩＴ出口と書かれた扉の中に飲み込まれながら、俺は悪役のように叫さけぶしかなかった。







　カピバラレッド、もう一度会った時には生まれてきたことを三十回以上後こう悔かいさせてやる──

　たたらを踏みつつも体勢を立て直し、カピバラレッドへの復ふく讐しゆうを固く胸に誓ちかった俺の背後で扉は大きな音を立てて閉まった。

　ジリリリリリリリリリリ

　と、その次の瞬しゆん間かん、まるで劇場の開演ベルのような音が響ひびき渡わたり、またすぐに止やんだ。

　そのベルの残ざん響きようが消えたところで、遅ればせながら俺は周囲に目を走らせた。

「……最初にミラーハウスっていうチョイスは、遊園地の作法としてどうなんだ？」

　だが、視界には全すべて同じ存在ものしか映らず、呟つぶやきながら俺が頰ほおを強こわばらせれば、周りは当然のように同じ表情を見せた。

　自分に囲まれている居い心地ごこちの悪さに目を逸そらすと、その先には太めメタボな自分がいて俺は更さらに憂ゆう鬱うつになった。

　自分の見た目に自信がある奴やつならともかく、悪人顔の俺にとってミラーハウスは不ふ愉ゆ快かい空間に他ほかならない。

「とっとと出るに限る……」

　この不快感から解放されるには、考えるまでもなくそれが一番だ。そして、この最善策を実行すべく鞄を抱え直し、歩き出そうとして、

「んん？」

　そこで俺はたくさんの鏡像の中にいくつか自分ではない姿があることに気付く。

　更に目を凝こらして見ると、正確な人数は二人で、それぞれ俺のいる方へと歩いて来ていた。

　先に俺と合流したのは個性的なドレッドヘアの少年だった。長さは肩かたまでしかないので鬱うつ陶とうしい印象は受けないが、とにかく最初は髪型の方に目がいってしまい、顔立ちを確かく認にんするのはその後になった。

　少年は黒目がはっきりしていて、その為ためか奥おく二ぶた重えでも大きく見え、鼻が少し丸みを帯びていることもあって、その顔からは人ひと懐なつこい印象を受けた。

　服装は迷めい彩さい柄がらのシャツに同じく迷彩柄のカーゴパンツ。ふくらはぎまであるブーツは暑苦しかったが、髪型には合っている。

　こちらは少年の接近に気付いていたが、相手はそうではなかったようで、俺の姿を認めると目を擦こすり、なぜか鏡の中の俺の姿も見た後、もう一度こちらを見て、

「鏡に映るのは人間だから……ねえ、これからどこに行くの？」

　背せ伸のびをするように身を乗り出しながら、開口一番、問いを向けてきたのだった。

「は？」

　が、いきなりの質問に面食らった俺は、ただ声を返すことしか出来ない。

「ん？　日本語がわからないのかな？」

「……常識的に考えて、聞くのは行き先より名前が先です」

　無む邪じや気きな顔で微び妙みように失礼な台詞せりふを口にした、ドレッドヘアの少年に俺は注意を与あたえようとしたのだが、到とう着ちやくしたもう一人がそう言う方が早かった。

　わずかに遅おくれて到着した少年も、ドレッドヘアの少年と同じで中学生位に見えた。

　こちらは二重で瞳ひとみの色も明るく、人目を引くはっきりとした顔立ちをしていた。しかし、ブルーのストライプシャツに細めのネクタイ、ブラックデニムというコーディネートから受ける印象は理知的で、被かぶっているスモークブルーの中なか折おれ帽ぼうもそんな彼の雰ふん囲い気きに合っている。

　ただ、俺を見る目は観察するようなそれで、俺はその目に少々不愉快を覚える。

「失礼しました。ではこちらから名乗ります。ぼくは矢や井い田だ朝あさ都とです。こちらは鳴なる門と鈴りよう真ま」

　帽子の少年──朝都は俺が憮ぶ然ぜんとしたことに気付くと、場を取り繕つくろうように、まず自分の名を名乗った。ついでに自分の隣となりにいるドレッドヘアの名前も言って、二人が顔見知りだということも教えてくれる。

「それで、そっちは誰なの？」

　一方、自己紹しよう介かいを人任せにして済ませたドレッドヘア──鈴真は、好こう奇き心しんに輝かがやく瞳で俺を見上げ、改めて正体なまえを訊きいてきた。

「俺は秋庭多加良だ。叶野学園高校二年。二人は、中等部生か？」

　朝都に比べて鈴真の言こと葉ば遣づかいはなっていなかったが、相手が既すでに名乗っていたから注意は後回しにして、俺はまず問いに応じ、また聞き返す。

「朝都はそうだって。でもオレは公立の中学で、けど二人とも二年生だよ」

「そうか……となると二人の関係は？」

　俺が重ねて尋たずねると、鈴真は芋いも虫むしのような毛先を弄もてあそんでいた手をふと止めて、

「それは、位置関係、血けつ縁えん関係、交友関係……どの辺りを訊いてるの？」

　少しだけ困った顔で首を傾かしげた。

「……そうだな、交友関係、か？」

　二人の顔が似ていないことから判断して、俺は三番目のそれを選んでみた。どうも鈴真との会話はスムーズに進まないが、ここは大人な俺が譲じよう歩ほするべきと判断して。

「ぼくと鈴真は親しん戚せきです。更に言うなら和家の分家の長子です」

　しかし、俺の問いに答えたのは朝都で、その上正解は血縁関係と告げられた。

「鈴真、今度はぼくが質問するので、しばらく黙だまっていてください。わかりましたね」

　次いで朝都は、鈴真を一いち瞥べつすると、大人が子どもを諭さとすようにそう言った。そうすれば、鈴真は「わかった」とは言わないものの口は噤つぐんだ。

「確認のため、いくつか質問させていただいてよろしいですか？」

　そうして、朝都は視線を俺に戻もどすと、今度は社交的な笑え顔がおを向けて来る。

「ああ、構わない」

「では、早さつ速そく。まず、秋庭さんは、どうして自分がかのうワンダーランドに、このミラーハウスにいるのかわかっていますか？」

「どうしても何も、強制的に放り込まれたんだ、俺が訊きたいくらいだ」

「心当たりはないと？」

「ああ」

　俺がその問いに答えられないとわかると、朝都は帽子の庇ひさしに指先で触ふれながら、考えるように軽く目を伏ふせた。動きは小さいのに帽子のせいか、その仕草はどこか芝しば居いがかって見える。

「でも、そのバンドを入口でカピバラレッドに渡わたされたのですよね？」

　そんな風に思われてるとも知らず、そう言いながら、朝都は俺の手首に嵌はまったバンドを指さした。

「渡された、っていうか、無理矢理着けられたんだ」

　言われて自分の手首のバンドを見れば、苦々しい気持ちになって、俺は赤いバンドを引っ張ってみたが、やはり外れない。感かん触しよくはシリコンゴムだが、外そうとしてみても外れないところをみると、内部には精密機械が入っているのかもしれない。

　そう考えながら俺が手を放した次の瞬しゆん間かん──バンドは、強く発光した。

　しかも俺の手て許もとだけではなく、二人の少年の手許も光り、そこで俺は二人の手首にも同じバンドが嵌っていることに気付いた。

「いまの光、なんだったんだ？」

「すごい、このバンド光るんだ！」

　光は一瞬で消えたが、この突とつ然ぜんの発光に俺がそれぞれの手に嵌ったバンドを改めて見つめ、鈴真がバンドを撫なでながらはしゃいだ声を上げる中、

「……なるほど、あなたのことは大体わかりました」

　したり顔で頷うなずきながらそう言ったのは、朝都だった。

「何がわかったんだ？」

「その前に、もう一つお尋ねします。先さき程ほど、かのうワンダーランドにいる理由はわからないとおっしゃいましたが、秋庭さん、〝お茶会〟に招待されてはいませんか？」

　俺は朝都に尋ねたのだが、逆に新たな問いを向けられ、〝お茶会〟というその単語に、一瞬答えを躊躇ためらう。

　けれど、朝都の何かしらの確信に満ちた口くち振ぶりに、中ちゆう途と半はん端ぱに誤ご魔ま化かすのは得策ではないと判断して、

「招待状は届いていないけど、誘さそわれた覚えはある」

　一言断りを入れてから、俺はそれを認めた。

「なるほどこれでわかりました……秋庭さんはぼく達と同じ、今年の〝お茶会〟の客候補です」

　と同時に、朝都はそう結論を出し、満足げに頷くと、もう十分だろうというように説明ことばを切った。

「そうだったんだ！　じゃあ、目的地はオレ達と同じだね」

　実際鈴真はそれで了りよう解かいしたらしく、驚おどろきに目を瞠みはりながらも、そう言って笑った。

　しかし、いきなり宣告された俺の頭は、更さらに疑ぎ問もん符ふでいっぱいになる。

　ついでに、頭の中ではいつもの警報が響ひびき始めているのだが、それと認めたくなくて、俺は朝都に問いをぶつけた。

「〝お茶会〟の客候補？　俺が仮にそうなんだとしても、ミラーハウスに放り込まれたこととどんな関係が？　ここで〝お茶会〟が始まるとでも？」

　矢や継つぎ早ばやに俺が尋ねると、朝都はそこで初めて困こん惑わくの表情を浮うかべた。

「ゲームの開始条件だけじゃなくて……本当に〝お茶会〟がどのようなものか、一いつ切さい知らないというのですか？」

「ああ。だいたい、参加するともしないともまだ言っていないんだが？」

「……それは不思議の国のアリスみたいだね」

　俺の言葉に鈴真はそんな喩たとえを呟つぶやいてくれて、それを聞いた途と端たん、嫌いやな予感はスピードを増して、俺の背筋を駆かけ上がってきて。

「鈴真にしては良い喩えですけれど……。でも、秋庭さん、あなたがアリスの様に何も知らず穴に落ちたのだとしても、あなたはもう不思議ワンダーの国ランドの門を通ってしまいました。そして、開始のベルは鳴ってしまいました」

　冷静に語りかけてくる朝都の声を聞きながら、俺は納なつ得とくはしないが、ひとまず理解した。

　アリスに喩えられた俺は、つまり、返事を保留にしていた案件ゲームに、既すでに強制参加させられているという事実を。

「それじゃあ……ゲームを始めるしかないって」

　そうして、鈴真はあくまで屈くつ託たくの無い笑え顔がおでもって、改めて俺にそれを告げたのだった。




　　　　２




「〝お茶会〟っていうのは、結論としては、いわゆる通過儀ぎ礼れい、なんだな？」

「はい。より正確に言うと〝お茶会〟に辿たどり着くまでが通過儀礼で、通常は分家を含ふくめた和一族の行事の一つです」

「いったい何を通過すればいいのかオレはまだ知らないけど、このバンドはアトラクションをクリアしないと外れないんだ」

　朝都と鈴真に挟はさまれ歩きながら俺が確かく認にんを取れば、朝都はしっかりと、鈴真は曖あい昧まいに頷いた。どうやら外見だけでなく、性格も二人は対照的らしい。

「……はは、これは呪のろいのバンドか」

　乾かわいた声で呟きながら、もう一度バンドを引っ張ってみたが、やはり外れず──こんな物を着けてくれたカピバラレッドに対する復ふく讐しゆうを、俺は再び胸に誓ちかっておく。

「秋庭さん、聞いていますか？」

「ん、ああ、聞いている」

　呼びかけられて我に返ると、怪け訝げんな顔の朝都がたくさん見えた。ミラーハウスの中を進んでいるのだから当たり前だが、どうもぞろぞろと団体行動しているような気がする。

「じゃあ説明を続けます。〝お茶会〟は、十四歳以上が参加できるもので、通過儀礼とは、十四歳になった和家の子どもが〝お茶会〟に参加する資格があるかを問う、成人式のようなものです」

「十四歳？」

「ええ、十四歳です。ですから、十六歳の秋庭さんは、登生様が〝特別枠わく〟と言っていた方に間ま違ちがいないと思います。ならばこれは審神者さにわの託たく宣せん……いえ、和家当主の決定ですから、問題はありません」

　俺が年ねん齢れいのことを気にすると、朝都はすぐに答えてくれたが、審神者の託宣という言葉は俺には通じないと思ったのか──或あるいは詳くわしい説明を避さけたかったのか──和家の当主であり、最高権力者である和登生の絶対的な決定と言い換かえた。

　朝都はまだ俺のことをよく知らないのだからそれは当然の判断だったが、俺は審神者という言葉も、かのうという和一族が崇あがめる神の存在も知っている。故ゆえに、言い直されるまでもなく、その内容を正しく理解していた。

　審神者というのは、神しん託たくを受ける者、神がかりになった憑より坐ましの言葉を分ぶん析せきして伝える者でもある。かのうの言葉を直接、或いは憑坐の彩波を通して聞く和登生はまさに審神者だ。

　ならば審神者である当主が和家で強権を発揮するのも当然のこととわかったが、

「当主の決定なら、みんな納得するのか？」

　それでも俺はその違い和わ感かんを口にせずにはいられなかった。

「みんなっていうのが和家の人間なら、納得するよ」

　鈴真はそれをあっさりと肯こう定ていして、朝都も当たり前のことだと頷うなずけば、部外者の俺はこれを和家の常識として受け止めるほかない。

「ようするに、〝お茶会〟に参加する資格は通過儀礼……アトラクションをクリア出来るかで判定されるんだろう。じゃあ、そのクリアの条件は？　ただゴールに着けばいいっていうんじゃないだろ？」

　とにかく早々に現状を把は握あくすべく、一気に話を先に進め、核かく心しん部分の説明を求めると、朝都は俺の頭の回転の速さに対する驚きを顔に浮かべた。

　だが俺が真まっ直すぐに目を向けると、朝都はそれを慌あわてて納め、そつのない笑みへと変えた。

「ええ、そうです。アトラクションを進みながらぼく達はポイントを集めなければなりません」

　その笑顔はともかく、朝都の話に噓うそは無さそうだ。けれど、その情報の曖昧さに俺は首を傾かしげる。

「ポイントを集める？」

「ええ。でも、そこから先はぼく達もよくはわかりません。そうですよね、鈴真」

「うん。でも、集めないと何も出来ないらしいから、オレ達はポイントを集めるんだよ」

　本当に知らないのだと証明するように朝都が声をかけると、無数にある鏡を一枚一枚覗のぞき込むように歩いていた鈴真は、ゆっくりと振ふり返り、軽い調子で同意した。

「……つまり、その何かを乗り切って、ポイントを集めてこのミラーハウスをクリアすれば、俺は自由の身になれるんだ、な？」

　俺は二人の答えを聞くと──半ば希望的観測で──そう結論を導き出し、この儀式とミラーハウスから解放される条件を確認のため尋たずねたのだが、二人のリアクションは芳かんばしくなかった。

　帽ぼう子しを軽く押さえながら、わずかに顎あごを引いた朝都の面おもてに浮うかんでいたのは、困こん惑わくというより、真実を告げる前の躊躇ためらい。

　鈴真はドレッドヘアを指先で弄もてあそびながら、そんな朝都の出方を窺うかがっていた。

「……ぼく達は、この移動遊園地の全てのアトラクションを回りきらなければ、〝お茶会〟に参加できません。それと、この腕輪はぼく達が客候補であることを証明するのと同時に、アトラクションをクリアすることなく外に出ないよう監かん視しする道具です」

　結局、俺にその事実を伝えてくれたのは朝都だった。

　そうと聞いた瞬しゆん間かん、俺はちらっと見ただけでも五つはアトラクションがあったことをまず思い出し、

「結局俺は……通過儀礼に参加するしかないのか」

　かのうか理事長、或いは両者の仕し掛かけた罠わなに、自ら落ちてしまったという現実を仕方なく理解した。

　再三言うが、俺が今日、和邸ていに来た目的は尾田のための情報収集であり、それは、今週末に迫せまった生徒総会の準備でもある。

　つまり、俺はいま、とても忙いそがしい。

　かのうはともかく、理事長の方はそれを承知しているはずで、それでもこんな風に俺を巻き込んだ理由は、俺を〝取引〝に応じさせること以外考えられない。

　俺にとって〝取引〝は、決して軽く捉とらえられるものではなく、だからこそ今日まで結論を出せないでいた。

　でも、移動つうか遊園地ぎれいを口実に〝お茶会〟という舞ぶ台たいに立たされてしまった俺には、もう取引に応じるという選せん択たくしかない。

　俺が迂う闊かつだったのか、相手が狡こう猾かつだったのかわからないが、この結果が変えられないのは事実だ。

　だが、このままかのうと理事長の掌てのひらで踊おどり続ける気はない。

　こうなったからには、俺は両者ふたりの探し物を、両方とも探し出し、それを手に、より良い条件を引き出してやるのだ。

　そしてその時、かのうと理事長の間の──理事長の強ごう引いんさからして、確実に存在するであろう──裏取引はきっと不調に終わる。

「俺を罠に嵌はめたからには、覚かく悟ごしろよ」

　そうして、今日の目的を二つ追加して、小さく呟つぶやいたところで、

「……あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、ああ。大丈夫だ」

　声をかけられ、俺は反射的に朝都の顔を見てそう答えたが、その目に浮かんでいる不ふ審しんの色は拭ぬぐいきれなかった。

　だからといって、〝取引〝について朝都に話すわけにもいかないから、俺は多少の不自然さは承知の上で、話を元に戻もどすことにする。

「それにしても、通過儀ぎ礼れいも〝お茶会〟も毎年こんな大規模にやっているのか？」

「……いいえ、こんなに大がかりなのは今年だけです」

　俺が尋ねると、案の定朝都は訝いぶかしむようにわずかに眉まゆを寄せたが、問いにはちゃんと答えてくれた。

「そうか、今年だけか」

　毎年のことではないと聞き、俺はほっと胸を撫なで下ろす。それなら少なくとも来年はこんな厄やつ介かい事に巻き込まれないだろう。

「毎年だったら、大変ですから」

　そして、俺の心底安あん堵どした表情を前に、朝都の目から不審の色が消えたのを見ると、

「よし、まずはミラーハウスの攻こう略りやくだ！　とにかく進んで、ポイントに繫つながりそうなことをこっちから探すぞ」

　俺は二人を促うながし、率そつ先せんしてポイントを集めることにした。

　もちろん俺の目的はアトラクションの攻略では無いが、理事長とかのうが通過儀礼と指定してきた以上、探し物はその道中にあるはずだし、情報集めにしても、目当ての人物に出会うためには、まずは和邸を進まなければならない。

　俺は鞄かばんをしっかりと抱かかえると、早速一歩を踏ふみ出したのだが、

「……痛っ!!」

　直後ゴンっという鈍にぶい音が頭ず蓋がいに響ひびき、俺は自分が鏡にぶつかったことに気付いた。

　虚きよ像ぞうに惑まどわされ、自分の歩いている場所もよくわからなくなる、それがミラーハウスという迷路。道と思っても鏡だったりする、それは承知していたはずなのに、見事に鏡の壁かべにぶつかった俺はしばらく顔を上げられなかった。

「……気をつけてください」

「オレも気をつけないと」

　朝都からは今いま更さらな、鈴真からはあくまでも真しん剣けんな自じ戒かいの言葉を背中に向けられて、更さらなる羞しゆう恥ちに襲おそわれたが、

「……ぶつかったんじゃない、見つけたんだ」

　俺は転んでも……ぶつかってもただで起き上がる男ではなかった。まあ、実際はぶつかったから見つけられたのだが。

「見つけたって、何を!?」

　振ふり向きながらそう言うと、鈴真は目を輝かがやかせて駆かけ寄って来て、俺と同じように鏡に額をつけた。その際、鏡に映った髪かみと実物が繫がって、鈴真の髪がモップのように見えたのだが、それはひとまず言わないでおく。

「ここ……多分、この向こうに行けるはずだ」

　代わりに鏡と鏡の間にあるわずかな隙すき間まと、見落としそうに小さなＥＸＩＴ出口と書かれたプレートを指で示せば、

「おお！　確かになんか行けそうだよ！」

　鈴真は更に目を輝かせた。

「本当ですね。でも、ＥＸＩＴは出口です」

　朝都もまた反対側から覗のぞき込んでそれを確かめたが、こちらは真面目まじめな口調で融ゆう通ずうの利きかないことを言う。

「正しい意味は、な。でも、ここの入口の表示もＥＸＩＴだったのに素す直なおに信じていいのか？　なんといっても和家が絡からんでいるんだからな」

　言いながら、俺はプレートの上に軽く指を滑すべらせて、そこで二人の胡う乱ろんな眼まな差ざしに気付いた。

「和家だからって、どういうこと？」

「和家だから何なのです？」

　つい普ふ段だんと同じ口調で同意を求めてしまったが、朝都と鈴真はれっきとした和一族で、その常識の中で生きていることを俺は思い出して、

「いや、まあ、とにかく開くかどうか試ためしてみよう」

　悪口ではなかったが、多少の皮肉は含ふくんでいたので、俺はそれとなく誤ご魔ま化かして、鏡に手を置いた。

　まだじんわりと額が痛むくらいの勢いでぶつかっても鏡が動かなかったことを考こう慮りよに入れ、押すのではなく、隙間に指を入れて横に引けば、あっさりと鏡の壁は動いた。

　壁の向こうに現れたのは、床ゆか以外は鏡張りの小さな部屋。

　中にはこぢんまりとした部屋に対して大きすぎる気がするテーブルが一台。そのテーブルはレストランやパーティー会場で見かけるようなそれで、やはりレストランで饗きようされる類たぐいの豪ごう華かな料理が並んでいた。

　そして、テーブルにセットされた椅い子すの脇わきには一人の女性。

　その顔に見覚えは無い──というか、仮に見覚えがあったとしても今は判別不可能で、俺は一いつ瞬しゆん、中に入ることを躊躇ためらった。

　だが、鈴真は殆ほとんど勢いで室内に一歩足を踏み入れ、それからゆっくりと振り向き、一言呟つぶやく。

「……すごいよ」

『同感』

　鈴真がプラスとマイナス、どちらの方向でその感想を漏もらしたのかはわからないまま、けれど俺と朝都は即そく座ざに同意した。

　そこに立っている女性──体つきからしてそうだと思われる──の顔にはこれでもか、という程厚い化け粧しようがなされていた。長く濃こいつけまつげにアイシャドウ、やはり濃すぎるチークと真っ赤な口紅。金きん髪ぱつはもちろんかつらだろう。

　そんな舞ぶ台たい役者並みのメイクが施ほどこされたその顔を評するには、どちらにしろ「すごい」の一言しかなかったから。

　一瞬、このまま回れ右をして入口を閉とざしたい衝しよう動どうに駆られたが、それを実行に移す前に、女性に気付かれてしまった。

　あれだけ大おお袈げ裟さなつけまつげをしていても、物が見えるとは驚おどろきだ。

「こ、こんにちっ、わ……たしは女優。みなさんお待ちしていました！　はっ、台詞せりふ間ま違ちがえましたわ。待ちわびました！」

　そして、俺達の方を見ると同時に女性はまごう方なき演技の笑え顔がおを浮うかべながら、出で迎むかえの言葉を口にした。

　音量は十分だが、口調もまた笑顔同様ぎこちない。けれど、その声には聞き覚えがあって。

「その声……もしかして、ミサキさん、か？」

「はい、千の仮面を持つメイド、ミサキです」

　ゆっくりと中に足を踏ふみ入れながら、おそるおそる俺が問うと、なにか余計な煽あおり文句を付けつつ、厚化粧の塊かたまりは頷うなずいた。

「えっ!?　ミサキさん？」

「オレ、わからなかったよ……」

　朝都は声を上げてしまってから慌あわてて口を押さえ、不ぶ躾しつけなほどまじまじとミサキを見つめてから、鈴真もまたはっとした様子で手で口を塞ふさいだ。名前を聞いてわかったところを見ると、二人も松まつ隊メイド、ミサキとは面識があるらしい。

「あら、皆みな様さま、気付かれませんでした？　さすが栗くり山やまますみ様直じき伝でんのメイク＆演技術ですわ、素敵ですわ。１時間千円のデート料を払はらったかいがありましたわ」

　ミサキの口から出たその名は、叶野学園演劇部部長とみて間違いないだろう。華はなやかな美び貌ぼうを持ちながら上がり症しようのため、裏方に徹てつしているはずなのに、なぜか方々で役者より人気があるという噂うわさは真実だったようだ。

「栗山よ……」

　このとんでもない化粧指導で小こ遣づかい稼かせぎをしていた栗山に、教育的指導を施すのは俺の責任だろう。俺は後日必ずそれを実行に移すと決め、今は拳こぶしを握にぎって耐たえる。

「秋庭さん、怒おこるのは体に悪いですよ」

　俺の拳の震ふるえを見み咎とがめて、朝都は真面目にアドバイスをくれたが、

「この程度の感情の揺ゆれは日常の範はん囲い内だ」

　不本意ながらかのうや鈴すず木きに鍛きたえられている俺にはこの程度、ダメージにならないことを教えておく。

「そうですか……まだまだ子どもなんですね」

　朝都はそう解かい釈しやくして、ほんの少しだけ呆あきれたように俺を見たが、ひとまずそれでよしとしておく。

「……でも、どうしてミサキさんはここにいるの？」

「……情報通りなら、そうか。ミサキさん、このミラーハウスのクリア条件はご存じですか？」

「そ……れは、簡単には教えられなくってよ！　ただ、ここはミラーハウスで今日のわたしはメイドにあらず！」

　二人に問われるとミサキはまた芝しば居いがかった──でも相変わらず棒読みな──口調に戻もどり、なぜかその場でくるりとターンを決めて見せる。

「確かに、服装はメイド仕様じゃない。メイドでないなら……今日は遊園地の従業員キヤストってことか？」

　と、そこで俺は、今日のミサキが仕事着のワンピースとは異なる、花はな柄がらの、ドレスと言ってもいいワンピースに身を包んでいることに──顔にばかり目が行っていたのだから仕方ないが──ようやく気付き、思いつきをそのまま尋たずねた。

　しかし、ミサキは盛さかんに首を振ふって否定の意を表し、ならば、今日のミサキが何者かというのは重要ではないのかと一瞬思ったが、やはり、わざわざ告げたことに意味がないとは思えない。

「……では、ミサキさんは、ポイントを持っていますか？」

　眼鏡めがねのフレームを撫なでながら俺がもう一度考え始めたところで、それを尋ねたのは朝都だった。

　ポイントを持っている、という言い回しを俺は初めて聞いたが、朝都は当然の様に、鈴真も毛先を弄もてあそびつつ、ミサキの答えを待つ。

「……はい、持っています」

　ミサキはその問いかけを──恐おそらく答えて良い範囲が決められているのだろう──一いつ拍ぱく置いてから肯こう定ていした。

　俺は朝都にしてやられたことに気付きつつも、二人の遣やり取りから更さらに推測することをひとまず優先する。

　ようするに、ミラーハウスを出るために必要なポイントというのはただ落ちている物ではなく、それをミサキが持っているというのなら、何かしらの課題をこなさなければならないのだろう。

「そのポイントとやらは……ただじゃ貰もらえないんだな？」

　確かめるように尋ねれば、ミサキはまた大おお袈げ裟さに頷いた。

　それを受けて俺が軽く睨にらむと、朝都は一瞬視線を彷徨さまよわせた後、帽ぼう子しを直しながらしたたかな笑みを浮うかべて見せた。

　やはり、朝都は親切で説明役を買って出たのではなく、重要な情報を意図的に伝えない為ためにその役を引き受けたのだと、俺はその笑みに確信する。一見優等生でも、朝都は一ひと筋すじ縄なわではいかない性格を持ち合わせているらしい──つまり、油断してはならない相手なのだ。

「朝都、ちゃんと説明して貰おうか」

　俺はそう認にん識しきを改めると、その目をじっと見み据すえながら朝都に問うた。

「言い忘れていましたけれど、各アトラクションでポイントの獲かく得とく方法は異なり、また必要なポイントも異なるそうです。そして必要なポイントを集めたその後、クイーンと呼ばれる存在に挑ちよう戦せんすることが出来るようになります」

「ここでは15ポイント集めれば、クイーンに挑戦できますわ」

　あくまでも言い忘れたという体ていで朝都がそう言うと、ミサキは相づちを打つような自然さで、ここで必要なポイントを告げた。

「クイーンに挑戦するっていうのがどういうことかは……わからないけど、でも、クイーンをどうにかしないとアトラクションをクリアしたことにはならないんだよ」

　続いて鈴真もそう説明してくれた。朝都と違ちがい、裏は無いようだったが、その分、他人の思惑おもわくにも気付かなかったとみえる。

「……じゃあ、クイーンに挑戦すると他ほかにはどんないいことが？」

　だから俺は、朝都にではなくあえて鈴真にその問いを投げかけた。

「うーん、いいことかどうかは人それぞれだと思うけど。クイーンに勝てば〝王おう冠かん〟が貰えるんだ。どんな王冠でいくら位するのか……わからないけど、王冠を持っていないと〝お茶会〟には参加できないんだって」

　俺の人選に間違いはなく、鈴真はちゃんと答えをくれた。ただ、どこか他人ひと事ごとのような口調で、その目は心なしかさっきよりも眠ねむたげに見えたが。

　朝都は、そんな鈴真に咎めるような眼まな差ざしを送ったが、眠い目をした鈴真は気付かない。

「王冠の数は各アトラクションに一つなのか？　一つだと〝お茶会〟の席には着けないのか？」

「一つでも席には座れます。でも、良い席に座りたいのなら、王冠の数は多い方がいいのです」

　そして、俺の次の問いには、間かん髪はつ容いれず、朝都が答えをくれた。どうやらもう隠かくし事をする気は無いらしい。

「つまり俺達がこれから挑いどむのは〝王冠〟を手に入れる為のゲーム……王様ゲームってことか」

　お茶会の椅い子すは玉座ではないだろうが、〝王冠〟や女王クイーンといった単語から、俺は改めてそう結論づけた。

　しかし、上手うまく喩たとえたつもりの俺の言葉に、朝都と鈴真は揃そろって怪け訝げんな表情を浮かべて俺を見る。

「……〝お茶会〟は合コンではありません」

　やがてぼそりと朝都が声を落とし、そこで俺は自分の過あやまちに気付く。

「なっ！　当たり前だ！　俺はあくまで王冠……つまり王様を目指すっていう意味でそう言ったんだっ！　それに合コンなんて行ったこと無いからなっ!!」

　俺の言葉から二人は、噂うわさに聞く合コンで盛さかんに行われるゲームを頭に描えがいたのだと気付き、慌あわてて訂てい正せいを入れた。そうすれば、二人は頷うなずいてくれたが、その面おもてにはまだわずかに俺への疑ぎ惑わくが残っているような気がして。

「とにかく、何をすればいいかはわかった！　まずはミサキさんからポイントを獲得すればいいんだな！」

　俺は二人の目を目前の課題へ向けさせるべく叫さけんだ。

「そうですね。……でも、ここからは個人戦ということでよろしくお願いします」

　そう言うと、朝都は宣戦布告の代わりに慇いん懃ぎんに腰こしを折り、

「オレは……うん、オレも頑がん張ばる」

　鈴真はそんな朝都と目が合うと、少々ぎこちない笑え顔がおを浮かべた。

　だが、俺はともかく、この二人は今日一日ライバル関係なのだから、多少のぎこちなさは当然のものとして、放っておくことにする。

「スポットライトを浴びたら……わたしは女優……なのに、誰だれも見てくれない」

　というか、こちらの話に夢中になりすぎて、放置していたミサキをどうにかする方が先決だった。

　いつの間にセットしたものかスポットライトならぬスタンドのライトを自分に当てて、さっきと同じ場所に立つミサキは、一時間以上も待ちぼうけを食ったような顔をしていた──実際には多めにみても五分程度だと思うのだが。

「悪かった……これからしっかり見るから」

　それでも半ば無視する様に放って置いたのは事実なので俺は素す直なおに謝罪する。

「……本当に本当？」

　しかし、ミサキはすぐには納なつ得とくせず、更さらなる保証を求めるように朝都と鈴真にも視線を投げかけた。

『すみませんでした』

　そこで無言の要求通りに──鈴真の方は朝都に促うながされる形だったが──二人が声を合わせて謝れば、ミサキはようやく笑顔を浮かべ、機き嫌げんを直してくれたのだった。

「あーあ、お腹なかが空すいたなぁ！」

　そして、一人芝しば居いは唐とう突とつに再開された。

　背中の方で手を組みながら、床ゆかを蹴ける仕草はまだいいが、台詞せりふは相変わらずの棒読み。でも、その台詞がポイント獲かく得とくの為ためのヒントの可能性がある以上、耳を傾かたむけなければならない。

「あれって、役者のふりかな？」

「いや……芝居がかっているのは、課題ゲームの設定に沿っているだけだと思う」

　と、鈴真に話しかけられて、俺はごく自然に返事をした。朝都はここからは個人戦と宣言したが、鈴真も俺もまだギアチェンジが出来てないらしい。もっとも、ミサキの言動の方に気を取られている鈴真は、本題を忘れている感もいなめなかったが。

　まあ、このアトラクションにおけるポイント獲得の為の手段──というか法則を摑つかめないことには誰も行動には出られないのが現状だから、まだ焦あせる必要はない。

　一つ息を吐はくと、今日のミサキは何者の立場でいるのか、再びその点を考えながら俺はミサキを注視した。

　しかし、メイドでも、従業員でもないと言うミサキの服装は、おしゃれな私服としか言いようがなく、普ふ段だんのメイド姿の方が見慣れている俺は街中ですれ違っても気付かないかもしれない。

　そう考えると、俺は別件絡がらみで気がかりを覚え、

「今日は、他ほかのメイドも私服なのか？」

　思わずミサキに尋たずねていた。

「ええ、ミラーハウスの中にいるメイドはみんなそうですわ。ここにいる間はメイドではありませんから」

　するとミサキはわずかに目を見開いて、ここがミラーハウスであることと、ミラーハウスにおいては、彼女達はメイドではないという二点を強調した答えを寄よ越こした。

　それで気がかりは解決しなかったものの、結果的に俺はいいヒントを得た。

「……重要なのはメイドがミラーハウスにいること」

「それと、私服であることですね」

　俺がその考えを声に出して呟つぶやけば、帽ぼう子しの庇ひさしに触ふれながら、相づちのように朝都も呟く。思考に集中するあまり、自分が声を発したことに気付いていないようだ。

「メイドの制服を着ているとメイド、軍服を着てたら軍人？　でも、迷めい彩さいパンツを穿はいていてもオレは中学生だし。着ているものじゃ、何も……わからないって」

　一方、鈴真は自分の迷彩パンツの生き地じを撫なでながら、しきりに首を傾かしげている。

「……わからないなら、少し静かにしていてください」

　その声に思し索さくを妨さまたげられたのか、朝都は視線を上げると、鈴真にそう求めた。

　すると鈴真は朝都の声に、弾はじかれたように顔を上げ、

「うん、ごめん」

　短く謝罪を口にした。朝都は声を荒あららげたわけでもないのに、一連の鈴真の反応は素早かった。もしかしたら朝都も尾田のように怒おこらせると怖こわいタイプなのかもしれない。

　やはり朝都には気をつけよう、と思い直し、それから俺は、鈴真の言ったことも一理あると考えた。

　確かに、服装だけでその人間の全すべてを計ることは出来ない。スーツを着ていてもサラリーマンとは限らないように。

　けれど、ミサキがミラーハウスの中ではメイドではない、と言うなら、逆にそれは自分がメイドであることを前提としているということだ。

　鏡に映る自分の右手が普段と逆側に見えても、それが右手とわかるように。

　俺は鏡の中の自分に実際に手を振ふってみながら、昔見た、鏡の国を題材にした映画のことをふと思い出す。現実世界では冴さえない主人公が、鏡の国では人気者という内容だった。

　それになぞらえると現実世界でも大活かつ躍やくだが副会長に甘んじている俺は、鏡の国では生徒会長として大活躍しているに違ちがいない。

　そこまで考えて、俺は自分がいま、核かく心しんに迫せまったことに気付いた。

　鏡の国で普段と立場が逆転するのなら、鏡の国と言えなくもないミラーハウスにそういう状じよう況きようを設定することは可能だと思う。だからこそ入口をＥＸＩＴとしていたとも考えられる。

　つまり、ミラーハウスにいるメイドとは、普段とは立場が逆転した存在、なのではないだろうか。

「ミサキさん、質問だ。メイドの仕事をミサキさんはどういうものだと考えてる？」

「そうですわね……一言で言うならもてなしのプロですわ。主人へのもてなしは言うまでもありませんが、接する全ての方に一いつ切さいの妥だ協きようをせずおもてなしをするのがメイドの仕事と考えています」

　俺の問いに答える間、ミサキはピンと背筋を伸のばしたままだった。その無意識の仕草でミサキが自分の仕事に誇ほこりを持っていることは十分わかる。

　けれど、そんなミサキが今日は俺達にお茶の一いつ杯ぱいも出していない。それは恐おそらく、ミラーハウスにおけるメイド達はもてなす立場にないと言うことだ。

　ならば答えは簡単で、今日のミサキはもてなされる側の人間、一方俺達はミラーハウスに入った時点で、もてなす側──ホスト役になったということだ。

「では、お客様、どのようなおもてなしをお望みですか？」

　ようやく本題に挑いどめそうだと安あん堵どした俺はついでに気分を良くして、ミサキに倣ならって芝居がかった口調で首を傾げてみせた。

「お客様が望むことを言われなくとも察する、それが真のおもてなしですわ」

　しかし、もてなしのプロの意見は厳しい。もっとも、それは望むところだ。

　頷うなずいて、俺は改めて室内を見回したが、目を引くのはテーブルの上の料理と、椅い子すがあるにもかかわらずその脇わきに立ったままでいるミサキ本人。

「なるほど、ぼく達がもてなす側ということですか。では問題は……具体的な方法ですね」

　俺とミサキの遣やり取りで、朝都はそうと気付くと小さく呟き、帽子の角度を変えながら、改めて考え込む。

　鈴真はどうかと見れば、ミサキをじっと見つめるその目にも、新たな問題への好こう奇き心しんと少しの戸と惑まどいが見てとれた。

「もてなす……前に聞きたいんだけど、あの化け粧しようって苦しそうなのに、落としたくないのかな？」

　が、戸惑いの方はどうやらあの過か剰じようなメイクに向けられていたようで、

「ミサキ本人の気持ちはわからないが、俺個人としては落とした方がいいと思う」

　鈴真の呟きに、ポイントうんぬんは忘れて、俺は思わず個人的な意見を述べてしまった。

「本当にお腹なかがすいたなぁ。でも、食べられなーい」

　一方、俺達の視線を意識しながら、ミサキはまた芝しば居いの動作と共に同じ台詞せりふを繰くり返す。

「……このお芝居を最後まで見ても、オレ、何もわか……出来ないかもしれないんだけど」

　同じ言葉を繰り返しているにもかかわらず、その意図が見えないからか、或あるいは上達の見えないミサキの台詞回しにか、鈴真はそう言うと、力なく項うな垂だれた。

「化粧も芝居も関係ないと思います。というか、二人はまだ何をすべきかわからないようなので、ぼくから行かせて貰もらいます」

　そんな中、真っ先にミサキへの挑ちよう戦せんを口にしたのは朝都だった。

　振り向いて見た朝都の顔には、声同様の自信があった。

「じゃあ、お手並み拝見といこうか」

「うん、朝都が先でいいって」

　だから俺も鈴真も異は唱えず朝都に先を譲ゆずり、トップバッターの座を得た朝都は、余よ裕ゆうの笑えみを湛たたえて俺達を一いち瞥べつしてから、ミサキの元へ向かう。

　そうして、朝都はミサキの目前まで行ったと思うと、その後ろを通り過ぎ、椅子の後ろに立ち、それをゆっくりと引いた。

「どうぞ、おかけください」

「あーりがとーう」

　するとミサキはにっこりと、化粧が崩くずれそうな程大きく微笑ほほえんで、朝都が引いた椅子に当然のように腰こしを下ろした。言葉にはいつの間にか節が付いて、ミュージカル風になっている。

「お飲み物はいかがします？」

　ついで朝都がウエイターのように恭うやうやしく尋たずねれば、

「ミネラルウォーター、炭酸入りのものをね」

　ミサキはすらすらと答え、テーブルの上の料理に手をつけ始めて。

　それからおよそ十分──フォークが落ちれば拾い、グラスが空になりかけたら水を注ぎ、朝都はウエイターとして振る舞まい続けた。

　そして、食事を終えて椅子から立ったミサキは、ウエイターの仕事を見事勤め上げた朝都の手にヘッドドレス──ミサキが仕事の時いつもつけているそれ──を載せたのだった。

「素す晴ばらしいおもてなしでした。こちらがポイントです」

「……松の刺し繡しゆうが四つ。あの、これがポイントですか？」

　課題が終わった途と端たん、女優モードの切れたミサキは、朝都がそう尋ねると至し極ごく真面目まじめに頷いた。

　しかし、ポイントがヘッドドレスで渡わたされるという衝しよう撃げきの事実に、朝都は手の中のそれを見つめ、俺達も思わず息を吞のむ。

「……まさか、これを、頭につけなければならないということは、ありませんよね？」

　だが、朝都はすぐにそつのない笑顔を浮うかべると、暗に拒きよ否ひを伝えながら、ミサキの顔を見上げた。

「皆みなさんきっとお似合いになりますわ……でも、持っていらっしゃるだけでもよろしいですよ」

　ミサキの答えに俺達は一いつ瞬しゆん凍こおり付いたが、続く言葉にほっと胸を撫なで下ろす。ただし、ミサキが一いつ拍ぱく置いたのは絶対にわざとなので、軽く睨にらんでおく。

「秋庭様は本当に似合いそうですわー」

　しかし、思いがけず反撃され、俺は慌あわてて目を逸そらした。鈴木なら嬉き々きとしてつけるだろうが、俺はあんな変態ではない。

「まあ、ポイントの獲かく得とく方法はこれでわかったな」

「ええ、ぼくは四ポイント獲得できました。ということで、次はミラーハウスの外でお会いしましょう」

　朝都は俺の言葉に頷くとそう言い、装着しなくていいとわかったヘッドドレスを晴れ晴れとした顔でヒップバッグに仕し舞まうと踵きびすを返して、

「ああ、鈴真は道に迷わないように十分注意してください」

　最後に鈴真にだけそう言い置くと、そのまま部屋の外へさっさと出て行ってしまったのだった。

　ポイントの獲得方法がわかれば、後は早く〝王おう冠かん〟を手に入れたいというわけだ。ある意味早い者勝ちなのだから、朝都が急ぐ理由は理解できた。

「うん、気をつける……と、朝都が行ったならオレもいかないと。価値は……わからないけどポイントは集めろって言われてるし。じゃあ、後でね！」

　鈴真は既すでに姿を消した朝都に一つ頷うなずくと、自身もくるりと身を翻ひるがえし、足取りも軽く部屋の外へ向かった。

　そうして、悩なやむ素そ振ぶりも見せず、朝都と逆方向へと鈴真も姿を消してしまえば、俺は一人取り残されたような形になった。

　ならば、俺もまた先を急ぐべきだろう。ここではこれ以上のポイントも望めないのだから。

　そう判断すると俺は出口まで歩き出して──けれどそこで身を翻し、室内へと戻もどった。

　中ではミサキが後片付けを始めていて、俺はその背後に足音を忍しのばせながら近付いて行き、ミサキの肩かたを押さえると、振り向かせるべく手に力を込めた。

「何者っ！　……って、秋庭様？」

　瞬間、ミサキは抵てい抗こうの構えを見せたものの、相手が俺と気付くと緊きん張ちようを解いた。でも俺は肩に置いた手を緩ゆるめず、

「ああ、俺だ。ミサキさん……いくつか、聞きたいことがある」

　そのままミサキの瞳ひとみを見み据すえ、低く問うたのだった。
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　ミサキのいた部屋を出ると、俺は左右の道を見比べて、真まっ直すぐな左の通路を選んだ。

　だが、歩き始めた俺の足取りは軽いとは言えず、それはミサキから上手く情報を得ることが出来なかったからだった。

　結局俺が得たのは、忠誠心の高い和家のメイドの口を割らせるには正せい攻こう法ほうではだめだという、それのみ。

　そして、正攻法がだめならどう攻せめていくべきか、それを考えながら歩いていた為ために、俺は気付けば、自分がどれだけ進んだのか、どこかで曲がったのかもわからなくなっていた。一見したところではわからないが、様々な特とく殊しゆ加工がされた鏡に知らず惑まどわされてしまったらしい。

　そうと気付いて、俺は一いつ旦たん立ち止まり、周囲を見回してみたが、真っ直ぐだったはずの通路は、今は曲がりくねってどこまでも奥へ続いているようにしか見えない。

　和家の通過儀ぎ礼れいの為に用意された遊園地だからか、一いつ般ぱん客きやくらしき人間の姿もない。

　肝かん心じんのポイントを持つメイドの姿も見えず、何より自分の姿しか見えない状じよう況きように辟へき易えきして、俺はため息を吐つきながら、上を仰あおいだ。

　当然そこに映るのも俺の顔──と思いきや、俺ではなく、ポニーテールの後ろ姿だった。帽ぼう子しを被かぶってもいなければドレッドヘアでもない。

　ということは第三者メイド。

　その姿を映している鏡は一見一枚だったが、ポニーテールの人物は二人いるようだった。次いでその二人が互たがいに背中を向けて歩き出すのが見えて、俺は一瞬迷った後、右斜ななめの方向を選んで追うことにした。

　メイドを追って道なりに進んだつもりが、気付けば俺は角を一つ曲がり終えていた。曲がった先は緩やかなカーブを奥に向かって描えがく長い廊ろう下か。

　もしや道を間ま違ちがえたかと思ったところで、俺は先さき程ほどと同じポニーテールを見つけて走り寄った。

「ちょっと、待ってくれ」

　背中に声をかければ、ポニーテールを揺ゆらしながら、ゆっくりと振り向いたのは、

「サナエさん、か？」

　顔見知りのメイドの一人だった。尋たずねる口調になったのは、いつもと違う髪かみ型がたと、スレンダーな体のラインが際きわだつパンツルックが、いつものメイド服と比べて彼女を大人っぽく見せていたからだ。

「あら……こんにちは、秋庭様」

　一方、サナエの方はいつも通り、どこか冷めた目と声で応じてくれた。だが、和家のメイドが俺に取る態度は概おおむねこんなものなので気にしない。

「ああ……ええと、いらっしゃいませ、サナエさま」

　俺は、私服ということは彼女もまた「客」とあたりをつけて、呼びかけてみた。

　するとサナエはわずかに目を見開き、器用に右眉まゆだけを持ち上げながら頷いた。それは、自分が「客」でありポイントを持つ立場の肯こう定ていと俺は捉とらえる。

「ご親切にありがとう。でも、いまは探しものの途と中ちゆうなの」

　が、彼女はそう言うと、さっそく手がかり──まずは、ポイントを得るためのそれ──を引きだそうと頭を回転させていた俺を置いて、先へ行こうとする。

「ちょっと待った」

　反射的に俺がその腕うでを摑つかめば、サナエは足を止めてくれはしたが、

「……放してくださいな」

　さっきよりも冷えた声で言われてしまい、俺は慌あわてて手を放す。

　その際、サナエの手首──服の袖そでとの境目にごく小さな物だったが、梅の花のようなタトゥーが見えた。それは和家のメイドには合わないような気もしたが、個人の自由ではあるし、またすぐに袖の下に隠かくれてしまったからわざわざ指し摘てきはしなかった。

「それで、なんの御ご用ようですか？」

「いや、その……メイアイヘルプユー？」

　そして、引き止めてみたものの、まだ攻こう略りやく法ほうを練れていなかった俺が苦し紛まぎれに口にしたのは英語だった。ただし、意味はさっきと同じ。

「ノーサンキュー」

　故に、答えも先程のそれと変わらなかった。でも、俺はそこにさっきよりも強い拒きよ絶ぜつを感じて、そこでサナエがいつもより余よ裕ゆうに欠けていることに気付く。

　いつも──と言う程度たび々たび会っているわけではないが──のサナエは他ほかのメイドが忙いそがしそうにしていても一人涼すずしい顔で動いているのだ。

　そんな彼女に焦あせりは正直そぐわないもので、いっそ演技だと言われた方がしっくりくるだろう。

　と、そこまで考えて、なるほどこれは演技なのだと俺は察知した。

　つまり、この余裕のない素そ振ぶりが、彼女を攻こう略りやくする為のヒントなのだろうが、さすがの俺もこの先はすぐには推察できない。

　それならば、逆に急ぐ理由を尋ねてみようと、俺が口を開こうとした時だった。

　びびびびび、びじじじじ、と。

　微かすかに、でも確かに、何か震ふるえるような音が耳に届き、俺はとっさに辺りを見回した。

　けれど、音が出るような物は何も見つけられず、俺が顔を正面に戻もどした時には、もうそこにサナエの姿は無かった。

　さっきのいまならばまだ近くにいるだろうと、慌てて首を巡めぐらせ、その姿を探せば、すぐにサナエは見つかった。

　でも、数秒の間にどうやって移動したというのか、サナエの姿は俺がさっきまで背中を向けていた、反対側の通路の方にあって。

　一いつ瞬しゆん、俺は自分の目を疑ったが、とにかくそちらへとつま先を向ける。

「待って、くれ、サナエさん」

「あら、秋庭様」

　再び背後から声をかけると、サナエは先程の焦りなど忘れたように、ゆっくりと振り向いた。

　俺はその動きになぜかひっかかるものを覚えたのだが、それは上手うまく言葉に出来なくて。

「……急いでいるのはわかったから、その理由を聞かせてくれないか？」

「……急いでいるのをご存じなら、急がせてくださいな」

　代わりにそう尋ねると、サナエは一瞬沈ちん黙もくした後、今度は左側の眉だけを器用に持ち上げながらやんわりと断りの言葉を口にした。

　サナエのその物言いと表情に、俺はさっきよりもはっきりとした違い和わ感かんを覚えたが、やはりその奇き妙みような感覚を言葉にすることは難しく、サナエの顔を見つめてみたものの、そこで言葉に詰つまる。

　すると、用は済んだと思ったのか、サナエは身を翻ひるがえし、再び俺に背を向けて行ってしまった。

　モデルのようなしなやかな身のこなしも、その動きに遅おくれてついていくポニーテールの揺れ方も先さき程ほど見たのと変わらない。変わらない、はず、なのだが。

　それでも何かが違ちがうと訴うつたえる自分の感覚を信じ、俺はその違和感を残像の中に見つけられはしないかと、目を閉じた。

　そうして、記き憶おくの中のその姿を前後させて比べてみるが、持ち上げた眉が逆だった、というそれしか違いは見つけられなかった。

　消化不良のまま俺はため息を吐つくと、ゆっくりと目を開けた。

　途と端たん、ポニーテールが俺の横を過ぎていく。

　いつもと違う、せかせかとした歩調で、きょろきょろと周囲を見回しながら歩いていくその姿はまたサナエ。

　だが、俺はさっきこの鏡の廊ろう下かの端はしまでその背中を見送ったはずだ。少しの間目を閉じていたが、それはサナエがここまで戻ってこられる程の時間ではない。

「ようするに……瞬間移動のトリックがあるわけか」

　生徒会隠おん密みつこと羽は黒ぐろ花か南なんならばドッペルゲンガー説を主張しただろうが、俺の思考回路は基本的に現実的なのだ。

　それに、周りが鏡だらけ、というこの状じよう況きようを使うトリックならば、一つ心当たりがある。

　俺はその心当たりに従ってまず、最初にサナエを呼び止めた辺りまで戻った。

　それから、その周辺の鏡の壁かべをゆっくりと手で探さぐり、程なくして、俺の手は確かな出っ張りを捉えた。腰こしをかがめて更さらによく見れば、俺が見つけたのは大きめの段ボール箱とわかった。

　周りに銀色の──鏡と同じように俺の顔を映している──紙を貼はられた段ボール箱は、壁にくっつけて置くと、他の鏡を映して、ちょっと見ただけではそこに存在するとわからなくなる。

　つまり、俺の前から突とつ如じよ消えたように見えたサナエだが、実際はこの箱の中に隠かくれただけだろう。細身の彼女ならば可能なはずだ。

　ただ、これだけではまだ瞬間消失のトリックを明かしたに過ぎない。瞬間移動のトリックを成立させるには、

「……もう一人、サナエが必要だ」

　俺は呟つぶやいた。

　そうして声にしてみると、そのもう一人の存在が現実味を帯びた気がした。

　もちろん、俺が考えたのはクローンやロボットの存在ではなく、もっとシンプルなこと──サナエは双ふた子ごである、ということだ。

　俺はサナエと面識はあっても、挨あい拶さつ以上の会話を交かわしたことは殆ほとんど無い。故ゆえに、二人同時に会ったことがなければ、サナエを一人の人間と思い込んでいてもおかしくはない。

　また、サナエが双子ならば、俺の違和感にも説明が付く。どんなに似ていても、別人が同じ動作をすれば、その時抱いだくのは、既き視し感かんではなく、違和感だったのだと。

　とにかく、サナエが双子だと、それさえ確信できれば、二人をどうもてなせばいいのかだいたいの見当はつく。

　だから、きっと、何かしら見分ける方法はあるはずなのだ。

「そういえば……あのタトゥー、梅だったよな」

　と、そこで俺の脳のう裏りをよぎったのはあの小さなタトゥー。

　和家で働くメイドは松・竹・梅の三隊に分けられていて、その職しよく掌しようも衣・食・住に分担されていると聞く。また、その所属隊がわかるようにエプロンやワンピースの襟えりといったところに所属隊のマークが刺し繡しゆうされているのだ。

　そして、同じ和家で働いていても、所属隊の違うメイドが一いつ緒しよに動くことは基本的に無い。

　俺がサナエが双子と気付かなかった理由は恐おそらくそこにあって、だとすれば、もう一人のサナエは竹隊か松隊の所属だろう。

「なるほど、あのタトゥーは刺繡の代わりってわけか」

　そこまでわかれば、ポイントはもう貰もらったも同然で、次の算段をつけながら、俺は一人薄うすく笑えみを浮うかべたのだった。







　待ち伏ぶせ、と言うほど長い時間ではなかったが、瞬間移段ボ動装置ールの上に座って待っていると、サナエは廊下の向こうから再び現れた。

　どこか不安げに、周囲に忙せわしなく目を走らせているその姿は、迷子のようにも見える。

　サナエはそのままどんどん歩いてきて、俺が瞬間移動装置に座っているのに気付くと、左の眉だけを軽く上げた。

　けれど、歩みは止めず行こうとするサナエを、

「お客様、少々お待ち下さい」

　三み度たび、俺は呼び止める。

「何かしら？　急いでいるのよ」

　そう言いながらも、サナエは足を止め、肩かた越ごしに俺を振ふり返ってくれた。

「わかっております。でも、少々お手を拝借させてくだされば、失うせ物が出るか否いなか、占うらなって差し上げますが？」

　俺はサナエが行ってしまわぬよう、一歩で距きよ離りを詰つめると、かしこまって用意しておいた方便を口に出した。

　サナエは一いつ瞬しゆんだけ迷うような素振りを見せたが、結局その手を俺の前に差し出してくる。

　サナエの手を取ると同時に、その手首に素す早ばやく目を走らせれば、そこには予想通りの印があった。

　ただし梅を意匠デザイン化したそれではなく、松のタトゥーだったけれど。

「お客様、迷子でいらっしゃいますね？　これからお連れ様を呼び出しますから……本当の名前を教えていただけますか？」

　俺はいま手を摑つかんでいるのがサナエではないことを確信しながら、あくまでも丁てい寧ねいにその名を尋たずねる。

「では、お願いしましょうか。私の名前はアオバです」

　そうすれば、アオバはいままで見せたことのない穏おだやかな笑顔を浮かべ、ゆっくりとその口で自分の名を紡つむいでみせた。

「サナエさーん。あなたの双子の姉妹のアオバさんがお探しです。ここで待っています！」

　それを受けて、俺は自じ慢まんの大声でサナエを呼んでやる。

「……うるさいですよ。そこまで大声を出さずとも聞こえます」

　すると、廊ろう下かの隅すみから声がして、次の瞬間にはもう一つの瞬間移動装置からサナエが姿を現していた。

「……本当に、そっくりだな」

　そうして、初めて二人が揃そろったところを見た俺は、思わずそう呟いてしまう。しばらく箱の中に居たためか、その頰ほおはアオバに比べて上気して赤かったが、でなければ、名前がわかっていても間ま違ちがえてしまいそうに二人はそっくりだった。

「一卵性ですから当たり前ですわ」

「それでも、一年以上も私達が双子と気付かなかったのは秋庭様の注意力不足です」

　すぐ傍そばに肉親がいるという心やすさからか、二人の声はいつもより柔やわらかく、その半面率そつ直ちよくだった。

　元々好かれていないが、いつもより辛しん辣らつなその態度に、二人が今日まで俺に双子であることを明かさなかったのは、何らかの意い趣しゆ返しのような気がして。

「もしかして、俺が双ふた子ごと気付かないのを陰かげで笑ってた、とか？」

　精神的ダメージは覚かく悟ごの上で俺は訊きいた。

『それはもちろん』

「……どうして俺は、二人から目の仇かたきにされるんだ？」

　予想通り、二人は声を揃えてそう言うと、人の悪い笑みを浮かべ、その答えにため息を吐つくと、俺はこの際だからと続けて問うた。

「それは、彩波様へのかわいさ余って、秋庭様の憎にくさ千倍？」

「それに、鈴木朔はじめ様衣装ルームを二度も摘てき発はつされましたから」

　右の眉まゆだけを上げながらサナエはどこかからかうように、左の眉だけを上げながらアオバはどこか責める響ひびきで俺の問いにそう答えてくれた。

「そうか、鈴木のせいか……アオバさん、あの摘発は当然の行こう為いですから」

　その名が出た瞬間、耳の横を風が吹ふいて行ったような気がして、とにかく俺は、この先、何かあってもアオバに容よう赦しやはしないと決めて、この話題は終えることにした。

「それで、いまので俺は何ポイント貰えるんだ？」

　そう、鈴木のことを考える暇ひまがあったら、アトラクション攻こう略りやくの方をどんどん先に進めるべきだろう。

「ああ、そうでした。クリアおめでとうございます」

「秋庭様にポイントを渡わたすのは何やら悔くやしいのですが……」

『10ポイントです』

　俺が尋ねると、二人はいつもの口調とペースを取り戻もどし、淡たん々たんと伝えてくれたが、予想以上の高ポイントに俺は目を瞠みはる。

「私達は一つの課題を二人で担当しましたのでポイントが高いのです」

　けれど、俺の驚おどろきを見て取ったアオバが説明してくれれば素直に納なつ得とくできた。

「確かに一対二のハンデ戦だったからな」

「ええ。ですから更さらにオプションが付きます」

　そして、俺が改めてさっきの課題を評するとサナエは一つ頷うなずき、先さき程ほどまで身を隠かくしていた段ボールを取りに向かう。

　戻ってくると、サナエはアオバと一度目を合わせた後、段ボールの中を探さぐり出し、一方、アオバは細身のパンツのポケットを探り始めて、

「これがポイント付きヘッドドレスです」

「これがオプションです」

　やがて二人は、同じタイミングで俺の前に手を差し出した。

　けれど、よく似た二人の手の中にあるものは、それぞれ異なっている。

　アオバの手には松と梅の刺し繡しゆうが五個ずつ成されたヘッドドレス。サナエの手には携けい帯たいゲーム機の様なものが載のっていた。

　ヘッドドレスについては言わずもがなだったが、小さなランプ──でもいまは消えている──の付いている携帯ゲーム機のようなそれについては、尋たずねなければわからない。

「こっちは何だ？」

「ビーコンの受信機ですわ」

「……ビーコンっていうと、電波を発信するアレだよな。あ、もしかしてあの振しん動どう音」

　雪山などに行って、万が一雪に埋うまってしまった時でも、ビーコンという電波を発信する装置を持っていれば、受信機がその電波を受けて探し出すことができる、というその情報を思い出すと同時に、俺はさっき聞いた振動音の正体に気付いた。

「ええ、そうですわ。私はうっかりアオバと遭そう遇ぐうしてしまわないように持っていたんですけれど」

　確かに、俺が二人一いつ緒しよのところを見てしまえばゲームはそれで終わりだ。でも、片方がビーコンを持っていれば、相手との接近を受信機を持っている方はそのランプの変化で知ることが出来るから、二人がうっかり鉢はち合あわせすることは無かったわけだ。

　それは理解できたが、そのビーコンを俺に渡そうとする理由はわからず、俺は首を傾かしげる。

「今日、ミラーハウス内のメイドはみんなビーコンを持っています」

　けれど、その説明を受けて、遅おくればせながら俺はこのオプションの価値を理解した。

「そうか……これがあればミラーハウスの中にいるメイドの位置がわかる。けど、いいのか？」

　通過儀ぎ礼れいとは言え、勝負の側面がある以上メイド達も真しん剣けんなはずだ。そんな中にこれが投入されるのは、彼女達にとっては不利なだけだろうと思って俺は尋ねた。

「個人的にはよい、とは言い切れませんわね。けれどこのゲームのルールが上の決定である以上、私達はそれを厳守し、与あたえられた役目をきちんと果たすだけです」

「そして、客人候補には、ルールに則のつとって、あくまでも公平に接します」

　サナエとアオバは揃そろって俺を見ると、あくまでも重要なのはゲームの勝敗ではなく通過儀礼だと俺に告げた。

「そうか。じゃあ、遠えん慮りよ無く使わせて貰もらう」

　ルールで認められているのならと、俺もありがたく受け取ることにする。

　そうして、ヘッドドレスを受け取って早々に鞄かばんの中に仕し舞まい、次いで受信機を手に取ったその時。

「……いま、何を受け取ったのですか？」

　突とつ然ぜん、背中に声をぶつけられた。

　まだ完全には声変わりの済んでいないその声に振ふり向けば、そこには口くち許もとに笑えみを湛えつつも、目許は笑っていない朝都がいた。

『ご無ぶ沙さ汰たしております、朝都様』

　サナエとアオバは朝都の姿を認めると、まず揃って腰こしを折り、

「いま、秋庭様にお渡ししたのはオプションのビーコン受信機です」

　後ろめたいことは何も無いと言うように、サナエははっきりとした口調でそう伝えた。

「ビーコン？　それが何の役に立つの？」

　俺と同じ疑問を抱いだいて、更に二人に質問を向けたのは鈴真だった。どうやら左右の道はどちらを行ってもここに繫つながっていたらしい。

『ご無沙汰しております、鈴真様』

「ビーコンと言うのは簡単に言えば、人捜さがしの道具ですよね？」

　二人は現れた鈴真に朝都と同じように頭を下げたが、どちらかが鈴真の問いに答える前に、朝都は自分の問いを挟はさんだ。

「朝都様のおっしゃる通りです」

「ですから、ここにいる〝お客様〟を探すのにもきっと役立ちますわ、鈴真様」

　けれどサナエとアオバは気にせず、双ふた子ごらしいコンビネーションで、二人の問いに対応する。

「うまくこの二人をもてなせた結果として貰ったんだ」

　俺もまた、きちんと課題をクリアして受け取ったことを、自分の口から二人に伝える。

　それで鈴真は素す直なおに頷いてくれたのだが、朝都の方は俺の手にある受信機をじっと見つめると、

「ぼく達の分の受信機はないのですか？」

　ある意味当然の質問を口にした。

「申し訳ありませんが、私達をもてなしてくださった、先着一名様分しかありません」

「そうですか。でも、それは不公平では？」

　サナエはそれにも冷静に答えたが、朝都は声に抑よく制せいを利きかせつつ、更さらに問いを続ける。

「確かに、三人いるってわかってるのに、こんなおもしろそうなものを、どうして一つしか用意してないの？　っていうか、そのビーコンには幾いくらの価値があるのかな？」

　一方、鈴真は少々声を高くしながら首を傾げると、ポケットから財さい布ふを取り出す。

「……金でどうこうって問題じゃないだろ」

　俺は一応受信機を手に握にぎり直してから、金持ちの子どもらしいというか、俗ぞく物ぶつ的な行動に出ようとしている鈴真に自制を促うながした。

「……そうなんだ。でも、お金はいいよ。物の価値をわかりやすくするんだって」

　そうすれば、鈴真は、軽く目を見開いて数秒沈ちん黙もくした後、一つ頷うなずいて財布をポケットに戻もどした。だが、仕舞いながら呟つぶやかれた言葉に、俺は少々反感を覚える。

　けれど、ここですぐ反論するのは俺だけでなく、すべての小市民の敗北になるのではないかと、俺は逡しゆん巡じゆんして。

「各アトラクションへの挑ちよう戦せんは、三人が揃った時点からと決められています」

「この一いつ斉せいスタートのルールで公平性は保たれていますわ」

「ですから、ビーコンの受信機は秋庭様の物。譲じよう渡とは不可ですわ」

　その間に、アオバとサナエは交こう互ごに整然と理論を展開していき、俺は鈴真に言葉を向ける機会を完全に逸いつした。ついでに、どっちがアオバでどっちがサナエなのかもわからなくなりそうになる。

「……でも、最初に全員にビーコンの存在が知らされていなかったのは、不公平では？」

　しかし、朝都は尚なおも食い下がる。ぴったりと息の合った双子の間に割って入った朝都の勇気は称えてもいいが、これ以上は水みず掛かけ論になるだけだ。

　サナエとアオバもそう考えたのだろう、どちらともなく、互たがいの目を見つめると、

『では、秋庭様、あとはお任せします』

　今日一番の息が合ったところを見せて、俺にすべてを押しつけた。

「はっ？　ちょっと待て！」

　当然俺は呼び止めたが、二人が止まることはない。同じ様に揺ゆれるポニーテールはどんどん遠くなっていく。

「わかった、この場は引き受けるから、一つ質問に答えろ！　松隊のタカネと一番仲の良いメイドは誰だ？」

『梅隊のナツキですわー』

　どさくさ紛まぎれに聞いたのが良かったのか、二人は何の疑問も持たず、俺にその情報を与えると、振り向きもせず姿を消したのだった。

「……よし、これで一歩、近付いた」

　小さな一歩ではあったが、先に繫がる情報と、何となく見えてきたメイド攻こう略りやく法ほうに俺は小さくガッツポーズを決めた。

　そして俺は、約束通り朝都と鈴真に向き合う。

「ようするに、俺がビーコンを独り占じめするのが問題なんだろう？」

「はい。このままではメイドを探し出すだけで時間を無む駄だに使ってしまいますから」

　俺がそう水を向けると、朝都は合理的な問題点を挙げて、軽くプレッシャーをかけてきた。

「オレはビーコンで本当に人が見つかるのか知りたい……っていうか、メイドの人を見つけないと０ポイントのままだから」

　鈴真の方は自分の現状を正直に俺に伝えてきたが、後半部分はどうも、朝都を意識して付け足したように聞こえた。

「鈴真はまだ、０ポイントなのですね。そうですか」

　それを聞いた朝都は、ごくわずかだが優ゆう越えつ感を滲にじませた眼まな差ざしで鈴真を見て、鈴真はそれに居い心地ごこちが悪そうに目を伏ふせる。

「……だったら、メイドは三人一いつ緒しよに探す。そして発見した時点から、個人戦に移行。つまりポイントは早い者勝ちってことでどうだ？」

　仕方なく、俺は一歩踏ふみ出し、二人の間に立つと、一番公平と思われる折せつ衷ちゆう案を提示した。

「そうですね、それなら公平だとぼくは思います」

　元々そう提案するつもりだったろう朝都は、すぐに頷き返した。

「オレ達は身長も体重も違ちがうのに公平、かな？　公平っていうのがオレには……」

　一方鈴真の方は、ドレッドヘアに指を絡からめつつ、なぜかその定義へと思考を傾かたむけ始め、

「それは別問題だとわかりませんか、鈴真」

　朝都に言葉ごと、その思考を遮さえぎられる。

　すると鈴真ははっとしたように朝都を見て、そこに呆あきれたような表情が浮うかんでいるのを認めると、口を噤つぐんで頷いた。

「鈴真、それは賛成ってことか？」

「うん……そうだって」

　少しトーンの落ちた鈴真の声を聞いて、俺はこの二人に挟はさまれて行動することに、今いま更さらながら一いち抹まつの不安を抱いだいてしまう。

　だが、前言を撤てつ回かいしたところで代だい替たい案あんもなければ、それを考える時間も惜おしい。

「これで話はまとまった……準備はいいな？」

　ならば、何かが起こった時に臨機応変に対応しようと決めて、俺は二人を促し、歩き始めたのだった。
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「やっぱり、最初から全員にこの受信機を渡わたしておくべきだったと思います」

　再び三人で歩き始めて五分もしない内に、受信機に三つ目のランプが灯ったのを見て──どうやらこれはビーコンとの距きよ離りに合わせて三段階に点灯するようだ──朝都は言った。

「確かにその方が効率は良かったな」

「ええ。でも、この向こうにいまメイドが居るのは確かですから……開けましょう」

　俺が頷うなずくと、それでひとまず割り切れたのか、朝都はいま為なすべきことに目を向けた。

　が、俺の顔を見ながら朝都が指さしているのは、行き止まりにしか見えない袋ふくろ小こう路じ。

　けれど受信機のランプは三つ目が点灯していて、

「あ、ＥＸＩＴのプレート発見！」

　鏡に目を凝こらしていた鈴真が小さなそれを見つけた以上、壁かべの向こうには間違いなく空間へやがあるはずだ。

「誰か、いるか？」

　試ためしに俺は鏡の向こうに声を送り、朝都は壁をノックしたが、返事はない。

「ノックはしたからな、開けさせて貰もらうぞ」

　俺は一応もう一声かけると、鏡張りの壁に継つぎ目を見つけて強く押した。

　すると思ったよりも簡単に鏡は動いて、回かい転てん扉とびらのように半分回ったところで、

「おおっ、開いた！」

「お先に失礼します」

　鈴真は目を輝かがやかせながらはしゃいだ声を上げ、朝都は俺の脇わきをすり抜ぬけて、開いたばかりの部屋の中に真っ先に足を踏み入れた。一言あったとはいえ、これは抜け駆がけだ。

「油断も隙すきもないな……」

「オレも早く行こうっと」

　そう呟つぶやいた傍そばから今度は鈴真に脇を抜かれ、俺は、今度のバスケットボールの授業ではディフェンスに力を入れようとこっそり決める。

　だが、真っ先に中に入っていったものの、朝都はすぐに歩みを止めてしまい、鈴真もまたその背中にぶつかって足を止める。

「すみません」

　朝都はすぐに謝ったが、鈴真がそれに声を返すことはなかった。

　というのも、鈴真もまた、朝都と同じように、部屋の中に立ちつくす他なくなってしまったからだ。

　俺達がいま、足を踏み入れた部屋は、ミラーハウスそのものとも、最初にミサキが居た部屋とも趣おもむきが異なっていた。この照明の暗さは、ミラーハウスというより、ホラーハウスのそれだ。

　しかし、朝都と鈴真の足を竦すくませたのは、室内の雰ふん囲い気きではなく。

　しくしくしく……うぅっ、しくしく

　部屋中に響ひびき渡るすすり泣きの声だった。

「この声……発生源はどこだ？」

　さすがの俺もその声に不気味さを感じる。でも、それはどこで誰だれが泣いているのかさえはっきりすれば解消出来る問題だ。

　そう考えて、俺は部屋の中に目を凝らしてみたが、人ひと影かげはどこにも見当たらず、ビーコンの受信機はゼロ距離になると同時に沈ちん黙もくする仕組みになっているようで、今は役に立たない。

「……ええ、そうです。幽ゆう霊れいなんていないのです。すべては科学現象として説明がつきますから」

　と、ゆっくりと瞬まばたきをしながら、声を上げたのは朝都だった。目が暗さに慣れるのと同時に冷静さを取り戻もどしたようだ。

「でも、かのう様がいるなら幽霊だっているかもしれないよ」

　それに対し、実に和一族らしい反論をしたのは鈴真で、こちらも既すでに最初の驚きよう愕がくからは醒さめていて、代わりに薄うす暗ぐらい部屋の中に幽霊の姿を探すように目を凝らしていた。

「かのう様と幽霊を一いつ緒しよにするのはどうかと思います」

「でも、見えないのは同じだよ」

　朝都が冷静に言えば、鈴真はむきになったように少し眉まゆを上げ、かのうを例に二人は幽霊の存在を巡めぐり、言い合いを始める。だが、実際にかのうの姿を見たことは無いらしい。

「かのう様は、登生様や、彩波ちゃんには見えていますし、色々な結果でその存在を証明しています」

「幽霊だって……存在を証明する方法があるはずだよ。オレの……知らない方法が」

　だが、すぐに鈴真の方が押されてしまい、朝都が小さくため息を吐つくと、そこで話は終しゆう了りようとなった。

　鈴真には悪いが、かのうと面識があり、羽黒という霊れい感かん少女が友人にいる俺も、ここにおいては朝都と同じ立場だ。

「ビーコンの反応があった以上、ここには人間メイドが居ると思うんだが」

　だから俺は二人が忘れかけている、まさしく現実問題の方へ話を戻す。

「……そうですよ、鈴真」

「そうだったって。……じゃあ、幽霊の足は、見られないんだ」

　すると朝都は、自分は忘れていなかったというように微笑ほほえみ、帽ぼう子しの庇ひさしをゆっくりと撫なでて、鈴真はがっかりした顔で肩かたを落とした。

「……もしかして、幽霊が見たかったのか？」

　項うな垂だれながらこぼした言葉がひっかかって、俺は鈴真に聞いてみる。

「見たかったっていうか、幽霊の絵って、足が無いから描えがかれてないのか、あるけど描かれてないのか……と、まあいいや」

　鈴真は一度は俺の問いに答えようとしたものの、指先に絡からまるドレッドヘア同様、不思議な言葉は、喉のどで絡まってしまったというように、途と中ちゆうで残りを飲み込んでしまった。

「攻こう略りやくは早い者勝ちですからね」

　そして、俺の目をしっかりと見ながらそう念を押し、薄暗い部屋の中を朝都が動き始めれば、鈴真もまた、俺のことなど忘れたように、一人で動き出す。

　個人戦以前にマイペースな約二名に頰ほおをひきつらせつつ、とにかく俺もこの鬱うつ陶とうしい泣き声の主の居場所を突つき止めることにした。

　部屋の照明は本当に微かすかな光しか放たない上、少し青みがかっていて、そんな光で見る部屋はなんだか煤すすけて、倉庫のようだった。

「ドラム缶かんか」

　と、俺はもう一つ、倉庫を思わせる物を発見した。１６０センチ程の鈴真と同じくらいの高さがあるドラム缶は濃こい青色で、青色の照明の下、景色かべにとけ込んでいた。

　近付いて見ると、ドラム缶は部屋の隅すみに、半円を作るように置かれていることがわかった。更さらにその半円の中にまるで守られるように一つドラム缶が置いてある。

「なんか、バリケードっぽいな」

　抱いだいたイメージを俺がそのまま口にすると、

「ドラム缶じゃなくてバリケードならいくらになるんだろう」

　同じくドラム缶を調べに来た鈴真は、その真ん中のドラム缶に顔を近付けると、本当にその金額かちを考えているような真しん剣けんな表情を浮うかべる。

「それはそんなに真面目まじめな顔で考えなくてもいいんじゃないか」

「そう？　じゃあ、どんな顔をしたら……うん？」

　思わず俺がアドバイスを送れば、鈴真は困ったように首を傾かしげながらドラム缶を軽く叩たたき、直後、更に大きく首を傾げる。

「なんか、叩いた感じが変だった気がする」

　続いてそんなことを言うと、鈴真は精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびをしてドラム缶の中を覗のぞき込み、背伸びは必要としなかったが、俺も一緒に中を見て──瞬しゆん間かん、呼吸を忘れた。

　鈴真もまた、驚おどろきに顔を強こわばらせ、その場に凍こおりついてしまう。

「……いったい、どこの組のシマを荒あらしたの？」

　でもそれはほんの一瞬のことで、鈴真はすぐにまた口を開くと、物ぶつ騒そうな問いをドラム缶の中に落とした。

「できれば、そんな物騒な理由じゃ無いことを祈いのりたいけどな。で、どうしてこんなドラム缶の中にいるんだ、ナツキさん？」

「しくしくしく……それは、わたしがどじでまぬけで……百枚ものお皿を割ったからですぅぅ」

　そうすると、ドラム缶の中で手足を丸め座っていたナツキは顔だけ上げて、蓋ふた代わりの金かな網あみ越ごしに俺達を見ながら、そう答えた。

「つまり、番ばん町ちよう皿さら屋や敷しきか」

　この部屋の暗さに皿というアイテムが加えられた途と端たん、俺はもうその怪かい談だんしか想像できなくなっていた。ドラム缶はさしずめ井い戸どの代わりと言ったところ。

「まさか！　お皿の百枚程度で登生様がこんな仕置きをするはずがありません」

　しかし、俺の断定は、それ以上にきっぱりした口調で朝都に否定される。

　その否定よりも、耳みみ許もとで声がしたことに驚いて首を動かせば、いつの間にか朝都は俺の隣となりにいた。どうやら、俺達がドラム缶の中にナツキを発見した時点でやってきていたようだ。

「……うん。普ふ通つうにお金で買えるお皿なら、登生様には問題じゃないって」

「そうですぅぅ……わたしは自主的に反省してここに籠こもったのですぅぅ。もうずっとこの洞ほら穴あなで暮らすんですぅぅ……ぐすっ」

　そして、驚く素そ振ぶりもみせずに鈴真が朝都の意見に賛同を示し、なおかつ、本人に否定され、俺は番町皿屋敷説を引っ込めるしかなくなる。

「でも、十人中九……いや、八人は俺と同じことを想像するはずだ」

　ただそこだけは強く主張してから、

「自分で入ったなら出るのも自由だろ。早く出てポイント獲かく得とくの課題を出してくれ」

　気を取り直し、俺はナツキに外に出るよう要求した。ナツキには別件でも尋たずねたいことがあるから、ぐずぐずしてもらっては困る。

「ええ、お早くお願いします」

「いやですぅぅ。もうわたしは外には出ないんですぅぅ」

　俺に続き、朝都も急ぐよう促うながしたが、ナツキはまるで子どものようなことを言って、外に出ることを拒こばむ。

　ならば、こちらも多少は強ごう引いんな手段に出るしかない。金網──よく見れば魚焼き網だ──を取り去ると、俺はドラム缶の中に腕うでを伸ばしたが、ナツキは胸の中に頭を抱かかえ込むようにして更に小さく丸まってしまう。

「……どこの軟なん体たい生物だ」

　丸まった途端、俺の手はナツキに届かなくなり、その体の柔じゆう軟なんさに俺は一いつ旦たん手を引かざるを得なくなった。

「マイマイと呼ばれようと出ませんよぅぅ。出せるものなら出してみればいいんですぅぅ」

　ため息混じりの俺の台詞せりふに、ナツキはくぐもった声で徹てつ底てい抗こう戦せんの意思を示す。

「うん？　もしかして、ここから出せばいいのか？」

　だが、その声明を聞くと同時に、そんな発想が浮かんで俺は呟つぶやいた。一度引いてみたのが意外に功を奏したらしい。

「それは単純なような……でも、この頑かたくなさを見るとそんな気も……」

　俺の呟きを拾った朝都は、そう言いながら腕を組むと難しい顔をした。どうも単純すぎるのが引っかかるらしい。

「ねえ、ナツキさん。さっきこのドラム缶を何て言った？　洞穴とか言わなかった？」

「あっ、はい……ここはわたしの洞穴ですぅぅ」

　一方、鈴真は俺達の会話に加わることなく、ドラム缶の中を覗き込むようにして、一人ナツキにインタビューを敢かん行こうしていた。

「鈴真も少しはやる気があるのですか……」

　その様子を横目に見て、朝都は小さく鼻を鳴らしてそう言ったが、俺はそれに首を傾げた。

　朝都とは違ちがい、鈴真はポイントのことなど考えておらず、ただ興味を抱いたことを、心のままに尋ねているようにしか俺には見えなかったから。

　しかし、結果として軍配は朝都の方に上がった。

「……洞穴か」

　ナツキの回答を繰くり返して一つ頷うなずくと、鈴真は唐とう突とつに、ストレッチを始めて。

　両手首、両足首、首も回して、最後にゆっくりと背伸びをするように全身を伸ばし、

「じゃあ、こういうのはどうなんだって？」

　その問いかけを合図に、鈴真は突とつ如じよ、踊おどり始めたのだった。

　両足を肩かた幅はばに開いたかと思うと、足をクロスさせ、さらに新しくステップを踏ふむ。

　足でステップを踏んだかと思うと、今度は腕をクロスさせ、首だけを前後に動かしてリズムを刻んでいく。

　踊りのさわりを見ただけで、素人しろうと目めにも鈴真がなかなかの腕前をもっていることはわかり、それと共に、鈴真が何をやろうとしているのかもだいたい見当がついた。

　でも、いまのままではドラム缶かんの中へはステップを踏む音しか届かず、鈴真のヒップホップダンスの真価は見せられない。

　ならば、ここは俺が協力するべきだろう。

　そう決めると同時に俺は、鈴真のステップに合わせて、鞄かばんをドラム代わりに叩たたき始めた。

「鈴真、いいぞっ！　もっと踊れっ!!」

　次いで声せい援えんと共に指笛を鳴らせば、朝都はうるさそうに俺を見たが、鈴真は片頰ほおだけで笑うと、一つ頷いてみせた。

　両腕を翼つばさのように広げながら腰こしを落として、そのまま縦に開かい脚きやくして右膝ひざだけをつき、それでフィニッシュかと思いきや、屈くつ伸しんの力だけで立ち上がるとまた腕を開き、腰を捻ひねって回り出す。

「凄すごいぞっ！　そうだっ、もっと、もっと回れっ！」

　そうして、鈴真を更さらに煽あおりながら、俺は遂ついに目の端はしに天の岩戸ならぬ魚焼き網をどかして、ナツキが半分だけ顔を出したところを捉とらえた。

　くるくるとコマのように、ヘッドスピンで回り続ける鈴真の姿にナツキの目は釘くぎ付づけになっている。

　当然、俺がこの隙すきを逃のがすわけが無く、ナツキの死角から、ゆっくりとその背後に回り込み、鈴真のダンスをもっとよく見ようとナツキが頭を全部出した瞬しゆん間かん──その肩をしっかりと摑つかんだ。

「きゃあっ！」

　ナツキは慌あわてて網を盾たてか何かのように振り回したが、肩から下がドラム缶の中にあって、まともな抵てい抗こうができるはずもない。第一、俺を相手にするにはスピードが足りなすぎた。

「悪いな」

　俺は一言だけ断ると、今度はナツキの両腕を摑み、そのまま勢いよくナツキをドラム缶から引き出したのだった。

「あああああぁぁ」

　引っ張り出されたナツキは床ゆかに降ろされると、嘆なげきの声を上げながら、そのまま両手で顔を覆おおい俯うつむいた。

「天の岩屋戸作戦……いや、天あめ宇の受う売ず命め作戦か。とにかく作戦成功おめでとう、鈴真」

　そして俺は、踊り終えて、まだ息を整えている鈴真の肩をそんな言葉と共に叩く。

　鈴真は叩かれた肩を、それからナツキを見て、その後今度は俺の顔を見上げて、ようやく屈くつ託たくのない笑え顔がおを見せた。

「天の岩屋戸っていうと日本神話……ああ、そうだったのですか」

　対照的に、ようやく鈴真の作戦、ひいてはナツキの望む「おもてなし」が何に着想を得たものなのか悟さとった朝都は、そう言うと唇くちびるを引き結んだ。

　そう、朝都が思い至った通り、それは天の岩屋戸神話だ。

　天の岩屋戸神話というのは、物もの凄すごく簡単に説明すると、天あま照てらす大神おおみかみという太陽を司つかさどる女め神がみが、天の岩屋戸に隠かくれてしまい、世界が真っ暗になってしまい困ったので、他ほかの神達が作戦を立てて引っ張り出す、という話。

　その際、岩屋の前で舞まい踊ることで天照大神の興味を惹ひき──これは踊りでもてなしたと言い換かえることも出来る──岩屋から顔を出させたのが、天あめ宇の受う売ず命めである。

　つまり、ナツキはドラム缶という名の岩屋に隠れた天照大神で、鈴真は天宇受売命。

「……素す敵てきな踊りでもてなしてもらったので、お皿のことで反省するのは終わりですぅぅ」

　そして、鈴真は天宇受売命と同じように、踊りでもてなしてくれた、とナツキに認められたのだった。ただし、今度はいまの敗北を反省しているのか、ナツキはまだ顔を上げていないが。

「でも、鈴真様が、岩戸と洞ほら穴あなをすぐに結びつけてしまうとは思わなかったですぅぅ」

「確かに。洞どう窟くつと思いがちだけど、よく知ってたな」

　おそらくそこで俺達を混乱させるつもりだったナツキは感心したようにそう言い、俺も同意を示せば、

「たまたまだって……ダンスの先生が踊りの神様が出てくる話だって言ったから本を読んだことがあっただけだよ」

　鈴真は照れくさそうに口くち許もとを緩ゆるめながら、首を振ふった。

「ああ、そういえば天宇受売命はそっち方面の神様だったな」

　再びダンスと聞いて、鈴真のさっきのキレのある、実力十分のパフォーマンスが俺の頭の中で再生される。

　頭脳労働だけでなく、運動神経にも自信のある俺だが、練習しても鈴真みたいに踊れるようにはならない気がする。

「うん、ダンスの方も見事だった。将来の夢はダンサーか？」

　だから俺は素直に褒ほめ言葉を送った。

　が、せっかく俺が褒めてやったというのに、鈴真はきょとんとしてまず右に首を傾かしげ、次に左へ傾げて、

「夢って……なにそれ？　オレはただ踊れるから踊っただけだよ。ダンサーになるなんて、考えたことないって」

　ドレッドヘアを整えながらそう言った。

「違ちがうのか……」

「うん。ヒップホップダンスは、これっていう決まりが無くて、ルールみたいなのがわからなくってもいいから続けてるだけだって」

　あのダンスの上手うまさは、将来への野望があって精しよう進じんしたものと踏ふんでいた俺は、鈴真の答えに肩すかしをくった気分になる。

　それでなんとなく視線を朝都に向けたのだが、

「そうですよ。鈴真は運動神経はいいですけれど、ダンサーにはなりません。ぼく達はどちらにしろ和グループで働くことがわかっているんですから」

　鈴真以上にはっきりとした口調で、否定されれば、納なつ得とくするしかなかった。

「そういえば、ワルツは踊れるようになりましたか？」

　そこで、ふと思い出したというように、朝都は鈴真に問いかけた。

　どうやら和家ではワルツが必修という情報に俺が驚おどろきつつも妙みように納得する隣となりで、鈴真はわずかに表情を曇くもらせる。

「ルールがまだちょっと……あれなんだって」

「ぼくはもう、上手く踊れます。鈴真も頑がん張ばってください」

　鈴真が軽く首を振ると、朝都はそう言って微笑ほほえんだ。励はげますような言葉を添そえていたが、質問の意図が自分が決して鈴真に劣おとっていない、むしろ優位にいると示すことにあったのは明確で、俺は文句の一つも言いたくなった。

「……ええと、それでは、ポイントを差し上げようと思いますぅぅ。でも、まずはポイントの分配ですぅぅ」

　だが、そこでようやくナツキが顔を上げたので、俺は鈴真達と共にナツキに視線を集中させた。

　何かしらの雰ふん囲い気きを出すためか下ろしていた髪かみを頭の上で一つにまとめ直して、露あらわになったその顔に涙なみだの跡あとはない。

「やっぱり、噓うそ泣なきだったんですね。アイメイクが崩くずれていません」

　朝都にそれを指し摘てきされると、ナツキは目を逸そらして、咳せき払ばらいを一つした。

「……ウォータープルーフマスカラですぅぅ。それはともかく、わたしの課題をクリアする際、鈴真様と秋庭様は共同作戦を行ったとみなしますぅぅ」

　そして、簡単に誤ご魔ま化かすと、ナツキは鈴真と俺の顔を交こう互ごに見た。

　つまり、鈴真が天宇受売命ならば、俺は岩戸を開けて天照大神を引っ張り出した天あまの手た力ぢから男おの命みことの役回りを果たしたと、ナツキは言うのだろう。

「相談したわけじゃないし、先に動いたのは鈴真だ。だから、ポイントは全部鈴真の方にやってくれ」

　そうと気付いて、俺は先回りして、ナツキにそう告げた。

「それはだめですぅぅ。それに元々予想されていた展開なんですぅぅ。ですから、ここは秋庭様に２ポイント、鈴真様に５ポイントを差し上げるということで、どうですぅぅ？」

　しかし、ナツキは俺の言葉に頷うなずかず、最初から想定内のことと言われれば、俺はそれ以上異を唱えられない。

　では、鈴真はどうだろうと見やれば、鈴真は指を一本一本折り込みながら、鼻に皺しわを寄せ、首を捻ひねっていた。

「オレが５ポイントで……多加良君が２ポイントってことは、神話でもそうだったってこと？　うーん、でも、どうして５ポイントなの？」

　なんだかんだで初めて鈴真に名前を呼ばれた──しかも親しげな雰囲気で──ことに驚く一方、鈴真が何を疑問視しているのかわからず、俺もまた首を傾げる。

「……５ポイントでは不満ですぅぅ？」

「いや、オレが５ポイントなのには不満は無いんだけど。でも天宇受売命が５ポイントなのはどうしてかなって？　消費カロリーとかからそうなるの？」

　だが、鈴真が正面からナツキを見つめて問えば、それで鈴真の疑問はなんとなくわかった。ただ、前提としているのが神話では、はっきりとした解答は難しいだろう。実際ナツキはフィーリングで決めたと見えて、返事に窮きゆうしている。

「ここは、神話と切り離はなして、俺と鈴真の運動量で考えればいいんじゃないか？　踊ってより多くの運動をした鈴真の方が５ポイント。で、声せい援えんとナツキさんを引っ張り出した俺の方は２ポイントってな」

　細かい計算は無しで、ナツキに助け船を出すつもりで俺はそう言った。

「それは、神話の方は考えても……答えが出ないってこと？」

　鈴真は折りこんだ指を見つめながら、まだ納得いかない口くち振ぶりで返してきたが、

「いや……気になるなら、後日じっくり調べて、考えればいい」

　俺が諭さとすようにもう一度言えば、数秒視線を彷徨さまよわせた後、ひとまず頷いてくれた。

　もしかすると、困こん惑わくしているナツキと、朝都の無言のプレッシャーに気付いたからかもしれないが。

「では、お二人にヘッドドレスを進しん呈ていしますぅぅ」

　そうして、ほっと胸を撫なで下ろしたナツキから俺と鈴真はそれぞれヘッドドレスを受け取った。

　ここでポイントを得ることの出来なかった朝都は、残念そうに小さく息を吐はいたが、軽く頭を振って、

「じゃあ、次のポイントを探しに向かいましょう」

　それで気分を切り替かえたとばかりに、明るい声を上げた。

「あら、秋庭様はもう15ポイント溜たまっているようにみえますぅぅ」

　しかし、俺がヘッドドレスの束をまとめているのを脇わきから覗のぞき込んでナツキが勝手に目測すれば、その頰ほおはまた強こわばった。

「いや、まだだ。あと３ポイント足りない」

　急いで俺は訂てい正せいを入れたものの、朝都が受けた衝しよう撃げきにあまり差はなかったようだ。

「……さっきのサナエさんとアオバさんのポイントは10ポイントですか」

　それでも、その驚おどろきを面おもてに出さず、冷静に計算をしてみせるあたり、素す直なおではない。

「そうだったんだ。じゃあ、いま、一番王おう冠かんに近いのは多加良君だね」

　一方、鈴真は軽く目を瞠みはり、素直に驚きを口にしたが、朝都と異なり、どこか他人ひと事ごとのようで、やはりこの通過儀ぎ礼れいに対する真しん剣けん味みは感じられない。

「でも、まだ15ポイントに達していませんし、仮に獲かく得とくしてもすぐにクイーンと出会えるとは限りませんから」

　そして、言外に自分にも挽ばん回かいのチャンスはあると告げると、朝都は俺達を急せかす代わりに、足早に外へ向かう。

「すぐに追い付くから、先に行っててくれ」

　でも俺にはまだ一仕事残っていたから、鞄かばんの中を整理するふりをして、鈴真にビーコンの受信機を渡わたした。

「……先に行くのはいいけど、多加良君は、迷子になってもいいの？」

　鈴真は特に疑問を抱いだいた様子もなく、受信機を受け取ると、そんな心配をしてくれた。受信機があれば抜ぬけ駆がけ可能なのだが、そういう計算は働かないらしい。

「ゆっくり進んでいてくれれば、すぐに追い付くから、先に行っていてくれ」

　確かにその危険性はあるが、用事はてっとりばやく済ませるつもりだったから俺はそう繰くり返した。

「そっか。じゃあ、オレも迷わないようにゆっくり行ってる……ミラーハウスなら迷子になってもいい気はするけどさ」

　そうすれば、鈴真はなぜか少しだけ残念そうな顔をして呟つぶやいて、それから朝都の動きをなぞるようにゆっくりと踵きびすを返し、部屋の外へ出ていったのだった。

　その背中が消えたのを確かめて、俺は鞄から取り出したノートを片手に、改めてナツキと向き合った。

「……なんですぅ？」

　ナツキは俺の真剣な目に一いつ瞬しゆん怯ひるんだようだったが、そこは和家のメイド、すぐに真まっ直すぐに見返してくる。

「訊ききたいことがある。松隊のタカネと仲がいいそうだな」

「はい？　確かにタカネちゃんとは仲良くしてますけど、それがなんですぅ？」

「じゃあ……最近、タカネが銀色のモノを身につけている、或あるいは持っているのを見たことは？」

　俺の問いに、ナツキは一度は拍ひよう子し抜ぬけしたような顔をしたものの、続けてそう問うと、わずかに目許を険しくした。

　その反応は心当たりがあると言ったも同然だった。

「あるんだな？」

「さあ、知らないですぅぅ」

　念を押すと、ナツキはあからさまに俺から目を逸そらし、その否定も逆にその事実を肯こう定ていしているようなものだったから、情報としてはそれで十分と言えた。

　けれど、はっきりとした言葉を得られるなら、それに越こしたことはないし、ならば試みてみるべきだろう。

「そうか。どうやらそれらしき物を拾ったから、届けようと思ってたんだけどな」

　俺は制服のポケットの中に手を入れながら、善意が報むくわれなかったことを嘆なげくように目を伏ふせた。俺の悪人顔でどれ程の効果があるかは正直わからなかったのだが、

「あのっ、だったらわたしがタカネちゃんに渡しておきますぅぅ」

　ナツキは見事にひっかかってくれた。

「そうか……わかった。ありがとう」

　礼をいいながら、手を開いて顔の横まで上げて見せたところで、ナツキはようやく自分の迂う闊かつさに気付く。

「あ、あああっ、何もないっ！　秋庭様に謀はかられたですぅぅ」

　かまをかけられたことに気付いたナツキは、うらめしそうに俺を睨にらんだが、もう遅おそい。

「悪いな。とにかく情報が必要なんだ」

　そうして俺は、メモを取ったノートを鞄の中に放り込むと、地じ団だん駄だを踏ふむナツキを置いて、部屋の外に飛び出したのだった。
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　鈴真は朝都に急せかされながらも約束通り、ゆっくりと──時折ミラーハウスの特とく殊しゆ加工がなされた鏡に映った自分の姿を面おも白しろがって足を止めながら──歩いてくれていて、俺はすぐに二人を見つけて追い付くことが出来た。

　それから俺達三人は受信機の示すまま進んで、また一人のメイドと遭そう遇ぐうした。

　その結果、カナコという名の彼女の持つ３ポイントを、長く伸びすぎた前まえ髪がみをカットするというもてなしと交こう換かんに得たのは俺だった。

　いつも自分で前髪を切っているのが思わぬところで役に立ったわけだが、俺がクイーンに挑いどめる15ポイントを満たしたことで、その後、朝都は少しの間無口になった。

「……次でクイーンに遭遇するとは限りませんから」

　次に出で交くわすのが正直メイドでもクイーンでも俺は構わない──けれど、次に望みを繫つなぐという朝都に余計なことは言わないでおく。

　そうして、俺の手の中で再び受信機が大きく震ふるえ、次に三つ目のランプが灯ったその場所には、鏡張りであるのは変わりないが、明確に取っ手とわかる代しろ物ものとＥＮＴＥＲ入口という、ネオンが光っていた。

　どこかアメリカのダイナーのようなネオン・サインに俺達は思わず顔を見合わせる。

　そのセンスもだが、これまでのＥＸＩＴとは異なるＥＮＴＥＲという文字列に。

「今までのＥＸＩＴは入口でした。だったら、ここは出口と考えていいとは思います。でも、まだクイーンにも会ってないのに出口を通っていいのかどうか……」

　朝都は真面目まじめな顔をしてネオンを見ながら言ったが、その言葉は論理的でも歯切れが悪かった。

　一方、鈴真はネオンをじっと見つめ、その光を目に映しながらも無言だった。

「俺もＥＮＴＥＲだけど、出口だと思う……受信機も反応してるしな。ただ、そのまま外に直通かどうかは微び妙みようだろうな」

　ミラーハウスは反対のことだらけ、という設定を考えると不安は残る。それともう一つ、今までと違ちがうということは、中にいる人物もそうである可能性があるのだ。

「とにかく、開けてみようよ」

「なっ、鈴真！」

　だが、俺がそのもう一つの可能性を提示する前に鈴真はステンレスの取っ手を握にぎり、扉とびらを開けていた。当然、朝都の声など聞こえなかっただろう。

「ハァーイ、ボーイズ！　待ってたっぺ！」

　扉が開いた途と端たん、ものすごい勢いでこちらに突とつ進しんしてくる人ひと影かげが視界に入り、俺は反射的に鈴真を押しのけて、その前に立った。

　ただ走ってくるならまだましだが、その足にはローラーブレードが装着されていて、このままぶつかればかなりの衝しよう撃げきが予想される。ならば、多少なりとも体の大きい俺の方が傷は浅いだろうと考えて。

　実際、ローラーブレードを駆かる人物に止まる気配はなく、俺は覚かく悟ごを決めて目を閉じた。

「止まりなさいっ！」

　と、そこに、甲かん高だかく叫さけぶ声が響ひびいて。

　かと思うと、ガガガガガーッ、という摩擦ブレーキ音と共に焦こげ臭くさい匂においが鼻をついて、俺はぱっと目を開けた。

　次の瞬しゆん間かん、まず目に入ってきたのは金色の髪。天然物のその髪は短いが、陽ひの光を受けた麦の穂ほのように煌きらめいている。次いで、飛び込んで来たのは印象的なエメラルドグリーンの瞳ひとみ。美しい造作は、その長い手足と相まってどこか妖よう精せいめいていた。

　けれどその格好はといえば、丈たけの短いＴシャツと、デニム地のショートパンツ。襟えり元もとには三角に折ったバンダナ、首に紐ひもでひっかかっているカウボーイハット、更さらにローラーブレードにはウエスタンブーツ風の装そう飾しよくと小物を揃そろえ、妖精ではなくカウガールのような仕し度たくだった。

「ぎ、ぎりぎりセーフだったっぺ」

　ただし、その口からこぼれる言葉には東北地方風の訛なまりがあり、それを聞いた人間は一気に現実へ引き戻もどされる。

　もっとも、既すでにこのインパクトを経験済みの俺には何ら問題は生じなかったが。

「もっと早く止まれただろうがっ！」

　というか、目下の問題はそれで、俺は思わず大声を上げていた。

「いやー、多加良さまなら、避よげると思ったっぺ」

　俺の抗こう議ぎにも、相手──松隊隊長・松しよう子こは悪びれず、ただ笑え顔がおを浮うかべて、無造作に髪をかき上げた。念のため言っておくと、松子という名はメイド隊長のみが名乗れるコードネームのようなもので、マシューとキャサリンの娘むすめである彼女の本名は横文字のはずだ。

「でも、秋庭さんが間に入ってくれなかったら、鈴真と衝しよう突とつしていたかもしれません」

　しかし、朝都が厳しい表情で俺の前に進み出て、わずかに青ざめた鈴真の顔を見れば、さすがに松子も気まずそうに目を逸そらす。

「松子さん、ですからローラーブレードなんてお脱ぬぎなさいと言ったでしょう。そもそもその服装自体どうかと思いますわ」

　更に背後からも叱しつ責せきが飛んでくると、松子は首を竦すくめた。

　物言いは高飛車だったが、概おおむね正しい主張をしたその少女の名前は和初葉いちは。和家当主、登生の長子、彩波とは同じ年で従姉妹いとこ関係にある。

　今日の初葉は、白いシャツの上に五分袖そでの短い紺こんのジャケットを羽織り、それにタータンチェックの膝ひざ下した丈たけのスカートとローファーを合わせたトラッドな服装だった。だから余計に露ろ出しゆつ度どの高い松子の私服が気に入らないのかもしれない。

「まったく、今日のお役目をどう考えているのかしら」

　きつい口調を続けて向けられ、松子は１７０センチ近い長身を小さく丸めたが、俺達から見える表情に反省の色は無い。

「いやいや、今日のあたしは初葉様の騎士ジヤツクだってよおっく、わがってますよ。ポイントを持ってることも自覚してるっぺ」

　そして、顔だけ初葉の方を振ふり返りながら松子が口にした台詞せりふに、俺はトランプの絵札をふと思い出し、改めて部屋の奥、一段高い場所フロアにいる初葉へと目を向けた。

「ええと……松子さんがジャックということは、もしかして、初葉ちゃんがこのアトラクションの女王クイーンですか？」

「ええ、そうですわよ、朝都、鈴真……それから秋庭さん」

　彩波と初葉が従姉妹ということは、朝都達とも親しん戚せき関係というわけで、俺と同じ推測をしたのだろう朝都が問うと、初葉は親しげに声を返した。

　でも鈴真には軽く会え釈しやくをしただけで、俺に至ってはオマケのように呼ばれただけだった。まあ、一度しか面識がないのだからこんなものだろう。

「駆り出されているのはメイドの皆みなさんだけかと思っていたのですが……」

「私は昨年、通過儀ぎ礼れいを済ませ、〝お茶会〟に初参加しましたけれど、その翌年はこうして儀式を手伝う側に回るのが倣ならいなのですって」

　初葉がカチューシャ代わりのリボンを直すと、朝都もまた自身の帽ぼう子しを直し、話しながら朝都は俺と鈴真を置いて、一歩ずつ初葉の元へ近付いていく。

「はいっ、そこまでっ！　朝都さま、クイーンに挑いどむならまず、ジャックのあたしに集めたポイントを見せるんだっぺ」
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　が、二人の距きよ離りが残り二メートル位まで近付いたところで、松子が文字通り二人の間に割って入った。

「……なるほど、騎士は女王を守るのが役目ってわけか」

　その様子を見て、俺は女王と騎士が共にいる、その意味を理解した。

「ああ、そうなんだ」

　俺の言葉に鈴真は相づちを打ってくれたが、どこか他人ひと事ごとのような口調だった。

「……クイーンに挑ちよう戦せんするのは、ぼくではありません」

　一方、目の前に差し出された手に乗せられるまでのポイントを持っていない朝都は、ばつが悪そうに松子の手から目を逸らす。

　次いで、俺がクイーンに出会う前にポイントを集める、という自分の希望が消えたことにようやく気付いて俯うつむいた。

「クイーンに挑戦するのは俺だ」

　肩かたを落とす朝都の代わりに俺が手を挙げれば、初葉は露ろ骨こつに顔をしかめた。

「……朝都も鈴真も、特別参加の秋庭さんに後おくれを取ったということ？」

「その、少しポイントが足りないだけで……」

「一いつ緒しよに来たんだから遅れてないよ」

　じろりと睨にらまれて、朝都は帽子を目ま深ぶかに被り言い訳を口にしたが、鈴真はその言葉の意味を取り違ちがえながら頰ほおをかく。

「時間的な意味ではありません！」

　当然、それは初葉の怒いかりに触ふれて、鈴真はびくっと首を竦めた。

　初めて会った時もそうだったが、初葉はさっきからずっと目め尻じりをつり上げていて、俺の中ではまたきつい印象が強くなった。

　もう少し柔やわらかい言葉を選べばいいのに、と思いながら、俺は一歩前に踏ふみ出して、

「俺が優ゆう秀しゆうすぎただけの話だ。さぁ、女王陛下、どのようなもてなしをお望みですか？」

　もう一言、鈴真にぶつけようとしていた初葉を遮さえぎるように問いかけた。一段上にいるその顔を斜ななめに見上げながら、少し慇いん懃ぎんに。

「……ま、まず、優秀だという証しよう拠こに、ポイントを見せてくださる？」

　そうすれば、初葉は一度は口を閉じたものの、やはり相当気が強いのか、生意気にも俺を見下ろしてそう切り返した。

　初葉の言葉に従って、松子は今度は俺の眼前に手を差し出してくる。

　その際、空気が揺ゆれて何か良い香かおりが漂ただよった気がしたが、とりあえず俺はその手に集めたヘッドドレスを乗せた。

「13、14、15……間違いなくあるっぺ」

　松子がそれを検分して、報告すると、初葉はそこで悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみ、対照的に松子の顔には楽しげな笑えみが広がっていく。

「……俺は、クイーンに挑戦するんだぞ？」

「わがっでる。だども、あたしはジャックだがら、あたしを倒たおさんとクイーンには近付けねっど」

　そう言うと松子は妖よう精せいから一転、山やま猫ねこのようにどう猛もうな顔つきになり、かと思うと、何の予告もなく拳こぶしを前に繰くり出した。

　松子が本気を出していなかったからなんとかかわせたが、俺の背中には冷たい汗あせが伝っていく。

「松子隊長を、倒す？　もてなすのではなく？」

「それは……生き残りアイテムを十個買っても足りないと思うんだけど」

　朝都と鈴真も、いまの拳は冗じよう談だんでも、戦せん闘とうモードに切り替かわりつつある松子を前に頰をひきつらせ、身を強こわばらせた。

　松子が素す手でで熊くまを仕留めたという逸いつ話わは俺も知っているのだから、二人も当然知っているのだろう。

　松子はその気満々だが、松子とガチンコ勝負で正面からぶつかったら、俺とて勝ち目はない。

「初葉を傷つける気はない……だから、もっと、穏おだやかにいかないか？」

　それでもどうにか勝機を見み出いだそうと、そう言いながら俺は松子の隙すきを探す。

「松子さん！　予定に無い行動をなさらないで!!」

　が、俺がその隙を見つける前に初葉から声が飛び、と同時に松子は一いつ瞬しゆんにして身に纏まとっていた物ぶつ騒そうな空気を消し去った。

「わがっでますよう。今のはアメリカンジョーク！　隣となりの家の囲いに塀へいが出来たってね！　へーかっこいー！　って感じだべさ！」

　急に緩ゆるんだ空気の中、松子が次に口にしたそれは、ある意味拳よりも強い衝しよう撃げきを俺の精神に与あたえてくれた。

「今のやつのどこが、アメリカンジョークなの？」

　背筋どころか全身が凍こおりそうな古典的駄だ洒落じやれに、皆みなが沈ちん黙もくする中、あえてそこを指し摘てきした鈴真の──限りなく無む謀ぼうに近い──勇気に俺は心の中で拍はく手しゆを送る。

「こほん……アメリカンでもジャパニーズでもどちらでも構いませんわ。とにかく、ここでは女王わたくしがまず要求を告げます。それがおわかりになったら騎士しようこを突とつ破ぱして私の元までいらして。でも、私は野や蛮ばんなことは嫌きらいですから……松子さんから、ヘッドドレスを取れたら突破と見なします」

　そして、鈴真の声に我に返った初葉は、場を仕切り直すように一つ咳せき払ばらいをすると、女王然と告げた。

「今までと少し違うんだな」

　これまでと異なり、要求もてなしを推理する必要が無いことに拍ひよう子し抜ぬけして、また、松子と拳を合わせるような勝負をしなくて済むことに安あん堵どして、俺はぽつりと呟つぶやいた。

　それは朝都と鈴真も同じだったようで、気が抜けたようにただ初葉を見上げる。

　俺もまた二人に倣ならって初葉に顔を向けると、

「ええ、女王の要求はひと味違いましてよ。一度しか言いませんから、よくお聞きになって……私に似合うモノを持ってきなさい。ただし、私はピンク色は嫌いなのであしからず」

　初葉は一際胸を張り、俺達を見下ろしながら、堂々と布告したのだった。

「あしかはどこから洗うんだべ？　足からっす！」

「松子さん、関係のない発言は慎つつしんでください！」

　だが、せっかく格好をつけたところを、言こと葉ば尻じりを駄洒落に変えられ、台無しにされた初葉は、感情のままに松子に怒りをぶつけた。

「ありゃ、失敗だっぺか？　んじゃ、これならどうだっぺ？　隣の空き地に邪じや魔まな仏像があるからどうにかしてよー！　ほっとけ!!」

　しかし、松子は初葉が怒おこれば怒るほど、調子に乗って、北極圏けん並みのブリザードが吹ふきすさぶ発言を繰り返す。

「……怒るから、だめなのに」

　怒る初葉を困ったように見つめながら、朝都は呆れたようにため息を吐ついたが、その声はどこか優やさしい気がした。

　鈴真もその響ひびきに気付いたのだろう、ちらりと横目で朝都の顔を見る。でも、鈴真はすぐに気付かない振ふりを決め込んで、目を逸そらしてしまった。

　だから俺も感じるものはあったが、ひとまず気付かないふりをして、たったいま、初葉が告げた要求の検討に入ることにした。

「……似合うモノって、漠ばく然ぜんとしてるな」

　クイーンから要求が伝えられると聞いた時は、簡単にどうにか出来そうな気がしたが、いざ聞かされた、その範はん囲いは大きい。

　いままでのメイドのような、これ見よがしな演技を初葉が始める気配もなく、要求をはっきりと告げたのは、逆にヒントを最小限にするためだったのだと俺は理解する。

　立っていることにか、それとも怒り疲れたのか、初葉はいま、部屋の奥の方、ビロード地に金の装そう飾しよくがなされた豪ごう奢しやな椅い子すにかけていた。その頭部に王おう冠かんこそ無いが、偉えらそうな雰ふん囲い気きだけは満点で、しばらく動きそうにない。

　ならばやはりまずは初葉および室内の観察をするしかないと、俺は改めて室内を見回した。

　俺達が入ってきた扉とびらから、松子が朝都を止めたところまではおよそ三メートル。そこまでがエントランスらしく、そこから一段上がったところからは個人の部屋の雰囲気で──広さはこれまでの部屋の倍、二十畳じよう以上ありそうで、俺の感覚では教室の大きさだが──テーブルにソファといったものから、クローゼットやベッドまで置いてあった。

　ただ、部屋の中で目立って豪ごう華かなのは、初葉が座っているその椅子だけ。他ほかの物も質は良さそうだが、あくまで室内の調和を優先に、暖色系で統一されていて、けれど初葉が嫌いと言ったピンク色はどこにも使われていなかった。

　でも、それだけではこの部屋が初葉の好みに添そった空間なのかは俺にはわからない。初葉と交流があれば、少しはわかったかもしれないが、あいにく会うのは今日で二回目だ。

　ぐるりと見回して俺が確信出来たのは、この部屋には、個人の部屋に必要なものはとりあえず揃そろっている、ということのみ。

「……揃っているけど、物もの凄すごい高級品が欲しい、とか」

　当然、俺の思考もその程度のところまでしか辿たどりつけない。

「初葉が着ているのだって、高級品ブランドだって」

　俺の言葉に、相づちを打つように軽い口調でそんな情報をくれたのは鈴真だった。

　迷めい彩さい服を着ている鈴真にブランド品の判断がつくことは意外だったが、俺はその情報を素す直なおに受け入れると、改めて初葉の服を見た。ブランド品のことはよくわからない俺だが、そのタータンチェックのスカートには見覚えがある。

　それはなぜかと記き憶おくを辿れば、最近、生徒会室に遊びに来た時、彩波が読んでいた雑誌に掲けい載さいされていた商品だからだった。普ふ段だん俺が着ている服の値段よりマルが二つも多いことに衝撃を受けた記憶は新しい。

　それと同じ物ならば、服については事足りているとみなしていいだろう。少なくとも所有している、という面では。

　ならば、やはり重要なのは〝ピンクが嫌きらい〟という言葉の方なのだろうか。

　と、そこで俺の視線に気付いて初葉がこちらを見た、と思ったのだが、

「朝都と鈴真は何をしていますの？　まだクイーンに挑ちよう戦せんするチャンスが無くなったわけではありませんのよ。早く足りない分のポイントを集めにお行きなさい」

　初葉の目が捉とらえたのは俺を除いた二人の方で、急せかす口調はこれまでより幾いく分ぶん優しく、姉のようなそれだった。

「……あー、うん。でも、アシカにあるのはひれなのにどうしてアシカっていうのか考えてるところなんだけど」

　その声に鈴真は従順に頷うなずいたものの、明らかに気乗りしない顔でそんなことを言って、動き出さない。

「アシカのことを考えている暇ひまがあるならさっさと動きなさい！　曲がりなりにも八はち分ぶん家けの、和一族の一員でしょう！」

　鈴真の台詞せりふによって、穏おだやかな初葉はすぐに消えさり、追い立てる声をやり過ごそうと、鈴真は襟えり元もとに顎あごをうずめるが、正直効果は無さそうだ。

「人が話をしている時は姿勢を正しなさい！　朝都もっ！　黙だまっていないで動くなりなんなりしなさい！」

　むしろその態度は初葉の怒りに油を注いで、初葉は椅子から立ち上がり、怒りの火の粉は朝都の方まで飛んでいく。

「うん。鈴真、ぼくのライバルとして少しは真しん剣けんにやって貰もらいたいですね。……だけど、初葉ちゃん、ぼくはただ黙っていたんじゃなくて、ポイントを得る方法を考えていたのですよ？」

　降り掛かかる火の粉に、けれど朝都は落ち着いたものだった。鈴真を軽く諭さとすと、初葉にはあくまで静かに自分の意見を告げて、微笑ほほえむ。

　一連の言動に俺はある種の慣れを感じたが、初葉が落ち着きを取り戻もどしたので良しとしておく。

「やる気があるなら結構ですわ」

「……もう、初葉はどうしてすぐに怒るんだって」

　しかし鈴真は消えた火を再びつけるような発言をして、さすがに俺もその腕うでを摑つかんで眼まな差ざしで咎とがめる。真剣に見つめれば、鈴真もようやく状じよう況きようを理解したらしく、両手で口を覆おおった。

　ただ、初葉の方までは俺の手は届かず、怒りに震ふるえる唇くちびるから次に放たれる言葉は止められそうもなかった。

「それは、初葉さまが彩波さまとは違ちがうからだっぺ」

　けれど、一息早く紡つむがれたその言葉が、初葉の声を塞ふさいだ。

　カウボーイハットを指でくるくると回しながら、悪びれる風も無く、笑え顔がおでそれを言ったのは松子。

　でも、悪意が無くても、次の瞬しゆん間かん、初葉は頰ほおを強こわばらせ、朝都と鈴真は息を詰つめた。

　三人の様子を見れば、松子の台詞が初葉にとって禁句であったのは明白だ。

　そのまま身じろぎもしない初葉に朝都は駆かけ寄ろうとしたが、松子に牽けん制せいの眼差しを送られて、結局その場に留とどまる。

「二人は違う人間なんだから、違って当然だろ」

　だから俺は朝都の代わりに、軽く睨ねめつけながら、松子にそう言って聞かせた。

「ううん？　そういう意味ではねえんだげど……ま、そういうことにしておくっぺ」

　俺の言葉に松子は首を傾かしげたが、初葉に一いち瞥べつをくれると、ようやく場の空気を読んだものか、ゆっくりと頷く。

「……じゃあ、オレ、もう一回ポイント集めに行ってくるから」

　鈴真は松子が頷いたのを見ると、おずおずと口を開いて、話のきっかけを作ってしまったことを詫わびるように初葉にちらりと視線を向けてから、部屋を後にした。その際、いったい何に躓つまずいたものか、一瞬バランスを崩くずしていたが。

「ぼくも、計画を実行に移しますから……初葉ちゃんはもう少し座って休んでいて下さい」

「……ええ。そうしますわ」

　そして、朝都が労いたわるように声をかければ、初葉は素直にそれを聞き入れ、微び妙みようなわだかまりを残しながらも、この場は収まった。

「……秋庭さん、ちょっとお話があります」

「それで、話っていうのは？」

　朝都はそこで強ごう引いんに俺の腕を引くと、そのまま部屋の隅すみまで連れて行き、俺はそこで少々不ふ機き嫌げんな声で尋たずねた。もっともその不機嫌の半分は、俺には理解できない和家の内輪もめが原因だったが。

「単刀直入に申し上げます。ぼくと取引をしませんか？」

　だが、朝都の口から飛び出したその単語に、不機嫌など吹ふっ飛んでしまう。

　ここ最近で何度も耳にした言葉が朝都の口からも出たことにまず驚おどろき、そう言った朝都の表情が真剣なことに俺は軽く目め眩まいを覚えた。

　誰だれも彼もが俺に取引と言い、このまま行けば俺は〝王様〟になる前に〝わらしべ長者〟になってしまうような気がする。

「……長者になれればいいけどな」

「なんですか？」

「何でもない……。とりあえず、取引について詳くわしく聞こう。ただし、返事は話を全部聞いてからだ」

　気がかりな点は色々あるが、ひとまずそれを振ふり払はらって、いまは目の前にいる朝都の話に集中することにした。

「それで構いません」

　朝都は少しだけ頰を緩ゆるめると、了りよう承しようして、早さつ速そく口を開き、

「ぼくは初葉ちゃんのことは幼い頃ころからよく知っています。ですから、初葉ちゃんに〝似合うモノ〟、初葉ちゃんについて、秋庭さんに少なからずアドバイスを差し上げられます」

　まず自分が提供出来ることを語ると、一度言葉を切って、俺の目を見た。

　確かに先さき程ほどの親しげな会話から見ても、二回しか会っていない俺より、朝都の方が初葉の情報を持っているのは間違いない。

　俺は一つ頷うなずくと、

「それで、その情報の見返りに、朝都は俺に何を求めるつもりだ？」

　冷静な光を湛たたえたその目を見つめ返し、率そつ直ちよくに尋ねた。

「ジャック……松子さんのポイントをぼくに譲ゆずってください」

　対する朝都の要求もまた率直でわかりやすいものだった。

　けれど、それは〝取引〟として成立しないと俺は思う。

　なぜなら、俺がジャックを突とつ破ぱすれば、その先でクイーンに挑いどむのは確定事じ項こうだし、挑む以上、俺は確実に勝つつもりだ。

　そもそもポイントの譲じよう渡とが可能かどうかもわからず、不可解な申し出に俺は首を傾げた。

「冷静に検討した結果です。松子さんは和邸ていのメイドの中で、運動能力においては一番です。でも、秋庭さんはさっき松子さんの拳こぶしをかわしました……ジャックの11ポイントを得られる可能性は十分あります。けれど、もし秋庭さんの後でチャンスが回ってきたとしても、ぼくが松子さんを突破できる可能性は低いでしょう」

　冷静に、との前置き通り、朝都は分ぶん析せきした結果を淡たん々たんと俺に語って聞かせた。

「でも、俺が松子を突破して、クイーンも攻こう略りやくしたら、その11ポイントは無意味になるんじゃないか？　それに俺が〝王おう冠かん〟を手に入れたら朝都はもうクイーンに挑めないだろ？」

　俺はその説明にも納なつ得とくできず、重要なのは〝王冠〟のはずだと問うた。

「……言い忘れましたが、各アトラクションで獲かく得とくしたポイントは累るい積せきされていきます」

　と、そこで朝都は一いつ瞬しゆん言い淀よどみ、その後またも告げられた言い忘れに俺は少々呆あきれながらも朝都の事情を正しく理解した。

「だから、俺に王冠を取らせても、それに次ぐ高ポイントを確実に貯めておきたいってことか」

「はい。通過儀ぎ礼れいで重要視されるのはあくまで王冠ですけれど、ポイントを得ることにもそれなりに意味はあるはずですから」

「どんな意味が？」

「それは現段階ではぼくにもわかりません。でも、より重要な王冠を得るのはあくまで秋庭さんなのですから、悪い話ではありませんよね？」

　その問いに対する朝都の答えは曖あい昧まいで、さっきの言い忘れの件もあるから、これで朝都がすべてを話したとは限らないと思う。

「わかった。ポイントの譲渡が認められるのなら、俺が王冠を得た時には、ジャックのポイントは朝都に譲ろう」

　けれど、交こう渉しようする朝都には冷静な中にも必死さが感じられて、俺から目を逸そらすこともしなかったから、俺はその取引に応じることを決めた。

　鈴真には少々申し訳ないが、これも朝都の実力と、早い者勝ちの原則と思って勘かん弁べんして貰もらうしかない。

「約束ですよ」

「ああ、約束だ」

　念を押されて、俺が誓せい約やくすれば、そこでようやく朝都の表情は和やわらいだ。

「それでは……この部屋はあの椅い子すを除いて、初葉ちゃんの部屋が再現されたものです」

　でも、朝都はすぐに表情を引き締しめ、初葉と松子が移動していないことを確かめると──まあ、松子がこちらの様子に気付いていないはずもないが──更さらに声を落として、それを告げたのだった。

　言われて俺は、子ども部屋としては広すぎるだろう、という感想をまず抱いだいたものの、〝初葉の部屋〟という情報には納得する。

　それと同時に、やはり考えるヒントは〝ピンク色が嫌きらい〟という方にあるのだと確信した。

　しかし、11ポイント分の情報としては物足りない。更に情報を聞いてから検討を加えようと考えながら、俺は続きを促うながすように朝都の顔を見た。

「では、もう一つお話しします」

　朝都は俺の表情を正確に読み取ると、急いで言葉を継つぐ。

「あの、ベッドに置いてあるぬいぐるみ……色いろ違ちがいでピンク色のクマを彩波ちゃんが持っています。でも、初葉ちゃんのはあの通り青。ソファにかけてあるストールも彩波ちゃんとは色違いです」

　言いながら朝都が視線で示す物に、同じく目をやりながら、俺は首を捻ひねった。

「なんで、わざわざ彩波と同じ物を持っているんだ？」

　先日見た限りでは、お揃そろいの物を持ち歩く程、彩波と初葉は仲が良いようには見えなかった。

「同じ物、ではありません」

　その印象が間違いでないのは、問いかけに答える朝都の声の硬かたさでわかった。でも、表面上は落ち着きを保ち朝都は言葉を続ける。

「一つしか無いピンクのクマのぬいぐるみを彩波ちゃんと初葉ちゃんが欲しがったら、それは彩波ちゃんに渡わたされました。そして、初葉ちゃんの元には後日、色違いの青いクマが届きました」

「……それは、確かに同じ物とは言えない、か。でも、彩波なら笑って譲りそうな気がするけどな」

　詳くわしく話を聞けば、確かに朝都の言う通りだと理解できた。けれど、ツインテールを揺ゆらし、無む邪じや気きに笑う彩波の顔を思い出せば、俺はそんな疑問を挟はさまずにいられない。

「そうですね、彩波ちゃんは優やさしいから、そうしようとしたかもしれません。でも、周囲がそれを許しません」

「……それは、彩波が和家の次期当主だからか？」

　まだ数十年は先になるが、この確定事じ項こうが現在にも確実に影えい響きようをもたらしていると承知の上で、俺は朝都にそう尋たずねた。

「もちろんそれもあります……でも、何よりの理由は、彩波ちゃんが選ばれた憑より坐ましだからです。和家では、選ばれなければ何も手に入らないのです」

　あえて淡々と話を進めてきた朝都の語気はそこでわずかながら強くなり、俺はその横顔をそっと伺うかがう。

　だが、彩波に似た明るい色の瞳ひとみには静かな光があるばかりで、浮うかんでいるのは大人びた、諦てい観かんにも似た表情で。

　俺は、いままで、外側からではどんなに近付いても見えなかった和家の、そのどこか歪いびつな輪の内側を垣かい間ま見てしまった気がして、けっして愉ゆ快かいとは言えない気分に陥おちいった。

「ですから、この部屋にある物は、初葉ちゃんにとっては本当に欲しかった物ではありません」

　朝都は俺の表情が曇くもったことに気付かず話を続け、自分なりの結論を述べると、同意を求めるように俺を見上げた。

　ならば俺も応じないわけにはいかず、軽く頭かぶりを振ふって微び妙みような気分を払はらうと、朝都の言葉に思考を戻もどす。

「なるほど……となると問題は、どうしてここに初葉の部屋が再現されているのかってことと、初葉が本当に欲しい物が何かってことか」

　前者がわかれば、後者は自おのずと知れるだろうと俺は考えた。

「初葉ちゃんが本当に欲しい物は、彩波ちゃんの持っているものだと思います」

　一方、朝都は確信に満ちた声と表情で、即そく座ざにそう断定する。

　確かに、この部屋に置いてある物が、初葉が本当に欲ほつしていた、或あるいは自分に似合う物でないのなら、彩波が持っている本物の方を求めるというのは自然な思考だ。

　この部屋が今日一日だけ、初葉にあてがわれたものならば、俺も当然そう考えただろう。

　けれど、さっき朝都はこの部屋は初葉の部屋を再現した──もしくはすべてをそのまま運び込んだ──ものだと言った。

「……本当に欲しかった物じゃないなら、何でいつまでも部屋の中に置いておくんだ？」

　俺の中ではそれが棘とげのように引っかかっていた。毎日自分が過ごす部屋に気に入らない物など置いておきたくないのは俺だけではないと思う。

「それは……貰ったものだから捨てられないとか……ここが、ミラーハウスだから、では」

　俺が問うと、朝都はすぐに声を返してきたが、一転して自信なげになったのを見れば、半ば思いつきの言葉だったのは明らかだ。

「初葉、一つ、質問してもいいか？」

　そして、一つくらいは本人に疑問を解消して貰うべく、俺は初葉に声をかけた。

「……質問は構いませんわ。でも、それに答えるかどうかは私か決めますわよ」

　ふいに声をかけられた初葉は一いつ瞬しゆん驚おどろいて、目を瞬しばたたかせたが、すぐに背筋を伸のばすと、はっきりとした口調でそう言った。

　椅い子すから立ち上がりはしなかったが、先さき程ほどのショックからは既すでに回復している様子に、隣となりで朝都が胸を撫なで下ろす。

「初葉に似合うモノっていうのは、この部屋の中にあるのか？」

　ならば、と俺は遠えん慮りよ無く問いかける。

「……優ゆう秀しゆうな方なら、おわかりになるかと思いましたけれど。仕方ありませんから、答えてあげましょう。この部屋の中にあれば良いと思いますわ」

「わかった、ありがとう」

　舌好調の前置きにかちんときたものの、初葉はちゃんと答えを寄よ越こしたので、俺は怒いかりを堪こらえて礼を言うと、一度朝都に視線を戻す。

「……部屋の中にあるなら、話は変わってきますね」

　そうすれば、帽ぼう子しの庇ひさしの下から俺を見上げながら朝都はそう言って寄越した。自分の推測が外れていたことに、若じやつ干かん肩かたを落としていたが、初葉の答えの意味するところを朝都はしっかり理解したのだろう。

「この部屋にある物は、椅子を除いて初葉の物、だったな」

　確かめるように俺がそう言えば、朝都はゆっくりと一つ頷うなずいた。

　そう、いまここにある物は彩波の物ではなく、初葉の物、なのだ。それは、裏を返せば、彩波の持っている物はここには無い、ということに他ほかならない。

　厳密には同じ物と言えなくても、初葉は自分に与あたえられた品々は彩波と同等の物──つまりは彩波が持っている物を自分も所有していると考えているのだろう。

　俺はそこに、初葉の彩波に対する複雑な思いを垣間見た気がした。

　色いろ違ちがいの同じ物を持ち続けることで、その矜きよう持じを保ちながら、でも、どこかで彩波が持っている、ピンク色の物を諦あきらめきれない、そんな感情を。

　と、そこで、俺はふいに気がついた。

　ミラーハウスという場所を知らず意識して、それが初葉の持ち物にもかかわらず、彩波は持っていて、初葉は持っていないという風に勝手に比ひ較かく対照して考えていた自分に。

　けれど、初葉が彩波と同等の物を所有していると思っているのならば、話は違ってくる。

　俺達が今まで勝手に振り分けた物を、初葉はあくまで自分の物──自分に相応ふさわしい物として所有しているのなら。

　本当に探すべき物は、初葉がいま、持っていない何かもの。

　かのうの憑坐という立場を交こう換かんすることが出来ないように、初葉が本来得ることの出来ないものだろう。

　すると、ピンク色の物は嫌きらい、という初葉の台詞せりふには極きわめて重要な意味がある気がしてきて、俺は思考を巡めぐらせながら、何気なく視線を足あし下もとへ落とした。

　そして俺はそこに、不思議な影かげが落ちているのを見つける。

　俺は初めそれを、羽ばたこうと広げた鳥の翼つばさのようだと思ったのだが、よくよく見るとそれは月げつ桂けい樹じゆの様な葉を、逆アーチ形に何枚も重ね連ねたものだった。そうと気付くと、誰だれの好みか煉れん瓦がが敷しかれた床ゆかにマッチした模様に見えてくるのだから不思議だ。

　では、この影はいったいどこから、何が投げかけているものかと俺は首を巡らせて、眩まぶしさに顔をしかめつつも、それを発見する。

　俺の斜ななめ上の辺りから影を落としていたそれは、ランプシェード──といっても、電球を丸ごと覆おおうのではなく、緩ゆるいカーブを描えがく鉄板のようなものだった。

　しばらくじっと考え込んでいた俺が急に天てん井じようを見上げたのを訝いぶかしく思ったのか、同じように顔を上げた朝都は、

「あれは、和家の家か紋もんです」

　俺が問う前に、それを汲くみ取って答えをくれた。

「家紋？　いや、だって和家の紋は花と蝶ちようを意い匠しよう化したものだろう？」

　その家紋の花の部分をモチーフに作られている、制服シヤツのエンブレムを指で示しながら、俺は朝都に問い返す。

「和本家の家紋は確かに花と蝶です。でも、それは当主とその家族にしか許されないものです。だから、これは同じ和でも、初葉ちゃんの家の紋ですよ」

　そう聞かされると、花のない、葉だけの家紋が急に寂さびしく見えて、また、そこまで徹てつ底ていされた和家のルールに、俺は逆にくだらなさを覚えた。

「……つまり、初葉は花のついた家紋は持てないのか」

「彩波ちゃんに今後、年の離はなれた弟が出来たとしても、難しいですね。……だから、ぼくは手に入れたい」

　独り言めいた俺の言葉にも朝都は声を返してくれたが、俺は自分で口にした台詞に引っかかりを覚えてしまい、朝都の話は途と中ちゆうから耳に届いていなかった。

　そうして、さっき室内を観察した時に、今と似た違い和わ感かんを抱いだいた場所の記き憶おくを探さぐろうと目を閉じて。

　と、視覚を補うように嗅きゆう覚かくが鋭するどくなり、俺の鼻は、花の香かおりを捉とらえた。

　その香りがする方へ反射的に顔を向け、目を開けた時俺が見たのは、花か瓶びん。

　それは和邸ていの本館にあるような、花が無くとも花瓶それだけで楽しめるような物とは違ちがう、装そう飾しよくの類たぐいが一切ない、白の、ごくシンプルで華きや奢しやな一輪挿ざしだった。

　一本だけだったら、ドレッサーの上に置かれたそれを俺は見み逃のがしてしまったかもしれない程に簡素なデザイン。

　でも、その一輪挿しは一本ではなく、同じデザインのものが全部で五つ置いてあった。

　そして、花を活いかすシンプルなデザインであるにもかかわらず、どれにも花は飾かざられていない。

「……でも、匂におうよな？」

　鼻から深く息を吸い込めば、部屋に入った時から微かすかに感じていた香りは、よりはっきりと鼻び腔こうに広がっていったが、俺は確信を得たくて、朝都にも尋たずねる。

「匂うって何が……ああ、花の香りがしますね」

　俺の問いに朝都は一いつ瞬しゆん困こん惑わくを浮うかべたが、すぐにそれと気付くと、小さく鼻を動かしながら頷うなずき返してくれた。

「花の香りはする。でも、花はどこにも飾られていない」

「本当です……だったらお香こうとか、エッセンシャルオイルがどこかで焚たかれているのでしょうか？」

　芳ほう香こう剤ざい、などという野暮ったい単語は朝都の口から出て来ず、俺は念のため香こう炉ろの類を部屋の中に探したが、芳香剤同様、部屋の中には見当たらない。

「松子は仕事柄がら、香水の類はつけないはずだよな。じゃあ、初葉は？」

「ごくたまに。でも、その香りとは違うと思います」

　それでまた一つ、香りの発生源として考えられる物が消えれば、いよいよ空の花瓶が気になってくる。

「この部屋の中の物には触さわってもいいのか？」

「……私の半径一メートル以内に近付かないのであれば、構いませんわ」

　下手に動いて松子の攻こう撃げきを受けるのはごめん被こうむりたいので、動く前に許可を求めれば、初葉はあっさりと認めてくれた。

「むぅ、慎しん重ちようすぎるっぺ」

　松子は唇くちびるを尖とがらせて、不満げに呟つぶやいたが、何と言われようと正面から松子とぶつかるなどという危険極きわまりないことをするつもりはない。

　ドレッサーから初葉までの距きよ離りが二メートル以上あることは、目測でも確かだったので、今度は躊躇ためらわず、俺は一直線に花瓶の元へ向かった。

　そうして、俺はようやく花瓶の一つを手に取ることが出来た。

　すると、ごく小さな水音に続いて、ふわりと甘い香りが花瓶の中から漂ただよってきて。

「……これがエッセンシャルオイルか。なるほど」

　香水とは少し趣おもむきの違ちがう香りに独りごちながら、それが花瓶の中に入っている意味を俺は半ば悟さとったが、念のため残りの花瓶にも手を伸のばす。

　朝都は後に付いてきたものの、意味がわからない様子で、訝しげに俺の行動を見ているだけで邪じや魔まをすることはなかった。

　初葉もちらちらと俺の方を見てはいたものの、口を挟はさんだりはしなかった。

　おかげで俺はじっくりと花瓶とその中身を調べることが出来て、

「五本の花瓶の内、四本にはそれぞれ違う香りのエッセンシャルオイルが入っている。多分、コスモス、フリージア、スズラン、ローズマリーの四つの花の香りだ」

　その結果をまずは朝都に伝えた。

「実際の花はないのに、花の香りがする花瓶ですか」

　すると朝都は不思議そうな顔をして、俺に倣ならい、一つずつ花瓶を鼻に近付けた。

　その様子を横目に見ながら俺は考えを整理する。

　花の姿は無いけれど、花の香りを注がれた花瓶──それは裏を返せば、決して家紋はなを手に入れられない初葉だからこその発想だ。

　花そのものが手に入らないのなら、その香りを手に入れてしまおう、という。

　目に見える花を持つことは許されなくても、目に見えない花の香りならば誰だれにも咎とがめられないだろうというそれは、初葉のあがきにも思える。

　そして、初葉の要求はつまり、それ──自分に似合う花の香り、だろう。

　導き出した答えに、俺はため息を吐つきたくなったが、

「初葉、花は嫌きらいか？」

　代わりに初葉にそう問うた。

「……ええ、ピンク色と同じで、嫌いです」

　そうすれば、初葉はやや声を強くしながらそう言って寄よ越こし、俺は自分の推測に更さらなる確信を得る。

　初葉がピンク色が嫌いだと言うのはそれが手に入らない色だから。ならば花が嫌いなのも同じ理由。

　でも、ここはミラーハウス、なのだ。

　そこから導き出される一つの答えに、俺は今度こそため息を吐いた。

「秋庭さん、チャンスは一度だけですわよ」

　初葉は俺のため息の理由を、迷いのそれと見事に勘かん違ちがいしてくれたが、どの花の香りを選ぶかも確かに問題だ。

「そんで、あたしを倒たおさねっといげねっす」

　一方松子は初葉の言葉を聞くと同時に、いそいそとローラーブレードのチェックを始めたが、それはもう視界から閉め出して、俺は記き憶おくの中の香かおりの知識を総動員して思考を巡めぐらす。

「……ピンク色の花では？　初葉ちゃん、本当はいまでもピンクが好きだと思いますから」

　俺と初葉の遣やり取りを見て、朝都は答えを悟ったらしく、初葉の心を見通したようにそう言った。

　そうかもしれない、と一瞬思ったものの、それでも俺はこの花か瓶びんの中から一つを選べなかった。

　この中から一つを選んでも、それは初葉だけに相応ふさわしいものにはならない気がして。

　だいたい香りというのは感じ方からして個人差があるし、好きな香りも個人によって、時には体調で好みが変わるという。だから香りにいわゆる癒いやしを求める人は、日によって香りを変えたり混ぜたりするのだと──あの女ひとに聞いた。

　と、そこで胸に覚えた痛みは、同時に俺の脳に刺し激げきを与あたえてくれて、俺は香水の精製過程を思い出す。

「そうか……ブレンド」

「コーヒーだっぺか？」

　職業病か、俺の呟きに松子は即そく座ざに反応し、エメラルドグリーンの瞳ひとみを向けてきたが、もちろんコーヒーの話ではない。

「コーヒーはいらない……けど、スポイトと、マドラー、あるか？」

「用意はできっけど……初葉さま、ええか？」

「……まあ、いいでしょう」

　俺が必要になった物を求めると、松子も初葉も首を傾かしげ、訝いぶかしげな反応を見せたが、クイーンの寛かん容ようさを見せようと思ったのか、初葉は許可をくれた。

「スポイトにマドラーで……何をするつもりです？」

「まあ、見てろ。それでジャックのポイントのことだが……」

　そして俺は、やや不安げに見上げてきた朝都の問いに確信を持って頷うなずきだけを返すと、スポイトとマドラーが用意されるまでの間、松子攻こう略りやくの作戦を朝都に授さずけたのだった。







「こっちは用意できだど。あたしとの勝負の準備はどげだ？」

　マドラーとスポイトを、俺の指示通り、初葉の前に置くと、松子はもう待ちきれないといった様子で俺に尋たずねてきた。

　松子の目に宿っている好戦的な光に、俺は早くも辟へき易えきとしたが、だからといって、これ以上勝負を引き延ばしてミラーハウスに長居する気もない。

「ああ、準備は出来ている。でも一つだけ提案だ。スタート地点は俺が決めていいか？」

「うん。好きにしたらいいっぺ」

　その目を見返しながら、俺が一つだけ求めると、ここは既すでに松子の裁量に任されているらしく、初葉の答えを求めることもせず、松子はあっさり承しよう諾だくしてくれた。

　頷く松子の笑え顔がおはあくまで明るかったが、その目は、先刻よりもどう猛もうな光を湛たたえていた。今いま更さら怯ひるみはしないが、怪け我がをするようなことだけは避さけたいと俺は心底思う。

　そう思いながら、俺は目線だけ動かして、所定の位置に朝都がいるのを確かく認にんすると、そのまま松子の足下へ視線をスライドさせた。

「ローラーブレードは脱ぬがないんだな？」

「脱げって言うなら脱ぐべさ。でも、これには重りを仕込んであっから、履はいたままのがハンデになるんでないか？」

　確かめるように俺が問えば、カウボーイハットの代わりにヘッドドレスを着けながら松子は余よ裕ゆうの構えを見せる。

「……じゃあ、履いたままで」

　もちろん履いていて貰もらわなければ困るのだが、俺はわざと考える素そ振ぶりを見せてからそう答えた。

「んだば、始めっか」

「ああ」

　そして、俺と松子はどちらともなくスタートラインを決めて並び立つと、束つかの間ま視線を交こう錯さくさせ、

『レディー……ゴー！』

　互たがいの声を合図に戦せん闘とうを開始したのだった。

　松子の頭からヘッドドレスを取る──それが俺の仕事なら、松子の仕事は逃にげること。

　しかし、松子はそんな普ふ通つうの考えを全く無視して、動き出すと同時に俺の足を狙ねらってきた。

　まずは相手の足を止めて仕留めようとは、松子は思考までも獣けもののようだ。

　俺は、その二重の意味で重たい蹴けりをなんとかかわすとそのまま走り出した。

　俺が全力で逃げ始めれば、当然松子はローラーブレードを駆かり、追いかけて来る。

　最初から攻こう守しゆが逆転する形となったが、松子の好戦的な性格を考えれば予想通りの展開だ。

　となれば、ローラーブレードを履いた松子に、俺がすぐに肉にく薄はくされるのもまた予想通りの展開。

　でも、だからこそ松子の呼吸を間近に感じても俺は慌あわてることなく、脳内シミュレーション通り、急停止をかけると、そこで一気に身を翻ひるがえす。

　松子は即座に反応して、ローラーブレードを器用に操ると、ブレーキ代わりにターンを決めたが、伸のばした腕うで──というより拳こぶしは俺に届かない。逆に、俺が松子に伸ばした腕も届かなかった。

　が、松子は瞬しゆん時じに腕の軌き道どうを修正し、そこで俺の腕を摑つかんでしまう。

「ちっ！」

「つーかまーえたっぺ」

　俺が舌打ちをすると、松子はにんまりと笑い、俺の腕を更さらにきつく拘こう束そくしようとした。

　反射的に体から力を抜ぬくことで、俺は松子の意表を衝つき何とかその手から逃のがれ、ついでに突つき飛ばす。

　松子がわずかにバランスを崩くずした隙すきに、俺は再び駆け出したが、俺が逃げられる範はん囲いはたかが知れているし、松子はすぐに体勢を立て直してまた迫せまってくるだろう。

　そろそろ次の手に出ようと視線を投げれば、朝都は幾いく分ぶん緊きん張ちようした面おも持もちではあったが、しっかりと頷いた。

　それを見て俺はごく小さく頷き返すと、朝都の立っている方を目指して全力疾しつ走そうを開始した。

　限られた空間の中で、可能な限り俺は速く走ったが、それでも、背後からローラーブレードが床ゆかを滑すべる音は予想通りすぐ近付いてきて。

　振り向き、松子との距きよ離りを確認したい衝しよう動どうに駆られたが、それを堪こらえ、耳だけでその距離を測って──目的の場所に十分引きつけたと思ったところで、俺はもう一度急制動をかけた。

　ブレーキの性能では俺の足の方がわずかに勝まさるのは実証済み。

　松子もそれを十分承知しているから、今度も停止することなく、ターンで方向転てん換かんを図はかる。

　けれど、ターンの途と中ちゆうで、ローラーブレードのエッジがわずかに隆りゆう起きした煉れん瓦がにひっかかり、松子は方向転換に失敗する。

　その上、スピードが乗っていたこともあって、ほんの一瞬、松子は前のめりにバランスを崩し、そこを狙って背後から伸ばされた腕に──松子のヘッドドレスは奪うばわれた。

「……へっ？」

「なっ……」

　松子がそれに気付いて振り向いたのと、初葉が椅い子すから立ち上がったのは殆ほとんど同じタイミングで、

「朝都さま？」

「朝都？」

　呆ぼう然ぜんとその名を呼んだのもまたほぼ一いつ緒しよだった。

「……松子さんを攻こう略りやくするのに、ポイントは要いりませんよね？」

　二人に見つめられた朝都は、少しだけ視線を泳がせながらそう言って。

「そして、俺一人でやれとも聞いていない」

　俺は朝都の続きを引き取ると、まだ呆然とした様子の松子に静かに告げた。

　そうして、事態を飲み込んだ松子はヘッドドレスの無い頭を抱かかえると、天を仰あおいで。

「ＮＯォォぉぉぉぉぉ」

　その細い喉のどから出たとは信じがたい、獣のような咆ほう吼こうを上げたのだった。

　怒いかりに全身を震ふるわせながら叫さけぶ松子を前に、俺と朝都は身の危険を感じて体を強こわばらせ、初葉までも頰ほおをひきつらせる。

　地を割るようなその叫びは、永遠に続くかに思われたが、呼吸が続かなくなったところで松子は沈ちん黙もくした。

　それから松子が再び口を開くまで、俺達は息を詰つめ、見守ることしか出来なかった。

「確かに言わなかったっぺ!!」

　そして、十秒後、松子は元の位置に顔を戻もどすと、実にさっぱりとした口調で、自分の非を潔いさぎよく認めた。

　そこに妖よう精せいの微笑ほほえみまで添そえられたところで、俺達はようやく揃そろって胸を撫なで下ろす。

「んー、でも、あたしのポイントはどっちにやればいいっぺか？」

「ヘッドドレスを取ったのは朝都だから、朝都に」

　次いで、俺の言葉に松子が頷うなずけば、言い忘れました、ならぬ「言い忘れてますよ」作戦は成功を収めたのだった。

　ちなみに、煉瓦の隆起は鈴真が躓つまずいてくれたおかげで見つけられたものだ。

「……少々、姑こ息そくではありませんか？　秋庭さんも朝都も」

　ただ、松子が認めても、初葉が不服なのはそのつり上がった眦まなじりを見れば一目瞭りよう然ぜん。

「頭を使っちゃいけない、っていうルールも無いだろう？」

「そんなのへりくつですわ！　私をバカにしていますの!?」

　俺はゲームは頭と体を使うから面おも白しろい、と言ったつもりだったが、初葉には伝わらず、結果として更なる怒りを買ってしまう。

「初葉ちゃん、落ち着いて。怒おこったってわかりあえません」

「ずるいのは朝都もですわ！」

「それは……言い訳しませんが、ぼくは今日、たくさんポイントを得ないといけないのです。だから、わかってください」

　自分にも矛ほこ先さきを向けてきた初葉の顔を見上げながら、朝都は対照的に静かに語りかけた。

　朝都の真しん剣けんな声こわ音ねに、初葉ははっと息を吞のみ、また、その顔にはほんの少しだけ悲しそうな影かげが落ちて。

「そうでしたわね。……では、秋庭さんの挑ちよう戦せんを受けますわ」

　和家の者にしかわからない部分で初葉は朝都に説得されて、ゆっくりと頷いたのだった。

　正直、見ていて愉ゆ快かいな遣やり取りでは無く、俺だけ置き去りにされた感もあったが、下手に割り込めば和家の厄やつ介かい事に更に巻き込まれそうで、結局俺は初葉の言葉に黙だまって頷くだけにした。

　そして、再び椅子にかけた初葉の前にテーブルを置くと、俺はそこに四本の花か瓶びんを並べ、空だった一つの花瓶は初葉に手て渡わたした。

　初葉は俺が何か言う前に手渡された花瓶に顔を寄せ、当然だが何の香かおりもしないことに首を捻ひねる。

「どういうことですの？」

　初葉は、また目め許もとを険しくしたが、俺は構わず空いている方の手に、今度はスポイトを持たせる。

　そこで初葉は更さらに訝いぶかしげな顔になったものの、準備はこれで完かん了りようだ。

「ここにある四本の花瓶の中から、好きな香りはすべて、好きなだけその花瓶の中に入れてください」

　おもてなしのルールに則のつとって、口調を改めると俺は初葉にそう指示を与あたえた。

　すると初葉は珍めずらしいものを見るような目つきで数秒俺の顔を見つめた後、どこか不ふ審しんな顔をしながらも四本の花瓶に視線を移した。

　それから初葉は俺が言った通りに四本の花瓶の香りを一つ一つ確かめにかかる。

　訝しがりつつも初葉は、俺の言葉通りに実行してくれるようなので、ならば後は黙って見ていようと俺は口を閉じた。

　そうすれば、初葉はまず一つの花瓶を選び、スポイトを使って空の花瓶にエッセンシャルオイルを注ぎ込んだ。

　一いつ滴てき二滴とオイルを注ぐ、初葉の顔は真剣そのもので、それはこちらの意見をきちんと受け止めてくれているからだと思い至って、俺は初めて初葉に好感を抱いだく。

　そうして俺が見つめる中、結局すべての花瓶から、好きなだけエッセンシャルオイルを注いで作業を終えると、初葉は一つ息を吐ついて。

「これで、いいと思いますわ」

　さっきまでの気の強さは鳴りを潜ひそめ、初葉は自信なげに中身の満たされた花瓶を俺の前に差し出した。

　俺はそれを受け取ると、軽く揺ゆらして中身を攪かく拌はんし、その香りを確かめてみる。

　香りにも相あい性しようがあるらしいので、それが最後の不確定要素だったが、すべて花の香りだったからだろう、漂ただよってきた香りは決して嫌いやな物ではなかった。

　むしろ優やさしい香りになっていて、俺はほっと胸を撫で下ろす。

「これで初葉様オリジナルの香りが完成しました。初葉様が自分で選んで、自らブレンドされたどこにも無い花の香り……これを初葉様に似合う、相応ふさわしいものとして進しん呈ていいたします。どうぞお試ためし下さい」

　俺は自信を持ってそう告げると、初葉の要求の答えとして、改めてその花瓶を手渡したのだった。

　瞬しゆん間かん、初葉は驚おどろいたように目を瞠みはったが、それはすぐに半信半疑の表情に変わって、

「どこにもない……花の香り」

　期待と不安が入り交じったような声で、俺の言葉を繰くり返し、そのまま瞬まばたきもせずに初葉は十秒以上花瓶を見つめ続けた。

「確かめてみてはいかがですか？」

　そんな初葉に少々焦じれた俺がもう一度促うながすとして、ようやく初葉は顔を近付け、その香りを吸い込んだ。

　そうして、初葉はゆっくりと深く息を吸い込んで──香りが全身に行き渡わたった時、初葉の面おもてに浮うかんだのは微笑ほほえみ。

　その柔やわらかい表情こそが、初葉の本来の表情なのだろうと俺は思う。

「……初葉ちゃんの笑え顔がお、久し振ぶりに見ました」

　背後で朝都は久々の笑顔だと呟つぶやいたけれど。

「笑い方……わかってたんだ」

　続いて朝都とは違ちがう声がして、肩かた越ごしに振り向いてみれば、いつの間に戻もどってきたのかどこかほっとした表情の鈴真がいた。

　だが、俺の方はまだ心から安あん堵どするわけにはいかない。初葉の表情を見る限り自信はあったが、沈ちん黙もくを続けるその口から、俺ははっきりとした言葉を聞かなければならないのだ。

「どうですか？　合格ですか？」

　ここまで来て減点されるのも何なので、一応丁てい寧ねいな言葉遣づかいを保ちつつ、俺は初葉に率そつ直ちよくに合否を尋たずねた。

「うーん……最初の予定とは、ちょこっとちがうっぺ」

　しかし、そう声を返してきたのは初葉ではなく松子だった。カウボーイハットをくるくると指先で回しながら、右へ左へ首を揺らされれば、俺の脳のう裏りを万が一の可能性が掠かすめていって。

　初葉が動きをみせたのはその時だった。

　初葉はもう一度スポイトを手に取ると、それを花か瓶びんの中に入れてすぐに出し、今度はその先せん端たんを手首に当ててからスポイトを置く。

　そして最後の仕上げに両手首を擦こすり合わせれば、その香かおりは俺の鼻び腔こうにまで届いた。

「この香り……確かに私に相応しいと認めますわ」

　まっすぐに俺を見ると初葉ははっきりとそう言い、深く頷うなずいたのだった。

　俺に合格を告げると、初葉はおもむろに椅い子すから立ち上がり、そのまま椅子を動かした。

「本当の出口はそこにあったんだな」

　椅子が移動されると同時に、その陰かげに隠かくれていた場所にはＥＮＴＥＲと書かれた出口が現れ、俺はようやくほっと息を吐く。

「これでミラーハウスは、終しゆう了りようかぁ。色々な鏡があっておもしろかったんだけど」

「鈴真は楽しみ過ぎで、ポイントは疎おろそかになってしまったようですけれど」

　鈴真の方は単純にミラーハウスを楽しみ、朝都の方は無事ジャックのポイントを獲かく得とく出来た為ため、第一アトラクションの終了に文句は出なかった。当然俺にも無い。

　ただし初葉は朝都に比べて吞のん気きな鈴真の様子を見ると、笑みを納め、文句を言いたそうに眉み間けんに皺しわを寄せた。

　初葉は初葉なりに心配しているのかもしれないが、鈴真はその視線に気付くと子どものように俺の背中に隠れてしまう。

「あまり言い過ぎても、鈴真には効きませんから」

　その行動に初葉はいよいよ声を上げようとしたが、そこをまた朝都にやんわりと諭さとされれば、思い留とどまったものの、さすがにきまりが悪いのか、頷くことはしなかった。

「では、王おう冠かんを差し上げますから、秋庭さん」

　代わりに初葉はそう言いながら一段下りてきて、俺もまた素す直なおに呼びかけに応こたえ、歩み寄る。

　俺が前に立つと、初葉はスカートのポケットの中から小振りなアクセサリーケースを取り出し、俺の目の前でその小箱を開けた。

「……これが、王冠？」

　中から現れたのは、確かに一目でそうとわかる物だったが、俺の口からは思わずそんな言葉がこぼれてしまった。

「ええ。どこから見ても王冠以外には見えないでしょう？」

　初葉は俺の言葉を正面から受け止めると逆に首を傾かしげ、同意を求めるように朝都を見た。

「はい、王冠です。この先の移動のことも考えて、妥だ当とうな大きさだと思います」

　その眼まな差ざしを笑顔で受け止めると、朝都は初葉の期待に添そった言葉で同意を示す。

「ヘイ、ユー！　その王冠をかぶったら寒くて堪たまらなくなるっぺ！」

「え……どうして？」

「王冠がする、王冠がする……悪お寒かんがする！」

　一方、鈴真は王冠そのものにはあまり興味を示していなかったくせに、松子の言葉には敏びん感かんに反応し、その駄だ洒落じやれに凍こおりついた。

　心の平和のために、二人の会話ざつおんは聞こえなかったものとして、俺は改めてその王冠を見つめてみたのだが、

「でも……小さいよな」

　やはり、最初に抱いだいた印象は変わらなかった。

　でも、俺がそう言った瞬しゆん間かん、王冠──の形をしたピンバッジを摘つまんでいた初葉の指先に不必要な力が籠こもった。

　さては、初葉の怒いかりに触ふれてしまったかと、俺は覚かく悟ごを決めたが、予想したようなカミナリは落ちてこない。

「こちらのネクタイに付けてよろしくて？」

　逆に淡たん々たんとした声と眼差しでそう問われて、少し拍ひよう子し抜ぬけしながら俺は頷いた。

　そして初葉は、一歩俺に近付くとネクタイに王冠を付けにかかる。

　そんなわずかな動きでも、初葉が身に纏まとった花の香りは漂ただよってきて、その仄ほのかな香りにさえ紛まぎれてしまいそうな小さな声で、

「小さくて当たり前ですわ……私に本物の王冠が預けられるはずがありませんもの。選ばれなかった私に、本物の花が手に入らないのと同じですわ……」

　初葉は諦あきらめの言葉を口にした。

　でも、微かすかな香りと共に、確かに届いたその声を、無視することなど俺には出来なかった。

「確かに彩波の持っている物を手に入れるのは難しいだろうな。でもそればかりを求める必要もないだろう？」

「そんなこと、言われなくてもわかっていますわ……諦めなくてはいけないこともわかっています」

　俺がそう言うと、初葉は一転して強く、気き丈じような声を返してきたが、体の横で握にぎり締しめた拳こぶしが震ふるえていては説得力は無い。

　朝都と鈴真も初葉のそんな異変に気付くと、心配そうな顔を俺達に向けてきた。

「それが本当に初葉の願いなら、諦めろなんて言うつもりはない。けどこのままじゃ、初葉は何も手に入れられないだろうな」

　だが、初葉はそんな二人に気付かず、俺の言葉にもそっぽを向く。

「そんなことはわかって、います」

「本当に？　彩波と初葉は確かに違ちがう。でも、彩波だってすべてを持っているわけじゃない。だから初葉、お前はまだ、選ぶことはできるんだってわかっているか？」

　わかっていると言いながら、悔くやしそうなその横顔に、俺はさっきよりも強い口調で語りかけた。

「……選ばれなかった私でも、選ぶことは出来ますの？」

　そうすれば、初葉はゆっくりと顔を戻もどして、揺ゆれる眼差しで再び俺を見上げて。

「ああ、そうだ。それに、さっき自分で香かおりを調合しつくつたみたいに、自分に似合うものは自分で作れる。誰だれかが与あたえてくれるのを待つんじゃなくて、自分で探しに行けばいいんだ」

「自分で作る？　自分で探しに行く？」

　初葉は俺の言葉を繰くり返すと、顔の前で手をかざし、初めて自分の手を見たように首を傾げた。

　その手は綺き麗れいだけれど、与えられるものをただ受け取ることしか知らない手だった。

「ああ、そうだ。そうやって初葉が自分の手で作ったものは、初葉のもので、彩波のものじゃない」

　でも、その手はこれから作ることにも、選び取ることにも使えるのだと告げると、俺は初葉と同じようにその手を見つめた。

　すると、初葉の目には夢見るような光が灯ともり。

「私にも選ぶことは出来るかもしれませんわね……でも、やっぱり、彩波さんが持っている花は、私のものにはなりませんわ。それが和家の決まりですもの」

　けれど、すぐにその光は翳かげり、声も憂うれいに沈しずんでしまった。

　手を下ろし、項うな垂だれる初葉に、朝都と鈴真は歩み寄ろうとしたが、初葉の彩波に対する複雑な心中を俺より余よ程ほど知っている二人は、結局その場から動かなかった。

　だから、二人に代わって俺は口を開くと、

「だったら、新しい花だって初葉が作ればいい。まだどこにもない、誰も見たことのない花を作れば、それが初葉の花だ！」

　初葉の言う花が、比ひ喩ゆだと承知の上で、それでもその顔を上げさせる為ためにそう言った。

「私が花を作る？　そんなの夢物語ですわ」

　俺の言葉に初葉はゆっくり顔を上げたものの、否定して首を振ふる。

　でも、俺はその目に微かだけれど、諦めではない光を見つけたから。

「夢でいいじゃないか！　夢は叶かなえる為にあるんだから！」

　真まっ直すぐに初葉の目を見つめながら、俺はそう言い切った。

「夢なら……叶う？」

　俺の言葉に初葉は驚おどろいたように目を見開いて。次いで問う声は震えていたが、その目は再び何かを夢見るような、期待するような光を宿していた。

　俺は初葉の問いに迷わず頷うなずく。それは、間違いなく心の底からの言葉だったから。

「初葉の……夢って？」

「叶えるのは、夢じゃなくて、願いでしょう？」

　けれど、傍かたわらの鈴真と朝都は首を傾かしげながらそんな声を上げ、それを聞いた瞬間、夢から醒さめるように、再び初葉の目からは光が消える。

「……そうでしたわ。夢なんて私にはありませんし、そんな漠ばく然ぜんとした願いものが叶うはずありませんもの」

　初葉は自分より朝都達に言い聞かせるようにそう言うと、ぎこちない笑え顔がおを作った。

「……ぼくの願いが叶えば、初葉ちゃんの願いはぼくが叶えます。……だから、初葉ちゃんは初葉ちゃんらしくいればいいです」

　貼はり付けたような初葉の笑顔に、朝都は一瞬困こん惑わくを見せたが、初葉に向ける眼まな差ざしと声には何の迷いも無い。

「……楽しみに、していますわ」

　朝都の言葉に初葉は小さく微笑ほほえむと、胸の前でそっと手を合わせる。

　俺にはそれが何かを作ることも、選び取ることも放ほう棄きした形に見えて仕方なかった。

　だが、初葉の根底にあるもの──和という家の何か正体不明の理屈ルールが、俺の声を初葉の目前で遮さえぎり、また跳はね飛ばしてしまうと悟さとった俺は、それ以上言葉を重ねられなかった。

　俺がその理ことわりを知らない内は、いくら言葉を尽つくしても、初葉に反旗を翻ひるがえさせることはおろか、自らの手で何かを選ばせることも出来ないだろう。

　ただ、それには俺自身がまずどちらに踏ふみ入るかを選ばなければならないのだろう。

「さあ、三人とも、早く行きなさい。急がなければ〝お茶会〟に遅おくれるどころか、終わってしまうかもしれませんわよ」

　知らず重い選せん択たくへと傾かたむきかけた思考から、俺を引き戻したのは初葉の声だった。

　そして、朝都と鈴真の背中を押して出口へと促うながしている初葉の顔には微笑みがあった。

　作り出した香りと同じように、やはりそれは優やさしい笑顔で。

　少しは俺の言葉が届いたのかもしれないと思い直し、ひとまずそれを成果として受け止める。

「初葉。顔は上げて、前を見ておけよ。そうすれば、見たことの無い花を見つけることがきっと出来るから」

　でも、それだけは初葉に言っておく。

　声と共に眼差しを向ければ、初葉は何かを探すように視線を彷徨さまよわせた後、自分の手を見つめて、

「……そんなことがあればいいですわね」

　ゆっくりと一つだけ頷いたのだった。

　朝都と鈴真はそう答える初葉が急に知らない人間になってしまったみたいに、不安げに眼差しを揺ゆらしたけれど、それは、怖おそれることのない変化だから俺は何も言わないでおく。

「じゃあ、行くか」

「……んんっ？」

　そうして、二人を促し、俺がミラーハウスを出ようとした時だった。

　それまで、無関心を決め込み沈ちん黙もくしていた松子が小さく声を上げた。と同時に入口の方にじっと目を凝こらし、何かの気配を探さぐるように全身を緊きん張ちようさせる。

　ついさっき対たい峙じした時とはまた違ちがう、真しん剣けんさを帯びた表情で、松子は室内の隅すみ々ずみまで視線を走らせ、警けい戒かいを強くする。

　その張りつめた空気に、俺達はその場から動けなくなった。

「……んー、気のせいだったっぺ」

　しかし、松子は最初と同じように唐とう突とつに緊張を緩ゆるめると、そんな気の抜ぬけるようなひと言で済ませてくれて。俺達三人は揃そろってため息を吐ついたのだった。

「本当に気のせい？」

　ただ一人、鈴真だけは好こう奇き心しんを刺し激げきされたらしく、首を傾げながら松子がじっと見つめていた方へつま先を向けようとしたのだが、

「鈴真！　また一人で迷子になる気ですか！」

　やや強い口調で朝都に呼び止められ、慌あわててその場に踏み留とどまる。

「……ごめん。でも、もう迷子にはならないから」

　俺は謝罪する鈴真の目に、一いつ瞬しゆん憂うれいの色を見た気がしたが、その色は、鈴真が誤ご魔ま化かすように歯を見せて笑ったのと同時に消えてしまう。

「今度こそ、出るぞ」

　だから俺はそれを追つい及きゆうする代わりに、改めて朝都と鈴真を外へと促した。

「朝都、鈴真、〝お茶会〟でまた会いましょう。秋庭さんも機会があったらまた……」

　今度は鈴真にも否いなやはなく、初葉の声に送られ、ようやく俺達はミラーハウスを後にしたのだった。

「……あ、れ？　やっぱり、何かいたっぺか？　座ざ敷しき童わらしがなぁ？」

　故に、俺達がミラーハウスを去ったその後で、松子が首を傾げながらそんな台詞せりふを呟つぶやいたのを俺は知らない。

　その時、松子が拾い上げた、糸が切れて、片方だけで転がっていた糸電話のことも。
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　扉とびらをくぐると、降り注ぐ陽ひの光が随ずい分ぶん懐なつかしく感じられて、たいして眩まぶしくもないのに俺は何度も瞬まばたきしてしまった。

　でも、夏が近付いている証しよう拠こに、湿しつ度どを増した空気の方は鬱うつ陶とうしく、その肌はだにまつわりつくような感覚に、俺は実際に自分の腕うでにまつわりついて離はなれないカピバラバンドのことを思い出す。

「……外れないか」

　ミラーハウスをクリアしたところで、俺は改めて試みたが、やはり手首から赤いバンドは外れない。

「秋庭さん、次はこっちです」

　バンドを外すのをひとまず諦あきらめたところで朝都に呼ばれ、俺は顔と体を朝都の方へ向けた。

「でかいな」

　それと同時に視界に入ってきたものに、俺は実に素す直なおな感想を漏もらした。

「これだけ大きくても、滑すべり台って言うのかな？」

「形状が同じならそうじゃないか」

　高さは五メートル以上で、背の高い木々を陸橋のように跨またいでいて、滑る部分の幅はばはスキーのジャンプ台に近い巨きよ大だいな滑り台を前に、目を瞠みはる鈴真に俺は簡単に答えた。

「案内板にもジャンボ滑り台、と書いてあります」

　一方朝都は、いま見ていたそれを指先で叩たたきながら正しい答えを鈴真に示す。

「……こんな物まで設置済みか」

　普ふ段だんは庭である場所に立てられた案内板に俺と鈴真は遅おくればせながら気付いて、目を凝らす。

　ミラーハウスの隣となりには確かに「ジャンボ滑り台」の文字とシンプルなイラストが描えがかれていて、その他ほかにも同じようにアトラクションの名前とイラストが記されていた。

「ミラーハウスには①、滑り台には②って番号が振ふってある……つまり、この順番で回れってことか？」

「ええ。ここに振られている順番で回らなければいけません」

　俺が尋たずねると、朝都は殆ほとんど同じ台詞を繰くり返したが、そのニュアンスでこの順番は変えられないし、変えてはいけないのだと俺は察する。

「王おう冠かんが貰もらえるのは、数字の隣に王冠の絵が描いてあるやつだけだよ。だから、滑り台では貰えないんだ」

　俺が無言で頷うなずくと、鈴真は案内板の①と②という数字の間で指を動かしながら、追加説明をしてくれた。

　そう聞いて、俺は王冠の絵が描いてあるアトラクションを数えた。

　ミラーハウスにプレイゾーン、メリーゴーラウンド、ゴーカート、ビッグワールド、ジェットコースター、そして海かい賊ぞく船。

「王冠を貰えるアトラクションは……ミラーハウスも入れて全部で七つか。たくさんあるんだな」

　数え終えると同時に、チャンスはまだたくさんあると単純に考えたのだが、俺の言葉に朝都は首を振る。

「いえ……情報によると、いくつかのアトラクションで一つの王冠、ということもあるそうです」

　さすがにもう出し惜おしみする気は無いらしく、朝都は情報源は明かさなかったが事前に集めたそれを俺達にも提供してくれた。

「なるほど。まあ、とにかくこの順番で回ればゴールにはたどり着くってことか」

　そして、すべて回らなければカピバラバンドは外れないし、取引に臨のぞむことも出来ない。その事実を胸に、俺は案内板を頭に叩き込む。

「よし、覚えた。行くぞ」

　三十秒もかけずに頭に入れると、俺は二人を促うながした。

「えっ、本当ですか？」

　俺の言葉に、ヒップバッグから取り出したメモにまだ案内板を書き込んでいる途と中ちゆうだった朝都は、顔を上げると疑わしげに俺を見て、

「すごく早いね！」

　鈴真の方は単純に驚おどろいた顔で俺を見て、ついでに拍はく手しゆをくれた。

「拍手をどうも」

　一応俺が礼を言うと、鈴真は小さく笑って案内板に目を戻もどした。その手に何も無いところを見ると、鈴真も頭の中に入れておくつもりなのだろうか。

「鈴真はメモしなくていいのか？」

「あ……うん、ちょうどいまメモしようと思ってたんだ、迷子にならないように……それで、多加良君、紙とペンがあったら貸して欲しいんだけど」

　だが、念のため尋ねると、鈴真は軽く俯うつむいて、やや歯切れの悪い口調でそう答えたのだった。

「わかった、貸してやる」

　つまりは単に筆記用具を持っていなかっただけという事実に、少々脱だつ力りよく感かんを覚えつつも、俺は承しよう諾だくする。

　どうせ朝都もメモを終えるまでここから動かないだろうから、そこに鈴真が加わっても大差はない。そう判断して、筆記用具を取り出すべく、俺は鞄かばんを開けた。

　と、メモ用に出したルーズリーフと一いつ緒しよにノートが出てしまい、地面に落ちそうになったそれを俺は鞄を捨ててキャッチする。

　その緑色のノートをしっかりと胸に抱だいて、安あん堵どの息を吐つくと、鈴真は不ふ審しんの目を向けてきたが、その反応はまあ妥だ当とうだろう。

「……多加良君は、どこに〝お土産みやげ〟を入れてるの？」

　しかし、次の問いは予想外の上、意味不明で、俺は反応に困って、ただ鈴真の顔を見つめ返すしかない。

「鞄の中じゃないなら、どこ？」

「待て、鈴真。〝お土産〟っていうのは何のことだ？」

　俺は眼まな差ざしの中に困こん惑わくを込めたつもりだったが、鈴真は更さらに質問を続けてきて、俺はまずそこから問い質ただす。

「あれ？　そういえば……言ってない？」

「え？　〝お土産〟のことも聞いていないのですか？」

　鈴真が首を傾かしげれば、朝都もメモを取る手を止めて、二人は戸と惑まどいも露あらわに顔を見合わせる。その様子を見る限り、今度は朝都も言い忘れた、のではないらしい。

「まったく聞いていない。〝お土産〟っていうのは何なんだ？」

　俺は小さく嘆たん息そくすると、改めて二人に説明を求めた。

「うーんと、〝お茶会〟には〝お土産〟は付きものってことだよ」

「招待されたと言っても、手ぶらでは礼れい儀ぎ知らずです。ですから〝お茶会〟には〝お土産〟を持っていく決まりなのです」

「でも、普ふ通つうの物じゃなくて、オレ達の大切な物を〝お土産〟として持っていくんだって」

　鈴真と朝都は交こう互ごに話し、最後に鈴真はズボンのポケットを叩たたいて説明を終えた。つまり鈴真の〝お土産〟はそこに入っているということだろう。

　その無防備な動作に朝都は呆あきれたような眼差しを向けたが、すぐに目を伏ふせてその感情を隠かくした。当然、こちらは自身の〝お土産〟のことを明かさない。

「話はわかった……けど、俺は〝お土産〟なんて用意してきていないぞ」

　聞いた話は単純だったが、問題はそこだ。

　突とつ然ぜんかつ半強制的に〝お茶会〟に招かれた俺が〝お土産〟を準備してあるはずがない。

　理事長とかのうの本当の目的が、俺を〝お茶会〟に招くことではなく、〝取引〟の場に引き出すことだった以上、必要ないのか──或あるいは、その道中で手に入れろということだろうとは思うが。

「それならば、とりあえず手持ちの荷物の中から一番大切な物をお土産とされたらどうですか？」

　俺は無ければ無いでいいと思ったが、朝都は束つかの間まそれを探すように目を彷徨さまよわせた後、俺が放り出した鞄に視線を固定して、形だけでも決まりを遵じゆん守しゆすることを提案してきた。

「その緑のノートが多加良君の大切なものなの？」

　朝都がそう言うと、鈴真の方は、俺が抱かかえるノートに当たりを付けて、指さした。

「確かに、今日の荷物の中では一番大切だな……何しろ、場合によってはこのノートが俺の野望ゆめを左右する」

　俺は正直に頷うなずいた。ただ、このノート──正確には記入してある内容──は実はまだ完成していない。その完成こそ俺が今日和邸ていを訪れたそもそもの目的だったのだが、予定は大おお幅はばに狂くるい、目的は増えている。

　そんな俺のノートに鈴真はじっと視線を注いでいたのだが、

「そうなんだ。だったらいくらなのか……オレにはわからないなぁ」

　それだけ言うと、鈴真は俺に背を向け、そのままどこか遠くに眼差しを据すえて沈ちん黙もくしてしまった。

「なんなんだ？」

「鈴真のことを考える必要はありません。それより、そのノートを〝お土産〟にするのですか？」

　俺は鈴真の態度に首を捻ひねったが、朝都はどこか冷めた目でそう言うと、鈴真と同じように俺のノートを指さした。

「そうだな。形だけ、そういうことにしておく」

　本当に〝お土産〟として渡わたす気は無いが、一応そういう体てい裁さいはとっておくことを決め、俺はノートを鞄の中に仕し舞まった。

　俺の返事に一つ頷くと、朝都もまた自分のメモ帳をリュックに収める。どうやら俺が知らぬ間に案内板のメモは終わらせていたらしい。

「では、行きましょう」

　そして、俺を促うながすと同時に足早に歩を進めた。

　だが、鈴真の方はまだ数本の線しか描かけていない。だから俺は朝都を呼び止めるべく口を開きかけたのだが、

「うん、行こう。多加良君、ペン、ありがと」

　鈴真はそう言うと、書きかけの紙をさっさとポケットに仕舞って、ペンを返して寄よ越こした。

「まだ、描けてないじゃないか。迷子になりたくないんだろ？」

「うん、確かに迷子は良くないけど……でも今日は遊園地に閉じ込められているんだから、アトラクションのある方に行けば迷子にはならないよ」

　俺が問うと鈴真はそう言って、俺の腕うでを引っ張るとそのまま歩き出す。

　俺は大人しく腕を引かれながらも、鈴真の言葉の微び妙みようなニュアンスに引っかかりを覚えていた。遊園地に閉じ込められているというのは確かに事実だから、その主張が間ま違ちがっているとは言い切れないのだが。

「それに、地図なんてあっても……」

　肩かたを並べて歩きながら、俺が訝いぶかしむような眼差しを向けると、鈴真は話を続けようと口を開いたが、途と中ちゆうで口を閉ざしてしまう。

「どうした？」

　鈴真の目には、どこかひたむきな光が宿っていて、だから俺はその瞳ひとみを見つめながら、先を促したのだが、鈴真はそこで目を逸そらし、改めて続く言葉を探す素そ振ぶりをみせて。

　ならば鈴真が再び口を開くまで待ってみようと俺は決めた。

　鈴真に歩調を合わせつつ、朝都の背中を前に見ながら、俺は黙もく々もくと歩を進め続けた。

　そうして気付けば俺達は、滑すべり台の百段以上ありそうな階段に足をかけていた。それでも、鈴真はまだ口を開かなかったけれど。

「さっき……どうして初葉ちゃんに夢が叶かなうなんて言ったのです？　夢なんて曖あい昧まいで漠ばく然ぜんとしているだけなのに」

　結局、先に口を開いたのは、数段先を上る朝都で、

「うん、それに願いはかのう様に叶えて貰もらえるけど、夢は叶えられるのかなって、オレ、思ったんだけど」

　鈴真はその声に、つられるように視線を上げ、声を発したのだった。

　二人とも先さき程ほど俺が初葉に向けた言葉に疑問を抱いだいていたのはわかったが、俺は俺で二人の問いそのものに、なんとも言えない違い和わ感かんと戸と惑まどいを覚える。

　眠ねむっている時に見る夢は別として、願いと夢を別物として捉とらえたことなど俺はない。もちろん多少の差はあるかもしれないが。

　でも、いま朝都と鈴真は二つを全く別物のように語った。当然のように語られたからこそ却かえって不自然なものを感じて、俺はその答えを頭の中に探したのだが、中々見つからず眉み間けんに力が入るばかりで。

　しゃらん、しゃらしゃしゃしゃらん

　その音が耳に届いた瞬しゆん間かん、俺の眉間には更さらに力が入り、隣となりを上っていた鈴真が怯おびえを見せた。

　仕方なく一瞬だけ目め許もとを緩ゆるめて鈴真を安あん堵どさせると、そのまま俺は周囲に目を走らせた。

　が、左右下の方向にその姿は無い。ということは、残る答えは一つ。

「……煙けむりと何とかが好きな上か」

　手すりに摑つかまりながら上を仰あおげば、そこには予想通りあいつがいた。

　銀色の髪かみを風任せになびかせながら、滑り台の天辺、その手すりの上にあいつは腰こし掛かけ、子どものように足をぶらぶらさせていた。

　その足が動く度に、足首に嵌はまった連環わはしゃらしゃんと鈴のような軽かろやかな音を立て、危険な場所たかさにいるというのに、黄金きん色の双そう眸ぼうに怖おそれる色はない。まあ、実体でないあいつにとって、その高さは危険に値あたいしないのだから当然だ。

　そうしてゆっくりと首を巡めぐらせると、かのうは、自分の手足を使って、懸けん命めいに上を目指す俺達を楽しげに──いや、偉えらそうに見下ろし、その紅あかい唇くちびるに更に深く笑えみを刻んだ。

　と同時に、俺は階段を駆かけ上がる。かのうが上から目線なのはいつものことだが、あいつの笑顔を見た瞬間、その位置がいつもより更に高いことが妙みように腹立たしくなったのだ。

「おお、なかなか早かったのう。かように早く妾わらわに会いたかったとは知らなかったのう」

「違う！　お前に見下ろされているのが我が慢まんならなかっただけだ！」

「頰ほおが赤いのは見なかったことにしてやるからの、照れずともよい」

「かのう、冗じよう談だんは存在だけにしておけよ？　俺の頰がいったいいつ薔薇ばら色いろに染まった？」

　訂てい正せいすればまた新たな誤解をしてくれるかのうに、俺は負けずに応戦したが、そこで息が続かなくなり、一度言葉を切る。

「薔薇色とまではいかぬが、健すこやかそうな顔色だのう」

　当然かのうがその隙すきを見み逃のがすわけがなく、わざわざ俺の顔色を評してから、

「……なれど、あの者達は少々青ざめているようだがのう」

　ゆっくりと視線を更に下へ落として、そう言ったのだった。

　瞬間、俺は我に返り、慌あわてて後ろを振り返れば、そこには呆ぼう然ぜんとした二人の顔があって、俺は目め眩まいを覚え額を押さえた。もちろん酸欠ではない。

　くらくらしながら、和家の者が必ずしもかのうの声や姿を見聞き出来るわけではない、という知識を引き出して、俺は自分がいま限りなく不ふ審しん者として見られていることを自覚した。

　何しろ、突とつ然ぜん階段を駆け上がり、傍はた目めには誰だれもいないところに話しかけていたのだから。

　もう一度、下を見るのが怖こわい──俺は高所恐きよう怖ふ症しようを疑似体験して、だが、それを即そつ刻こく克こく服ふくすべく顔を上げて。

「ここにかのう……かのう様がいるんだ」

　二人に静かに事実を告げてみた。なるべく落ち着いた声で、穏おだやかな表情を心がけて。

「……申し訳ありません。聞き間違いということもありますので、もう一度お願いできますか？」

「……オレが知らないだけで、手すりのことをかのうって呼んだりするのか、な」

　しかし、俺の精せい一いつ杯ぱいの努力は、少々憐あわれみの籠こもった慇いん懃ぎんな言葉と、ぎこちない微笑ほほえみという反応を招いただけだった。

「ほほほ。多加良も立派な不審者だのう」

「黙だまれ、不審妖よう怪かい」

　俺と二人の遣やり取りを見てかのうは眼めを細め、ころころと笑ってくれたが、俺は顔を背そむけ、声も潜ひそめた。

　二人にこれ以上の不審を抱かせない為ためにはもうかのうのことはすっぱりと無視して先を急ぐのが得策だ。

　だが、〝お茶会〟への強制参加の件や〝取引〟について聞いておきたいことがあるのも事実。

「妾が説明してやってもいいがの？」

　そこで思いがけないことを言いだしたのはかのうだった。

　その白い面には柔やわらかな微笑みが浮うかんでいて、いかにも親切心からという優やさしげな口調だったが、俺は騙だまされない。

　なぜならかのうは自分の利益にならなければ指の一本さえ動かさない、腹黒妖怪なのだから。

「断る。……タダなら一考くらいしたが、お前の場合は絶対に有ゆう償しようだ」

「ほほ、さすがに無料とはいかぬのう。先日の〝取引〟に多加良が応じるのであれば……おぷしょんとやらでこの場を治めてみせるがのう」

　俺はきっぱりと断ってやったが、かのうは引き下がらないどころか、黄金色の目に自信に満ちた光を浮かべてみせて。

「妾の心のように澄すんだこの声を聞かせれば、それで済むであろう。なにしろこやつらは和の子だからのう」

　更にそう続けると、意味ありげな視線を朝都と鈴真に送りながら、笑みを深めた。

　その余よ裕ゆうに満ちた笑みは、そのままかのうの自信の度合いを現しているようで、俺は苛いら立だちを覚える。

　そうして俺が拳こぶしを震ふるわせている間にも、朝都は俺を追い抜ぬいて行こうとしていた。朝都が動き始めれば、鈴真が後に続くのも時間の問題だ。

　そうなったら俺ものんびりしてはいられない。少なくとも一度始めたゲームを途と中ちゆうで放り出す気はないのだから。

　が、しかし。その前に俺はどうしてもかのうにひと言言ってやりたかった。

「オプションだと？　じゃあ、俺はどうしてここにいるんだろうな？　取引はなしに応じるとも応じないともまだ言ってなかったのに、強制的に人を巻き込んでおいてふざけたことを言うなよ？」

　怒いかりを込めて、俺は低く声をぶつけた。

「それは誤解だのう。無理強じいをしたは登生で妾ではないのう。妾は多加良の気持ちが固まるまで待つつもりであったというに……」

　するとかのうは眉まゆを寄せ、わざとらしい憂うれいの表情を浮かべて、首の代わりに着物の袖そでをひらひらと振りながら己おのれの関かん与よを否定した。だが、その台詞せりふは理事長の動きを知っていて看過していたと言ったに等しい。

　そして、かのうはしゃらしゃらと連環わの音をさせながら袖で口くち許もとを隠かくした──おそらく、無意識に浮かんでしまう笑みを隠すために。

　袖の下に見慣れた笑みを想像して、俺は牽けん制せいの意味もこめてかのうを睨にらむ。

「では、これは多加良への貸しということにしておこうかの」

　しかし、柳やなぎに風とばかりにかのうはそれを受け流し、勝手なことを呟つぶやくと、ふわりとその身を宙に舞まわせて。

　しゃらん、という連環の音と共に、軽やかに二人の間に降り立つと、

「矢井田朝都、鳴門鈴真……妾はここにおるがのう」

　それぞれの耳許に頰ほおを寄せて囁ささやきかけた。

　瞬しゆん間かん、朝都と鈴真はその場に凍こおりつく。

　俺はそんな二人をひとまず観察することにする。

　二人はまず、唯ゆい一いつ凍っていない視線を動かすことから始め、その場に声の主の姿が無いことを確かく認にんした。

　次に朝都は不自然なほどゆっくりと首を巡めぐらせ、やはり声の主を探し、鈴真は右耳を押さえながら首を傾かしげた。

「そなた達の隣となりにおるよ」

　そこでかのうはもうひと言囁きかけ、鈴真と朝都はびくりと肩かたを震わせる。

「幻げん聴ちよう？」

「いいえ……秋庭さん、腹話術ですね？」

　恐きよう慌こうにこそ陥おちいっていないが、鈴真の言葉を否定すると朝都はそう決めつけて、俺を睨んだ。

「残念ながら、数ある俺の特技に腹話術は無い。お前達がいま聞いたのはかのう、様の声だ」

　かのうに借用書の類たぐいを渡わたす気はさらさら無かったが、俺はそこで観察を止めると、ごくシンプルに二人に告げた。

　かのうという存在を知っている二人に、多くの説明はいらないだろう。

「……でも、かのう様は和家でも限られた人間しか会えないって聞いてるんだけど。それがどうして多加良君に見えたり、オレ達に声が聞こえたりするの？」

　予想通り、その声を事実と認めた上で鈴真は疑問を口にした。朝都よりも柔じゆう軟なんな対応を見せた鈴真の瞳ひとみの奥にはわずかながら好こう奇き心しんの色も窺うかがえる。

「うむ。多加良に妾わらわが見えるのはのう、赤い糸で……」

「かのうの気まぐれに不運にも巻き込まれたからだ」

　またろくでもないことを言い出すかのうの言葉を遮さえぎると、俺は正しい情報を鈴真に与あたえた。

　ああ、そうだ。俺は迂う闊かつにもその気まぐれに巻き込まれ、未いまだに真っ黒な糸に巻き付かれているが、その糸は必ず断たち切るつもりでいる。

「そっか……そこに、いるんだ」

　そして鈴真は、俺の答えに満足げに一つ頷うなずくと、改めてこの事実を認め、受け入れたのだった。
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「ほほ、素す直なおでよいの。して、こちらはどうかのう？」

　そんな鈴真をかのうは目を細めて見やり、そこから視線を朝都へとスライドさせる。

「秋庭さんが噓うそを吐ついていないとして……けれどぼくには、この声をかのう様のものと判断する情報がありません」

「姿ならともかく……確かに声を伝える方法は無いだろうな」

　かのうの姿なら、絵に描えがく等の手段で伝えられても、鏡にも映らないのに、声の録音などあり得ない。故に俺は朝都の主張を認めることは出来ても、その方法を示すことはできなかった。

「ならば、どうしろと言うのかのう？」

　髪かみをかき上げ、しゃらしゃらと連環の音を奏かなでながら、その響ひびきと同じ軽さでかのうは問う。

　そうすれば、朝都はただ前に目を向け、ごくりと息を吞のんで、

「お姿を見せていただけませんか？」

　そう言ったのだった。

　俺はその申し出を別段おかしいと感じなかったが、朝都の隣で、その横顔を見つめたまま、鈴真は呆あつ気けにとられ動きを止めていた。

　一方、かのうは紅あかい唇くちびるにいつも通りの笑えみを浮うかべたままだった。でも、朝都を見つめる黄金色の双そう眸ぼうには不ふ愉ゆ快かいそうな光が一瞬通り過ぎて。

「ほほ。美しき妾の姿を見たいというのは、わかるがのう。妾はぴちぴちだしのう、多加良？」

　だが、瞬まばたきの間に、かのうはいつもの笑みの中にそれを消し去ると、鷹おう揚ように構え、なぜか俺に同意を求めてくる。当然、黙もく殺さつだ。

　朝都もまた、そのふざけた台詞は聞き流して、次に与えられる言葉をじっと待っていた。

「だがのう、妾はそなた達の前に姿を見せるわけにはいかぬ……そなたらにはまだ、資格がない故ゆえのう。それがそなたら……和が定めた約束であろう？」

　俺にはわからない「資格」とやらを掲かかげながら、かのうはつい、と手を前に伸のばし、そうして、照準を定めるように、朝都と鈴真の間で指先を彷徨さまよわせながら微笑ほほえんだ。

　口調だけはやんわりと、だがしっかりと申し出を拒きよ否ひされた朝都は、わずかな期待を瞳から消すと、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直す。

「では、かのう様と秋庭さんの間にはどんな約束があるのですか？」

　でも、朝都はそのまま沈ちん黙もくすることを選ばず、今度は俺に問いを向けてきた。

「勝負ゲームだ。それ以上でもそれ以下でもない」

　けれど、俺が返せる答えはそれだけだった。

「そう……妾と多加良はたったそれだけで繫つながっておるのう」

　俺の言葉を聞くとかのうは、なぜか笑みを深め、どこかもったいぶった口調で俺の言葉を肯こう定ていし、朝都に告げて。

「……でも、ぼく達はこの通過儀ぎ礼れいを終えなければ、かのう様の姿を見ることも出来ないし、願いを選ばれることもないのですね。わかりました、かのう様」

　朝都はついにかのうがいまここに存在することを認めると、声を頼たよりに正しくその方向を向いて、帽子を脱ぬぎ頭を下げたのだった。

　すると鈴真も慌あわてて朝都に倣ならい頭を下げる。

　二人が敬意を表せば、かのうは悠ゆう然ぜんと微笑みを浮かべ、姿が見えずともその雰ふん囲い気きは伝わったのか、二人は更さらに深く頭を下げた。

「そういうことだのう。その折にはそなた達にも願いがあるならば、叶かなえてやらぬこともない。……なれど、己の〝夢〟と〝願い〟の違ちがいもわからぬ者の願いは叶えられぬがのう」

　そして、歌うような節回しで応こたえながら、悪戯いたずらを思いついた子どものように、或あるいは気まぐれな猫ねこのように、かのうは目を細める。

「夢……？」

「……願い？」

　朝都と鈴真はその言葉に弾はじかれたように顔を上げると、口々に呟つぶやきながら、眼まな差ざしを揺ゆらした。

　その次の瞬しゆん間かん、俺は目に違い和わ感かんを覚える。

　それは、いつもの痛みとは異なるものの、確かな異常──痒かゆみだった。

　目に何かが入ったような感じはないし、俺はアレルギー体質でもない。結けつ膜まく炎えんもこんなに急激に症しよう状じようは出ないだろう。

　なのに、その痒みは問答無用で眼がん窩かから、どんどんわき上がってくる。

　たまらず俺は眼鏡めがねを外して目を擦こすったが、痒みはしつこく、一向に収まらない。あまり擦っては目を傷つけてしまうとわかっていても、擦る手を止められない。

「多加良君？　どうしたの？」

「目がどうかしましたか？」

「おや……何事かのう？」

　出来ることなら、目を取り出して洗いたい程の痒みに、ずっと目を擦っていれば、さすがに異常に気付いた三者から声を向けられたが、それにも俺は答えられずに更に十数秒。

　俺を苛さいなむその痒みは突とつ然ぜん消え去った。

　残ざん滓しも残さない、きっぱりとした消え方は、願いの植物はな──それが芽め吹ぶく時と同じで。

　無意識に瞬きを繰くり返しながら、俺はゆっくりと首を巡めぐらせ、視力を確かめる。

　そうすれば、眼鏡をかけていない分少々輪りん郭かくはぼやけていたが、気き遣づかう表情を浮かべた朝都と鈴真の姿を捉とらえられた。

　少し視線を動かせば、かのうの姿もまた視し認にん出来る。

　が、その面おもてに浮かんでいる表情が人を気遣うそれではないとわかった瞬間、俺の背筋を嫌いやな予感が駆かけ上がっていく。

　かのうの黄金色の双眸には、何か新しい玩具おもちやを見つけた子どものような光と、企たくらみとが同時に宿っていた。その上、紅い唇には実に楽しげな笑えみがくっきりと刻まれていて。

「これはどうやら……日がな一日、退たい屈くつせずにすみそうだのう」

　そう呟くかのうの目は、朝都と鈴真の胸のあたりにじっと注がれていて、俺の頭の中にはそこを見てはならない、という警告が響く。

　けれど、結局俺は見たいという衝しよう動どうに抗あらがいきれず、かのうが見ている物へと視線を動かしてしまい、そこでまた違和感を覚えた。

　ただし、今度は痒みに襲おそわれるようなことはなく、さっきまでそこに無かったものを認めただけだったが。

　朝都と鈴真の胸の辺りに付いているソレは、最初埃ほこりのように見えた。でも眼鏡をかけ直して見れば、それは埃ではなく、何かの植物の綿毛の塊かたまりのようで、いつそんな物がついたのかと、俺は首を捻ひねった。

「朝都、鈴真……胸のところ、綿毛がついているぞ」

　でも、綿毛ならば取ってしまえばいいかと、俺は二人の胸を指さすとそう言った。

「……綿毛？　そんなもの付いていませんが？」

「うん……どこにもないけど」

　しかし、俺の指し摘てきに朝都と鈴真は揃そろって首を振ふる。

　親指ほどの大きさの綿毛は、教えられてなお気付かずにいられるものでは無い。

　ならばそれは、二人にはその綿毛が見えていないということだろう。

　俺は、試ためしに綿毛に手を伸のばしてみたが、確かにそこにあるにもかかわらず、俺の指先には何の感かん触しよくも伝わって来なかった。

　結けつ晶しよう化する前の願いの植物と同じように。

「……これは、なんだ？」

「さて……何であろうの？」

　小さく問えば、かのうは同じく小さな、けれど笑い混じりの声でそう言い、考え込むように腕うでを組んだ。

　しかし、かのうの目の奥には悪戯な光が潜ひそんでいて、それが知らない振りにすぎないだろうことは、問うまでもない。

「ふざけてないで、ちゃんと答えろ」

「そう言われてものう……あれは妾わらわの管かん轄かつ外のようだから、の」

「なら……他ほかの神様族かみさまの仕し業わざか？」

　軽く睨にらんでその可能性を追つい及きゆうすれば、かのうは小首を傾かしげながら曖あい昧まいな笑みを浮うかべ──ふいに、ふわりと空中に舞まい上がった。

　その場で悠ゆう然ぜんと佇たたずむかのうの目は、既すでにここから先に向けられていて、俺の問いに答えるつもりのないことはもはや明白。

「さて……多加良に貸しも作ったことだし、妾はここらで暇いとましようかのう」

「お前に借りを作った覚えはないっ！　っていうか、これ以上の厄やつ介かい事はごめんだからなっ！」

　だが、その言葉は聞き捨てならず、俺は抗こう議ぎの声を上げ、射るような眼まな差ざしをかのうに向けた。

　俺がなりふり構わず叫さけべば、朝都と鈴真は驚おどろいて、俺と同じように上空を仰あおぐ。

　二人の目にかのうの姿は映っていないものの、都合三対ついの目に見つめられ、でも、それでもかのうは俺達を見なかった。

　手のひらを太陽に向けて、ためつすがめつかざしているだけ。

　そうしたところで、実体ではないかのうに血潮が見えるはずもない──むしろ、透すけていないことの方が不思議なくらいだ。

　けれど、かのうはしばらくそうやって、太陽との距きよ離りを測るようにひらひらと手を動かしていた。

　かのうが無視を決め込むのなら、俺もこれ以上付き合う必要は無いし、かのうとの〝取引〟もいっそ放ほう棄きしてしまおうと思い、動き出そうとしたその時。

「多加良」

　かのうは俺の名を呼んだ。

　反射的に顔を上げれば、かのうはさっきまで動かしていたその手を止めて、なぜかうっとりと目を細めていた。

　虚きよを衝つかれた俺が無言で見つめる中、かのうはゆっくりと眼差しだけを向けてきて。

「妾が欲しがっているもの……わかるであろう？」

　そうしてかのうは思わせ振りな、けれどどこか夢見るような微笑ほほえみを浮かべると、広げていた手をふわりと握にぎり込み──太陽はその手の中に消えた。

「同じ取引ならば、妾を選ぶ方がきっとよい」

　次いで自信に満ちた声を向けられて、それで俺はかのうが既に、〝取引〟の成立を──少なくとも俺がどちらかのそれに応じることを──確信していると悟さとった。そしてそれは確かに事実だ。

「橋を渡わたりたいのなら……そうするがよいのう」

「選ぶのは俺だ。それに……お前達の罠わなに落ちた以上、俺の望みはただ橋を渡ることじゃない」

　けれど、続く一言に、俺はきっぱりと言い返した。

　正直、俺はまだどちらの〝取引〟を選ぶべきか決めかねている。もちろん選ぶ意志はある。その為ために動いてもいる。でも、まだ決められない。

　ただ、あの人に──眠ねむり続けるあの女に、少しでも多くのものを持ち帰ることだけは決めていたから。

　その意志をこめて俺はかのうを見み据すえた。

　そうすれば、かのうは逃にげずに俺の眼差しを受け止めたけれど、その口くち許もとから笑みが消えることはなかった。

「……なるほど、の。迷っても良いがの、最後には妾を選んでおくれ」

　かのうは一つだけ頷うなずくと、最後に囁ささやくように、もうひと言だけ呟つぶやいて、両腕を広げ、くるりと旋せん回かいして、次の瞬しゆん間かんには姿を消していたのだった。

　やがて、しゃらん、という連環わの残ざん響きようも消えた時、結局かのうが言いたかったのは最後の一言だけだったのだと俺は悟っていた。

　つまり、俺に自分との〝取引〟を促うながすためだけにかのうは現れたというわけだ。

　わざわざ貸しを作っていったのは──俺は認めていないが──多分、暇つぶしか、嫌いやがらせといったところ。

　そうと気付くと、かのうに対する怒いかりがわき上がってくる。

　だが、それでも俺は〝取引〟からはもう逃げられない。

　でも、必ず自分で決める。

　その決意をもう一度しっかりと自分に言い聞かせると、俺は気持ちを切り替かえた。

「朝都、鈴真、かのうはもういないぞ」

　そして、まだ空中を見上げたままの二人に声をかける。

「え、ああ……そうですか」

「別れの挨あい拶さつはなかったね」

　二人は、声に伴ともない姿も消えたという事実を素す直なおに受け止めると、顔を下げた。鈴真の方は少しだけ不満顔だったが、かのうの気まぐれはいまさらどうしようもない。

　むしろ、どうにかすべきなのは、朝都と鈴真の胸にあるモノ──見慣れた〝願いの植物はな〟とは違ちがう綿毛の植物らしきモノだろう。

　俺にしか見えないことや、触さわれなかったという点に関しては、願いの植物と同じだ。

　その一方で、形状が綿毛であること、それにほかの神様族の関かん与よをかのうが否定していかなかったことを考えると、願いの植物と同じように対処していいものかはわからない。

　或あるいは何もしない方がいいのかもしれない。

　既に抱かかえている物に加えて、新たに二つの荷物が俺の肩かたに乗ったという事実は重いが、それでも、俺にしかこの綿毛が見えない以上仕方がない。

「まあ、まずは……様子見だな」

　小さく呟くと、俺は二人を先に促すことにした。通過儀礼ゆうえんちが通らなければならない道であることは変わりないのだから。

　それは朝都と鈴真の方がわかっていて、俺が促すまでもなく、二人は既すでに俺の前を歩いていた。

　巨きよ大だいな滑り台だからか、階段を上のぼりきっても滑かつ走そう部分までのアプローチは少し距離があった。

　それを確かめると、二人の背中を追い越こすべく、俺は走り出したのだった。




　　　　Ｏｆｆ　Ｒｅｃｏｒｄｓ




　先を急ぐ彼らの背中を前に見ながら、彼もまた、一歩一歩、前へ前へと歩いていた。

　その足取りは軽いとは言い難がたい。でも、歩みを止めることなく、彼は黙もく々もくと歩き続ける。

　そうして、歩きながら考えていた。

　あの日、理ことわりを外れたのは自分だ。

　彼女がそれを罪だと言うのなら、彼が罰ばつを受けるのも当然のことだと思う。

　その罪を贖あがなえるのならば、彼女の求めるモノを探すべきなのだろう、と。

　でも、彼女にいったい何を届ければいいのだろう。

　或いは何も届けるべきではないのだろうか。

　考えても答えは出ず、迷いは知らず歩ほ幅はばに現れて、スピードは落ち、気付けば彼らの背中は遠くなっていた。

　そうと気付いて足を速めて、追い付いて、また遅おくれて、追いかける。

　そんなことを繰くり返しながら、結論も出せないまま、彼は探す。

　彼女が求めている物を探しながら、迷いながら進んでいく。

　何か手がかりは無いかと周囲に注意を向けながら歩き続けて、そこで彼は一人の人とすれ違った。

　聞けば何か手がかりとなることを教えてくれるのではないかと、彼は声をかけようとして──止めた。

　聞いたところで、答えて貰もらえそうになかったから。少なくとも、いまの彼には誰だれも答えをくれないだろう。

　だからそれは、彼自身が探し出さなければならないのだ。

　同時に選ばなければならない。どちらの道を行くのか。誰と共に行くのか。

　それを思い定めることもまた贖しよく罪ざいならば、やはり前に進むしかないのだ。

　自分にそう言い聞かせながらも、彼は一度歩みを止めるとゆっくりと目を閉じた。

　そうして、もう一度目を開けてみても、見える景色けしきは変わっていなかった。

　空気は今日も見えないが、空も花も木も、それから人も、彼のすぐそばに在る。手の届く場所に。

　もしも変わったものがあるとしたら、それは彼だけだ。

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　まっすぐに前を見つめて、彼は呪じゆ文もんのように呟つぶやく──自分自身がそれを信じるために。

　そして彼は、再び前に一歩踏ふみ出したのだった。

　その道がどこへ続くのかわからなくても、いまの彼は一人、前に進むしかなかったから。







　だから、彼は気付かなかった。

　前だけを見て、懸けん命めいに進もうとしている彼を、その背後から見つめる存在に。

　彼の背中を見つめるその影かげは灰色で、

「うーん、本当に一生懸けん命めいサ」

　笑いを含ふくんだその声もまた、中性的はいいろだった。

　その唇くちびるにくわえた煙草たばこに今日は火は点ついていない。物もの陰かげから彼を見つめるには、灰色の煙けむりは少々邪じや魔まだったから。

「それにしても、お花の御お姫ひめ様さまはなかなか面おも白しろいことをしてくれるサ」

　陰の中でもなお灰色の存在は、やはり楽しげにそう言うと、くつくつとひとしきり喉のどで笑った。

「でも、いい加減見ているだけも飽あきたからサ」

　けれど、ふいに笑いを納めると、いままでとは違う熱の籠こもった眼まな差ざしで彼の背中を見み据すえて。

　と、同時に、灰色の人影の、灰色の影の中では何かが動き出す。

「だから……さあ、神様を返して貰いにいくサ」

　やがてその影は灰色の翼つばさの形を成して──灰色天使は、翼を広げ、大きく羽ばたいたのだった。
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　和邸ていの奥まった一室。

　そこは広い和邸の中では狭せまい方だが、その分、天てん井じようから柱に至るまで、細部に拘こだわって作られた洋室だった。

　特に八角形のドーム形の天井は、中心に据すえられたシャンデリアと相まって、そこに花が咲さいているように美しい。

　その部屋の中に置かれているのは、お茶会のテーブルが一つ。

　皺しわ一つない真っ白なレースのテーブルクロスの上には既にティーセットが揃そろっているが、お茶はまだ入っていない。

　そして、席に着いているのは一人の男だけだった。

　男は何をするでもなく、ただテーブルに飾かざられた花を眺ながめていた。花はあえて造花が選ばれているのだが、本物のそれに勝まさるとも劣おとらない。

　色とりどりの花の中に、かつては不可能の代名詞であった青い薔薇ばらを見つけて、男はそれを手に取ってみた。

　もはや夢物語ではなく、作り物でもなく、現実に青い薔薇が咲いたというなら、今度その花を願ってみようなどと、考えながら見つめていると、ふいに、しゃらん、という音が響ひびいて。

　視線を上げれば、さっきまで空いていた向かいの席には女の姿があった。

　おろしたてのテーブルクロスよりも白く透すき通った白磁の肌はだ。纏まとっている漆しつ黒こくの着物がまたその肌の白さを際きわだたせている。

　そして、銀の髪かみ、金の瞳ひとみ、紅こう唇しんはそれぞれ鮮あざやかに美しく、それぞれが極ごく上じようの宝石を思わせた。

　事実、この女は男にとって宝石に等しい──けれど、値など到とう底ていつけられない──存在だった。

　だから、決して手放すわけにいかない。

「青い薔薇が咲いたそうですよ」

　だが、あくまでも内心は押し隠かくし、男は女に花を差し出した。

「……お茶はまだかのう」

　けれど、女はそれに一いち瞥べつもくれることなく、気け怠だるげに髪をかき上げた。そのゆったりとした仕し種ぐさは余よ裕ゆうに満ちていた。

「申し訳ありません。ただいま遠方より最上級の茶葉を取り寄せているところです」

　男は気を悪くした風もなく、テーブルの上に花を置くと、ウィットを効かせて応じた。

　女はその冗じよう談だんに笑ったのか怒おこったのか、わずかに口くち許もとを歪ゆがめて、男の目を見つめた。

　男もそれを見つめ返し、ようやく二人の視線は交こう錯さくする。

　でもそれは、互たがいの思惑おもわくを探さぐるための交錯で、ただそれだけの為ために二人は無言で見つめ合い、時間は過ぎていった。

「そちらの首しゆ尾びはいかがですか？」

　先に沈ちん黙もくを破ったのは男の方だった。

「そなたが用意した罠わなに引きずり込まれた形にはなったが……悪くはないのう」

「さようですか。けれど自分で仕し掛かけた罠のことですから、私も抜ぬかりはありませんよ」

　男の問いに女は笑えみで応こたえ、返す刀で男もまた笑んでみせる。

　端はたから見れば和なごやかな会談だろうが、それが表面上にすぎないことは当人達が一番よく知っている。

「此この度たびの賭けゲーム、私が勝った際の約定……お忘れではありませんね？」

　故ゆえに、もしも、などという仮定は置かず、男ははっきりとした言葉で念ねん押おしの台詞せりふを口にした。

「もちろん……長く生きていてもぼけてはおらぬよ。まあ、生きている、とも言い切れぬがのう」

　そうすれば、女はテーブルに頰ほお杖づえをつきながら、そう言って艶えん冶やな眼差しを送って寄よ越こした。

　でも、男が受け取ったのは、女の企たくらみに対する自信だけで、内心で舌打ちをする。

　互いに「ゲーム」と言っているものの、今回のそれは女のいつもの暇ひまつぶしとは少し趣おもむきが異なり、だから付き合う男の方もそれに応じて真しん剣けんになっている。

　女がしばらく前から、秋庭多加良という少年を巻き込み、何やら動いていることはもちろん察知していた。

　それが単なる暇つぶしであるのなら、それで機き嫌げん良くいてくれるのならば良かろうと男は黙もく認にんしていたのだ。

　けれど、次し第だいに気になる動きを見せるようになった。まだ大事になっていないが、この先どうなるのか、ほんの少しだけ先行きに不ふ透とう明めいなものを感じ始めて。

　だから男は今回、互いにゲームと称しようする賭かけを通して女の動向を探さぐり、見み極きわめるつもりでいる。

　そして、自分の勝利をもって、女への牽けん制せいとしたい。

　男と女の──否いな、和家と女の力の天秤パワーバランスは純じゆん粋すいに「力」という側面だけを見ればいつだって女の方に大きく傾かたむいている。だがそこを、常に自分達の方に傾くようコントロールしてきたのが和家だ。

　ならば、やはり、今回は勝たなければならない。

「……そなたこそ、妾わらわが勝つことの意味、しかとわかっておるかのう？」

　負けたくないのは女も同じだろう。同じだからこそ、あえてその感情を面おもてに出さず、軽かろやかに問いかけてくる相手に、男は鷹おう揚ように頷うなずいた。

「承知しております」

　賭けている物は、お互い価値ある逸いつ品ぴん。

　もしも、女が勝てば天てん秤びんはわずかながらそちらへ傾き、しばらく男は女のすることに口を出せなくなる。逆もまたしかりだが。

　どちらも笑顔だったが、周りに漂ただよう空気はいつしか張りつめたものへと変わっていた。

「……彼は、どちらの〝取引の品〟を見つけて持ってくるのでしょうね？」

　体から力を抜くと共に、いつもよりゆったりとした口調でその緊きん張ちようを緩ゆるめたのは男の方だった。

　女と正面切ってぶつかり合う気は、そもそも無いのだ。

「それは、美しい方のもの、ではないかのう」

　そうすれば、女もまた、男の意を汲くんで、いつもの悪戯いたずらな笑みを口許に取り戻もどす。

「おや……それでは私はあなた様に到とう底てい及およびませんから……困りますね」

　白々しさを承知の上で重ねる会話に実は無く、空くう虚きよなだけだが、そんなのは二人にとって今いま更さらで、文句も無い。互いにこれも一つの儀ぎ式しきと割り切っている。

「ではの……お茶と土産みやげが届いたら知らせておくれ」

　腕うでの連環わを滑すべらせながら、赤い造花を一輪揺ゆらすと女は微笑ほほえみ、現れた時と同じように唐とう突とつに姿を消した。

「承知いたしました」

　しゃらん、というその鈴すずのような音の残ざん響きようが消えるまで、男は深く頭こうべを垂れていた。

　次に顔を上げた時、その表情はひどく醒さめていたけれど。

　そのまま、椅い子すに背を預けて耳を澄すませば、分厚い壁かべ越ごしにも、外の歓かん声せいが微かすかに聞こえてくる。

　絶好のお茶会日和びよりはまた、絶好の遊園地日和のようだ。その歓声を聞いている内に男の口くち許もとには笑みが浮うかぶ。

「時間内きようじゆうに彼が見つけ出せない場合は、そのまま持ち主の元に戻るわけですが……隠かくし事は私も得意なのですよ」

　先さき程ほどまで女が座っていた椅子を見つめながら男は独りごちる。それもある意味男の勝利だと。

　男が隠した物──和登生に近いもの──は、それが何かわかったとしても、どこにあるか女には感知できないようになっている。

　一方、女が隠した物は、何かわからないが、男にも探し出せるはずだ。もちろん、女も二重三重に策を巡めぐらせてあるだろうが、ならば自分もそれに倣ならうまで。

「そう……彼がどちらも見つけられないということもありますね」

　あくの強い笑みを湛たたえながら、男は扉とびらの方へ声を放ち。

　一秒と置かず、ココン、と軽いノックの音が返ってくれば、男は満足げに頷いたのだった。
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まっすぐな道が近道なら

曲がりくねった道は遠回りだ。

だからいつでもまっすぐな道を選ぶ。

遠回りする必要はない。

いつでも最短距きよ離りで目的地まで。

進むべき道は決まっている。

決して迷子にならないように

今日も昨日の足あし跡あとを辿たどっていく。




まっすぐな道が近道なら

曲がりくねった道は遠回りなのだろう。

けれどどちらも地図の上にあるならば

選ぶことは自由なはずなのに。

今日も行くのは決められた道。

迷子にならないまっすぐな道。

そうして迷子にならなくなったけど

地図の上にこの足跡は残らない。






　　　　１




　ちょっとした丘きゆう陵りよう、そう言われても納なつ得とく出来ると思いながら、数年ぶりに降りた滑り台のその先はこどもの国──ではなく、大人の国だった。

　ジャンボ滑り台を降りた先にあったのは、日中でもぎらぎらと眩まぶしい派手な電でん飾しよくに輝かがやく建物。

　案内板で③の番号が振ふってあったのは、「プレイゾーン」だったはずなのだが、赤と黒に塗ぬられた壁かべといい、その建物はいわゆる「カジノ」にしか見えなかった。

　さっきまでと違ちがい周囲には俺達以外にも人が行き交かっていて、大人に交じってカジノに入っていく子どもの姿を認めて俺は軽く頭痛を覚える。

「どうやら、この辺りは一いつ般ぱんの方にも解放されているようですね」

　朝都は周囲の様子を見回すとそう言って、

『なんだ、全員和一族じゃないのか』

　俺と鈴真の声は図はからずも揃そろってしまい、朝都に呆あきれた目を向けられた。

「秋庭さんはいいとして……どうして鈴真まで初耳のような顔をしているのです？　今年は移動遊園地だから、一部の施し設せつは一般の方にも開放するという通達が事前にあった筈はずですが？」

「……その、直前まで色々ばたばたしてたから、かな」

　忘れ物をした子どもに対するような質問口調で朝都に咎とがめられ、鈴真は言い訳を口にしながらも、自分に非があるのはわかっているのか身を小さくする。

「ジャンボ滑り台の次はプレイゾーンだったよな。このカジノがそうってことか？　年ねん齢れい制限はないみたいだし、カジノもＰｌａｙあそびではある、か」

　どう見ても分の悪い鈴真の方に助け船を出すつもりで、俺は目の前の建物についての推測を披ひ露ろうした。

　ただ、その外観を見るとやはり最初の一歩は躊躇ためらわれ、一階建てにしては高い建物を俺はもう一度仰あおぎ見る。

　と、そこで俺は膝ひざに衝しよう撃げきを受けて、危あやうく顔から転びそうになった。もちろんそんな無様な事態は避さけたが、こんな攻こう撃げき──通称膝かっくん──を俺に仕し掛かける人間など限られている。

「……鈴木かっ！」

　呼べば、近くで空気が揺ゆれた、と思ったのだが。

「正義の使者カピバラレッド参上！　アミーゴ達、元気でいたかね？」

　振り向いた俺が見たのは赤い毛皮の巨きよ大だい齧げつ歯し類るい、カピバラレッドだった。しかし、相手がカピバラレッドでも俺の怒いかりのゲージに変化はない。いや、むしろ上がったくらいだ。

「カピバラレッド、ここで会ったが百年目、だ。再び俺の前に顔を出した勇気は褒ほめてやるが……覚かく悟ごは出来ているんだろうな！」

　そう、カピバラレッドの先刻の狼ろう藉ぜきを俺は忘れていなかった。

「もしも鈴木なら、早いところ着ぐるみを脱ぬぐんだな」

　それに、着ぐるみの中の顔がわからない以上、その可能性はまだある。

「さっきから何を言っているんだ、セニョール多加良？　我わが輩はいはカピバラレッド、鈴木などという名前ではないし、件くだんの人物はこんな美声かい？　そして泳ぎが得意かい？」

　俺の言葉にカピバラレッドは無実を訴うつたえるように両手を広げると、バリトンの声を響ひびかせた。

「泳ぎは知らないが、声はボイスチェンジャーで何とかできるんじゃないか？」

「我が美声に一点の曇くもり無し！」

「そうか。こっちは鈴木でもカピバラレッドでも問題は無い！」

　その切り返しは今一つわからなかったが、さっきの反省を活いかし、今度は先手必勝で、俺はカピバラレッドの首に腕うでを回した。当然、カピバラレッドに避ける暇ひまは無く、俺はその首を絞しめ上げにかかる。

「な、何をするんだ、セニョール……いや、アミーゴ多加良！　我輩が何をしたというのだ！」

　絞め上げる俺の腕を叩たたきながら、小さなカピバライヤーをぴこぴこと動かして──この着ぐるみにはそんな仕掛けがあったらしい──カピバラレッドは必死な声を上げる。

「……確かに、いきなり暴力に訴えるのは感心しませんね」

「顔は見えないけど、中の人は苦しそうだって」

　すると朝都は真面目まじめな顔をして教科書通りの意見を、鈴真は同情の眼まな差ざしをカピバラレッドに向けながらそう言った。

「ああ、そうか。ならば説明してやろう。俺はな、今日一日を有意義かつ効率的に過ごすために一昨日から計画を立てていた。それがどうだ、カピバラレッド、お前が無ぶ遠えん慮りよに背中をどついてくれたおかげで、その計画は変へん更こうを余よ儀ぎなくされた。でも、寛かん大だいな俺はこの諸々の怒りを一発お見み舞まいするだけでチャラにしてやる……って話だ」

　腕はカピバラレッドの首にしっかりと回したまま、俺は三人に滔とう々とうと語って聞かせた。

　だが、俺の主張は朝都と鈴真の胸には届かなかったようで、二人は揃って首を傾かしげるのみ。

「それは人……いや、カピバラレッド違いだ、アミーゴ多加良！　よい子のみんなには内ない緒しよだが、カピバラは一度に七匹ひきとか子どもを産むものなのだよ！」

「だから、なんだ？」

　カピバラレッドの方はなぜかそこでカピバラ豆知識を披露してくれた。が、そんなどうでもいい情報で、俺の腕の力が緩ゆるむことはない。

「それは子だくさんだねぇ。テレビの取材を受けたことはある？」

　しかし鈴真は、俺の話を聞いた時とは対照的に興味を示し質問を繰くり出す。

「テレビ出演は残念ながらまだない」

「……遊園地の中には同じマスコットキャラが複数配置されているということですか？」

「そう、我輩は七人兄弟だ！」

　朝都は朝都でそう分ぶん析せきして、カピバラレッドが動かせない首の代わりにぴこぴこと耳を動かしながら認めると、したり顔を浮うかべた。

「ほほう……つまり俺の背中をどついたのは別のカピバラだと？　じゃあ、俺の背中をどついたのは何号だ？」

「……兄弟のことは売れん」

　もっともらしい言い訳に俺は少し腕を緩めて尋たずねたが、カピバラレッドはそこで黙もく秘ひする。

「カピバラの兄弟かぁ……オレ、たぶん見分けつかないんだけど」

「でも、背中のチャックを開ければ、中に鈴木という愚おろか者が入っているかどうかは確かめられる」

　確かに、本当に複数カピバラレッドが存在するなら犯人の特定は難しい。ならば兄弟を庇かばおうという殊しゆ勝しような心がけに免めんじて、ここはその疑ぎ惑わくさえ解ければ見み逃のがしてやろうと、俺はカピバラレッドのチャックを探すことにした。

「チ、チャック！　ＫＷＬの住人にそんな無ぶ粋すいな物は無い！　あるけど秘密なのだ！　スリーサイズももちろん秘密さ！」

　一方、チャックと聞いたカピバラレッドは動どう揺ようのあまり、自じ慢まんの美声を上うわ擦ずらせ、自らその秘密を認めたことにも気付かない。

「そうか、じゃあ、チャックを探そう」

　そんなカピバラレッドに改めて宣言し、見えないチャックを探すべく俺がその背中に手をかけた、その時だった。

「うわっ！」

　再び背後から衝しよう撃げきを受け、俺の体はわずかに傾かしいだ。少々慌あわてた声を上げてしまったが、受けた衝撃自体は小さかった。

　けれど、気付けば膝から下の自由が利かなくて、目線を下げて見れば、足には俺の腰こしにも満たない背せ丈たけの子どもが三人、しがみついていた。

『カピバラレッドをいじめるな！』

　そして、彼らは声を揃そろえてそう言うと、つぶらな目で俺を睨にらんできて、俺は子ども達がカピバラレッドを助けようとしているという事実に驚きよう愕がくした。

　相手は赤い巨大齧歯類……大人でさえ気味が悪いと思う奴やつを前にしたら子どもは泣き出すと思っていたのだがどうやら違ちがったらしい。

　とりあえずこのままでは悪役決定なので──悪人顔なので既すでに不利な状じよう況きようだろうが──俺は一いつ旦たんカピバラレッドを解放する。

「おお、勇気あるアミーゴ達よ！　助すけ太刀だちありがとう！　おかげで正義は守られた！」

　大おお袈げ裟さに感謝を告げながら、カピバラレッドが大きく腕を広げれば、子ども達は一いつ斉せいにその腕へ飛び込んでいく。

「どういたしまして！」

「赤い毛皮は正義の味方の証しよう拠こだから！」

「赤と黒だったら、赤がかっこいいよ！」

　そうか……子ども達にとって、赤は正義の味方の色だったか。故ゆえに善悪の判断基準も色か。ならば今度の選挙のたすきは赤にしてみよう。

「はっはっはっ！　これではセニョール多加良も手出しは出来ないな！」

　俺が無口になったのをいいことに、カピバラレッドは調子に乗って叫さけんだが、子ども達を前面に押し出しながらの台詞せりふは正直悪役のそれだ。

「さぁて、次のプレイゾーンは別名カジノゾーンだ。扉とびらはあちら。三人で仲良く入場してくれたまえ！　さあ、小さなアミーゴ達、頼たのむよ！」

　しかしカピバラレッドはそんなことには気付かず──或あるいは気付かないふりで──大袈裟な身み振ぶりと自慢の美声で子ども達を促うながした。

　それを聞いた子ども達は大きく頷うなずくと同時に、ちょこちょこと走りだし、気付けば再び俺達の背後に回り込んでいた。

『せーのっ！』

　そうして声と力を合わせると三人一いつ緒しよに、俺達の体を押し始める。

「えっ、あの、ぼく達までなぜです？」

「カピバラレッドに文句はつけてないけど」

　朝都と鈴真は焦あせりを見せたが、押すことに夢中になっている子ども達は答えない。

　普ふ通つうに力勝負をすればもちろん勝つのは俺達だが、小さすぎる相手への抵てい抗こうを躊躇ためらっている内に、気付けば三人ともカジノゾーンの手前まで押し出されていた。

「扉をくぐれば後は中の人が説明してくれるから安心して行きたまえ！　よーし、みんな、最後の一押しだ。アミーゴパワー全開！」

　そこに突とつ如じよカピバラレッドが加われば、俺達はもうその場に留とどまることは出来なかった。

『アミーゴパワー全開!!』

　カピバラレッドに扇せん動どうされた子ども達の方も更さらに力一いつ杯ぱい俺達を押してくれて。

　ほとんど突つき飛ばされる形となった俺達は、そのままカジノのドアに激げき突とつすることを覚かく悟ごした。

　けれど寸前で内側から扉が開き、ディンゴンディンゴンという鐘の音を頭上に聞きながら、俺達はカジノゾーンの扉をくぐったのだった。
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　またもカピバラレッドにどつかれて、プレイゾーン改めカジノゾーンへ足を踏ふみ入れた俺達を鐘かねの音と共に迎むかえたのは予想していた喧けん騒そうではなく、静かなクラシックの調べだった。

　訝いぶかしく思って周囲を見回せば、もう一枚──ハートやクローバーといったトランプのマークがモノグラムで描えがかれている──扉があり、その向こうに本当のカジノがあるようだった。つまりここは前室だろう。

「カジノはこの奥か……」

　そう呟つぶやけば、朝都は真っ先に次の扉に向かうだろうと俺は思ったのだが、予想に反し、朝都は動き出さなかった。

　不思議に思って視線を向ければ、朝都はどさくさまぎれに子どもに蹴けられ、ズボンに付いた小さな足あし跡あとを払はらっているところだった。

「まったく、中身が人間だとも知らず、あんなに一生懸けん命めいになって、これだから何もわからない子どもは迷めい惑わくなのです」

　さすがに朝都も顔をしかめながら、不ふ機き嫌げんな声でそう言って、

「そうかな？　中が人間だってわかってないから楽しいんだと思うけど」

　それに反論らしき言葉を返したのは鈴真だった。

　同じような綿毛を胸に付けながら対照的な二人だが、鈴真がそんな風に朝都に意見を向けることはなかったから、俺は興味を覚えて鈴真を見た。

　が、どうやらその台詞は口から思いがけず出てしまったもののようで、鈴真はしまったという顔で口を押さえていた。しかし、もう遅おそいと悟さとると、覚悟を決めた様子で朝都に目を向ける。

「そうですね。子どもなら楽しければ良いと思います。でも、ぼく達はこの通過儀ぎ礼れいを終えて、お茶会に参加できたらもう子ども扱あつかいはされません。いつまでも〝わからない〟では通用しませんよ」

　鈴真の言葉が朝都の癇かんに障さわったのは間違いないはずだが、朝都は鈴真の眼差しを受け止めると、ものわかりのいい顔であくまで穏おだやかに鈴真に声を返したのだった。

「……わかって、いるって」

　だが鈴真はその言葉に唇くちびるを嚙かみ、俯うつむいてしまう。俺には責める響ひびきすら感じられなかったが、どうやら朝都は鈴真の急所を的確に責めたらしい。

「本当にわかっていますか？」

　思惑おもわく通りの反応を鈴真から引き出し、意い趣しゆ返しならもう十分果たしたはずなのに、朝都は明るい色の瞳ひとみにふいに冷たい色を宿して、重ねて問う。

「もういいだろう。鈴真はわかってるはずだ」

　その目を見てさすがに俺は朝都を止めた。だいたい鈴真の言葉はそこまで責められるものではない。

「何をわかっているというのですか、秋庭さん。この通過儀礼に参加を認められているといってもあなたが部外者であることに変わりありません。王おう冠かんを一つ手に入れたくらいでわかった気になってもらっては困ります」

　結果、朝都の矛ほこ先さきは見事に俺の方を向き、棘とげのある台詞せりふの裏には俺に王冠を取られた焦りが透すけて見えた。

　朝都の様子だけ見ても、確かにわかった気になるのは尚しよう早そうだと思う。本人達には見えていない綿毛に至ってはまったくわからないわけだし。

「いまはわかってないかもしれない……でも、その内わかるはずだ」

　けれどあえて強気な言葉を選んで口にすれば、朝都は今度は鼻で笑った。

　その態度に俺が軽く拳こぶしを固めると、鈴真は俺と朝都の間でおろおろし始めたが、それでも俺は拳を下ろさなかった。

「よろしければご案内させてもらうサ」

　が、そこに新たな声が割って入ってくれば、俺はそちらへ意識を向けざるを得ない。

　そして三人揃そろって声のした方に目を向けると、カジノゾーンへ続く扉とびらからピエロが顔を覗のぞかせていた。

　突とつ然ぜん現れたピエロを俺達は思わず凝ぎよう視ししてしまったが、ピエロはそんな視線などものともせず、扉から全身を現すと真まっ直すぐに俺達の方へ向かってくる。

「ようこそ、カジノゾーンへ……通過儀礼のご一行様」

　そうしてピエロは、俺達の手首に一いち瞥べつをくれると、派手なピンクのシルクハットを脱ぬいで俺達の前で腰こしを折った。

　その動作は優ゆう雅がで紳しん士し然としたものだったが、上げた顔は白しろ塗ぬりで、その上両りよう眼めの周りをそれぞれハートとダイヤで縁ふち取どられているとなれば、やはりピエロと称しようするしかない。

　何を仕込んであるのか手足は胴どう体たいに比べて妙みように長く、その長い腕うでで帽ぼう子しを被かぶり直すのを見て、

「アリスの帽子屋みたいだ」

　鈴真は不思議の国の住人を連想して呟いた。言われて見れば、首から下はグレイの至ってシンプルなスーツで、その服装は確かにピエロよりは帽子屋に近かった。

　どちらにしろどういう応対をすればいいのか、俺には今一つわからなかったが。

「まずは、当カジノについて説明するサ。まあ、カジノと言いつつ実際はゲームセンターみたいなものだから安心して楽しむといいサ」

　だが、こちらが口を開く前に、ピエロは勝手に説明を開始する。

「あいにくぼく達に楽しんでいる暇ひまはありません。〝お茶会〟に遅おくれるわけにはいかないのです。その扉の奥がカジノなのでしょう？」

　それで朝都はピエロを単純に従業員の一人と判断したのか、相手の笑え顔がおを生き真面目まじめな表情で受け止めると同時に、扉の方へつま先を向けた。

「それは残念サ。でも中にはこの道化師の話をちゃんと聞いてから入って欲しいサ」

　言いながら、ピエロは長い腕を伸のばして、先に行こうとする朝都をやんわりと止めた。遮しや断だん機きよろしく体の前に腕を下ろされれば、朝都も足を止めるしかない。

「あの腕、どうなってるんだろう？」

「じゃあ、なるべく早く話して貰もらおうか」

　鈴真はその腕を見て目を輝かがやかせたが、とにかく俺はピエロに話の先を促うながした。

「では、早さつ速そく始めるサ。まず、カジノの中では専用のコインしか使えないから、中に入ってすぐの換かん金きん所で手に入れてもらうサ」

　ピエロがそう言うと、朝都と鈴真はさっそく財さい布ふを探してポケットの中に手を入れた。

　でも俺は財布の入った鞄かばんを抱かかえたまま、自分の持ち合わせを思い出して苦い気持ちになる。

　正直、今日の俺の懐ふところ具合は寒い。そもそもこんな寄り道をする予定はなかったから必要最低限の金額しか持っていないのは当然なのだが。

「……出世払ばらい、という手はあるか？」

　カジノの中で稼かせぐ自信はあるから、俺はピエロに先行投資について尋たずねてみた。

「お金が無いなら貸してもいいけど」

　が、ピエロの答えを聞く前に黄色の財布が目の前に差し出され、俺は一いつ瞬しゆん声を失う。

「……心配はナイデスヨ。気持ちだけで十分デスヨ」

　なんとか内心の動どう揺ようを顔に出さずに済んだが、財布を差し出した鈴真に向けた声に硬かたさが残ったのは仕方がない。迷わなかったかと言われれば噓うそになるが、さすがに年下の鈴真に心配されるほど俺も落ちぶれていない、はずだ。

「鈴真、そういうことを面と向かって言うのは失礼ですよ」

「え、そう？　校舎の裏とかで言えばいいのかな？」

「それは別のニュアンスが……ぶっちゃけカツアゲサ」

　ため息混じりに朝都がたしなめるが、それも鈴真には上手うまく伝わらず、更さらにピエロが口を挟はさめば、鈴真はいよいよ困り顔になる。

「軽々しく金の貸し借りの話をするんじゃないってことだ」

「……ああ、そういう意味だったんだ」

　婉えん曲きよく表現で伝えることを諦あきらめて、俺がはっきりと告げれば、鈴真はようやく理解して、話にも収拾がついた。

「まあ、そもそも財布は必要ないサ」

　と、ピエロはそこで今いま更さらながらそう言ってくれて。

「財布が不要？　じゃあ何とコインを換かえるんだ？」

「お客様方の場合は、カピバラバンドを見せればＯＫサ。ただし、全員平等に十五枚ずつしか貰えないけどサ。そのコインを元手に中のゲームに挑ちよう戦せんし、クリアすればコインは増えていくサ。ゲームによって増え方は違ちがうけどサ、難しいゲームの方がコインはより多く手に入る……ようするにチップと同じで賭かけた分だけ増えていくと考えればいいサ。でもって１００枚コインを貯めたらクイーンに挑戦できるサ……ただし」

　なぜかゆらゆらと左右に揺ゆれながらピエロは流れるように、且かつ俺達に一いつ切さい口を挟ませず説明を続け、そこでもったいぶるように一度言葉を切った。

「ただし？」

　待ちきれず朝都が身を乗り出して先を促せば、

「カジノゾーンに入る前に、まず、ここで運うん試だめしをして貰うサ。……まあ、このカードを一枚ずつ引いてもらうだけだけどサ」

　ピエロはそう言って、次の瞬間には手の中に数枚のカードを出現させていた。

「オレは、そのトランプがどこから出てきたのか、わか……気になるんだけど」

「鈴真、それはわからなくても問題ないです」

「運試しってことは、勝負運を試すってことか？」

　確かめるように俺が聞き返すと、ピエロは大きく頷うなずき、また俺の方を見て、

「お客様はちょっと不利かもしれないけどサ」

　早くも同情的な視線を送ってきた。

　まるで、商店街のくじ引きの六等賞テイツシユから始まり、忌いま々いましい生徒会選挙のあみだくじへと至る俺の戦歴のことを知っているかのような態度に、俺は少々動揺を覚える。

「ははは、運は常に節約して貯ためてきたから、そろそろ満期で利息も付いているはずだ」

　だが、それを面おもてに出すことなく、確信に満ちた声で切り返すと、その勢いのまま、俺はピエロの手の中から一枚トランプを選んで引き抜ぬき、続けてカードを裏返す。

　そうして現れたのはダイヤのジャック、高得点のトランプにくじ運の爆ばく発はつ的解放を予感して、俺はほくそ笑んだ。

「多加良君はジャックか……オレはダイヤのクイーンだよ！」

　でも、その喜びも束つかの間ま。俺につられるようにトランプに手を伸ばした鈴真が引いたものは俺を上回っていた。

「ぼくのは……クラブの８です。良い数字ですね。それで、運試しの結果としてはどうなのですか？」

「ああ、はいはい。実は運試しっていうのは一いつ般ぱん客用の方便でサ」

　そして、悪びれる風もなくピエロがそう言うと、朝都の笑顔は凍こおりついた。

「ふざけるのがピエロの仕事だとしても、時と場合を選べよ？」

　俺達のいたいけな心を弄もてあそんでくれたピエロを俺は睨にらみ上げたが、ピエロはすっと目を逸そらすと再び口を開く。

「改めて説明するとサ、カジノゾーンには一般のお客様もおいでなわけでサ、同じようにトランプを引いて貰っているわけサ。その中に、お客様達が引いたのと表が同じ絵え柄がらのトランプを持っている人がいるのサ。もしその人とゲームで対戦して勝てば、獲かく得とくコインは倍になるサ。そして、裏も表も同じトランプの相手に出会えた時は、手持ちのコイン×トランプの数字分のコインが手に入るサ」

「……ってことは、やっぱり運試しじゃないか」

　説明の間、ピエロの視線は泳いだままだったが、その特別ルールには一応納なつ得とくして、俺は改めて自分の引いたトランプを見るとそう呟つぶやいた。

　トランプの表の柄はよく見れば和家の家か紋もんをデザイン化したもので、だがそうと気付いた途と端たん、俺にはジャックの顔が企たくらみ顔に見えてくる。

　一般人とはいえ、どんな相手とどんなゲームで対戦することになるかわからないとなると、自分の勝負くじ運に一いち抹まつの不安を覚える俺だ。

「……まあ、いざという時はくじ運ごとねじ伏ふせてやるけどな」

　でも、結局そうすればいいのだと思い直して、俺は胸ポケットにトランプを入れた。

「よくわかりました」

「本当に同じカードの人に出会えたらすごいよね」

「では、皆みな様さま、当カジノを存分にお楽しみくださーい、サ」

　ピエロの声を合図に奥へと続く扉とびらは、内側から開かれて──賑にぎやかな音の洪こう水ずいに誘いざなわれるように朝都と鈴真は扉の方へ向かう。

「……お姫ひめ様さまはガラスのお城から救い出されるのを待ってるサ」

　そして、二人の後に続こうとした俺に、すれ違い様、ピエロは小さく囁ささやいた。

　だが、振ふり向いてその言葉の意味を糾ただそうとした時には、煙けむりのようにピエロの姿は消えていて。

　結局俺は、そのままカジノへ飲み込まれていったのだった。




　　　　３




　ピエロに言われた通り、中に入ってすぐ換かん金きん所に向かうと俺達はそこで、カピバラバンドを見せた。

　すると俺達は本当に、それぞれ十五枚のコインを与あたえられた。だからといって、カピバラバンドのうっとうしさに変わりはなかったが。

「なるべく効率よく増やして行かなければならないわけですか……。それでは、ここから再び個人戦ということで、王おう冠かんを手に入れたらお会いしましょう」

　朝都は、そう言うとコインを財さい布ふに入れ、さっさとカジノの中へ消えていった。今度こそ自分が王冠を手に入れるというやる気と自信に満ちた足取りで。

　一方俺は、動き出す前にカジノの中を改めて見回してみた。

　内装はやはりきらびやかで、カジノ然としているが、ピエロが言っていた通り、そこに設置されているのは大たい抵ていが街のゲームセンターにあるようなアーケードゲームの筐きよう体たいだった。

　その他ほかにはビリヤードやピンボールといった大人向けのゲームがちらほらと。奥のシャンデリアの下のテーブルではなにやらチップを賭かけているようだが──ここは賭と博ばく禁止の日本だと信じるしかない。
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　その微び妙みように危険な一画から視線を外すと、次に俺は目当てのモノ、或あるいは手がかりを持っていそうな人物を探した。

　ここにもメイドは駆かり出されていて、ヘッドドレスの代わりにバニーの耳を付け、黒のベストにタイトスカートというディーラー風の衣い裳しように身を包んで働いていた。

　また、一般開放の情報をどこから聞きつけたのか、叶野学園の生徒の姿も見える。カジノの雰ふん囲い気きはいかにも鈴木が好きそうなソレだから、今度こそ姿を現すかもしれない。

　その時に備えて飛び道具のひとつも欲しいと思ったところで、俺の目はおあつらえ向きのゲームを捉とらえた。

　ピエロの言葉はまだ耳に残っているが、分ぶん析せきするには少々時間が欲しいし、目を付けたゲームの周囲には、思いがけずいい人材が揃そろっているのだから、これを逃のがす手は無い。

　俺はごく小さく笑うと、さっそくフロアの右方向へと足を向けた。

　が、数歩進んだところで、後ろからついてくる人ひと影かげに気付いた。たまたま同じ方向に進んでいるだけかと思い歩き続けてみたが、俺が足を止めれば、その足音も同じように止まる。

　目的のゲームが近付いてきても、人影は俺の後ろをついてきて、

「……どうして、俺の後についてくる？」

「わ……なんとなくだって」

　振り向き様に尋たずねれば、鈴真は驚おどろいて立ち止まり、そんな曖あい昧まいな答えを寄よ越こした。

「なんとなく、なら別のゲームに挑ちよう戦せんしたらどうだ？　あのゲームは悪いが俺が先約だ」

「ああ、ストラックアウト。野球っていえば、野原で始めたからそう呼ぶのかな？　だとしたらドームでやるのはどうなんだろ？」

　強い口調を向けたにもかかわらず、吞のん気きな声を返されたからか、はたまた先さき程ほどの松子との会話の後こう遺い症しようか、

「それは……野の字を屋に変えたらどうだ？」

　気付けば俺は空中に指先で文字を書きながらそう答えていて──直後、駄だ洒落じやれめいた答えに自らダメージを受けた。こんな形で俺にダメージを与えるとは、鈴真も意外と侮あなどれない。

「うん、それは結構わかりやすいよ」

　落ち込む俺に対して、鈴真は拍はく手しゆでそれを認めてくれたが、俺の方は却かえって恥はずかしさが増した。

「それはともかく……別々のゲームをやった方が時間も有効に使えるし、コインも早く貯ためられるだろ」

　だが、何とか気分を切り替かえて、俺は建設的な意見を加え、鈴真を諭さとした。

「確かにコインが貯まるのは良いことだけど。でも、オレの足が勝手に動いた理由は、わからないし……ジャックとクイーンは一いつ緒しよにいる方がいい気がするんだ」

　そうすれば、鈴真は俺の言葉を認めたが、その上で更さらに主張すると、ポケットにしまったトランプを取り出して、俺の目の前にかざして見せた。

　そうしながら俺を見上げる鈴真の目には、さっきまではなかった真しん剣けんな光が宿っていて、俺は改めてその考えを検討してみる。

　ミラーハウスでは確かにジャックはクイーンと一緒に行動し、クイーンを守るという役目を担になっていた。しかし、さっき見ていた限り、クイーンはジャックに何もしていない。

　正直、鈴真も俺に何かメリットを与えてくれるようには見えない。もちろん人間関係はそんなもの無しで成り立つわけだが。

　もう一度鈴真の目を見れば、そこには真剣さに混じり、微かすかに縋すがるような色が見えて。

「それに……やっぱり多加良君と一緒に歩いてみたいんだ」

　そして、鈴真がそう言った瞬しゆん間かん、胸の綿毛は小さく揺ゆれた。

　鈴真の言葉は決して強いものではなかったが、胸の綿毛が鈴真の感情に反応したのは確かだった。

　綿毛は揺れただけで、今のところ成長の兆きざしも見えないが、この先変化が起こらないとも限らない。

「……わかった。付いてくるのは自由だ。ただし、俺の野望の邪じや魔まはしないこと」

　結局俺は、鈴真も綿毛も放っておけず、その同行を認めた。

「うん、了りよう解かい！」

　すると鈴真は嬉うれしそうに頷うなずいて、

「じゃあ、行くぞ」

　俺は鈴真と共に再び歩き始めたのだった。







「ここで……ここで会ったが百年目！　いざ尋じん常じように勝負じゃ、秋庭多加良っ!!」

　目的のゲームコーナーで俺を待っていたのは侍さむらい──ではなく、暑苦しい野球部エース、木き島じま鉄てつ平ぺいだった。たとえ道のりは遠くとも、甲こう子し園えんを目指している野球部においてはその熱血も好ましいものだろう。

　だが、目下、木島の情熱の矛ほこ先さきは俺に向いている。その勢いに驚いて、俺の横で目を瞬しばたたかせている鈴真の姿は当然眼中にない。

「去年の球技大会で俺にホームランを打たれたこと、まだ忘れてないみたいだな」

　木島が無む駄だに熱を放出しているので、俺は極きわめて冷たい眼まな差ざしを向けつつ、そう声を返した。

「ああ、忘れていないとも！　そして今日こそ自らの勝利であの屈くつ辱じよくの記き憶おくを塗ぬり替えてやるんじゃ！　さあ、秋庭、このストラックアウトで勝負じゃ！」

　木島の考え方は嫌きらいではないが、去年の球技大会で俺が奴やつからサヨナラホームランを打って以降、いつもこの調子なので俺はもう、眉まゆを軽く上げる位の反応しか返さないことにしている。

　木島の背後にいる野球部の仲間も、呆あきれ顔がおで見ているのだが、本人は気付いていない。ちなみに、坊ぼう主ずより長めの髪かみの野球部員達は木島も含ふくめ、私服だとあまり球児に見えない。

「いいか、あの時……秋庭が笑いさえしなければ俺の手て許もとが狂くるうなんてことは、無かったんじゃ！」

「何度も言うが、あれは太陽が眩まぶしくて目を細めただけだ」

　いつもと同じ言いがかりに、俺もまたいつもと同じ答えをうんざりしながら返す。

「どっちが本当のことを言ってるの？」

「うーん、本人は目を細めただけのつもりでも、十分キラースマイルだった、みたいな？」

　現場にいなかった鈴真が俺と木島を見比べながら首を傾かしげると、ショートの亘わた理りはそう説明した。

「……殺人光線を出しそうに凶きよう悪あくな顔で悪かったな。とにかく今日の俺の目的は木島、お前との勝負じゃないから、どいてくれ」

　その適当な説明に鈴真は頷いていたが、そっちは後で訂てい正せいすることにして、俺は木島を睨にらみつけた。

「なんだと？　そうか、さてはおれの魔ま球きゆうに怖おじ気づいたんじゃな！」

　しかし、木島は俺の言葉を自分に都合よく解かい釈しやくして、そこからどいてくれない。

「あははー、面おも白しろい冗じよう談だんが言えるようになったな。その冗談に免めんじて、もしもお前がこれと同じトランプを持っているなら受けてやってもいいぞ、この勝負」

　俺は聞く耳を持たない木島に苛いら立だち、胸ポケットからトランプを取り出し、思わずそんな事を言ってしまう。

　まあ、その場合、投打の勝負ではなく、投球勝負となるのだが、どうせ持っていないだろうと、俺はトランプの表を見せた。

「同じトランプー？　あるぞ！」

　けれど、次の瞬間、木島がポケットから取り出して見せたものに、俺と鈴真は揃そろって目を瞠みはった。

　それは確かに和家の家か紋もんがデザインされたトランプだった。

「確かに同じだって」

「男に二言はないよな、秋庭」

　鈴真がその事実を認めれば、木島はにんまりと笑いながら、俺の逃にげ道を塞ふさいでくれて。

「……ああ、わかった」

　本当は、別の相手に勝負を挑いどむつもりだったというのに、俺はその勝負を受けるしかなくなったのだった。







　予想通り、木島は投球勝負となることに気付いていなかった。

　だが、「野球勝負」と大おお枠わくでくくることで木島は自身を納なつ得とくさせ、よってゲームはそのままストラックアウト──野球のストライクゾーンに見立てて九分割された的にボールを当てるというゲーム──で、交こう互ごに投げ、的に当て損そこねたら交代、より多くの的を射い貫ぬいた方が勝ち、ということで話はついた。

　ちなみにその的の外枠がなぜか口を大きく開けたライオンである、ということは特に問題にならなかった。

　入念にウォーミングアップを行う木島を見ながら、俺もネクタイを緩ゆるめ、肩かたを回していると、

「他ほかの人は……わからないけど、この中、ちょっと暑いんだって」

　そんなことを呟つぶやきながら、鈴真もシャツを脱ぬぎだした。迷めい彩さい柄がらの長なが袖そでの下にはＴシャツを着ているから脱いでも問題はない。

「……そのＴシャツは、それで正しいのか？」

　だが、俺は思わず鈴真にそう尋たずねていた。

「うん。一応タグの付いている方を背中にしてるって」

　すると鈴真は襟えり足あしの辺りを撫なでながらそう言ったのだが、俺はいまひとつ腑ふに落おちない。

　なぜなら、鈴真が着ているＴシャツは、胸側に「後」、背中側に「前」と書いてある、ややこしい代しろ物ものだったからだ。

「……なんでまた、こんなＴシャツを買ったんだ？」

　故に、俺は更さらに問いを重ねてしまう。

「……わからないから、だけど」

「ん？　自分で買ったのにわからないのか？」

「そうじゃなくて……このＴシャツを作った人とかデザイナーの人が、どうしてこんな風に作ったのか……わからなかったから、着てみたらわかるかと思って買ったんだよ」

　台詞せりふの中に少し間が入ったものの、鈴真の答えは回りくどくはなかった。けれど、言われたことを理解するのに俺は少しだけ時間を要する。

「……なるほど。それで、着てわかったか？」

「うーんと、まだわからないって。あのさ、多加良君はどう思う？」

　俺がその結果を尋ねると、鈴真は首を振ふり、期待するような眼まな差ざしと共に俺に問いを向けてきた。

　問われて俺は黒地に白で染め抜かれた「後」「前」の文字をもう一度交互に見比べ、デザイナーの意図を見み抜ぬくべく、思考を巡めぐらせる。

「秋庭、おれは準備万ばん端たんじゃ！　そっちはまだちんたら作戦会議か？」

　しかし、答えを見み出いだす前に木島の声で思考は中断させられ、

「ほう？　俺は寛かん大だいにもお前に猶ゆう予よを与あたえてやったんだが、わからなかったのか？」

　俺は半ば条件反射で言い返してしまう。

「相変わらず口の立つ……だったらさっさと勝負じゃ！」

「望むところだ！　鈴真、Ｔシャツの件はまた後で考えるからな」

　結果、頭に血が上った木島に急せかされ、俺はそう言い置くと鈴真に背を向けた。

「……多加良君も、また後で、なんだ」

「いいか、鈴真。俺は有言実行派だ。後でと言ったら本当に後でまた考える」

　が、鈴真の呟きに諦てい観かんの響ひびきを聞き取れば、振り向いて、そこはもう一度きちんと言っておく。

　俺が振り向くと、鈴真はまず俺の耳に自分の呟きが届いていたことに驚おどろき、目を見開いて。

「……本当に？」

　それから、俺の本心を試ためすような眼差しを下から向けてきたが、当然俺は怯ひるまず受け止めた。

「……わかった。じゃあ、後で」

　そうすれば、鈴真はようやく笑え顔がおを見せて、俺は心おきなく前を向くと、木島と対たい峙じした。

「先せん攻こうはさっき決めた通りおれ……先に全部的を射貫いちまっても文句は言うなよ？」

　太めの眉まゆをつり上げながら、木島は嘯うそぶく。

「ああ、もちろん。でも万が一、俺に順番が回ってきた時には、そっちこそ的が無くても泣くなよ？」

　俺は木島の台詞を余よ裕ゆうで受け止めると、斜しやに構えながら口くち許もとだけで笑ってやった。もちろん、相手の動どう揺ようを誘さそうつもりで。

「な、ななっ！　だれが泣くんじゃ！　見てろよ、おれのジャイロボール！」

　俺の悪人笑顔に木島は計算通り、目を泳がせ──なぜか耳まで赤くしているのは計算外だったが──ぎこちない動きのままゲームの的へ向かう。

　コインは俺が既すでに投入してあるから問題ない。ただ、この勝負の決着がついた時、どういう形でコインが払はらわれるのかはまだわからないのだが。

　そして、俺が投入口の方へ目を向けている間に木島は大きく振りかぶり、視線を戻もどした時には投げ終わっていた。

「見たか、おれのジャイロボール！」

「……いや、見てなかった」

「秋庭っ！　おまっ、もうっ！　いいか、このジャイロボールが完成すれば甲子園も夢じゃないんじゃ！　っていうか、甲子園に行く夢は叶かなうんじゃ！」

　木島は唇くちびるをわななかせ、憤ふん慨がいしながらも拳こぶしを振り上げて、暑苦しく叫さけぶ。

「……審しん判ぱんがストライクに取ってくれればなぁ」

　だが、増ます村むらが残念そうに言うと、その拳は力なく下に落ちた。木島が当てた的の数字は１──外そと枠わくの右上はボールの可能性が高いコースだったから、暗にコントロールの悪さを指し摘てきされたわけだ。

「あと、４割バッターと、抑おさえの投手がいれば……夢が夢じゃなくなるんだけどさ」

　一方、亘理はそんな台詞を口にすると、思わせぶりな視線を俺に投げかけてきた。その抑えの投手に俺をスカウトしたいのかもしれないが、俺には生徒会があるので、気付かなかったことにしておく。

「なんか、この人達の言ってる夢って……色々必要みたいなんだって」

「そうだな。今度はちゃんと見てるから、さっさと次を投げてくれないか？　もっともいまのがまぐれなら見るだけ無む駄だだけどな」

　鈴真の言葉に頷うなずくと、俺はこれも必要だろうと、木島のメンタル強化を狙ねらって、わざと挑ちよう発はつ的な言葉を向けてやる。

「まっ、まぐれじゃないんじゃー！」

　図星だったのか、木島はまんまと俺の挑発に乗ると、頭に血が上ったまま第二球を投げたが、案の定ボールは的から大きく外れ、ネットに受け止められる。

「木島、まずはメンタルトレーニングだな」

　俺の的確なアドバイスに、木島は項うな垂だれ、増村達は大きく同意した。

　そして、木島に代わり俺はマウンドならぬピッチングポジションに立つ。的までの距きよ離りは６メートル弱。

　実際のマウンドからホームまでの距離には全然足りないが、的までの距離と、ここでの投球に必要な力を見定めると、俺は大きく振りかぶり、

「見よっ！　鈴木で鍛きたえたこの魔ま球きゆう!!」

　自らの声を合図に、ボールを放った。

　俺のボールは真まっ直すぐに伸のび、インコースの低め、数字にして８の的に見事に当たる。

「秋庭……本当に野球部に入ってくんない？」

「なっ！　増村っ！　おれというエースがありながら何を言うっ！」

「いや、だって、コントロールもスピードも申し分ないし。いざという時にはキラースマイルがあるし」

「亘理っ、お前までっ！」

　俺が野球部に入らないことはわかりきっていると思うのだが、増村の真しん剣けんな台詞せりふをきっかけに野球部は内輪揉もめを始める。

　でも、俺がそれに付き合う義務は無い。

　ということで、喧けん々けん囂ごう々ごうとうるさい野球部を尻しり目めに、俺はどんどんボールを的に投げていった。

　俺がテンポ良く投げるボールを鈴真は子犬のように目で追い、的に当てる度たびに盛さかんに拍はく手しゆをくれた。その黒い瞳ひとみに徐じよ々じよに俺への尊敬の色が増していくのはいいが、いつもの動く鈴木まとに比べたら簡単すぎるので少々面おも映はゆいのも事実だった。

　その為ため、俺の投球のテンポはますます速くなっていき、気付けば残る的はあと一つ。

「おい、野球部。残りの的は一つだぞ」

　何も言わずに終わらせても良かったが、まだごちゃごちゃと揉めている木島達に、俺は一応声をかけてやる。

『へ？』

　そうすれば、いままで言い争っていたとは思えない、息の合ったタイミングで三人は俺を見て、揃そろって間の抜ぬけた声を上げた。それから、やはり三人一いつ緒しよに的へ視線を移動させると、九個中八個のライトが消えた的を前に呆ぼう然ぜんとして。

　ほんの数秒訪おとずれた静せい寂じやくの中、俺は周囲から聞こえる軽かろやかな音楽に耳を傾かたむけた。

「……あああぁぁー」

　その静寂は、やはり木島の絶望の叫びによって終わりを告げた。まるで地底から漏もれだした悪あく魔まのような叫び声に、俺と鈴真は反射的に耳を塞ふさぐ。

　しかし、そのまま膝ひざをつき、頭を抱かかえてむせび泣き始めた木島に、増村と亘理は迷わず駆かけ寄っていった。

「……大だい丈じよう夫ぶだ、叶野学園の生徒会長エースが秋庭でも、野球部のエースは木島、お前だ」

「そうだとも！　……ん？　いや、秋庭は副会長だ」

　その両りよう脇わきを固め、今度は一転、木島を励はげましにかかる二人に、鈴真はただただ啞あ然ぜんとした眼まな差ざしを送る。

「……亘理、俺は未来の生徒会長だから、訂てい正せいはいらないぞ」

　俺は、仲間の結束が高まるのは良いことと思ったが、そこはしっかり睨にらみをきかせて言っておく。

　一方、二人の励ましに嗚お咽えつは飲み込んだものの、木島はまだ項うな垂だれたままだった。だが、こちらも早いところ勝負の決着をつけて、次の行動に移らなければならない。

「じゃあ、そういうことで……投げるぞ」

　木島には悪いが、返事がないのは了りよう承しようしたものとみなし、俺は再び的に向き直った。

「ま、待て、秋庭っ！」

　と、そこで背中に強い声を浴びせられ、振ふり向けば、両手を握にぎり締しめながら木島が立ち上がったところだった。

「さすがおれのライバル……見事じゃ。だからこそ、最後の一球は刮かつ目もくして見せてもらう!!　それが明日のおれの糧かてになるんじゃ！」

　言葉通り見開かれた木島の目にはまだ涙なみだが滲にじんでいたが、その目の闘志ほのおは消えていなかった。

　本当に体育会系らしい台詞で、木島のライバルになった覚えもないのだが、倒たおれても何度も立ち上がる──諦あきらめの悪い奴やつは、どうにも嫌きらいになれない俺だ。

「ああ、わかった。よく見てろよ」

　だから、俺はそう告げると、もう一度的を見み据すえて狙いを定める。さっきよりも真剣に。

　残る的はど真ん中の五番。だったら、投げる球は決まっている。

「これが……いつか鈴木を仕留める、ＥＸエクストラ81だ！」

　大きく振りかぶって投げた球は全力のストレート。

　渾こん身しんの力を込めたボールはまっすぐに的へと走っていき────

　ばんっ！

　重たい音と共に、的全体を大きく揺ゆらして、俺の投げたボールは、ど真ん中を打ち貫き、最後のライトは消えた。

　そして、全ての的に再び電気が灯ともり、チカチカと明めい滅めつを始めれば、それは俺の勝利が確定したということで。

「見事じゃ！　秋庭、お前の勝ちだ！」

　木島は片手で涙を拭ぬぐいながらそう言って、亘理達は俺の勝利を大きな拍手で称たたえてくれたのだった。

「結局、多加良君は一人で８個も当てたんだよね。すごいねっ！」

　鈴真までも目を潤うるませているのには、さすがに俺も困こん惑わくを覚えたが、まあ称しよう賛さんは称賛としてありがたく受け取っておく。

「……秋庭様の勝利、確かに見届けました。よって投入された２コイン×倍ということで、４コイン獲かく得とくです」

　と、そこで近くのスピーカーから、予告も無しに女性の声が流れ出し、その意味がよくわからない木島達は揃って首を傾かしげた。

　でも俺は、このカジノ内では常に監かん視しの目が光っているのだと瞬しゆん時じに理解した。それによって、対戦の勝敗は把は握あくされ、コインは適正に支し払はらわれるというわけだ。

　いま、目に見えているのはスピーカーだけだが、どこかに監視カメラが隠かくされているのだろう。目的あってのこととは思うが、正直気分のいいものではなく、勝利の喜びにも水を差された気がする。

「ＧＰＳと同じで、どこで見られてるのかわからないって」

　鈴真もそうと悟さとって、少しばかり憂ゆう鬱うつな表情を浮うかべると、ドレッドヘアをくしゃりと乱した。

　それでも、コインを増やさない限りはこの監視の目から逃のがれられないとわかっているから、投入口の下についていた受け皿に落ちてきたコインを俺は鞄かばんの前ポケットに入れたのだった。

「秋庭の方にはまた別の事情もあるみたいだけど……」
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「おれに勝ったのは事実じゃ。おめでとう」

　スピーカーからの突とつ然ぜんな声に木島達はまだ首を捻ひねっていたものの、深く追つい及きゆうしてくることはなく、改めて俺の勝利を称え握あく手しゆを求めてきた。

　俺は鞄を足あし下もとに置くと、亘理と木島の握手に応じて、二人の手をしっかりと握り締め、

「訊ききたいことがある」

　そのまま離はなさず、低く問いかけた。

　木島とのゲームは正々堂々と行い、既すでに終しゆう了りようした。ならば、ここから先は本来の目的に沿って動いても問題ないだろう。

　野球部の二人は俺よりも身長が高いが、下から見上げることで俺の顔は迫はく力りよくを増すらしい。二人は怯ひるんだ表情を浮かべたまま、俺の手を振り払はらえない。

「な、何を？　その、木島はピッチャーだから、早く手を離してやってくんないかな」

　ついでに声までも詰つまらせてしまった二人に代わって、俺の質問に応じる態度を見せたのは増村だった。

　俺は二人の手をしっかりと摑つかんだまま、顔だけ増村に向けると、

「質問に答えれば二人は解放する……金色のものと聞いて、何か思い浮かぶものはないか？」

　条件を提示した上で、まずそう問うた。

『い、いや、知らないっ！』

　すると野球部の三人は明らかな動どう揺ようをみせながらも、揃そろって首を横に振る。

「ほう、知らない、と。早く吐はいた方がこちらも穏おん便びんに済ませられるんだけどな」

　その様子を見れば、三人が噓うそを言っているのは明らかで、静かに語りかけながら俺は握にぎっている木島と亘理の手に少し力を加えた。

「……多加良君、なんか、悪役っぽいよ。その、オレには善とか悪とか……わからないけど」

　木島達が顔をしかめるのを見て、鈴真は自分も痛そうに目め許もとを歪ゆがめ、後あと退ずさりながらそう言った。

「目的を……そしてその先にある遠大な夢を達成する為ためには、時に手段を選ばず、動かなければならないんだ」

　意図的に威い力りよくを発揮している俺の悪人顔に怖おそれを抱いだくのは無理もないし、善悪の判断に至っては鈴真に任せるしかないが、目的をもって動いていることだけは告げておく。

　俺の言葉に鈴真は頷うなずきはしなかったが、それ以上問いを重ねてくることもなかった。

「夢の……願いのために動いてるってことだよね。でも、和一族うちではそんなの聞いたことないって」

　代わりに、小さく呟つぶやかれた和一族の内情は少々気になったが、とにかく目の前の問題から片付けるべく、俺は野球部の面々に視線を戻もどす。

「じゃあ、少し質問を変えよう……ゴールド菊きく衛え門もんポスター。これに聞き覚えは？」

「……知らない、んじゃ」

　解放はしないが手の力を緩ゆるめ、俺はもう一度尋たずねたが、やはり木島は首を振ふり、亘理達は沈ちん黙もくを守った。

　だが、それでこの俺の追及をかわしきれると思っているのなら、それはメープルシロップよりも甘い──俺の手は、今の質問で木島の脈みやく拍はくが速まったのを確かに感じ取っていたのだから。

　心に疚やましいところが無ければ脈拍に乱れが生ずるはずがないし、俺がわざわざその手を摑んでいた意味もない。

「菊衛門商店街は今年も七夕祭りをやるらしいな。その告知のポスターは三種類あるそうだが、金色のきくちゃんが描えがかれているポスターはレアで、手に入れると良いことがあるとかで……保健医の水み月づきはつてで手に入れたそうだぞ」

　あと一押しと見て、俺は三人の顔を順に眺ながめると、世間話の口調で、商店街の恒こう例れい行事のことを口にしてみた。

『本当かっ！』

　そうすれば、三人は勢い込んで身を乗り出した。それはつまり、ポスターのことを知っていると証明したようなもので。

「何だ、知っているんじゃないか」

『き、汚きたないぞ！』

　俺の見事な頭脳プレーに嵌はまった野球部の三人は、一転、体を仰のけ反らせ、そのリアクションはもはや三つ子と見み紛まがうほど揃っていた。

「お前達と弓道部がやろうとしている計画ことはもうわかってるんだよ。まったく、ポスター一枚だって窃せつ盗とうだぞ！」

　三人の慌あわてぶりに揺ゆるぎない確信を得て、俺はついに直接事実を突つきつける。

「だって、ゴールド菊衛門ポスターの御ご利り益やくは確かだって弓道部に持ちかけられてさ」

「弓道部はインターハイに行く為に、きくちゃんポスターの御利益をゲットするっていうから、そんなら野球部もっていつの間にか同盟を結ぶことになって」

「藁わらに縋すがってでも甲子園に行きたかったんじゃ」

　そのまま真まっ直すぐに三人の眼まな差ざしを捕とらえて離さなければ、三人はもはや逃にげも隠かくれもせず、正直に計画していた事実を認めたのだった。

　つまりポスターの──いつ頃ごろから広まった噂話はなしなのかは知らないが、菊衛門商店街周辺では結構知られた──御利益に縋ろうとしてそれを盗ぬすむ計画を立てていたということを。

　ある程度の情報を得ていたとはいえ、野球部が予想以上に本気だったことに、俺の中から怒いかりが込み上げてくる。

「まったく……甲子園もインターハイも自力本願でいけよ！　夢は自分で叶かなえるものだろ！　その為に毎日一生懸けん命めい練習しているんだろ！」

　野球部も弓道部も決して日々の鍛たん錬れんを怠おこたっていない、だからこそ俺はその怒りを堪こらえず、三人に強くぶつけたのだった。

　すると鈴真は弾はじかれたように顔を上げたけれど、俺はまず木島の目を見つめた。

　次いで、それぞれの目を順に、真しん摯しに覗のぞき込んでいけば、三人は俺の眼差しを受け止め、大きく頷いて。

　そんな自分達に、鈴真がどこか不思議そうな、けれど純じゆん粋すいな眼差しを向けていることに気付くと、改めて自分達がやろうとしていたことを恥はじるように項うな垂だれたのだった。

　反省の色は十分に見てとれたし、計画も未み遂すいに終わったことだと割り切って、

「もう、二度とこんなこと考えるなよ！」

　最後にそれだけ言って、俺はずっと握っていた手を離はなした──ただし、木島の方だけを。

　解放された木島はほっとした表情を浮うかべたが、逆に亘理の方は俺の顔と繫つながれたままの手を交こう互ごに見て不安げな顔になる。

「あの、秋庭……こっちも離して欲しいんだけど」

　亘理は、腕うでをねじるような素振りをみせながら、おずおずとそう言ってきた。

　けれど、それに素す直なおに応じてやるわけにはいかない。

　俺にはもう一つだけ、聞いておかなければならないことがあるのだ。

「今の一件は俺の胸の中に収めておくとして……亘理、お前、銀色の物と聞いて思い浮かぶものはないか？」

　一段声のトーンを落とし、少しだけ顔も近付けて俺は亘理に尋ねた。

「えっ、銀？　ほ、他ほかのことなら何でも答えるから、伝説のバットだけは勘かん弁べんしてくれっ！」

　しかし、亘理はなぜか頰ほおを紅潮させ慌てふためき、声を上うわ擦ずらせてわけのわからないことを言い出す。

「は？　伝説のバット？」

　噓うそを見み逃のがすことの無いよう、下から覗き込むようにしながら俺はその言葉を繰くり返したが、亘理は空いている方の手で目を覆おおって何も答えない。

「秋庭、頼たのむからもう亘理を離してくれっ！　亘理は最近ようやく恋こいが実ったところなんじゃっ！」

　そこで木島に腕を摑つかまれて、ようやく亘理の動どう揺ようが俺の悪人顔の接近にあったのだと悟さとった。この程度の距きよ離りでだめとは、やはりメンタルトレーニングが野球部の最重要課題だ。

「……ほう。野球部は未いまだに恋れん愛あい禁止と聞いているが？」

　だが今はそれよりも、木島が口走ったその情報の方を優先し、俺は追求の手を伸のばす。

「いやっ、それはっ、その……監かん督とく命令だけど、部員とは温度差があるっていうか」

「ああ、そうか。部員同士では暗あん黙もくの了りよう解かいがあるわけだ。でも監督に知られるとまずい、と」

　増村はしどろもどろに言い訳をしたが、ごま塩頭の野球部監督の顔を思い浮かべながら、あえて俺がその点を突けば、顔をひきつらせた。

　一方、さっきまで赤かった亘理の顔は今は青ざめている。

「大だい丈じよう夫ぶだ。さっきのポスターの件もこの件も監督には言わない」

　俺も平成の男だから、恋愛禁止などという固いことを言うつもりはない。

「それで、その恋こい人びとに、バザーの美術部の模も擬ぎ店で手作りしたシルバーアクセサリを渡わたしたんだろ？」

　ただ俺は、事前に摑んだ情報の裏付けが欲しいだけ、だ。からかいでもなく、かといって相手の緊きん張ちようを和やわらげる為ためでもなく、プレッシャーを与あたえる為に再び口くち許もとに笑えみを湛たたえて俺は問う。

「……ど、どうしてそれを」

「情報源は明かさないのが鉄則だ」

　バザーの日からそれを手に亘理がうじうじと悩なやみ続けていた、というそれは実は複数から得た情報だったが、そこは伏ふせておく。

「……ああ。最近やっと彼女に渡すことが出来たんだ」

　そうして、俺がもう一度見つめれば、亘理は観念して認めたのだった。

「それにイニシャルは刻んであるか？」

「ああ、彼女のと俺のを」

　俺が次に特とく徴ちようとなる部分を尋たずねると、照れくさそうに頰をかきながらも、今度は躊躇ためらうことなく答えをくれた。

　木島と増村はそんな亘理をひやかすように口笛を吹ふき、

「よし、もう十分だ。ありがとう」

　俺はその正直な回答に満足して亘理の手を離し、礼を言った。

「本当にもういいのか？　伝説のバットのことは？」

　と、俺の態度に逆に拍ひよう子し抜ぬけしたように、増村は尋ねてきた。藪やぶ蛇へびを突つつくなとばかりに木島と亘理は増村を後ろから羽は交がい締じめにして押さえ込んだが、正直もう遅おそい。

「そっちには興味がなかった……というか、伝説のバットなんて初耳だが、どういう話だ？」

　尾田のために、ここ数日運動部の動向を探さぐっていた俺が、二度も繰り返された単語をそのまま放置するはずがない。

「伝説って、どのくらい時間が経たったら伝説になるの？」

　そして、また少しずれた部分に興味を示して、鈴真も話に割って入ってくる。

　俺達の問いに答えるべきか、三人は顔を見合わせたものの、

「とりあえず、伝説のバットは……28年物じゃ」

　結局、木島から口を開き、ワインかウイスキーについて語るような口調で、まず鈴真の疑問を半分くらい解消した。

「そうなんだ……でも、どの辺りから伝説になったのか、誰だれが伝説にしたいと思ったのかは……わからないの？」

「さすがにそれは、なぁ。話を先に進めてもいいか？」

　続けて鈴真がそう尋ねると、増村は少しだけうるさそうに眉まゆを寄せた。

　すると、鈴真ははっとした表情を浮うかべるのと同時に口を押さえ、一歩後ろへと下がってから増村に頷うなずきを返した。

　俺はその大おお袈げ裟さな反応に、驚おどろきと共に違い和わ感かんを覚えたのだが、増村の方は特に何も感じていないのか──多分、体育会系は声が大きいから、よくある反応と捉とらえたのだろう──そのまま話を続けるべく口を開く。

「伝説のバットっていうのは、現理事長が甲子園に出場した時に使った金属バットのことだ。以来、叶野学園は甲子園に出場してないこともあって、そのバットはいまじゃ野球部の宝……いや、大切に隠かくしているから秘宝か」

　説明を終えると、増村は自分で自分の言葉に納なつ得とくしたように頷き、口を閉じた。

　叶野学園史の中に甲子園出場の記録が華はな々ばなしく二回だけあることは知っていたが、そのメンバーに理事長が入っていたとはさすがに俺も知らなかった。

「それは確かに伝説のバットだな」

　俺が感かん嘆たんの響ひびきを込めてそう言えば、野球部の三人は一いつ斉せいに自分が褒ほめられたような得意顔を浮かべた。

「で、次の伝説のバットはもちろんお前達が作るんだよな？　ああ、伝説のボールでもいいぞ」

　しかし、俺が確約を求めて問いを向ければ、三人は今度は揃そろって自信なげな、ぎこちない笑顔を浮かべる。

「そういえば……地区予選は今月末開始だったよな。こんなところで油を売っていないで、さっさと練習に行けっ！」

　そこで俺はその事実に思い至り、その背中を蹴けり飛ばす勢いで三人を追い立てた。

『はいぃっ！』

「俺の在学中に、甲子園で勇姿を見せられなかったら……わかってるよな」

　返事と共に走り出した三人の背中に、低く、半ば本気で脅おどしをかければ、

『はいっ！　夢に向かって全速前進！』

　彼らは見事に声を揃え、人波に逆らいながら全速力でカジノの出口へ向かったのだった。

　甲子園出場という共通の夢を胸に抱いだき、慌あわただしく去っていく三人の背中を鈴真はしばらく呆ぼう然ぜんと見送っていたけれど。

「あの人達は……地図がなくても迷わなそうだって」

　鈴真はふいに小さく呟つぶやいて、俺はその横顔を、気付かれないようにそっと窺うかがう。

　鈴真の目は三人の姿が見えなくなった場所よりも更さらに遠くに向けられていた。でも、その目ははっきりと焦しよう点てんを結んでおらず、俺には鈴真が何を見ているのかわからない。

　まるで、ここではないどこかに向けられているような瞳ひとみには羨せん望ぼうと憂うれいの色。

　そして、確かにここにいる鈴真が、なぜか迷子のように見えてきて、放って置いてはいけない気がした。

「次に行くぞ」

　だから、とにかく鈴真の視線をそのどこかから引きはがすべく、俺は促うながすと同時に鈴真の腕うでを引いた。

　俺の声に我に返ると、鈴真は少しだけ驚いた様子で俺の顔を見上げたが、

「うん、わかったって」

　すぐに屈くつ託たくのない笑え顔がおを取り戻もどしてくれて。

　俺は安あん堵どすると、再び鈴真とカジノの中を歩き始めたのだった。
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「理事長って登生様のことだよね。野球をやってたなんて知らなかった」

　次に挑いどむゲームの品定めをしつつ、カジノの中を並んで歩き始めると、鈴真はその話題を持ち出してきた。

　話の感想を述べるタイミングとしては大分ずれていたが、俺は話に応じる。

「甲子園にまで行ったのに、誰からも聞いたことなかったのか？」

「うん。でも、登生様は昔から和一族みんなの期待に応こたえてきた人なんだ。だから、甲子園だって、願いを一つ叶えただけで、自じ慢まんする程のことじゃなかったんだと思うよ」

　俺の問いに、鈴真はそれが当然で、またひどく簡単なことのようにそう答えた。

「甲子園に行くのはそう簡単なことじゃないぞ？」

　まるで単なる旅行の行き先を告げているような鈴真の口調に、俺はそう言わずにいられなかった。

「それはわかってるって。オレなら無理だろうってことも……朝都と違ちがって期待もされてないし」

　鈴真は俺の言葉に素す直なおに頷いたが、その横顔には陰かげが差していた。

　けれど、鈴真が俯うつむけばその表情はすぐにドレッドヘアに隠れてしまい、そんな鈴真に呼応するように胸の綿毛もわずかに下を向く。

　それを見て俺は、理事長の活かつ躍やくに対する鈴真の評価も、鈴真の自分に対する評価も、どちらも腑ふに落ちない自分の感覚は正しいと確信する。

　綿毛のことも、それを胸に付けている鈴真をどうするべきかも正直まだわからないが、それでも俺は自分の直感を信じるつもりだ。

　そして、それを確信に変え、綿毛の正体を見み極きわめる為ためにも、まずは鈴真と会話を重ねてみようと俺は口を開いた。

「鈴……」

「おおい、鈴真！」

　が、俺の声は更に大きな呼び声にかき消されてしまう。

「へ……あっ、志し弦づるおじさん！」

　突とつ然ぜん呼びかけられた鈴真は間の抜ぬけた声と共に顔を上げると、声がした方向へと首を巡めぐらせ、すぐに声の主を見つけた。

　俺も同じ方向に顔を向けてみれば、そこにはおじさん、と呼ばれるにはまだ早そうな体格のいい青年──でも、明らかに学生ではない──の姿があった。

　鈴真はその姿を認めると、顔を綻ほころばせ足早に駆かけていったが、俺は全く面識がなかったからその場に留とどまる。鈴真が呼びかけに応こたえた時点で相手が和家の関係者なのは確実だったし。

「ええと……ごぶさたして、マス」

　青年の前に立つと鈴真は礼れい儀ぎに正しく、でも少々ぎこちなくそう言って頭を下げた。それは、正月に親戚おとなの前でかしこまる子どものようで、なんだか微笑ほほえましい。

「おう、鈴真、久し振ぶり」

　対して青年は軽く腕を上げ、大らかに応じた。

「本当に、久し振りだよ、志弦おじさん！」

　どうやら青年は外見から受ける印象通りの性格らしく、鈴真は型通りの挨あい拶さつを終えると砕くだけた口調に変えた。

「だなぁ……だって、鈴真、前に会った時はまだ坊ぼう主ず頭だったもんなぁ」

　青年は改めて鈴真の髪かみに目を向けると、つくづくと眺ながめた後、感かん慨がい深げにそう言って頷うなずいた。

「んーと、じゃあこの前会ったのって、二年は前になるね」

「坊主頭は確か……夏、涼すずしいか調べる為だったな？」

「うん。それで、その後は冬、暖かいか調べる為に長髪セミロングにしたんだ」

「……じゃあ、ドレッドヘアは？」

　俺は二人の会話を黙だまって見守っているつもりだったのだが、聞いている内に堪こらえきれなくなって、気付けば二人に近付き尋たずねていた。

「えーと、ドレッドヘアはね」

「鈴真、ちょっと待った」

　俺の疑問に、鈴真は素直に答えてくれようとしたのだが、その前に青年が割り込んできて。

　俺が視線を向けると、青年はなぜかしきりに目を擦こすり、俺の頭の天てつ辺ぺんからつま先までを値ね踏ぶみするように見た後、俺のネクタイ──王おう冠かんのピンバッジが付いているその場所に視線を戻し、首を傾かしげた。

「君……どうしてその王冠を？　名前は？」

「秋庭多加良です。王冠は前のアトラクションで獲かく得とくしました」

　質問の順番が逆であることを暗に示し唆さしつつ、俺は少々憮ぶ然ぜんと声を返したが、青年はそんな俺の態度になんら問題を感じていなかった。

「ああ、おれは猪い丘おか志弦だ。でも、アトラクションで獲得って……鈴真？」

　俺は問われたことにはしっかり答えたが、それでも猪丘は納なつ得とくがいかなかったらしく、続いて鈴真にも説明を求める。

「今年の〝お茶会〟の客候補は多加良君と、朝都とオレの三人なんだ。多加良君に関しては登生様の……審神者さにわの託たく宣せんなんだって」

　猪丘はさっきまでとは異なり、難しい顔を向けていたが、鈴真はそれにつられることなく、屈くつ託たくのない表情と口調で答える。

「そうか、登生様のご命令か。うん、それならわかった。秋庭君、改めてよろしく！」

　と、〝審神者さにわの託宣〟という一言で猪丘はあっさりと納得して、逆に俺は少々拍ひよう子し抜ぬけする。

　けれど、猪丘はやはり俺の反応には気付かず、握あく手しゆを求めてきた。

　ついでにいかにも快活な笑え顔がおを添そえられて、抵てい抗こうするのもばかばかしいので俺は黙って握手に応じた。

「えーと、それで、オレがいまドレッドヘアなのは、手入れの大変さが知りたかったからなんだ」

　そうして、猪丘が納得したとみると、鈴真は早さつ速そくドレッドヘアの理由を説明してくれた。

「……確かに、それは体験してみないとわからないか」

「うん。でもおかげで大変だってわかったような気がするんだ」

　その理由と、わざわざ自分の体でそれを確かく認にんしたという鈴真に、少々驚おどろいたものの、俺が納得すれば、鈴真は嬉うれしそうに頷いた。

「そうか。じゃあ、次はもっと普ふ通つうの髪型にしろよ」

「え、どうして？　似合ってない？」

　だが、猪丘は鈴真のドレッドヘアを撫なでながらそう言い、鈴真はあくまで無む邪じや気きな不安を口にした。

「似合ってなくはないが、和家の人間としてはちょっとな」

　諭さとすような空気を滲にじませながら猪丘が言葉を濁にごすと、鈴真は今度はそんな猪丘に違い和わ感かんを覚えた様子でわずかに眉まゆを寄せる。

「ところで、鈴真。通過儀礼は頑がん張ばってるか？」

「頑張るってその基準にもよると思うから、わから……」

　続いてそう尋ねられると、鈴真は「わからない」という台詞せりふをなぜか途と中ちゆうで飲み込んで、

「頑張ってるつもりだけど、大変なんだって」

　肩かたを竦すくめると、口調はいつものものでありながら、どこか朝都に似た台詞に言い代えた。

　俺はそんな鈴真を訝いぶかしく思ったのだが、猪丘は気にせず、鷹おう揚ように頷くと鈴真の頭から肩へ手を移動させた。

「まあ、せめて一つは王冠を獲得できるように頑張れよ。そうだ、このダーツゲームはポイントを稼かせぐには打って付けだぞ。鈴真でも十分やれるはずだからな」

　猪丘はそう言いながら空いている方の手で背後のゲームを示し、鈴真は素す直なおに振ふり向く。

　励はげましているようで、鈴真を侮あなどっているようなその台詞に不ふ快かい感かんを覚えながらも、俺も猪丘の指先を追った。

「ダーツの的って……地図なんだ」

　猪丘が示した一メートル四方の地図を見ると、鈴真はどこかがっかりしたように呟つぶやいた。

「ああ、音声で指定された地域に矢が刺ささると得点になるんだ」

　猪丘の簡単な説明を聞いて学習教材に良さそうなゲームだと俺は思ったのだが、

「オレ、このゲームは遠えん慮りよする……国境も国の名前もオレじゃない人間だれかが勝手に決めただけだし」

　鈴真の好みには合わなかったらしく、つまらなそうな顔をして告げると、鈴真は地図から目を逸そらして足あし下もとに視線を落とす。

「鈴真、まさか未いまだに世界地図が頭に入ってないなんてことは、ないよな？」

　すると猪丘は鈴真がゲームを辞退した理由をそう推理して、不安──というよりはむしろ不満といった口調で鈴真に問いかけた。

「……志弦おじさんに貰もらった世界地図をちょっと前まで部屋に飾かざって眺ながめてたから、いま地図の上にある国の名前は覚えてるよ」

　鈴真はゆっくりと顔を上げると、猪丘の目を見てそう答えた。

「本当かぁ？　まあ地図なら鈴真も迷子にならずに覚えられるか……ああ、迷子といえば秋庭くん、鈴真は昔、やまびこを探して迷子になったことがあるんだ」

　しかし猪丘は鈴真の言葉をすぐには認めず、その上脱だつ線せんして俺に水を向けてくる。

「はぁ」

　だが、年下故ゆえか、半ば無意識に鈴真を侮る猪丘と、何の疑問も持たずそれを受け入れている鈴真に苛いら立だちを覚えていた俺は、おざなりな相づちしか返せない。

　それに、山の中で迷子になり、それを探しに来た愚ぐ兄けいと共に二次遭そう難なんしそうになった経験きおくを持つ俺としては猪丘の話は正直笑えない。もちろん今では事前に地図を頭に入れておけば大だい丈じよう夫ぶだし、初めての道もある程度対応できる──故に俺は方向音おん痴ちではない。

「あれは、オレもまだ小学生になったばっかりだったし、誰だれも姿を見たことが無いって言って、オレにやまびこの正体を教えてくれなかったからだよ。だから山の中に男の子がいるんだと思って探しに行ったら迷子になったんだって」

　古い話を持ち出された鈴真はごにょごにょと言い訳をして、猪丘に眼まな差ざしで抗こう議ぎする。

「それで次の日からランドセルにＧＰＳをつけられたわけだ」

　猪丘は鈴真のそんな視線を受け止めておきながら、更さらに楽しげに話を続け、一方、ＧＰＳと言う単語を聞いた瞬しゆん間かん、鈴真の瞳ひとみは翳かげりを帯びた。

　俺は、その表情を見て、また、心なしか綿毛がしぼんでしまったのを見て、これ以上猪丘の話に付き合う必要はないと判断した。

「俺達が早いところ〝お茶会〟に向かわなければならないことは、わかってますよね？」

「もちろん、わかっているさ」

　俺が辞去の意志を匂におわせば、猪丘は一瞬、不愉快そうに目め許もとを歪ゆがめたが、すぐにそれを面おもてから消した。細かい配はい慮りよは苦手なようでも、さすがにその辺りは大人らしい。

「それで、朝都を抜ぬいて、勝てそうなのか？」

　こちらの意見に聞く耳を持たないところを含ふくめて。

「……朝都の方が出来がいいのは昔からだし、オレが今いま更さら巻き返すのは難しいと思うけど。ああ、でも、勝負は終わりまで……わからないっていうから頑張るつもりだけど」

　俺が怒いかりに拳こぶしを固める隣となりで、鈴真は苦笑を浮うかべると、軽い口調でそう答えた。

　その言葉から、猪丘が朝都のリードを確信していることは明らかで、それは鈴真を朝都の下に見ているということなのに、鈴真の顔には怒りも卑ひ屈くつさもなく──ただ、目にわずかに諦あきらめの色を覗のぞかせただけだった。

　鈴真と朝都がこれまでずっと、何かにつけ比べられ続けてきたことは、いまさら確かく認にんする必要もない。それは、いまも鈴真が浮かべている諦てい観かんを見れば十分わかることだったから。

「わからないじゃなくて、そこは勝つっていうところだろう」

　けれど、猪丘はしつこく、なおも鈴真に声を向け、俺は更なる苛立ちを必死に堪こらえる。

「うーん、でも、手品のタネとサンタクロースの正体と同じで……わからない方がいいと思うんだって」

　鈴真もさすがに困ったような顔になったが、猪丘の問いを無視することは出来ず、躊躇ためらいがちに声を返して。

「お前が子どものままならな……でももうわからないで済む年じゃないんだぞ。まあ、地図をただぼーっと眺めてた頃ころに比べれば進歩してるのかもしれないけどな」

　猪丘は鈴真の台詞に疲つかれたように肩を落とすと、呆あきれ顔になってようやく口を閉とざした。

　だが、その言葉を聞いた瞬間、鈴真は表情を強こわばらせる。

「でも、どんなに地図を見ても、世界の涯はては……やっぱりわからないんだって。志弦おじさんは、わかる？」

　そうして、その硬かたい表情のまま、でもどこか縋すがるような眼差しで、鈴真はついさっき使用を咎とがめられた一言とともに、今度は自分から猪丘に問いかけた。

「世界の涯ては南極大陸だ。北極はしょせん氷の塊かたまりだからな」

　少々唐とう突とつな問いかけに、訝いぶかしげな表情を浮かべたものの、猪丘がなんの迷いもなくそう答えれば鈴真の目には失望の色が広がる。

　猪丘は鈴真の〝わからない〟を咎めることをしなかったが、その台詞せりふに込められた微び妙みようなニュアンスを汲くみ取ることもなかった。

「世界の涯て」という言葉を間に、鈴真と自分が決定的にすれ違ちがってしまったことにも当然気付かない。

　一人満足げに頷うなずく猪丘と世界地図を、どこか翳りを帯びた目で鈴真は交こう互ごに見比べて。

　再び猪丘に視線を戻もどした時、その胸の綿毛は微かすかに揺ゆれ、鈴真は小さく口を動かした。

　だから俺は鈴真が猪丘に何か訴うつたえるかと思ったのだが、

「……じゃあ、志弦おじさん、オレ、まだ通過儀ぎ礼れいの途と中ちゆうだからもう行くよ」

　結局鈴真の口から出たのはそんな言葉で。綿毛もまた何事も無かったかのように、ただ鈴真の胸で静止していた。

「あ、ああ、頑がん張ばれよ。おれは鈴真にも期待しているんだからな」

「オレにも期待ってことは……やっぱり本命は朝都なんだ？」

　鈴真は猪丘の言葉の端はしを捉とらえると、どこか他人ひと事ごとのような口調でそう茶化し、図星を指された猪丘は思わず言葉に詰つまる。

　言い訳を探すように目を泳がせる猪丘を鈴真はじっと見つめて。

「冗じよう談だんだって。では、志弦おじさん、失礼します」

　鈴真は猪丘の困り顔に数秒で満足して目許を和やわらげると、簡単な挨あい拶さつを述べ、そのまま猪丘に背を向けた。

　軽かろやかに身を翻ひるがえす鈴真は至って無む邪じや気きに見えたが、その目に、一瞬寂さびしげな光がよぎった気がして、俺はそれをちゃんと確かめようと踵きびすを返す。

「では、失礼します」

　と、そこで俺は一歩だけ踏ふみ止とどまり、口調だけは丁てい寧ねいに猪丘に辞去を告げたのだった。

「あ、うん、秋庭くんも頑張ってくれ！　……まぁ、最終的には朝都か鈴真のどちらかしか無いんだし、もう一人は余興ってところだろうが」

　最後に猪丘が大きく腕うでを振ふる姿が見えたが、俺も鈴真も振り返らず、よってその呟つぶやきが耳に届くこともなかった。
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　そうして俺はすぐに鈴真に追い付いたのだが、その時にはもう、鈴真の目に件くだんの感情ひかりを見つけることは出来なかった。

　俺は小さくため息を吐つくと、次の好機は逃のがさないと胸に誓ちかう。

「ゲームに一つ勝って俺のコインは17枚で鈴真のコインは15枚のままか……クイーンまでの道のりは遠いな」

　そして俺はひとまず意識をカジノの方に戻すと歩きながら鞄かばんを振り、中のコインの音を聞きながら呟いた。

　このカジノのゴールは億万長者になることではなく、あくまでクイーンを攻こう略りやくすることなのだが、コインはまだまだ足りない。

「今度のクイーンは誰だれかな？　でも怖こわいのはクイーンよりジャックだよね」

　カジノゾーンの過か剰じようなＢＧＭにも俺の声は負けていないはずだったが、のんびりとした口調でそう返されると、俺は自分の声が鈴真に届いたのかどうか微妙に不安になる。

　俺は正直王おう冠かんなど二の次でいいが、先さき程ほどの猪丘との遣やり取りを見る限り、鈴真と朝都が王冠を得ることには、通過儀礼の他ほかにも意味があるのだろう。

　しかし、あれだけ猪丘にせっつかれたにもかかわらず、カジノゾーンを進む鈴真の足取りは──ひいき目に見て、次に挑いどむゲームの目星をつけているとしても──緩かん慢まんで余よ裕ゆうすら感じる。

　でも、表面上は明るく振る舞まっていても、鈴真がその内面に何かを抱かかえているのは明らかだ。

　少なくとも今は、鈴真の胸で揺れている綿毛と同じように捉えどころのないものだが。

「クイーンとジャックの正体を知る為ためにも、まずはコインを集めるべきだな。難しいゲームの方がコインは多く集まるとか、ピエロは言ってたよな」

　だが、いずれどちらも見通してやるつもりで、とにかくいまは鈴真の意識を目の前にある問題に向けさせる。

「うん、言ってた。難しいっていう基準は……知らないけど。投入するコインはお金と同じなんだから、高い方……コインを入れる枚数が多い方が難しいのかな？」

「ストラックアウトはコイン２枚で、確かダーツはコイン３枚だったな……知識が必要な分、ダーツの方が難しいような気はする」

「……多加良君も、そう思うんだ」

　俺が肯こう定てい的な意見を口にすると、鈴真はちょっと驚おどろいたように俺を見た。その驚きが自分の意見に自信が無かった為か、それとも自分の意見を肯定されることがあまりないからなのかはわからなかったが、

「ああ。だからこれから、ちょっと投入金額コインの多いゲームを探すのはどうだ？」

　俺は大きく頷くと、少しだけ唇くちびるの端を上げて、そう持ちかけた。

「……う、うん。わかったって」

　すると鈴真はわずかに動どう揺ようを見せて俯うつむき、自らの手でドレッドヘアを乱しながらも首を縦に振ったのだった。

　俺は自分の心の平和の為に、鈴真の態度は喜びの裏返しと決めると、鈴真を促うながす代わりに、歩くスピードを速めた。

　そうすれば、鈴真は顔を上げ追いかけてきて、俺達は再び肩かたを並べ、カジノを進む。

「……進行方向はこっちでいいか？」

　と、程なくして鈴真が微び妙みように大回りで歩いていることに気付いて、俺は鈴真に尋たずねた。

「うん。地図はないんだから、いいと思うけど」

　鈴真からの返事は実にあっさりとしたもので、どうやら大回りは無意識のものだったらしい。

「……相手が年上だって、嫌いやなことを言われたら言い返したり、反対していいんだからな」

　けれど、先程の侮あなどられることを当然のこととして受け止める鈴真の姿は、まだ脳のう裏りに残っていたから、俺は念ねんの為そう言っておく。

「えと……うん？」

　鈴真は俺の言葉に首を縦に振ったものの、その目に理解の色は認められず、俺は小さくため息を吐いたが、とりあえず言うべきことは言ったのでそのまま歩き続けた。

　よく似た顔のレスラーの人形が二体、ゲートとして置かれているアームレスリングゲームは、誰か怪かい力りき自じ慢まんでも挑んでいるのか人ひと垣がきが出来て、随ずい分ぶん盛り上がっていた。

　挑ちよう戦せん者の姿は見えなかったが、順番は当分回って来そうにないので、俺達はそのまま通り過ぎる。

「双ふた子ごって最初に産まれた方じゃなくて、後から産まれた方をお兄ちゃんにすることもあるんだって。でも、兄と弟のどっちがいいかなんてオレ、一人っ子だから……わからないんだよね」

　通り過ぎてから、レスラーの人形を双子と認定した鈴真はそう言って首を捻ひねり、俺はしばし沈ちん黙もくする。その瞬しゆん間かん、もう二年近く音信不通の愚ぐ兄けいの顔が脳裏をよぎってしまって。

「一番いいのは一人っ子だ」

　俺は思い切り実感を込めて鈴真に告げた。

　鈴真は俺の眼まな差ざしに一瞬たじろいだものの、すぐに真面目まじめな顔で何度も頷うなずいた。

　俺は鈴真が理解してくれたことに満足し、と同時に先程保留にしていた一件を思い出す。

「ああ、そうだ。さっき保留にしたそのＴシャツのことだけどな」

「えっ!?」

　他のことを考えている間も俺は頭の隅すみでちゃんと考えていたから、それを鈴真に伝えようとしたのだが、鈴真は今日一番、大きく目を見開き、ひどく驚いていた為、俺は一度言葉を切った。

　驚きのあまり鈴真は足まで止めてしまい、仕方なく俺も足を止め、鈴真が驚きから醒さめるのを待つ。

「……Ｔシャツって、これのこと？」

　数秒後、鈴真は見開きすぎた目が乾かわいたところで我に返り、そう尋ねて来た。

「それ以外に問題にしていたＴシャツはないな」

　しきりに瞬まばたきを繰くり返している鈴真に、俺は当然の口調で答えたのだが、

「でも、さっき保留って言ってから大分経たってるよ」

　鈴真は尚なおも信じられない様子で、言い募つのる。

「確かに保留にしてから大分経ったけどな。俺は後でまた考えるって言っただろ。だからいま話題にしているんだ」

　その目を見て、有言実行の精神に則のつとって、さっきの遣やり取りを忘れていないことを伝えれば、ようやく鈴真は納なつ得とくしてくれた。

「そう……なんだ。今まで、オレがわからないって言ったことに、保留あとで答えてくれた人はいなかったから、驚いたんだって」

「それは、聞いた相手が横着だったんじゃないか？」

　鈴真はすぐには信じられなかった理由をそう語り、俺はわずかに眉まゆを寄せた。少なくとも俺は、問われたことには出来るだけ真しん摯しに答えるべきだと思う。

「そうかな。よく……わからないけど。でも、きっと、多加良君が特別な方なんだよ。おじさんだって、保留のまま忘れちゃってたし」

「おじさんって、さっきの猪丘さんか」

「うん。オレ、志弦おじさんに二年前に訊きいたんだ……世界の涯はてはどこかって。その時、おじさんはいつか確かめて、教えてくれるってオレに言ったんだけどさ……」

　そこまで話して鈴真は口ごもったが、あとは聞くまでもなかった。先さき程ほどの猪丘は約束を覚えている素そ振ぶりが全くなかった上、

「地の涯ては、世界の涯てじゃない、な」

　明らかに鈴真の求めている物とは違ちがう答えを口にしたのだから。

　そして、鈴真は猪丘に失望したのだろう。逆を返せば、鈴真がそれまで猪丘を慕したっていたのは、いつかその疑問に答えてくれると信じていたからで。

　だから俺はもう猪丘の名を出さなかった。

「そもそも、南極大陸を地の涯てと呼ぶことも、地球が丸いことを考えればどうなんだ？」

「オレもそう思う。けど、大人の答えだとも思うんだって。大たい抵ていの人はきっとそれで納得するんだよ」

　代わりに丸い地球に思いを巡めぐらせ、俺が首を捻ると、鈴真は小さく笑った。でもすぐにその笑え顔がおを消すと、沈しずんだ声で、半ば自分に言い聞かせるようにそう言って、その目に寂さびしげな光がよぎったのを、俺は今度はしっかりと捉とらえた。

　それから鈴真は、ゆっくりと瞬きをして、その目でまたここではない遠くを見ようとする。

　けれど、鈴真の胸の綿毛は、また小さく揺ゆれていた。

　大きさや形に変化は見られないが、俺にはそのささやかな動きが、鈴真の心の揺れのように見える。

　何を思って揺れているのかまではわからない。

　それでも俺は、いまいる場所を放ほう棄きするようなあの目を見たくはなかったし、鈴真はここにいるべきだと思って。

「わかったふりかもしれないだろ、それは。わからないって言わないのが大人ってこともないんだから」

　いま、鈴真に伝えたいと思ったことを、正直に口にする。

　そうすれば、鈴真はわずかに目を瞠みはり、ゆっくりと俺の方へ意識と眼差しを向けた。

「それに、俺は、急いで答えを出すのが良いと思わないけどな。ちゃんと考えて初めて答えはでるんだし、そのペースはそれぞれでいい。それと……考えるって行こう為いに大人も子どもも関係ないだろ」

　続けてそう言うと、鈴真は小さく軽く口を開けたまま、しばらく俺の顔をじっと見つめ続けて。

「……やっぱり、多加良君はわからない人なんだって」

　かと思うと、ふいに口を開き、まるで天気雨に遭あったような顔でそう言ったのだった。

　その顔は嬉うれしそうにも見えたが、鈴真の評価にどう反応したものか、俺は束つかの間ま悩なやむ。

　だが、鈴真の目を見れば、寂しげな光は消えていて、それはきっと俺の言葉が届いたということだと思った。

「それで、だ。そのＴシャツの……」

　そして俺は改めてＴシャツの話に戻もどろうとしたのだが、その時、視界の隅すみで何かが光って見えて、気がつけば俺は首を巡らせていた。

　そのまま輝かがやきの元を探して目を動かしてみると、そこにあったのはぬいぐるみの類たぐいが詰つめ込まれたガラスケース──いわゆるクレーンゲーム。

　ガラスケースの屋根の部分は瓦かわら風で、何となく城を思わせ、アームの形状とひっかけたものか、しゃちほこの代わりにデフォルメされた電でん飾しよく付きの蟹かにのキャラクターがハサミを振っていた。

　光ったのはそのハサミだったのかと俺は一度は顔を戻そうとしたのだが、少し考え、結局クレーンゲームの方へ足を向けた。

　もちろん、俺にはぬいぐるみを集める趣しゆ味みは無い。

　ただ、視線を戻そうとした瞬しゆん間かん、ガラスケースの中でも何か光ったような気がして。

「……見つけた」

「これが高得点コインのゲーム？　１コイン３チャンスであまり価値がないみたいだよ？　あっちにあるシューティングゲームの方が難しそうだけど……」

　ガラスケースを覗のぞきながら呟つぶやいた俺に、鈴真はそう言い、シューティングゲームの方を指さした。

「確信は無いが……可能性はゼロじゃない」

　俺は鈴真の顔を見ないままそう言うと、鞄かばんのポケットのコインを探さぐった。

「鈴真、悪いがＴシャツの話はまた保留にさせてくれ。俺はこのクレーンゲームをやる。その間にお前はシューティングゲームをやっててもいいぞ」

　再度Ｔシャツの件の保留を伝え、そう勧すすめると、鈴真はわずかに眉を寄せ、俺の顔を覗き込んできた。

「何だ？」

　至近距きよ離りでそんな物言いたげな眼まな差ざしを向けられれば、俺の方は水を向けないわけにはいかなくなる。

「どうしてそんなにクレーンゲームがやりたいのかと思って」

　すると鈴真は即そく座ざにそう答えを寄よ越こし、今度は反対側に首を捻ひねった。

「……これは、俺がやるべきゲームだと思ったからだ」

「ふうん、そうなんだ。んー、オレは別にシューティングゲームをすごくやりたいわけじゃないから、多加良君のゲームを見てるよ」

　俺が正直に告げると、鈴真は意外にもあっさりと引き下がり、高みの見物を決め込んだ。

「あ、あそこにちょうどいい椅い子すがある！」

　ただし、長丁場になると踏ふんだらしく、近くの壁かべ際ぎわに椅子が置いてあるのを見つけると同時に、鈴真はそれを取りに向かう。

「ふはは、さては俺の実力を知らないな」

　そんな鈴真を横目に見ながら、俺はコインを投入してひとり嘯うそぶいた。

　確かにクレーンゲームを一回でクリアするのは難しいが、それはあくまで凡ぼん人じんの話だ。

　大たい抵ていのことは器用にこなせる俺の前では、その手がクレーンアームであっても問題ない。

　鈴真が椅子を持って戻ってくる頃ころには事は終わっているだろう。俺の勇姿を鈴真に見せられないのは残念だが。

　俺は改めてガラスケースの中に眼差しを向けると、狙ねらいを定め、自信を持って操作ボタンに手を置いた。







　俺とクレーンゲームの対決は、瞬またたく間に俺の勝利という決着をみる──はずだった、のだが。

「あー……いまのは掠かすりもしなかったね」

　コインが筐きよう体たいの奥に完全に飲み込まれていく音と共に、クレーンアームはゆらゆらと頼たよりなく揺ゆれながら、元の位置へと戻っていく。

　アームと同じようにゆらゆらと椅子を揺らす鈴真と共にそれを見つめる俺の目は、少しだけ虚うつろだったかもしれない。

「くそっ、なんで上手うまく行かないんだっ！」

「それは……わからないけど。別の人形に狙いを変えたらどう？」

　苛いら立だちから床ゆかを蹴けった俺に、優やさしさか同情か、真実を告げる代わりに鈴真は一瞬沈ちん黙もくした後、そうアドバイスをくれた。

　でも俺はそれに首を振る。

「最初に狙った獲え物ものには責任があるんだ。途と中ちゆうで諦あきらめるなんて出来ない」

「獲物って……女の子の人形だけど」

　俺の答えに鈴真は俺が狙い続けている人形に目をやると、今度は遠えん慮りよすることなく呆あきれた表情を浮うかべながらそう呟いて、そのまま飽あきたように視線をガラスケースから外した。

　つまり、見ているだけの鈴真が飽きてしまう程の時間──コインを３枚使い、九回も俺はクレーンゲームと格かく闘とうしていたわけで、それに気付くと目と肩かたの凝こりを意識せずにはいられなくなる。

　そして俺は一度クレーンゲームから離はなれると、肩と腕うでを回しつつ、視線は鈴真と同じ方向へ向けてみた。

　そうすることで俺は目の筋肉もほぐすつもりだったのだが、鈴真の視線は意外と近いところで静止していた。

　鈴真が見ている方向にはシューティングゲームがあるはずだったが、いまその本体は見えない。俺がクレーンゲームに集中している間に、その周りには人ひと垣がきが出来ていたのだ。

「おおーっ！　またもスコア更こう新しん！　両者ファイナルラウンド突とつ入にゆう!!」

　と、誰だれかが実じつ況きようよろしく叫さけぶのがこちらにまで聞こえてきて、それと共に人垣はざわめく。どうやら、あちらでは大勢の観客を熱ねつ狂きようさせる名勝負が繰くり広げられているらしい。

「あー、あのシューティングゲームは対戦型だったんだ！　面おも白しろそうかも」

　鈴真は人々の声に再び興味を惹ひかれたようで、背せ伸のびをして何とかゲーム本体を見ようとしたが、いくら背伸びをしてもそれは叶かなわなかった。

「こっちが嫌いやになったんなら、近くまで見に行ってもいいぞ。ちなみにこっちには対戦機能は無い」

「知ってるよ。その人形が手に入るかどうかはわからないけど、頑がん張ばってる多加良君を見てるのは嫌じゃないし。それに……嫌な時は多加良君には、言えると思う」

　そんな鈴真にもう一度俺が勧めると、鈴真はそう言って寄越したのだった。

　反射的に鈴真の方を向いてから、俺は鈴真はいま何のことを言ったのだろうかと考え、そこでさっきの俺のアドバイスに対する返答だと気付いて驚おどろきに見み舞まわれる。

　正直、鈴真はあの話を聞いていたとしても、すぐに忘れてしまうものと思っていた。

　だが、鈴真はちゃんと考えていてくれて、その返事をいまくれたのだとわかって、俺の驚きは喜びに変わって。

「そうか、わかった」

　内側から沸わき上がってくる、くすぐったい喜びに、小さく笑いながら俺が短く声を返せば、鈴真も口くち許もとを緩ゆるめた。

「それに、多加良君の悔くやしがる顔っておもしろいし」

　次いで悪戯いたずらっぽくそう言った鈴真の胸の綿毛はさっきよりも少し大きくなったように見えて、鈴真と胸の綿毛に対する興味が、俺の胸の中で改めて沸き起こる。

　と同時にその成長へんかが鈴真にとって良いものであればいいと思う。

　そうして俺は、鈴真と綿毛の関係を、鈴真の奥に潜ひそんでいるものをしっかり見み極きわめてやろうともう一度決めて。

「俺の悔しい顔はもう見納めだ……次で決めるからな」

　その為ためにもまず目の前の問題を片付けてしまおうと、俺はクレーンゲームへ体と意識を戻もどしたのだった。

　ガラスケースに積み上げられた景品はざっと数えて百個はある。

　でも、その中で俺が狙う獲物はただ一つ。

　もしも視線で絡からめ取ることが出来れば、俺はとっくにその人形を手に入れているはずだが、あいにくそうはいかない。

　その上、人形の周りに積み上げられた他ほかのぬいぐるみや雑貨の類たぐいが、さっきから俺の腕アームが獲物に届くのを邪じや魔ましまくっているのだ。

「あの袋ふくろがとにかく邪魔なんだ」

　コインはまだ投入せずに、ガラスケースの中を覗のぞき込みながら、俺は頭でシミュレーションを行ってみたが、やはりさっきから俺の邪魔をしてくれている巾きん着ちやく袋ぶくろ──その中に景品が入っているらしい──が障害となって、成功の図は描えがけない。

「……そんなにあの人形が欲しいなら、オレが代わりにやってみようか？」

　ターゲットに半ば睨にらむような視線を送っていると、鈴真は見かねたように、そう言ってきた。

「いや、それは断る。これは、俺のゲームだからな」

　鈴真の厚意はありがたかったが、俺はきっぱりと断り、首を振ふる。

「……だったら、逆にその邪魔な袋も一いつ緒しよに摑つかむっていう作戦はどう？　上手くいくかは……わからないけど」

　すると鈴真は一つ頷うなずいて、それから明日の予定を尋たずねるような口調で俺に作戦を伝授してくれた。

　その作戦を聞いた瞬しゆん間かん、俺は目から鱗うろこが落ちた気分になった。そうして、その鱗を全すべて落とすように瞬まばたきを繰り返しながら、いま言われたことを改めて考える。

　俺は、人形の隣となりにある、中身も知れない、マル秘と書かれた袋をただの邪魔物として避よけることばかり考えていたが、確かに一緒に捕とらえてしまう方が簡単かもしれない。

　それに、一度に一つの物しか取ってはいけないというルールは無いのだ。

「目の付けどころが良いぞ！」

　俺は振り向くと同時に鈴真の頭を撫なでた。ドレッドヘアというのは何とも不思議な触しよつ感かんがした。

　一方、唐とう突とつに頭に触ふれられた鈴真の方は、反射的に身を固くした後、なぜか呆ほうけたような顔で俺を見て。

「……そんなこと初めて言われた。どこ見ているんだとはよく言われるんだけど」

　俺が頭から手を離はなすと、鈴真は褒ほめられた嬉うれしさよりは戸と惑まどいが勝まさった顔でそう言ったのだった。

　相変わらず鈴真に卑ひ屈くつさは見られない。けれど、褒められ慣れていないのは明らかで。

「でも、いまは良いところを見てた。おかげであの人形をゲット出来そうだ」

　だから俺はもう一度、鈴真を褒めておく。自分の言葉に自信を持って良いのだと言う代わりに。

「……本当に人形を取ってから言った方がいいって」

　そうすれば、鈴真ははにかむような笑え顔がおで肩かたを竦すくめ、胸の綿毛に相変わらず変化は見られなかったが、その表情の変化に俺は十分満足して、再びガラスの中の獲え物ものに目を凝こらした。

　視線をターゲットに固定したまま、４枚目のコインを落とし入れれば、軽やかなメロディが流れ出す。

　その音楽を合図に、俺はもう場所を覚えてしまった操作ボタンへと手を滑すべらせた。

　クレーンアームを動かす為のボタンはシンプルに二つだけ。つまり、縦と横に一度ずつしか動かせない。達人ともなれば別だろうが、微び調ちよう整せいが殆ほとんど出来ないところがこのゲームの面おも白しろさであり難しいところだ。

　俺はまずクレーンアームを横方向へ、次の移動でターゲットを狙ねらえるラインまで、慎しん重ちように動かした。

　アームが止まると、一つ深呼吸をして、隣のボタンに手を乗せ、俺は二つ目にして最後のボタンを押した。

　人形だけでなく隣の袋ごと摑める位置──そこを狙うにはとにかくボタンから手を離すタイミングが重要になる。

　目はガラスケースの中に向けたまま、俺は息を詰つめてそのタイミングを測り──素す早ばやく手を離した。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、クレーンアームは動きを止め、そこからゆっくりと下へ降りていく。

　その動きはぎこちなく、緩かん慢まんで、俺は一瞬だけ視線を動かした。

　すると、いつの間にか隣で同じように息を詰めている鈴真の姿が目に入って、俺は再びクレーンアームの動きを追う。

　ようやく人形のある山まで降りたクレーンアームは、狙い通り、まず隣の袋の端はしに、続いて人形の着物の袖そでに金属の爪つめをかけると、そのまま上じよう昇しようを始める。

　いままではこの上昇の過程で、クレーンアームは握あく力りよくを無くしてしまったように人形から外れてしまったのだが、

「ちゃんと摑んでて！」

　鈴真の祈いのるような声せい援えんが届いたのか、今度はクレーンアームは袋も人形も途と中ちゆうで離さない。

　その後のマンホールのような開口部あなへの移動は、じれったいほどゆっくりだったが、俺と鈴真は息を詰め、その瞬間まで見守り続けた。

『やった！』

　そうして、外へと続く開口部に無事に人形と袋ふくろが落ちた時、俺と鈴真は声を揃そろえて快かい哉さいを叫さけんだのだった。

「鈴真、ありがとう！」

　俺は改めて鈴真に向き直ると、心の底から感謝を告げた。

　俺の言葉に鈴真はまた目を見開いて。

「……うん。オレの方こそ、話を聞いてくれてありがとう」

　それからやっぱり、くすぐったいような笑顔を浮うかべると、鈴真もまた俺に礼を言った。

「話ならいつでも聞いてやる」

　俺はその言葉の意味をきちんと理解して、そう言葉を返す。

「……それは、今みたいに、役に立つ話、だよね？」

「確かにお得な情報は大だい歓かん迎げいだけどな、そうじゃなくても、鈴真が話したいと思ったこと、訊ききたいと思うことは、何でも聞いてやる」

　けれど、鈴真は俺の言葉を少々穿うがって捉とらえていたから、俺はもう一度、しっかりと本意を告げた。

　さっきの驚おどろいた顔を見れば、周囲の人間がこれまで鈴真の話に真しん剣けんに耳を傾かたむけていなかったのは明らかだった。或あるいは聞いても猪丘のようにどこか軽かろんじる態度だったのだろう。

　でも、それでも鈴真は声を発し続けていた。

　それなら俺はちゃんと耳を傾けてやりたいと思ったし、鈴真にはそれが必要な気がしたから。

　その言葉に偽いつわりは無いと証明する為ためにも真まっ直すぐに見み据すえれば、鈴真は同じように見つめ返してきて。

　胸の綿毛はわずかに輝かがやきと大きさを増していた。

　それが鈴真の心と呼応した変化ならば、もう次の言葉は確定したようなものだったけれど、俺は鈴真が口を開くのを黙だまって待つ。

「……だったら、多加良君が困って嫌いやだって言うまでは、話すよ」

　そうすれば、鈴真は口を開いて、ゆっくりと頷うなずいたのだった。

　鈴真の目にはまだ迷うような色があり、言葉もいまひとつ素直では無かったけれど、俺はいまはそれでいいと思う。

「んじゃ、次に行くか」

　だから俺は、ようやく出てきた人形とおまけのような巾きん着ちやく袋ぶくろを手に取ると、鈴真の背中を軽く押したのだった。

「金きん髪ぱつの人形と銀ぎん髪ぱつの人形ってどっちが高いんだろ？」

　鈴真は人形を見ると、首を傾かしげてさっそくそんな問いを向けてきた。

「多分銀……いや、俺は金髪も銀髪も価値は変わらないと思うぞ。ただ、俺がコインを４枚費ついやしたのに増えたのは１枚、か」

　あくまで人工的な感かん触しよくの人形の銀髪に触ふれながら俺は鈴真に答え、話の途中で出てきたコインの数を確かめるとため息を吐ついた。

「でも……その人形にはコイン４枚以上の価値がありそうだけど」

　だが鈴真は人形とコインを見比べると、そんな言葉を寄よ越こす。

　それは今までの鈴真の台詞せりふからすると少し意外なものだった。俺は鈴真は出てきたコインそのままの価値しか認めないと思っていたのだ。

「なぁ、鈴真。この人形にコイン４枚以上の価値があるなら、この王おう冠かんにはどのくらいの価値があると思う？」

　俺はふと興味を覚えて、思いついたまま、鈴真に問いかけてみる。

　俺が問うと、鈴真はネクタイについている王冠をじっと見て、それから考え込むように足あし下もとに視線を落とす。

　俺は鈴真が口を開くのを再び静かに待った。

「……わからないよ」

「じゃあ……どうしてわからないんだ？」

　やがて、鈴真が発したのは、答えとは言えないものだったが、でも俺は、沈ちん黙もくの間に鈴真が考えていたことを知りたくて、更さらに問いを重ねた。

「だって、その王冠を手に入れる為に多加良君はたくさん動いたよね。それはコインに換かん算さんできないものなんだって。いまだってそれは同じで、多加良君の働いた価値はオレには……わからないんだ」

　すると今度は間を置かず、鈴真はそう答えた。

　その口調はさっきまでと変わらぬ物だったが、俺を見上げる目には真しん摯しな光が宿っていて。

　鈴真の口から思考の軌き跡せきを語って貰もらって、俺はようやく自分が誤解をしていたことに気付く。

　鈴真が最初に言った「金は物の価値をわかりやすくする」という言葉を額面通りにしか捉えていなかった俺は、鈴真は物の価値を金額で決めていると思っていたのだと。

　でも、そうでは無く、鈴真にとって金額はあくまで世間一いつ般ぱんの基準──鈴真とは違ちがう価値観の物差しだったのだ。

　鈴真はいま語ってくれたように、物の価値は人によって、或いはそれを得るための努力によって異なると考えているのだろう。

　けれど、多くの人は金額で物の価値を決めるから、また、それを理解することを求められるから鈴真はその基準を受け入れてきた。

　金額に引きつけて考えることは、つまり、他人の価値観を理解しよわかろうという、鈴真なりの努力だったのだ。

「わからない」というその一言を鈴真は躊躇ためらいがちに口にしたけれど、それが努力の後の言葉ならば、躊躇う必要も無いと思う。

　俺は、今も俺の言葉を不安げな顔をして待つ鈴真に、そんな顔をする必要のないことを伝えようと口を開いたのだが。

「鈴真……」

『シークレーットスッテージッ!!』

　シューティングゲームの方から響ひびいてきた大音量に俺の声はかき消されてしまう。

「ちっ、何事だ！」

「なーにー？」

　俺は思わず舌打ちを漏もらしたが、その後の声も鈴真には届かず、仕方なく口を閉じると俺はシューティングゲームの方へ目を向けた。

　しかし、ゲームを取り囲む人ひと垣がきはさっきよりも厚くなっていて、少し背せ伸のびをするくらいでは何も見えない。

「このゲーム、本当にシークレットステージなんてあったんだ！」

「なぁー、すげーよなぁー！　どこのプロだっつーんだよ」

　だが、興奮したギャラリーの声は俺の耳にも届いて、何の騒さわぎなのかはそれで理解できた。

「シークレットステージだって！」

　同じく会話を耳にした鈴真は、興奮した様子で身を乗り出したが、俺より背の低い鈴真に人垣の向こうが見えるはずもない。

「肩かた車ぐるまでもしてやろうか？」

「……い、いいよ。なんかそんなことされたらいろんな人から狙ねらわれそうなんだって！」

　俺は親切心で言ったのだが、それを聞いた途と端たん、鈴真は見ている方も目が回りそうな程強く首を振ふった。

　なんだろう、鈴真は俺がこの悪人顔故ゆえにスナイパーにでも狙われているとでも言うのだろうか。だから俺の肩かたの上に乗ったら自分も標的にされる、と？

　俺は一いつ瞬しゆんそんな被ひ害がい妄もう想そうに取り憑つかれたが、すぐに冷静に考え直して、思春期の恥はじらいと理解した。

「まあ、肩車される程、子どもじゃないか」

「……うん。もう、子どもじゃいられないんだって」

　俺の言葉にわずかに目め許もとを歪ゆがめて、寂さびしそうに鈴真が言うと、その胸では綿毛が小さく揺ゆれ、俺はその言葉の真意を見み極きわめようと目を凝こらしたのだが。

『シークレットステージによぉこそー！　あなたは26番目の挑ちよう戦せん者だよぉ！　頑がん張ばって、カピバラピンクのハートを打ち抜ぬいてねっ！』

　その高く甘ったるい、少々耳に痛い声が耳に届くと同時に俺の思考は停止し、鈴真の顔には困こん惑わくが浮うかんだ。

「……シークレットステージのキャラクターって、もっと怖こわい方がいいと思うんだけど」

　鈴真の言うことはもっともで、かく言う俺もドラゴンだとか魔ま王おうだとかスタンダードな強敵を想像していた。

　でも、ギャラリーのざわめきからしてそうでは無いのだろう。

「けど……この声で物もの凄すごいアンデッド系のラスボスも嫌いやだろう」

　俺は思わずそんなミスマッチを想像してしまい、気分が悪くなる。ああ、想像力がありすぎるのも考えものだ。

　そして、俺の台詞せりふを聞き咎とがめた鈴真もまた想像してしまったのか、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「それは……嫌だけど、見てみたい気もするような」

「あの人垣をかき分けて行く勇気があるなら止めないぞ」

「……遭そう難なんして迷めい惑わくかけそうだから、やめとく」

　鈴真の目には再び好こう奇き心しんが宿っていたが、迷子の比ひ喩ゆにしては大おお袈げ裟さなことを、でも真面目まじめな顔で言うと、見学は断念した。

「それよりさ、ハートを撃うち抜ぬけって、心臓かな、頭かな？　心ってどこにあるんだろ」

　代わりに鈴真は新たな疑問を声に乗せた。顔はゲームの方を向いていても、その目にはひたむきな、探求者のような光が宿っていた。

「それは、まだ誰だれも正解こたえを知らない問題だな」

　全身に信号を送っている器官である脳を心と仮定することは出来る。

　でも哲てつ学がく的命題として考えた時、答えはまだ証明されきっていない。ならばこれは、これからも考え続けられるべき問題だと思ったから、俺はそう言った。

「そうか……誰も知らないんだ。じゃあ、親には聞けないんだって」

　俺の答えに鈴真は一瞬頰ほおを緩ゆるめたが、すぐにその横顔には憂うれいの影かげが落ちた。

「どうして、親には聞けないんだ？」

　その理由を俺は率そつ直ちよくに尋たずねてみる。答えが無いのに変わりはないかもしれないが、不思議に思ったことは、まず身近な人間に尋ねるものではないかと思ったから。

「……オレの親は、こういうことを聞いたり、オレがわからないって言うと困った顔をするんだ。多分オレがわからない、って言い過ぎたからだけど」

　俺の問いに、鈴真は自じ嘲ちようの笑えみと共にそう言って、俺は鈴真が「わからない」という言葉を躊躇ためらうもう一つの理由を知った。

　鈴真は一番身近な人にその言葉を何度となく向けてきたのだ。でも、いつしか答えの代わりに、困惑を向けられるようになったのだろう。

　だから鈴真は「わからない」という言葉を躊躇うようになって──目にはあの寂しげな光を宿すようになったのだろう。

「ねえ、多加良君。大人になるっていうのは、道に迷わなくなったり、わからないって言わなくなることなのかな？」

　そして、鈴真は俺を見上げて問いかけてきたけれど、

「鈴真はそう思うのか？　……それでいいのか？」

　答えを探すように揺れている瞳ひとみに、俺は同じように問いを向けた。

　鈴真が本当にそれを訊ききたい相手は別にいるような気がしたから。それ以前に、この答えは鈴真が導き出さなければならないと思ったから。

「……まだ、わからないよ」

「なら、時間がかかってもいいから、自分で納なつ得とくするまで考えてみろ」

　鈴真からは予想通りの言葉が返ってきたが、俺はあえて突つき放すようにそう言った。

　鈴真の胸にある綿毛が、願いの植物はなだと確信出来ていたら、俺はなんとか鈴真の願いを叶かなえてやろうと思っただろう。

　でも、その胸にあるものの正体がはっきりとしない以上、俺にいま出来ることは鈴真が答えに辿たどり着くのを待つことだ。

　その気持ちを眼まな差ざしに込めて、じっと見つめれば、

「……多加良君は、考え続ければ、答えが出ると思う？」

　鈴真は今度はしっかりと俺の眼差しを受け止めて、尋ねてくる。

「答えがあれば、な。それが正しいとか間ま違ちがっているとかは関係ない」

「そうか……でも、わからないって言っても、答えてもらえないことの方が多いんだよ。だったら、わからないなんて言わない方がいいと思わない？」

「そうかもしれない。でも、鈴真はわからないことを考えて、それでも答えが出ない時に訊くんだろ。俺はそれがまず大切なことだと思う」

　自分に言い聞かせるように語る鈴真に、俺は静かに声を返した。

　鈴真がわからない問題ことをただ他人に委ゆだねているだけなら、問うことを躊躇わないはずだ。

　でも、鈴真はまず自分で考えて、その上で人に問うている。

　それはいまも同じで、鈴真が俺の言葉を考えているのはその真しん剣けんな面おも持もちを見ればわかった。

「……考えてみるって。答えが出せるかはわからないけど」

　沈ちん黙もくの後の言葉は、まだ答えにはなっていなかったけれど、鈴真の眼差しは再び前を向いていた。いまはそれで十分だ。

「で、本当にシューティングゲームは見なくていいんだな？」

　そうして、もう一度だけその点を確かく認にんすれば、それにも鈴真は頷うなずいて、俺達はクレーンゲームを後にしたのだった。

　鞄かばんの中にしっかりと戦利品を仕し舞まい込んで。
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「何が起こったのか……よくわからないんだけど」

「まあ、基本的には確率の問題だろうが……簡単に言うと、大当たりだ」

　クレーンゲームを後にしてすぐ、鈴真はスロットマシーンに興味を覚え、手を出し、そして今、大当たりを出していた。

　いきなりの幸運を前にしても、鈴真の声も表情も落ち着いていたが、どうやらそれは状じよう況きようを受け止めきれなかったかららしい。

「ああ、大当たりなんだ。でも、あとどのくらいコインが出てくるんだと思う？」

「このまま、バケツ一いつ杯ぱい分で止まるといいな」

　かく言う俺も、鈴真に冷静な声を返しながらも、スロットマシーンからざらざらとバケツに落ちていくコインがだんだんと泡あわのように見えてきていた。

「そうか、だから泡あぶく銭ぜにって言うんだな」

「うん、きっとそうだって」

　俺と鈴真はそこで意見の一いつ致ちを見た。

　ついでに俺は、これがもし現金ならすぐに使わず貯金をするか、それともこれを元手に投資をするか真剣に考えたが、こちらは口には出さないでおく。

　そもそもこのコインは鈴真の物だし。

「でも、いま、バケツの中にあるのは泡じゃなくて……１００枚以上のコインだけど」

　俺が少々妄もう想そうしている間に、コインの流れはようやく止まって、鈴真は明らかにほっとした顔を浮うかべながらそう言った。

「だな。これだけあれば、間違いなくクイーンに挑ちよう戦せんできる」

「これだけあったら多加良君も一いつ緒しよに挑戦できるけど、そうする？」

　言いながら俺がクイーンの姿を探すように周囲を見回せば、鈴真はバケツの中のコインを手で一ひと掬すくいしながら首を傾かしげた。金色の輝かがやきもバケツ一杯に入っているとあまりありがたみを感じないから不思議だ。

　そして俺は首を振ふって、鈴真の申し出を辞退する。

　このコインはあくまで鈴真が得たものだし、俺は泡銭にはなるべく手を出さないことにしているのだ。

　俺の明確な意思表示に、鈴真は残念そうに肩かたを落としたが、ふいに顔を横に向けると、

「じゃあクイーンの居場所は……あの人に訊きいてみる？」

　その人物を指で示しながらそう言ったのだった。

　反射的に鈴真の指先を追って、俺はそこに見覚えのある顔を見つけ、途と端たん、俺の眉み間けんには力が入った。

「……鈴真はあの人が質問に答えてくれると思うのか？」

「え、だって、あの人は和家のメイド隊長だよ」

　俺は遠回しに嫌いやだと告げたのだが、それは基本的に素す直なおな鈴真には伝わらず。

「それにこのコイン、必要ない分は預かって貰もらいたいし」

「いや、鈴真、ちょっと待っ……」

「笹ささ世よさん！　こんにちは」

　俺の制止の声も間に合わず、両手にバケツを抱かかえた鈴真が歩み寄りながら声をかけると、呼ばれた女性──和家メイド隊竹隊隊長・笹世はまったく迷わず、俺達の方を振り向いた。

　笹世はいつも通り細かくウエーブのかかった赤毛を大きなリボンで束ねていたが、今日は頭部にうさぎの耳のカチューシャも付けていた。着ているのはやはりメイド服ではなく、他ほかのカジノの従業員と同じ黒のベストとタイトスカートだったが、美少女然とした笹世の顔にはいまひとつそぐわない。

「ああ、こんにちは。鈴真様、秋庭様、こんなところでワタシに何の用ですかねぇ」

　ただし、実じつ年ねん齢れいとその少々粘ねん着ちやく質しつな口調には合っているようだが。

　挨あい拶さつの言葉と共に、何となくじっとりとした視線を向けられて、俺は早くもこの場から立ち去りたい衝しよう動どうに駆かられる。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます、笹世さん」

「お久しぶりです、笹世さん」

　しかし、年下の鈴真が礼れい儀ぎ正しく応対しているのを見ればそうもいかず、俺もぎこちなく挨拶をした。

「はい、どうも。鈴真様はまた髪かみ型がたを変えたんですねぇ。まあ、モヒカンよりはいいですねぇ。秋庭様も何も変わらないようで……よかったですねぇ」

　そうすれば、笹世は鈴真のドレッドヘアをじっくりと眺ながめ、俺には一いち瞥べつをくれただけで視線を鈴真に戻もどした。

　興味など持たれても迷めい惑わくだが、明らかにぞんざいに扱あつかわれて、俺は不ふ愉ゆ快かいを覚える。

　だが、ここで下手に口答えをするとねちねちと反はん撃げきされそう──これが俺が笹世を苦手に思う最大の理由だ──なので、拳こぶしを握にぎりしめ、ぐっと堪こらえる。

　でも、眉間にはまた力が籠こもってしまったようで、さすがに鈴真も不ふ穏おんな空気を感じたのか、バケツを足あし下もとに置くと早々に話を切り出す。

「あの、もしこのゾーンのクイーンの居場所とか知ってたら、教えてほしいん……ですけど」

「クイーンの居場所ねぇ……ということは挑戦する準備は出来ているんですよねぇ？」

「コインはこの通りだ」

　コインの入ったバケツは視界に入っているのに、わざわざ持って回ったことを言う笹世に、俺はバケツを上に持ち上げて見せた。

「まぁ、確かにワタシはこのカジノゾーンの支配人ですから、当然女王の居場所も把は握あくしてますけどねぇ」

　案の定、笹世は驚おどろきはしなかったが、もったいぶった口調でそう言うと、鈴真と俺の眼前に、おもむろに手を差し出し、無言で見つめてきた。

「……何が欲しいんだ？」

　大人の癖くせに子どものように小さなその手をはたき返してやりたい衝動に駆られたが、俺は何とかそれを抑おさえて、低く問う。

「チップが必要なのか？」

「まぁ、そんなところですねぇ。だって、特別な情報ですからねぇ。タダと言うわけにはちょっとねぇ」

　重ねて問えば、笹世はさも当然という口振りで応じ、にやりと笑う。その間も手は前へ差し出されたままで、俺は笹世との遣やり取りに早くもうんざりとしてくる。

　お世辞にも性質たちがいいとは言えないその笑え顔がおを前に、さすがに鈴真も笹世が裏のある人間だと気付いただろう。

　そう思い、俺は鈴真に目を向けたのだが、

「具体的にはいくら必要なのかな？」

　鈴真は笹世の要求に素直に応じるつもりなのか、ポケットの中に手を入れながら首を傾かしげていた。

「ああ、現金はいらないんですねぇ。それだと職務規程に触ふれますからねぇ」

　笹世は鈴真の言葉に首を振ったが、次の瞬しゆん間かん、その目は獲え物ものを狙ねらう鷹たかのごとく鋭するどさを増し、

「このバケツの中のコインを……七割頂きましょうかねぇ」

　口調だけはゆったりと、その指先でコインの山を指し示したのだった。

「それは取りすぎだっ！」

「うん、それでいいって」

　あまりのぼったくり請せい求きゆうに俺は声を荒あららげ、拳を振ふり上げたが、その隣となりで鈴真があっさりと承しよう諾だくすれば、俺の拳は行き場を無くす。

「鈴真、本当にいいのか？　七割だぞ？」

「うん。だってクイーンに挑ちよう戦せんするには三割あれば足りるはずだし、残りはあっても荷物になるだけだよ。あ、でもコインを数えるのは笹世さんにお願いしたいんだけど」

　俺は鈴真に諭さとすつもりでそう言ったのだが、鈴真の顔には何の迷いも後こう悔かいも浮うかんでおらず、逆に俺の方が諭されてしまう。

　泡銭の使い方としては正しい気がするが、あまりにもあっさり且かつ豪ごう快かいな使い方に、やはり鈴真の中に流れているのは金持ちの血なのだと妙みように実感し、少しだけ虚むなしくなった。

「お金……ではなくコインを数えるのは好きですから、その位はお安い御ご用ようですねぇ」

　一方、見事交こう渉しようが成立した笹世はにたりと満足げな笑みを浮かべて、

「では鈴真様、こちらへいらしてくださいねぇ」

　カジノゾーンの片かた隅すみへ鈴真を手招きで誘さそった。

「うん、わかった」

　一つ頷うなずくとバケツを抱かかえ、素直に従って行こうとする鈴真を見て、俺は慌あわてて後を追う。

　俺には鈴真が笹世の用意した罠わなに、自ら飛び込もうとしているようにしか見えなかったから。

「秋庭様はだめですねぇ」

　が、笹世は両手を前に突つき出すと、意地の悪い笑みを浮かべ、俺だけその場に押し留とどめようとする。

「ああ？　どうしてだ？」

　当然、俺は声を尖とがらせ、笹世を睨にらみつけた。

「だって、ワタシにコインを支し払はらってくださるのは鈴真様ですからねぇ。何もくださらない秋庭様に情報を差し上げるわけにはいきませんよねぇ」

　しかし、笹世は俺の視線など意に介かいせず、再び俺に掌てのひらを差し出してくる。

　その態度に俺は今度こそ笹世の手をはたき返してやろうと身構えたのだが、

「ええと……だったら、オレが多加良君にも教えて欲しいって言うならどうかな？」

　そこで鈴真が割って入り、ぎりぎり俺は踏ふみ止とどまる。あくまで、鈴真に免めんじて、だ。

「それもだめですわねぇ。二人で一人という話なら、お二人がクイーンとジャックのトランプを揃そろってお持ちで無い限りねぇ」

　笹世はその申し出にも首を振ると、さも残念そうな顔を作って見せたのだが。

『持っているけど』

　俺と鈴真が声を揃えて、その眼前に印いん籠ろうのようにトランプを突き出せば、その顔のまま笹世は動きを止めた。

　俺は鈴真と顔を見合わせると、偶ぐう然ぜんとはいえ、今日初めて笹世の裏をかいてやれた事実に笑みを交かわした。

「……まぁ、こんなこともあるのですねぇ。ああ、これは面おも白しろいことになるかもねぇ」

　だが、笹世は顔からすぐに驚きを消し去ると、ゆっくりと片頰ほおだけを持ち上げてにたりと笑って。

　俺はその笑いに不気味なものを覚え、鈴真は小さく身を震ふるわせたが、踏み出した一歩を今いま更さら元に戻もどすことは出来なかった。

「では、特別にお二人に、もう一人のクイーンの場所をお教えしましょうかねぇ」

　そして笹世は動どう揺ようする俺達とは対照的に、どこか嬉うれしそうに、胸ポケットから紙を取り出すと、その場で広げた。

「カジノゾーンの見取り図か」

「まあ、それは見ればわかりますよねぇ」

　俺が呟つぶやくと、笹世は気に障さわる相づちを打って寄よ越こしたが、俺はそれを軽く聞き流す。

「でも……もっとゲームはあるはずだけど」

　俺と笹世の間から見取り図を覗のぞき込んだ鈴真はそう言うとカジノ内に視線を向けて、首を傾かしげた。

「鈴真様の言う通りですねぇ。ここには……メインのゲームしか描かいてありませんねぇ」

　鈴真の疑問に笹世はそんな風に答えたが、一瞬の間が気になって、俺は改めて見取り図に目を凝こらした。

　笹世が言った通り、案内図の上にはトイレや非常口の他ほかには十個程度しかゲームの位置は記されていない。

　その十個程度のゲームも四角形の中にクレーンゲームやシューティングゲームというように、ゲーム機の名前が書き込んであるだけで、案内図としてはかなり不親切な出来だ。

　けれど笹世はなんら気にしておらず──おそらく従業員用のメモのような物なのだろう──円を描くように配置されたゲームを指先でなぞっていくと、やがてその指を止めた。

　でも、笹世が指を止めた四角の中には何の文字も書かれておらず、代わりに何か記号のようなものが一つ記してあるだけ。

「フィッシングゲームの隣となり、ここにクイーンはいるはずですねぇ」

「何も描いていないが、やっぱりゲームは到とう着ちやくするまでわからないのか？」

「それはその方が面白いですからねぇ」

「この印は何なんだって？」

「さぁ、何でしょうねぇ」

　俺の問いにも鈴真の問いにも、どこかふざけた調子で言葉を返すと、笹世は案内図をさっさとまた俺達の手が出せない場所へ仕し舞まってしまったのだった。

　俺の疑問はともかく、鈴真のそれに対する答えをはぐらかしたこと、心なしか性急に案内図を片付けたことに俺はひっかかりを覚える。

　そこに隠かくしておきたい情報が記されているように。

　だが、笹世が不ふ審しんなのは今に始まったことではない。注意は怠おこたらないが、何か問題が起こった時点で対処すればいいだろう。

「ええと、それでどっちの方に進めばいいんだろ？」

「もうコイン10枚でゲームのところまで案内してもいいですけどねぇ」

　そして、鈴真と笹世は早くも次の行動に移ろうとしたが、

「その前に、訊ききたいことがある」

　俺はもう一つ、別件で尋たずねておきたいことがあった。

　俺が問いを向けたのはやはり笹世で、今度ははぐらかされないようにしっかりとその顔を見み据すえる。

「もう、コインの分の情報はお伝えしましたからねぇ。ここから先は別料金が発生するんですけどねぇ」

　そうすれば、笹世は目を細め、やや剣けん吞のんな眼まな差ざしで見つめ返してきたけれど。

「別料金、か。なあ……ここはカジノだ。コイントスで決めるのはどうだ？　俺が勝ったら情報を貰もらう、笹世が勝ったら……何でも一つ言うことを聞く」

　俺は怯ひるまず、勝負を持ちかけた。

「コイントスねぇ。ワタシも賭かけ事は嫌きらいじゃないですからいいんですけれどねぇ……たとえば、このうさぎの耳を一週間着け続ける、とかいう要求をしても、逃にげませんかねぇ？」

「うさぎの耳……一週間は多加良君でもキツイって」

　ねっとりとした口調で笹世が口にした仮定の話に、俺より先に鈴真が青ざめる。

　俺が負けた場合、恐おそらく、笹世はその例え以上にとんでもない要求をしてくるだろう。

　でも、それでも負けた時のリスクを受け入れなければ、勝ちはない。

「もちろん、俺が負けたら逃げずに要求を受け入れる」

　俺が覚かく悟ごはあると告げれば、鈴真は目を見開き、そして笹世はニコリと──確かにニコリと微笑ほほえんだのだった。

　その一いつ瞬しゆんだけ、笹世は本当に少女のように見えたのだが、

「ふふ、ワタシはねぇ、伸のるか反るかっていう賭けが大好きなんですよねぇ。ああー、梅うめ香かのコレクションの中に象の耳はありましたかねぇ」

　次いで、焦しよう点てんの合っていない目でねっとりと呟くのを見れば、一瞬にしてその幻まぼろしは消え去った。

「……た、多加良君。オレ、多加良君が勝つように物もの凄すごい祈いのるって」

「ああ……しっかり頼たのむ」

　俺は、がたがたと震ふるえながらも鈴真が言ってくれた台詞せりふに、本気で頷うなずいたのだった。







　翼つばさを広げた鳥と、翼を納めた鳥──前者がコインの表で後者が裏。

　カジノ用のコインは上に投げるとまるで羽ばたくように落ちてきて、鈴真は多少もたつきながらもそれを手の甲こうに捕とらえた。

「表」

「ワタシは裏ですねぇ」

　俺は表を、笹世は裏を選ぶと、鈴真はゆっくりと重ねた手を退どけて。

「……表、だ」

　やがて現れた翼を広げた鳥の姿に、俺と鈴真は心底安あん堵どし、笹世は小さく鼻を鳴らした。

「俺の勝ちだな」

「そうですねぇ。今日はどうやら、女め神がみは秋庭様に微笑んだみたいですねぇ。まあ、気まぐれな方ですからねぇ」

　ようやく余よ裕ゆうを取り戻もどして話しかければ、笹世はあっさりと俺の勝ちを認めたが、その口から「女神」という単語が出た瞬間、脳裏を銀ぎん髪ぱつ金瞳の姿がよぎり、俺は思わず身構えてしまう。

　笹世はそんな俺の姿にどこかおもしろがっているような目を向けてきたが、その理由を問うことはせず、

「それで、秋庭様はワタシに何をお尋ねになりたいんですかねぇ？」

　当初の約束通りの問いを向けてきた。

「オレもちょっと気になるんだけど」

　鈴真も笹世に便乗するように、好こう奇き心しんに輝かがやいた瞳を向けてきて、俺はその肩かたに手を乗せながらゆっくりと口を開いた。

「和邸ていに、和家の家か紋もんが刻んである場所は……敷しき地ち内も含ふくめて何カ所くらいある？」

「家紋？　妙みようなことを知りたいんですねぇ」

　俺の問いに、笹世は少しだけ虚きよを衝つかれたような顔をして首を傾かしげた。

「うん。オレだってそんなこと知りたいと思ったことないよ」

　鈴真もそう言うと、訝いぶかしげな眼差しを向けてきたが、理由までは尋ねてこないので、とりあえず俺は黙だまって笹世の答えを待つ。

　笹世がその答えを知らないとは考えていなかった。

　なぜなら、笹世はメイド隊の隊長。警備上、和家のすべてを把は握あくしているはずだから。

「まぁ、家紋の数なら教えても警備上の問題はありませんからねぇ。１０８個ですねぇ」

　結果として、俺の期待は裏切られることなく、記き憶おくを探さぐるように視線を左右に何往復かさせた後、笹世は答えをくれたのだった。

「１０８個！　たくさんあるんだ」

　その数に鈴真も俺も目を瞠みはったが、俺の驚おどろきは鈴真とは少し異なる。

　俺が驚いたのは偶ぐう然ぜんなのか意図したものなのかわからないが、その数が叶野学園に刻まれているエンブレムの数と同じであることにだった。

　和邸の広さが叶野学園を上回ることを考えれば妥だ当とうとも思えるが、探すことを考えたら目め眩まいのする数だ。

「……これは、違ちがうか、な」

「何がですかねぇ？」

　知らず漏もらした呟つぶやきを、笹世に聞き咎とがめられて、俺は少し焦あせったものの、それを面おもてに出しはしない。

　和家のメイドはもれなく理事長と繫つながっている。質問はともかく、その意図を向こうに悟さとられるのは避さけたかった。

「意識したのは煩ぼん悩のうの数とは違うんだろう、と言っただけだ」

　だから俺はポーカーフェイスで堂々と噓うそを吐ついた。

「そうは聞こえなかったんですけどねぇ……まあ、いいでしょう。楽しみはこの後にもありますからねぇ。……では、ご案内しましょうかねぇ」

　それに騙だまされたとは思えなかったが、笹世はにやにやと笑いながら一つ頷くと、そう言ってさっさと歩き出す。

　その「楽しみ」という台詞に、背筋が寒くなったのは事実だが、ここは心の安定の為ために聞き流し、俺は鈴真と共に笹世の後に続いて歩き出したのだった。







　じゃらじゃらとコインの音をさせながら歩く笹世──なぜなら、笹世は鈴真からせしめたコインを服のポケットに入るだけ詰つめ込んだからだ──の案内の下もと、辿たどり着いた場所は、カジノゾーンの中でも異い彩さいを放っていた。

　連れて来られたその一画は四方を赤と黒の市いち松まつ模様の板で囲まれていて、入口の扉とびらだけが金色という外装。

　板の模様にひっかけてか、扉には市松人形の絵が描えがかれていて、それがまた洋風のカジノゾーンでは浮うく結果となっている。

　板で仕切られたスペースは結構広そうだが、外から中の様子は一いつ切さい窺うかがえないし、予測も付かない。

「オレ、トイレかと思ってたんだけど」

「……もしそうなら俺は入るのを躊躇ためらう」

　鈴真の予想は外れていたわけだが、俺は大きく首を振ふった。世の中には水族館のようなトイレもあるらしいが、そんな落ち着かない場所は嫌いやだ。

「トイレではありませんねぇ。入ればわかりますから説明はしませんけどねぇ」

　笹世もまたわずかに眉まゆをひそめてそう言うと、次の瞬間、その細腕から出たとは思えない力で、俺と鈴真の背中を押してくれた。

　この遊園地は背中をどつかれなければ遊べないのか──そんな文句が喉のどまで出かかったものの、俺は押されるままに囲いの中に足を踏ふみ入れていた。

「やっぱりトイレじゃないんだ」

　それはとっくに可能性の中から削さく除じよされていたが、扉をくぐった鈴真の第一声はそれ。

　でも、鈴真がその内観に呆あつ気けにとられて、思わずそんな台詞せりふを口にしてしまったのはわかったから、俺は咎めない。

　そう、囲いの中は外とは違う意味で、啞あ然ぜんとさせられる空間だったのだ。

　俺は外側と同じように、内側も派手な装そう飾しよくを想像していたのだが、そうではない。

　床ゆかには玉たま砂利じやりと白い砂が敷しかれ、それと調和を成すようにいくつか庭石が配されていた。

　また、中央には朱しゆ色いろの小さな橋が架かけられ、水の気配が全くなくとも、その下に水の流れを感じる風景──つまり、中に広がっていたのは、

「……石せき庭ていみたいなんだって」

　鈴真が呟いた通り、水のない日本庭園だった。

　呆ぼう然ぜんとしながらも、一通り囲いの中を見み渡わたして、俺は赤い橋のたもとにいる、二つの影かげにようやく気付いた。

　二人が身につけているのは、淡あわいブルーのワンピースにセーラー服の襟えりとリボンを足したような服──叶野学園高校の夏服で、そこに制服姿の叶野学園生がいることに、俺は少々驚いたが、

「どっちかがクイーンなんだろうが……えっ、桑くわ田た！　灰はい谷たに!?」

　それが見知った顔と気付くと、更さらなる驚きに見み舞まわれて、思わずその名を叫さけぶ。

　俺が声を上げれば、赤い毛もう氈せんの敷かれた箱のような椅い子すに腰こしを下ろしていた二人もまたこちらに気付いて、ほぼ同時に俺の方を見た。

　一人はボブカットにくっきりとした二ふた重えの瞳ひとみを持ち、凜りんとした佇たたずまいに爽さわやかな色の夏服がよく似合う少女──叶野学園高校生徒会書記、桑田美み名な人と。

　もう一人は、前まえ髪がみもサイドヘアも真まっ直すぐに揃そろえた──いわゆるおかっぱ頭。けれど、それが都会的に見える端たん整せいな顔立ちをした、スレンダーな少女の名は灰谷かさね。ハイソックスを穿はいている桑田とは異なり、素す足あしで夏服を着ていたが、桑田とはまた違った趣おもむきで制服が似合っていた。

　それは間違いなく見知った二人だったが、しかし、いくら二人を見つめても、俺は二人がここにいる意味を理解できない──否いな、理解したくなかった。

「多加良君の知ってる人達なんだ。じゃあ、どっちがクイーン？　……左側の、二重の人、かな？」

　だが、鈴真がその問いを口にすれば、俺も現実を認めざるを得なくなる。

　俺は八つ当たりとわかっていたが、鈴真を軽く睨にらんで、その頰ほおがわずかに赤いことに気付いた。灰谷の方ではなく、桑田の方を指さしたことから推察するに、鈴真は桑田の美び貌ぼうに心奪うばわれたらしい。

　いつも一いつ緒しよにいるせいで、その美貌を見慣れてしまった俺は、鈴真の初うい々ういしい様子に、それを再認かく識にんする。

「わー、本当に秋庭くんだ！　こんなところで会うなんて奇き遇ぐうだよね。っていうか、桑田さん、フォーチュンクッキーが当てにならなくてよかったね」

　灰谷は手に持っていたティーカップを置き、椅子から立ち上がると、俺達に手を振って寄よ越こした。

　では、桑田はどうかと視線を動かせば、珍めずらしくその口くち許もとに微笑みを浮かべている。

　ただし、その目は灰谷に向けられていて、

「灰谷さん、余計なことは言わないで」

　そう言いながら、桑田が体から立ち上らせたのは冷気だった。俺には何が失言だったのかわからなかったが、灰谷はその氷の微笑ほほえみに体を震ふるわせながら、何度も頷うなずき、事なきを得る。

「笑っても美人なんだけど」

　そんな中、鈴真だけは桑田の発する冷気に気付いておらず、俺は鈴真はある意味大物だと認識した。

「ええと、桑田、灰谷、おはよう」

　鈴真はとりあえず放っておくことにして、俺は二人が──というか主に桑田が──驚おどろきから醒さめたと見て取って、まずは正しく挨あい拶さつから始める。

「あ……秋庭君、おはよう」

「改めて、おはよーございます」

　すると二人も礼れい儀ぎ正しく挨拶を返してくれたが、やはり桑田の表情はまだ戸と惑まどいが勝まさっていた。

　しかし、お互たがいどこから話したものかと迷っていると、

「この三人は同じ学校だから……鈴真様から自己紹しよう介かいですねぇ」

　突とつ然ぜん笹世が割り込んできて、まずは鈴真を促うながした。

「あ、そういえばみんな叶野学園の制服だ。どうして休みの日に制服着てるのかはわから……じゃなくって、ええと、オレは鳴門鈴真です」

「はじめまして。桑田美名人です。今日、制服を着ているのはこの後、学校に行くからよ」

「あたしは灰谷かさねです。あたしもこの後学校に行かなきゃならないので制服です。でも、桑田さんとは違ちがう用事だけど」

　笹世の言葉に従った結果、確かに三人の自己紹介はスムーズに終わった。

　だが、桑田と灰谷の口からは、クイーンもジャックも、それにゲームという単語も出てこない。

　もしや、説明はそこから始めなければならないのかと、目で問えば、笹世はゆっくりと首を横に振ふり、

「鈴真様、秋庭様。こちらにいらっしゃる灰谷様がクイーン、桑田様がジャックですねぇ。そして、灰谷様、桑田様。こちらにいらっしゃる鈴真様がクイーン、秋庭様がジャックですからねぇ」

　なぜか声を一段高くして、俺達四人にそれぞれ振られた役割トランプの紹介をしてくれたのだった。

　それを聞いた瞬しゆん間かん、凪ないだ湖のように静かだった桑田の面にさざ波が立つ。

「秋庭君がジャック？」

「桑田がジャック……か」

　小さく首を傾かしげる桑田に頷き返すと同時に、俺は胸ポケットからトランプを取り出して見せた。

　そうすれば、桑田も同じようにトランプを取り出して、微かすかに目許を歪ゆがめた。

　つまり、俺達と同じように、入口でトランプを引いた結果、灰谷と桑田もそれぞれクイーンとジャックに決まったということなのだろう。
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「えーと……確か勝負をするのはクイーン同士で、ジャックの役目はクイーンを守ることだから、結局チーム戦なんだよね。あれっ、それじゃあ、秋庭くんと桑田さんがバトルする可能性もあるのかな？　だとしたら、やっぱり桑田さん、くじ運っていうか恋愛ラブ運が無い……なーんて、冗じよう談だんっ！　っていうか何でもありません！」

　そんな桑田の隣となりで、灰谷が思考をすべて声に出してくれたおかげで、このゲームの基本的な部分は双そう方ほう了りよう解かい済ずみであること、加えて桑田と俺がぶつかる可能性があるとわかって、俺はため息を吐ついた。

「ああぁ、いい殺気ですねぇ。でも桑田様、その殺気を向ける相手はくれぐれも間違えないでくださいねぇ……ということで、ゲームを始めましょうかねぇ」

　そして、笹世はにんまりと笑みを浮うかべると、そう言って、橋の方を指さした。

「わわわ、なんか出てきたよ！」

　真っ先に橋の方へ視線を向けた灰谷がそこで驚きの声を上げれば、俺も慌あわてて橋の方へ目を向けた。

　すると、確かに、橋の中央部では変化が起きていて、何やら丸い、円柱状の物がそこに出現しつつあった。

「あれ、何なんだろう？」

　心持ち声を弾はずませた鈴真に聞かれたが、現段階では俺も答えられない。

　やがてそれは一メートル程の高さまでせり出したところで静止した。

　全ぜん貌ぼうを現したところで、その黒い円柱の正体はわからず、俺達は依い然ぜん困こん惑わくしたままだった。

「灰谷様、橋の上に行ってくださいねぇ」

　けれど、笹世だけはすべてを承知しているからか、落ち着いた様子で次の指示を灰谷に送る。

　当然、灰谷は戸惑いを浮かべたが、

「〝萬まん葉ようカフェ〟の年間パスポートの為ために、頑がん張ばります」

　自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやくと、唇くちびるを嚙かみしめて橋へと足を向けた。

『萬葉カフェ？』

　俺と鈴真は、そもそもその単語がわからず首を傾かしげてしまう。

「最近、駅前に出来た全国チェーンのカフェだよ。メニューは全品おいしいんだけど、高校生にはちょっと高いんだよね。だから年間割引パスポートには価値があるんだけど」

　俺達の疑問に、橋の方へと向かいつつ、灰谷は親切に答えてくれた。

「ああ、署名運動の結果、出店されたっていうアレか」

　その説明を聞いて、ようやく俺も思い至り、新聞記事と一いつ緒しよに思い出す。

　和風スイーツが売りのそのカフェは、日本を舞ぶ台たいとしたハリウッド映画で一いち躍やく有名になったのだが、なぜかＮ県には中々出店されなかった。それに業ごうを煮にやした──自じ称しよう・オシャレと流行に敏びん感かんな──人々が出店を希望する署名を集めた結果、めでたく出店されたのだという、その記事を。

「そうそれ。ちなみに叶野学園生憧あこがれのデートスポットです」

「オレはやっぱり知らなかったよ。でも、じゃあ、灰谷さんはオレ達に勝ったらその年間パスが貰もらえるっていう条件で、ゲームをするってこと？」

「うん、そうです。でもって〝萬葉カフェ〟を知らない鈴真くんにもう一つ教えてあげるね。〝萬葉カフェ〟には一席だけカップルシートっていうのがあってね、それに座ったカップルは将来結けつ婚こんするんだって！　ね、桑田さん！」

　鈴真の問いに灰谷は大きく頷うなずき、報ほう酬しゆう目当てにクイーンの役目を引き受けたことをあっさりと認めた。

　確かに、そうでもなければ、こんな得体が知れない上に、面めん倒どうくさそうなゲームに参加しないだろう。

　そして、いま、灰谷が桑田に同意を求めた、ということは、だ。

「……桑田も灰谷と同じ理由、か？」

「……〝萬葉カフェ〟の季節のデザートはとってもおいしいって、聞いて。いまは初夏のスペシャル和風クレープなんですって。その、カップルシートは関係ない、わ」

　俺が問い質ただすと、バツが悪いのか珍めずらしく俺から目を逸そらし、桑田もまた報酬が目当てであることを認めたのだった。

「それで、秋庭君達はどうして？」

　そのまま桑田はこちらの事情を尋たずねてきたが、その口調からすると、俺達の方も自分と同じ様な状じよう況きようと考えているようだ。

「……色々な事情に巻き込まれてな。まあ、主犯は……かのうだ」

「そう……やっぱり問題はフォおーチュみンクくッキーじよりかのう様なのね」

　諸事が絡からまり合っているため、細かい説明は避さけたが、俺がその名前を出せば、やはり桑田は拳こぶしを握にぎりしめ、瞳ひとみには冷たい怒いかりの火が灯ともる。

　常つね日ひ頃ごろ、俺と一緒にあいつの持ち込む厄やつ介かい事に振ふり回されている桑田が、休日のひとときにまであいつの魔ま手しゆが伸のびていたと知って、憤いきどおらない筈はずがない。

　次いで桑田は視線を周囲に走らせたが、目当ての姿は見つからず、ため息と共に怒りを吐き出した。

　桑田が探したのは当然、かのうの姿だろうが、人が用のある時に限ってあいつは姿を現さないのだ。恐おそらく今日は身の危険を感じたからだが、かのうが気まぐれでマイペースであることに変わりはない。

「桑田、俺も同じ気持ちだ。でも、ここはひとまず堪こらえておいてくれ」

　桑田の気持ちは本当によくわかったが、鞄かばんをしっかりと抱かかえ直しつつ、俺は静かに声をかけた。

　桑田は俺の言葉にちゃんと耳を傾かたむけてくれ、武道で鍛きたえた精神力で怒りを抑おさえ込むと、ゆっくりと拳を解いた。

「そういうことなら、私は秋庭君達に……」

　更さらに桑田は小さな微笑ほほえみを見せながら、俺達に協力を申し出てくれ、

「あ、これルーレットなんだ！」

　ようとしたのだが、言い終える前に、灰谷の声に遮さえぎられてしまった。

　反射的に声のした方を見ると、灰谷はいつの間にか橋の上に辿たどり着き、円柱を上から覗のぞき込んでいた。

「ルーレットって、ぐるぐる回るやつだよね」

「そう、そのルーレットだよ」

　灰谷と円柱の間で視線を動かしながら、鈴真が身を乗り出し声を上げれば、灰谷は橋の上で何度も首を振って、それに応こたえる。

「このルーレットをこれから灰谷様に回していただきますねぇ。そうすれば、ボールが入った場所でみなさんが対戦するゲームが決まりますからねぇ」

「わぁっ！　足音もなく近付いてくるなんて、笹世さんは忍にん者じやですか？」

　いつの間にか隣となりに立っていた笹世に、灰谷は驚おどろいて体を仰のけ反らせた。驚くのは無理もないが、その質問だけはどうかと思う。

「いいえ、ワタシは超ちよう優ゆう秀しゆうなメイドですねぇ」

　しかし、笹世は至って普ふ通つうの調子でそう言うと、灰谷の手に白いボールを握らせた。

「場所は和風でも、演出はあくまでカジノってことか」

「そうみたいね」

　笹世の自己認にん識しきが正しいかどうかは別として、橋の上に出現したルーレットの意味を俺はそう判断し、桑田の同意を得る。

「とにかく、あたしがこのルーレットを回せばいいんだよね？」

「その通りですねぇ」

「うん、わかったよ！　それじゃあ、ルーレットスタート!!」

　そして、笹世が頷くと、灰谷は突とつ如じよ張り切り出し、半はん袖そでを更にまくり上げ、渾こん身しんの力を込めて回転盤ばんを回したのだった。

　それから同じように力一いつ杯ぱい白いボールを中に放り込む。

　赤ルージユと黒ノワールを背景に１から36までの数字がランダムに配された回転盤は俺達の位置からは見えない。でも、コロコロとボールの転がる音が聞こえ始めれば、それが回転する様子は自然とイメージ出来た。

　灰谷が余りにも勢いよく回したため、回転数は中々落ちず、固かた唾ずを吞のんで見守る時間は予想以上に長かった。

　だが、やがてボールが転がる音は聞こえなくなり、回転盤が回る音も遅おそくなっていき、

「あ、ボールが見えてきた」

　灰谷が再び白いボールの姿を捉とらえられるようになると、それから三十秒もかからずに回転盤は停止して。

「赤のポケット」

「21ですねぇ」

　まず灰谷がボールが落ちたポケットの色を、次いで笹世が数字を読み上げた。

　それに伴ともない、俺達三人は灰谷から笹世に視線をスライドさせ、灰谷の眼まな差ざしも笹世に向いたところで、笹世はにたりと笑い、自分の耳許でぱちんと指を鳴らした。

　かと思うと、まるで手品のように笹世の手には21という数字が書かれたカプセルが出現していた。

「うわっ、笹世さんはやっぱり忍者!?」

「もしそうなら、忍しのびの里がどこにあるのか教えて欲しいんだけど！」

　それを見て灰谷はまたも仰け反り、灰谷の台詞せりふを受けて、鈴真はそんなことを言い出す。

　しかし、直前の笹世の含ふくみのある笑え顔がおがまだ目に焼き付いている俺と桑田には、灰谷達のような暢のん気きな反応は出来なかった。

「なんだか、嫌いやな予感がするんだけど……」

「ああ、俺もだ」

　言いながら俺達は、笹世が取り出したカプセルを開ける様子を不安と共に見守る。

「では、ゲームを発表しますからねぇ。一度しか読みたくないので、よく聞いてくださいねぇ」

　俺達の顔を順に見ながら笹世がカプセルの中から取りだした紙を広げれば、俺と桑田の不安は頂点に達し、

『はーい』

　能天気に声を揃そろえる約二名のことが正直恨うらめしくなった。

「囲いの中の〝星〟を落としなさい。ただし、以下の条件を守ること。

　一つ、星を落とす時は「池」の中の道具を使うこと。またこの道具はそれぞれのジャックが獲かく得とくすること。クイーンの命令があればジャックがこの道具を使い、星を落としても良いが、道具は一つにつき一回しか使用できない。

　一つ、クイーンはゲーム中、玉座に座っていること。落とす星の決定、また道具を使い星を落とすことも行って構わないが、ゲーム中に玉座を降りた場合は即そく失格、ゲーム終しゆう了りようとなる。

　一つ、池の中の道具が無くなった時点でゲームは終了となるが、勝敗がついていない場合などは審しん判ぱんの決定に従うこと。また勝敗も審判の裁定に従うこと」

　ルールよりもそれに伴う附ふ則そくの方が多かったが、笹世は常の口調を封ふう印いんしてゆっくりと読み上げてくれた為ため、ゲームは概おおむね理解できた。

　だが、とりあえず耳に入れた情報を頭の中で整理してみると、気になる単語がいくつか出てくる。

「……玉座？」

　そして俺は、ほとんど無意識にその一つを口にしていた。

「玉座はあちらにありますねぇ」

　と、思いがけず声が返ってきて、俺達四人は笹世が示した方向──斜ななめ後方に視線を向けて、そこに確かに二つ並んだ玉座いすを見つけた。

　それはミラーハウスで初葉が座っていたのとほぼ同じデザインで玉座と呼ぶに相応ふさわしい代しろ物ものだった、が、しかし。

「……椅い子すの下に滑すべり台っぽいのが付いているのは、どういうことなんだって？」

　鈴真が疑問を伴いながら言った通り、その玉座は滑り台と連結していた。

「あんまり、理由を考えたくないよぅ」

　滑り台の傾けい斜しやは今のところ緩ゆるやかだったが、鈴真と灰谷はここにきてようやく不安に駆かられたように表情を曇くもらせる。だが、不安が現実となった今では遅い。

「〝星〟ではない物を落とした場合、間ま違ちがい一回につき十五度、玉座は傾かたむきますからねぇ。砂まみれになりたくなければ、一生懸けん命めいしがみついていてくださいねぇ」

　ほとんどバラエティ番組のような状況セツトに俺達が呆ぼう然ぜんとする中、笹世だけはしたり顔で説明を続け、そんな笹世の様子を見て、俺はもうその事実に気付いていた。

「でも、〝星〟も道具も見当たらないんだけど？」

　けれど、俺がそれを口にする前に桑田がそう疑問を呈ていしながら首を傾かしげ、他ほかの二人も頷うなずけば、笹世はもう一度パチンと指を鳴らした。

　すると今度は、庭園に配された岩の上に色々な「モノ」が現れる。

　次いで、微かすかな地じ響ひびきを伴いながら、庭園の中央に直径二メートル程の水のない池が出現する。

「〝星〟はいま庭園に配されたモノの中にあるはずですねぇ。道具はゲームが始まったらその池の中に現れますから心配要いりませんねぇ。まぁ、ワタシはあなた方の心配はしませんけど……補足するとねぇ、道具はクイーンの手に渡わたるまでは、相手のジャックから奪うばうことも可能ですからねぇ」

　指を鳴らすだけで出現させたそれらを確かめるように見み渡わたして一つ頷くと、笹世は更さらに説明を続け、俺と桑田はその補足事じ項こうに思わず顔を見合わせた。

　いままでの説明から俺達が直接争うような事態は無さそうだと思っていたからだ。

「道具は数に限りがあるみたいだが……実際いくつあるんだ？」

「十三個……だったと思いますねぇ。まあ、補足の本当の意味は、ゲームが始まればわかりますからねぇ」

　その数を聞けば、数に限りがあっても争う必要は無さそうだが、ほくそ笑む笹世を前に、俺と桑田はやはり不安に駆られる。

　もちろん、俺も桑田も突とつ発ぱつ事項に対応する能力は十分にあるが、厄やつ介かい事を事前に想定する癖くせがついてしまった感はいなめない。

　これもまた、かのうのせいだと思うと怒いかりが込み上げてくるのだが。

「なんだか……大がかりな仕し掛かけだねぇ。幾いくらくらいかかってるのかな？」

「今回の準備にいくらかかってるのかなんて、オレも……わからないって」

　しかし、滑り台付き玉座の衝しよう撃げきから早くも立ち直った灰谷と鈴真のやりとりを聞いて、俺は反射的に経費を計算してしまう。

　が、精神衛生上よろしくない数字が出ることを途と中ちゆうで悟さとり、同時に俺は計算を止やめた。

　いずれ俺も億兆単位の金を動かすことになる予定だが、いまはまだ想像の範はん囲いで留とどめておきたかった。

「他に質問がなければ、開始のホイッスルを吹ふきますけどねぇ」

「笛を吹くってことは……やっぱり笹世、お前が審判なんだな？」

　代わりに俺は、ついに笹世にその問いを向けた。もっと早く気付くべきだったと、少々悔くやみながら。

「そうですねぇ。僭せん越えつ……いいえ、妥だ当とうな人選でこのゲームではワタシが審判なんですよねぇ。秋庭様達は、中々気付きませんでしたけどねぇ」

　そうすれば、笹世は自信過か剰じような台詞せりふとともにあっさりとそれを認め、ついでに俺と鈴真を揶や揄ゆするような言葉を向けてきたのだった。

　笹世の態度に、俺の隣となりで桑田が拳こぶしを握にぎりしめたが、俺はそれを目で制する。

　もちろん俺も笹世に怒りを覚えていたが、それをぶつけるのは交こう渉しようを終えてからだ。

「審判ってことは、最初から俺達をクイーンのところに案内する役目だったんだろ？　だったら鈴真に情報料コインを返してもらおうか」

　軽く睨にらみつけながら俺は笹世にコインの返へん却きやくを求めた。

「一度貰もらったものはワタシのものですからねぇ……返しませんよ」

　だが、笹世は俺の視線を軽く受け止めると、厚顔にもそう言って寄よ越こした。ただし、その小こ柄がらな体からは強きよう烈れつなプレッシャーが放たれている。どうやら笹世は予想以上にお金が大好きらしい。

　笑えみの形を作りながらも、その目が笑っていないのも一目瞭りよう然ぜんだが、俺も負けずにさっきよりもきつく睨み上げる。

　交渉というのはとにかく怯ひるんではならないものなのだ。

「あの、オレは別にいいよ。さっきも言ったけどコインは荷物になるだけだから」

　しかし、そこで案の定、鈴真が割って入ってきて、当然のように俺の方を止める。

「金は荷物にならないぞ。荷物になったとしてもあれだけあれば三足千円の靴くつ下したが何セット買えることか！」

「え、噓うそだって。千円で靴下が買えるはずないって！　もう、こんな時に冗じよう談だん言わないで欲しいんだけど」

　俺は間ま違ちがいなく本気で訴うつたえかけたのだが、鈴真は本気にしてくれなかった。

　そして、俺は和家の人間はいったい一足幾らの靴下を穿はいているのか、つい真しん剣けんに考えてしまい、

「とにかく、こんなことでケンカするのは馬ば鹿からしいって。笹世さん、返して貰う必要はないから」

　諭さとすような鈴真の言葉に反応が出来なかったばかりか、鈴真が笹世にそう告げるのを止められなかった。

「なっ、ちょっと待て！」

「そうまでおっしゃるなら、返しませんねぇ。では、これにて一件落着ですねぇ」

　笹世がにんまりと嗤わらったのを見て、俺は我に返り、声を上げたのだが、その時にはもう軍配は笹世の方に上がっていて。

「なぜだ。三足千円の靴下が悪いのか？　悪くないよな？」

　交渉以前の何か別の物に負けた気がして、俺はそう呟つぶやきながら項うな垂だれた。

「その……私は悪くないと思うわ。だって可愛かわいい柄がらが色々楽しめるし」

「え、三足千円って冗談じゃなかったの!?」

　そんな俺に桑田が慰なぐさめの言葉をくれた傍そばから、再び鈴真の驚きよう愕がくが届き、俺は何だか心が寒くなってくる。

　これでは三足五百円の靴下の話題など、絶対に出せない。結構丈じよう夫ぶなのに。

「ああ、秋庭君は見た目は貴族なのに、心は庶しよ民みんなんだね。うん、そんな秋庭君に次の選挙ではあたし、一票いれます！」

　けれど、灰谷の言葉を聞いた次の瞬しゆん間かん、俺の体には電でん撃げきのような衝撃が走った。

　ああ、そうだ。私立校とはいえ叶野学園に通う生徒は一いつ般ぱん的な経済状じよう況きようの家庭で育っている。

　ならば、外見は課税の厳しい悪徳貴族のようでも、庶民の心情を理解している者を好ましいと思うはず。

「ありがとう、灰谷。次の選挙戦の戦略が決まった」

　目から鱗うろこが落ちた思いで、俺は灰谷に感謝の言葉を述べ、握あく手しゆを求めた。

「いや、えっと、どういたしまして……で、でも握手は止めとく」

　だが、灰谷は一度は手を差し出したものの、桑田を一いち瞥べつするとなぜかその手を引っ込めてしまった。

　俺が見る限り、桑田はいつも通り落ち着いているのだが。まあ、とにかく礼は言ったので良しとしておく。

　そうして俺が顔を上げれば、

「お話は済んだみたいですねぇ。待ってあげたこと、感謝してくださいねぇ。では、灰谷様と鈴真様は玉座へ向かってくださいねぇ。今度こそ開始のホイッスルを吹きますからねぇ」

　笹世は恩着せがましくそう言ってから、鈴真達を問題の玉座へと誘いざなったのだった。







「このＭみたいなマーク、なんだろ？」

「あたしの玉座にもついてるから、デザインじゃない？」

　玉座に案内されると、鈴真は背もたれに描えがかれた英字のような、ロゴマークのようなものを気にしたが、灰谷がそう言うと、ひとまず納なつ得とくして腰こしを下ろした。

「では、ゲームを始めますからねぇ。とにかく審しん判ぱんは絶対ですからねぇ。ワタシはレッドカードも容よう赦しやなく出しますからねぇ」

　首から下げたホイッスルが体育会系の必ひつ須すアイテムでも、笹世の声は相変わらず、運動と縁えん遠どおい気け怠だるさを含ふくんでいたが、レッドカードの言葉に、俺達は気を引き締しめた。

　そして、俺達が見つめる中、笹世はついに開始の笛を強く吹ふいた。

　と、同時に、笹世は橋の上のルーレットを回す。それもまた予想外の行動だったのだが、笹世がルーレットを回した理由はすぐに明らかになる。

　笹世の回したルーレットが回転を止め、ボールの落ちた数字ポケツトが判明した数秒後、空の池には〝道具〟と思おぼしきものが出現していた。

　となれば、仕組みは明確だったが、

「笹世さんがルーレットを回す度たびに、新しい道具が一つ出てくる、ということね？」

　一応桑田は確かめる台詞せりふを笹世に向けた。

「そういうことですねぇ」

　笹世ももったいぶらず、すぐに答えを寄よ越こしたが、俺と桑田はすぐには動かなかった。

「秋庭君……アレ、どう思う？」

「道具アレか……じゃがいもも投げれば当たるとは思う。でも、問題はこれが一つしかないってことだな」

「ええ……一つなのよね」

　そう、池に現れたのはじゃがいもが一個だけ。遠目から見て掌てのひらにおさまる大きさのそれは、おいしく食べるほかに投てきの道具と言えないこともない。

　だが問題はあくまでもその数が一個だということだ。

「つまり、ルーレットを一度回して現れる道具は一つ。だから俺達ジャックはこれを奪うばい合うしかないってことか」

　ルーレットとジャガイモというシュールな組み合わせを見比べて、俺は「始まればわかる」という笹世の台詞を確かに理解した。

　笹世はこのゲームをルーレットで偶ぐう然ぜんに決まったもののように提示したが、実は笹世の策略で最初から決まっていたのではないだろうか──この笹世好みの状況に、思わずそんな穿うがった見方を俺はしてしまう。

「結局は、早い者勝ちってことね……じゃあ、秋庭君、お先にどうぞ」

　一方、桑田の方はこの状況を的確に分ぶん析せきすると俺の方を見て、それこそスーパーで品物を譲ゆずるような口調でそう言ったのだった。

「……譲って貰もらえるのは確かにありがたいけど、これがじゃがいもだから、ってわけじゃないよな？」

「そうね。仮にトマトでも譲ったわ。だって……どう考えても萬葉カフェよりも秋庭君の厄やつ介かい事の方が差し迫せまった問題だもの」

　俺が問えば、桑田はそう言って微笑ほほえんでくれて、桑田の優やさしさを俺は嚙かみしめた。ああ、本当に桑田は自じ慢まんの友人だ。

「ありがとう。じゃあ、甘えさせて……」

　俺は桑田に感謝を伝えると、その優しさに甘えることにした。が、しかし。

　ピピーッ！

　すべてを言い終える前に、俺の声は鋭するどいホイッスルの音に遮しや断だんされる。

「桑田様、ジャックの仕事はきちんと果たしてくださいねぇ。でなければ、イエローカードを出しますからねぇ。そうそう、このイエローカード、三枚溜たまると、笹世リサーチ、秘密の美名人ちゃん情報が流出しますからあしからず」

　ホイッスルを鳴らしたのはもちろん笹世で、俺達が視線を向ければ、サッカーの試合で見るのと同じ黄色のカードをひらひらと振ふってみせたのだった。

「……秘密なんてありませんから」

　だが、桑田はそんな脅おどしに怯ひるむことなく、笹世を冷たく一瞥した。

　しかし、笹世は桑田の言葉を軽く受け流すと、そこに文字が書いてあるかのように、空中に視線を向けて。

「おや、本当ですかねぇ？　まあ、公然の秘密というのもありますけどねぇ。今日の下着の色とか……」

「なっ、何をっ！」

「今日、ＫＷＬにやってきた本当の目的は……」

「だ、だめよ！　わーわーわー」

　笹世が口を開くと、桑田は表情こそあまり動いていなかったが、自らの声で笹世の声を相そう殺さいしようとするように大声を上げ、桑田のそんな大声を久々に聞いた俺はその時点でひどく驚おどろいていた。

「え、えっ、桑田さん、大だい丈じよう夫ぶっ？」

　当然鈴真もそんな桑田に、心配しながらも驚いた様子で、目をぱちくりさせている。

「そして、フォーチュンクッキーの結果はー」

「待て、灰谷。お前は桑田の仲間チームだろう？　どうして笹世に便乗するんだ？」

　一方、新たに加わった声の主が灰谷と気付いた俺は、その言葉を止めると同時に、その行動の理由を尋たずねた。

「……仲間だからこそなの！　だって、あたしは萬葉カフェの年間パスを諦あきらめられないもん！　だから桑田さんに頑がん張ばって貰うしかないの！　それに、最初に桑田さんと協力する約束をしたのはあたしだよ」

　多少バツが悪いのか、俺から顔を背そむけながら灰谷は自分の欲望を優先すると答え、俺はさっき灰谷に向けた感謝の気持ちを返して欲しくなる。

　でも、今いま更さら取り戻もどせるものではないし、灰谷の方が先に桑田と約束を取り付けていたというのも事実だろう。

「桑田、ここはお互たがい真しん剣けんに、手加減抜ぬきで勝負しよう」

　俺はそう決めると、これ以上口を開かせまいと笹世を視線で牽けん制せいしている桑田にそう告げる。

「でも……」

　桑田は俺の方を見て首を振ったが、その眼まな差ざしは迷うように揺ゆれていた。

「大丈夫だ。その気持ちだけで十分だから」

「……ごめんなさい。悪いけど、そうするしか無いみたい、ね」

　だが、俺がもう一度そう言えば、桑田は目を伏ふせて、今度は首を縦に振ったのだった。

「……笹世さんのイエローカードは容よう赦しや無さそうだね」

　一連の遣やり取りに鈴真は少々掠かすれた声で呟つぶやき、俺は心の中で思い切り頷うなずいておく。

　一方、鈴真の声を耳みみ聡ざとく拾った笹世は、

「ええ、ありませんねぇ。容赦なんて、どこかに捨ててしまいましたからねぇ」

　三枚のカードを器用に切りながら、にたりと笑って、不覚にも俺と桑田は、一歩だけ後あと退ずさりしてしまった。

「……じゃあ、秋庭君、始めましょう」

「ああ。本当に手加減は不要だからな」

　それを誤ご魔ま化かすように俺達は互いの顔を見て、気合いを入れると、同時に池に向かって駆かけ出したのだった。

　砂と玉たま砂利じやりで埋うまっている石庭の地面は予想通り走り難にくく、走り出した途と端たん、滑すべるように足を取られてしまう。本来石庭というのは、走るのはおろか騒さわぐことさえ憚はばかる場所なのだからあたりまえだ。

　だが、桑田の方は日ひ頃ごろの鍛たん錬れんの成果か、それとも砂地を進むコツを得ているのか、その走りは普ふ段だんと変わらぬ軽かろやかなものだった。

　一いつ緒しよに走り出したのに、俺はすぐ桑田の背中を追いかけることになった。だが、俺も負けてはいられない。

　ルールは細かいが肝かん心じんの〝星〟の情報が殆ほとんど無い中で、鈴真が〝星候補〟の中から一つを選び出すには時間がかかるだろう。

　だからといって、いざ決めた時に道具が無くては話にならないのだ。

　そう考えると、俺は遅おくれを挽ばん回かいすべく、地面を強く蹴けった。が、その力は砂利の上では空回りして、逆に足を取られて、俺は更さらに桑田に遅れを取ってしまった。

　結局、このコンマ数秒の遅れが響ひびいて、池から先にじゃがいもを拾い上げたのは桑田。

　しかし、女王の手に道具が渡わたるまでは奪うばっても良いというルールがこのゲームにはある。

　俺は胸の中でそのルールを復唱すると同時に、灰谷の元へ戻ろうとする桑田の前に回り込む。

　そうすれば、桑田は足を止めると踏ふんだのだが、結果的に俺の予測は外れた。

　桑田は止まるどころか、スピードを緩ゆるめることさえせず、何の迷いも無い顔でそのまま俺の方へ突とつ進しんしてきた。

　俺の方がそこで逆にこのまま身体からだごと桑田を受け止めるべきか、避よけるべきかで迷い──その、わずかな逡しゆん巡じゆんの隙すきを縫ぬうように、桑田はするりと俺の脇わきをすり抜けて行き。

　俺が慌あわてて身を翻ひるがえし、方向転てん換かんを終えた時には、ジャガイモは灰谷の手に渡されていた。

「わー、桑田さん、速い！」

「すごい！　どうしてあんなに速く走れるのか……わからないんだって」

　味方の灰谷だけでなく、鈴真にも自分の走りへ称しよう賛さんを向けられれば、桑田はほんの少しだけ照れた様子で俯うつむく。

　実際、一連の桑田の動きは水のように滑なめらかで流りゆう麗れいで、称賛に値あたいするものだった。

「本当にお疲つかれ様さま。さすが桑田さん！　今度はあたしがしっかり〝星〟に狙ねらいを付ける番だね」

　疲れるどころか桑田は息一つ乱していなかったが、灰谷はそう労ねぎらいの言葉をかけると、真剣に石庭を見回し始める。

「鈴真、悪い」

「大丈夫だよ。オレはまだどれが〝星〟なのかよく……わからないし。だいたいみんな〝星〟には見えないんだから」

　それを横目に見ながら、俺が短く詫わびれば、鈴真はそう言って苦笑した。

　言われて、俺もまた、改めて石庭に配された岩、更にその上を見み渡わたしてみたが、確かにぱっと見て〝星〟をイメージさせるような物は全くなかった。

「〝星〟が連想出来るものを道具を使って落とすってことは間ま違ちがいないと思うんだが」

「〝星〟かぁ……でも、灰谷さんが最初に当てちゃったらすぐにゲームオーバーだよ」

　俺の推測に間違いはないはずだ。故ゆえに天てん井じようを仰あおぎながらの鈴真の台詞せりふに、俺はほんの少しだけ不安を覚えてしまう。

「そんなことを言っている暇ひまがあったら、次に備えて今のうちに目星を付けておけ」

　そして、俺はその不安を杞き憂ゆうにするために鈴真をせっついた。

「うん……でも、どうして石庭で〝星〟を探すんだろ？」

　しかし、鈴真の興味はまたも別の方向に向かい始め、俺はどうするべきか悩なやむ。

　鈴真が真しん剣けんに考えているのは間違いないが、それが最終的にどこに行き着くのか予測が出来なかったからだ。

　でも、ふとその胸の綿毛に目を向ければ、それはまた銀色の輝かがやきを増しているように見えて──俺は、多少時間がかかっても、鈴真が答えを導き出すと信じることにした。

「よし、決めた！」

　俺がそんな考えに至ったところで、声を上げたのは灰谷で、俺達の視線は一いつ斉せいに端たん整せいだが不思議と親しみやすいその顔へと向けられる。

「〝星〟といえばやっぱり星飛ひ雄ゆう馬ま！　飛雄馬といえば頑がん固こな父親で、頑固な父親といえば……ちゃぶ台でしょう！」

　そうして灰谷はわかりやすく三段論法を展開してくれたのだが、その連想ゲームに俺達だけでなく、桑田も首を傾かしげる。どうやら、この結論は灰谷が一人で導き出したものらしい。

　だが、問題なのは結論ではなく、そのちゃぶ台がどこにあるのか俺達にはわからないことだ。

「ほら、あそこにあるんだよ」

　俺達の視線が定まらないことに気付くと、灰谷は三十センチ程の高さの岩を指さし教えてくれて、俺達はそこに確かにちゃぶ台を見つけた。

　ただし、それこそガチャガチャから出てきそうな小さな模型のちゃぶ台だったが。

「灰谷さん、目がいいのね」

「ふふふ、視力２・０はあたしの自じ慢まんなんだよね」

　そんな小さな物を見つけた灰谷に、桑田が少し感心した眼まな差ざしを向けると、灰谷は誇ほこらしげに胸を反らした。

　しかし、俺はそれを羨うらやましいとは思わない。

　なぜなら、その視力故に灰谷は、仕事をしない生徒会長、鈴木朔のお目付役を任じられたのだと俺は知っている。

　だが、俺はその事実を口にしなかった。せっかくここ数日鈴木から解放されて羽を伸のばしている灰谷があいつのことを思い出しては可哀かわい想そうだという、心優やさしい配はい慮りよで。

「えーと……投げるのはあたしでも桑田さんでもいいんですよね？」

「ええ、問題ありませんねぇ」

　いつの間にか橋の上に移動していた笹世が、その問いに頷うなずけば、灰谷は迷わずジャガイモを持った手を桑田の前に差し出した。

「桑田さん、お願いします」

「私が？　構わないけど、ソフトボールを投げるような感じでいいのかしら？」

　突とつ然ぜん目の前に差し出されたジャガイモに桑田は首を傾げ小さく呟つぶやいたが、結局それを灰谷から受け取った。

　それから桑田はその握にぎり具合を確かめるように、手の中でジャガイモを転がして──ふいに背筋をしっかりと伸ばす。

　その時には、桑田の目はもうミニサイズのちゃぶ台に据すえられていて、桑田はそのまま少し腰こしを落とし、投球フォームを完成させると、アンダースローで力一いつ杯ぱいジャガイモを投げた。

　見事なフォームで放たれたジャガイモは、空気を切りながら飛んでいき、見事にちゃぶ台を砂の上へと落とす。

　けれど、それだけだった。

　正解にせよ不正解にせよ、何かしら起こると俺は踏ふんでいたのだが、石庭は静まり返ったまま。当然波の一つも立つことなく、俺達は敵も味方もなく顔を見合わせ困こん惑わくするしかない。

　そんな中、動きを見せたのは笹世だった。

　橋の上から移動することは無かったが、俺達が見守る中、笹世は両りよう腕うでをおもむろに上げて行き、その腕が頭上に来たところで、

「だめですねぇ」

　そう言うと腕を交差させ、大きな×マークを作ってみせたのだった。

　俺達がその伝統的サインを見て無言になる中、笹世はピピッと短くホイッスルを鳴らして。

　次の瞬しゆん間かん、ギギギっという軋きしむような音が俺の耳に届き、それと同時に微かすかな振しん動どうが足に伝わってきたかと思うと、

「ひゃっ、わわっ、動いてるよ！」

　灰谷が驚おどろきと怯おびえがないまぜになった声を上げた。

　それも当然で、灰谷の座っていた滑すべり台付き玉座はゆっくりと斜ななめに傾かたむき始めていた。

　玉座が傾く動きが止まると、灰谷は安あん堵どの表情を浮うかべ、ひじ置きに摑つかまっていた手も緩ゆるめてほっと息を吐はき出す。

「……本当に間違える度に、十五度ずつ玉座は傾いていくってことか」

　けれど、俺が改めてその事実を口にすると、灰谷の手には再び力が籠こもり、頰ほおはひきつる。

「これもルールなら、頑がん張ばってもらうしかないわ」

　もちろん、桑田もその怯えた様子に気付いていたが、あえて淡たん々たんと告げたところをみると、桑田らしくはないが、それは先さき程ほどの意い趣しゆ返しなのかもしれない。

「こんなのテレビで見るだけかと思ってた！」

　そして、いまのところ安全な玉座に座っている鈴真は心なしか目を輝かせて、隣となりの玉座を見つめていた。

「でも……このまま灰谷さんが間ま違ちがえ続けて、オレが答えなかったらどうなるんだろ？」

　次いで鈴真はそう言って無む邪じや気きに首を傾げた。

「鈴真、悪気がないのはわかってるが、その相手の自じ滅めつを狙ねらう作戦はどうかと思う」

　これにはさすがに俺も口を出さないわけにはいかず、同じく聞き咎とがめた灰谷も俺の言葉に何度も頷けば、鈴真は反省して口を閉とざした。

「これで、ペナルティのことはよくわかりましたよねぇ。最初にも言いましたけど、クイーンが玉座から落ちたら失格ですからねぇ。……かといって、この先消極的な態度に出られれば、ワタシはイエロー、またはレッドカードを遠えん慮りよ無く出しますからねぇ」

　そうして、笹世は橋の欄らん干かんに寄りかかりながら、改めて俺達にルールを言い含ふくめてくれて。

　そう言いながらも黄色と赤のカードをちらつかせる笹世の目には楽しげな光が灯ともっており、それを見た俺達には頷く以外の選せん択たくは無かった。







　第一投がハズレに終わったのを受けて、笹世はもう一度ルーレットを回した。

　その結果、次に現れたのはスリングショット──いわゆるパチンコだった。

〝星〟が何なのかはまだわからないが、岩の上に乗っている大小様々なものを打ち落とすには良い道具だ。

「これは、取りたいな」

「……私もよ」

　俺が呟けば、桑田もまたそう言いながら、俺の目を見つめてくる。

　桑田の目にはまだこちらを気き遣づかうような光が残っていたが、既すでに覚かく悟ごが決まっていることは、先程の迷いのない動きを見れば明らかだ。

「今度は、俺が取る」

　俺は、あえてそう宣言すると、桑田が頷うなずいたのを合図として、再び駆かけ出した。

　さっきの反省を活いかして、今度は適度な力で砂地を蹴ければ、足を取られる感覚は最小限にとどめられた。そうすれば歩ほ幅はばも安定して、スピードも自然と上がる。

　走るフォームは、やはり桑田の方が軽やかで美しいだろうが、ここは少しでも早くスリングショットに触ふれることが重要と判断して、俺はやや前のめりに走り続けた。

　その結果、俺は桑田より半歩先に池に到とう着ちやくし、スリングショットを手にした。

　けれど、桑田がこのまま見み逃のがしてくれないことはわかりきっていたから、俺はすぐさま身を翻ひるがえして、再び走り出す。

　が、スリングショットに手が届かないと判断した時点で方向転てん換かんの準備をしていた桑田は、俺と殆ほとんど一いつ緒しよに身を翻し、それと同時に半歩の差を詰つめていた。

　俺は伸のびてきた手を、目ではなく感覚で察知し払はらいのけ、右方向へ逃にげるように体を傾けた。

　桑田もそれに合わせて素す早ばやく右に回り込んできたが、そうと見た瞬間、俺は重心を左に移し、そこから一気に加速する。

「フェイントっ！」

　桑田が短く叫さけぶのを後ろに聞きながら、俺は残り一メートルの距きよ離りを駆け抜ぬけて、鈴真にスリングショットを投げ渡わたすことに成功したのだった。

「多加良君もやっぱりすごいんだね！　いまのフェイントとか最初から考えてたの？」

　しっかりとスリングショットをキャッチした鈴真は、さっきは桑田に向けた尊敬の眼まな差ざしを今度は俺に向けてくれた。

「まあな、それほどでもある。けど、フェイントはその場で勝手に体が動いたって感じだ」

「……体が勝手に、か。多加良君はそれでいいけど、オレは勝手に動くと迷子になるからなぁ」

　俺の言葉を聞くと、鈴真はそう言って俯うつむいてしまい、俺はいざという時の一歩を鈴真が躊躇ためらう理由がわかった気がした。

「……でも、動かないでじっとしているよりいいと思うぞ」

　だから俺はその顔を下から覗のぞき込むようにしながら、鈴真にまずそう伝えた。

「うわっ」

「とっ、危ない！」

　しかし、悪人顔を考こう慮りよするのを忘れた為ために、俺の行動は見事に裏目に出てしまい、鈴真はスリングショットと共に玉座から落ちそうになる。

「び、びっくりした……」

　どちらも何とか無事だったが、俺が投げかけた言葉はそのまま宙に浮いてしまって。

「鈴真様、大だい丈じよう夫ぶですかねぇ？　怪け我がをされては困りますからねぇ。ああ、やっぱり鈴真様の方は少々頼たより無いですねぇ。……お金離ばなれは良さそうですけどねぇ」

　一方、俺達の動きを見ていた笹世はそんな台詞せりふを寄よ越こし、心配と言いながらも鈴真をばかにしたような物言いに俺は苛いら立だちを覚える。

「それは、ちょっと失礼だと思いますけど？」

「うん。あたしだって大分頼り無いのに」

　桑田と灰谷もそう抗こう議ぎしたが、笹世はどこ吹ふく風といった体ていだ。

　ただ、それでも、嫌いや味みを向けられた当人は軽く肩かたを竦すくめただけで何も言い返さなかった。

　やはり鈴真には、自分を軽かろんじる他人の言葉や態度を当然と思っているところがある。

　鈴真が好こう奇き心しんがあっても、中々一歩を踏ふみ出せないのは、そんな扱あつかいを当然のこととして受け止め続けて、自分に自信が無くなっているからではないだろうかと、俺はふと思う。

　だとしたら、まずここで笹世にだけでもその認にん識しきを変えさせてやるべきだろう。

　それはきっと、鈴真に自信を与あたえてくれるはずだから。

「鈴真。先に〝星〟を落として、王おう冠かんを手に入れるのはお前だ」

　俺は真まっ直すぐに鈴真を見つめると、まずはそう言い聞かせた。

「……出来るだけ頑がん張ばる。勝てるかどうかは、わからないけど」

　そうすれば鈴真から返ってきたのは、やはり自信のない声だったけれど、俺から目をそらすことをしなかったから、合格点とする。

「それで、あたりはついたか？」

　だが、次いで俺が尋たずねると、鈴真はスリングショットを弄もてあそびながら首を振ふった。

「どれも星には見えないから……わから」

「じゃあ、いままで鈴真が考えてみたことを教えてくれ。それで一緒に考えよう」

　そして鈴真はわからない、という台詞を口にしかけたが、俺はそれに自分の声を被かぶせると、鈴真の肩に手を置いて語りかけた。

　わからない、という言葉を否定する気はないし、鈴真の言葉を塞ふさぐ気も俺には無い。

　だけど、いまの鈴真には「わからない」自分よりも「考えている」自分を自覚して欲しかった。

　すると鈴真は次の言葉を待つように俺の顔を見たが、俺は鈴真が口を開くのを黙だまって待つ。

　黙っている俺を見て、鈴真は不安げに眼差しを揺ゆらしていたが、やがて意を決して口を開く。

「この囲いの中に〝星〟の形の物はやっぱりないよ。石庭だから石はたくさんあるけど、隕いん石せきも無い。だから……〝星〟はやっぱり星の形とは限らないと思う」

　そうして鈴真は、五ご芒ぼう星せいの形を指先で空中に繰くり返し描えがきながら、そこまでの推測を語ってくれた。

「そうだな。星の形をしたわかりやすいダミーは無い。でも、囲いの中ってことは……上もそうだよな」

「でも、上には電気しかないんだけど」

　鈴真の言葉に頷うなずいてから俺は天てん井じようを仰あおいでみたが、鈴真の言葉を確かめると頭を下げた。

「五芒星じゃないなら……丸い形はどうだ？」

　と、俺はそこで以前〝星〟と名前の付いた和わ菓が子しが、開けてみたらただの団子だったことを思い出す。それに確か、家か紋もんの類たぐいでも白い丸が星を現すことがあるはずだ。

「白星とか黒星とか、勝ち負けを表す時って丸で書くんだって」

「ああ、そうだな。じゃあ白い丸か黒い丸は……あったぞ！」

　鈴真の意見を取り入れながら、俺はもう一度、庭の中をぐるりと見み渡わたして、橋の近くの岩の上に、それらしき物を発見して声を上げた。

「そうか、野球のボール！」

　俺が指で示した方向に、それを認めると、その瞬しゆん間かん鈴真の目はキラキラと光り、胸の綿毛は一層丸みを増して。

　次の瞬間、俺は再び目に痒かゆみを覚えた。けれどそれは最初の時とは違ちがい、わずかに痛つう痒よう感のあるもので、でもその痒みはすぐに消えてしまったのだった。

　気のせいで済ますにははっきりとした違い和わ感かんだったのだが、

「多加良君？」

　目を擦こすりながら首を傾かしげる俺に、鈴真が不安な眼まな差ざしを送ってくれば、ひとまずそれは脇わきに追いやっておく。

「何でもない。よし、じゃあ標的は決まったから、鈴真、よーく狙ねらえよ」

「えっ、無理だって。遠いよ」

「無理かどうかはやってみないと、わからないもんだ」

　俺の言葉に鈴真は即そく首を振ったが、わからないという台詞を鈴真に代わって使ってみせれば、鈴真はぐっと言葉に詰つまる。

「……でも、道具は一回しか使えないって、わかってる？」

「ああ、もちろんだ。笹世の言葉は必要なところはしっかりインプットしてある」

　それでも鈴真は抵てい抗こうを試みようとしたが、俺の優ゆう秀しゆうな記憶力データベースを前にそんな台詞が通用するはずもない。

　鈴真は一つため息を吐つくと、観念してスリングショットを構えた。

　Ｙ字の間に張られたゴムを何度か伸のばしてからパチンコ玉を塡はめると、次は標的の野球ボールとの距きよ離りと角度を測るように顔や腕うでを動かして。

　ふいに、鈴真はその動きをすべて止めて──ギリギリまで絞しぼったゴムを手から離はなして、玉を弾はじいた。

　だが、パチンコの玉は鈴真が思ったような軌き道どうは描いてくれず、鈴真は小さく舌打ちすると、パチンコごと肩を落とした。

　でも、諦あきらめるのはまだ早かった。確かにパチンコ玉は狙い通り、真っ直ぐには飛ばなかったが、ボールを固定していた台座いわに当たり、それを揺らして。

　すると、その振しん動どうでどうやら微び妙みようなバランスでそこに乗っていたボールは落ちてしまい。

「あっ、落ちちゃった！」

　後は、隣となりで事の成りゆきを見守っていた灰谷が焦あせって身を乗り出し、叫さけんだ通りだった。

「ラッキーね」

「ほら、やってみないとわからなかっただろ？」

　桑田と俺がそう声をかければ、鈴真は大きく頷いて、喜びの表情を浮うかべたが、それはすぐに浮かないものへと変わる。

　その視線の先には、×マークを作る笹世がいて、俺達が次の展開を予測した時には、鈴真はしっかりとひじ置きを摑つかんでいた。

　次の瞬間、ぎぎぎぃっと不ふ吉きつな音と共に振動が伝わってくれば、その備えが功こうを奏そうして鈴真は玉座から落ちなかったが、その顔はさっきよりも俺から遠くなっていた。

「やっぱり、アンラッキー、かしら」

　この結果に、桑田は同情的な視線を俺達にくれたわけだが、その言葉はいつも通り正直で、俺と鈴真は小さくため息を吐く。

「……やっぱり、オレにはわからなかったんだって」

　そして、鈴真は更さらに項うな垂だれてしまう。

「まだ一回目だろ。チャンスはまだ十一回もある！」

「……十一回って、多加良君、残り全部の道具を取るつもりなの？」

「もちろんだ！」

　俺の強気の発言に鈴真は顔を上げると、信じられないように目を瞬しばたたかせたが、俺は前言を撤てつ回かいしなかった。

「私も、そのつもりなんだけど？」

　それを聞き咎とがめた桑田もどこかおどけた調子でそう宣言してきて、鈴真はそんな俺達の顔を見比べると更に目を瞬かせる。

「あたし達のジャックは頼たのもしいね！　だから、クイーンも頑がん張ばろうよ」

　そこに灰谷が加わって、勇気づけるように微笑ほほえめば、

「オレももう少し頑張ってみるって。まだ、勝負は……わからないから」

　鈴真はゆっくりと頷いたのだった。







　次に池に現れたのは、いわゆる魔ま法ほうステッキ、なるものだった。

　もちろん、それを振ふり回したところで実際に魔法が使える筈はずはなく、せいぜい電気がついたり音が鳴ったりするだけの代しろ物ものだったが、俺と桑田は争そう奪だつ戦を繰くり広げた。

　俺も桑田ももはや遊びとは考えておらず、争奪戦は自然と白熱し、灰谷と鈴真をはらはらさせたが、勝負を制したのは俺だった。

「……多加良君は、道場とかに通ってるの？　身のこなしがすごすぎるんだけど」

「昔、少しだけ、な」

　魔法ステッキを手に、ドレッドヘアの少年が目を輝かがやかせているという微妙な光景を前にして、だが俺は短い台詞せりふを返すことしか出来ない。

　手加減無しの桑田を相手にした後では、さすがに息が上がっていた。横目で様子を窺うかがえば桑田もまた肩かたで息をしていたが、俺ほどではない様子を見ると、少し情けなくなる。

　せめてものプライドで俺は息を整えながらも腰こしを下ろさず、鈴真に次の標的は決まったかと、目で問いかけた。

「次は……あの文庫本を狙ってみようと思うんだけど」

　すると鈴真は、一いつ瞬しゆん迷うように視線を揺ゆらした後、池の傍そばの岩の上を指さした。

　その指先を追えば、そこには『殺意の吹ふき矢健康法』という、ミステリーなのか健康指南書なのかよくわからないタイトルの本があった。

「……ミステリーなら、犯人のことをホシって言う、な」

「うん。……多分、あれは推理小説だって」

　俺が鈴真の考えをトレースしてそう言えば、鈴真はべったりと血が描えがかれた本の表紙を見つめて頷うなずく。

　ミステリー好きの尾田がいれば、多分一発で判定してくれただろうが、あいにくここに尾田はいない。

　だから今は、俺は鈴真の考えを信じる。迷った時は鈴真に判断を委ゆだねると決めていたから。

「問題は……そのステッキをどう投げるかってことだな」

　となれば、残る問題は鈴真の手に妙みように馴な染じみ始めているハート形の魔女っ子ステッキをどう的に当てるかということだ。

「全体的にバランスが悪そうだから……オレの力じゃあんまり飛ばないと思う」

　確かに鈴真の言う通りで、先せん端たんの方のディテールが凝こって重そうなのに比べて、持ち手の部分は細く軽そうなそれは、力を込めなければ飛びそうにない。

「じゃあ……今度は俺が投げるか」

「うん。その方がいいよ」

　今度はきちんと考えた末の答えと思えたから、俺は自ら腕うでを伸のばすと、鈴真からそのステッキを受け取った。

「……なんだろう、すごいミスマッチなんだけど、逆にアヴァンギャルド感が漂ただよってるよ」

「アヴァンギャルド……そうね」

　途と端たん、灰谷と桑田からはそんな言葉を向けられ、鈴真は申し訳なさそうに目を逸そらした。

　確かに、この俺に魔法のステッキが似合うはずもない。だが、桑田達の言葉は妨ぼう害がい工作と割り切って、俺は投てきラインに立つ。

　手の中で、重さを量れば魔法のステッキはバランスは悪いが、全体的には軽い。ということは、力を込めすぎても標的には届かないだろう。

　そう考えて、俺は何度も素す振ぶりを繰り返し、最適と思える力加減を摑もうとした。

　傍から見れば実に間ま抜ぬけな光景で、にやにやと笹世が笑っているところを見れば、これは確実に笹世の趣しゆ味みとわかった。

　だが、そうとわかると逆に俺の闘とう志しには火が点ついて、

「笹世、見てろよ」

　そう叫さけぶと同時に俺は魔法のステッキを文庫本へ向けて投げた。

　強すぎず、かといって弱すぎない力加減の結果、魔法のステッキは半円状の放物線を描き、流星のような角度で文庫本に衝しよう突とつして。

　ステッキに仕込まれていた軽やかな音楽と共に砂地に落ちたのだった。

「お見事、マジカルトゥリャリャ」

　俺のナイスコントロールに、灰谷は妙な相の手と共に拍はく手しゆをくれたが、俺達三人は即そく座ざに橋の上の笹世に視線を移した。

　その腕が上がるのを俺達は固かた唾ずを吞のんで見守ったが、笹世は俺達の顔を見み渡わたしながら目を細めて、

「ぶーっ」

　憎にくたらしいことこの上ない顔でその腕が作ったのは、また×マークだった。

「魔ま法ほうは通じなかったみたいね」

　さすがの桑田もその顔には苛いら立だちを押さえられないようで、わずかに眉まゆを寄せると、苦い声で呟いた。

「ああ……でも、まだチャンスはある」

　俺はあえて明るい声を桑田に返し、また傾かたむき始めた玉座にかけている鈴真を見やったのだが、

「……多加良君がチャンスを作ってくれても、やっぱりオレにはわからないんだって」

　ひじ置きを摑つかむ腕に、必要以上の力を入れながら鈴真はそう言った。

「やっぱり、オレは考えてもだめで……わからないんだ。それにオレ、もう飽あきたんだ。だから、オレは棄き権けんするよ。そうしたら、多加良君と桑田さんも争わなくていいんだって」

　そして、鈴真は軽い調子でそう言うと、玉座から降りようとする。

　でも、玉座に角度がついた為ために、俯うつむいたその顔はよく見えていて。

　口では飽きたと言いながら、鈴真は何かを堪こらえるように唇くちびるを嚙かんでいた。

　それは多分、諦あきらめることを、だ。

　わからない──鈴真はその言葉を発することを躊躇ためらうが、それは相手を困らせない為だろう。でも、それでも鈴真はわからないままでいたくはないのだ。

　なぜなら、わからないことが一番辛つらいのは、本人だから。

　なのに、鈴真はその気持ちを堪えて、よりによってこの俺を気き遣づかってくれたわけだ。

「だめだ」

　俺は、鈴真の腕を押さえると、きっぱりとそう告げた。

「まだ、ゲームは始まったところだし、お前はまだ考え始めたばかりだ。それに俺はすぐに結果こたえを出すことなんて求めてないだろ。わからないって言うのはいい、でも途と中ちゆう棄権だけは認めないからな」

　それから俺は鈴真の目を静かに見つめながら言い聞かせた。

「考え始めたばかりじゃないんだって。オレは、いままでだって答えを出せなかったり、みんなの期待と違ちがう答えを言って、がっかりさせてきたんだ、から」

　けれど鈴真は首を縦に振ふらず、俺は、鈴真の心に根を張っているものが予想以上に深いことを知る。

「わからない」という言葉を発することで、鈴真がいままで何を得て、何を得られなかったのか、俺にはまだわからない。

　でも、自分の正直な気持ちを鈴真に伝えることは出来る。

「俺は少しもがっかりしてない。だから、さっきも言ったけど、鈴真はゆっくり考えていいんだ」

　そうすれば、鈴真はまるでいま目が醒さめたように大きく目を見開いて、俺の顔を黙だまって見つめて。

「それに、俺はまだ若いし、究極の早生まれだから、人より気が長いんだ。な、桑田」

「……そ、そうね」

　そんな鈴真にあえて軽口を叩たたいて、俺は桑田に同意を求めたのだが、その相づちは少々ぎこちなかった。

　もしや桑田は俺が短気だと思っているのか？　だとしたら心外だが、

「あと、俺の実力はこんなもんじゃないぞ。桑田は確かに強敵だけどな、逆に桑田にとっても俺は強敵なんだからな」

「そうね……すごい強敵だわ。だから、挑ちよう戦せんしがいもあるけれど、ね」

　続く台詞せりふには同意してくれたので良しとしておく。

　そして、俺が──こういう場合は悪人顔を強調した方がいいだろうと考えて──不敵な笑えみを向ければ、鈴真は今度は瞬まばたきを繰くり返して。

「どうして多加良君は、そんなに自信があるんだって？　夢とかが……あるから？」

　鈴真の声は決して大きくなかったけれど、その目には再び光が灯ともっていた。

　好こう奇き心しんだけではない、何かを強く求める光が。

「半分はそうだな。俺は自分の野望の大きさには自信がある。でも、残りの半分は鈴真、お前がいるからだ」

　だから俺は正直に答えを返したのだが、鈴真の双そう眸ぼうには今度は戸と惑まどいの色が浮うかぶ。

「オレのため？　どうして？」

「さぁ、俺にもよくわからない。ただ、一いつ緒しよに考えて、このゲームを一緒にクリアできたら、何かわかる気がする」

「……わかる？　それはオレも？」

「この俺の勘かんを信じるなら保証する」

「勘って、オレにはよく……わからない、けど、多加良君の言ったことがわかるかもしれないなら……もう少しだけ頑がん張ばってみる」

　根こん拠きよを何も示さない俺に、鈴真は納なつ得とくしたと言うよりは、呆あきれたような顔をしたけれど、そう言うとしっかり頷うなずいたのだった。

　鈴真の見せた表情は、正直不服なものだったが、最終的に鈴真は俺の正しさを知るだろうから、この場は見み逃のがしてやる。

「さあ、ゲームを続けるぞ」

　俺はそう言って、視線を前に向けたのだった。

　どれだけ時間がかかっても、必ずこのゲームに勝つつもりで。







　しかし、ゲームは俺の予想以上に長引いた。

「いま、いくつめの道具、だ？」

「十を越こえたことしか、わからないって」

　肩かたで息をしながら俺が尋たずねれば、やはり少々苦しそうな鈴真の声が返ってきて、俺は大きく息をついた。

　ゲームが続いているということは、誤答の度たびにペナルティが与あたえられたということで、傾いた玉座で鈴真はさっきから、文字通り〝手が離はなせない〟状じよう況きように陥おちいっている。

　俺と桑田の道具争そう奪だつ戦はお互たがい手加減無しで、殆ほとんど互ご角かくだったのだが、先に疲つかれが出てきたのは俺だった。

　結果、俺はたったいま、桑田に道具の二連取を許してしまったのだ。

　ちなみにその道具というのは猛もう獣じゆう使いが使うような鞭むちで、桑田とそぐわないことこの上ない。

「く……桑田さん。次はあの、お相撲すもうさん、で」

　鈴真と同じように、必死にひじ置きにしがみつきながら、灰谷は桑田に指示を送る。だが、さすがに桑田も鞭は扱あつかったことが無いのか、わずかに困こん惑わくした顔で、鞭を試ためすようにしならせてみていた。

「……これだけやって、当たりの〝星〝が出ないって言うのはどういうことだ？」

　そんな桑田を横目に見ながら、俺が首を傾かしげれば、

「考え方が、間違っている、とか？　でも、だったら〝星〝って、何？」

　上からは途と切ぎれ途切れにそんな言葉が降ってきた。ずっと椅い子すにしがみついている鈴真の顔には疲ひ労ろうの影かげが落ちていたが、そこに諦あきらめの色が無ければ、俺はひとまず励はげましの言葉を飲み込む。

　代わりに、俺は鈴真の言葉を考えてみる。

　今のところ、俺達はどちらも定めたターゲットには必ず道具を当てている。なのに一向にクリアが出ないという状況に、鈴真が抱いだいた疑問はある意味当然だった。

　ならば、やはり視点の切り替かえが必要だと思うのだが、その新しい見方が中々閃ひらめかず、俺が唸うなれば鈴真も唸る。

「ねえ、本当にあのお相撲さんの人形でいいの？」

　と、そこにやはり同じ疑問に至ったような、桑田の声が耳に届く。

　残りの道具の数や、灰谷の今の状況も考こう慮りよした上で、桑田はその問いを発したはずだが、

「だ、だって、お相撲の勝ちは星で数えるでしょ」

　鈴真より十五度傾けい斜しやのきつい玉座にいる灰谷に桑田の言葉を検討する余よ裕ゆうは無かった。

　その思考がこれまでの延長線上にあることは明らかだ。そして多分、このまま狙ねらって成功となる可能性は低い。

「星……」

　俺はそう呟つぶやくと、どこかに考えるヒントは無いかと、もう一度天てん井じようを仰あおいでみたが、真昼の空のごとくそこに星影はない。

「笹世、さん。本当に〝星〟はこの囲いの中にあるのか？」

　俺は首を下げると、そういえばきちんと確かめていなかったと、笹世に問いを向けた。

「もちろんですねぇ。落とすべき星はこの中に……けれど、星は他ほかにもあるかもしれませんねぇ」

　俺の問いかけに、笹世はあくびを嚙かみ殺しながら答えを寄よ越こした。審しん判ぱん役に飽あきたという意思表示にしても失礼な態度に、普ふ段だんの俺ならば怒いかりを覚えたことだろう。

　しかし、今日は笹世が退たい屈くつのあまりうっかり漏もらした台詞せりふの検討を優先した。

「〝星〝が他にもあるかもしれないって、いま、言ったよね」

「それは、もっと広こう範はん囲いを見るべきってこと……かしら？」

　そして、鈴真と桑田もその台詞をしっかりと聞いていた。

　そこで思いがけず、俺と桑田の視線は交こう錯さくしたが、ゲームの決着が付いていない以上相談するわけにもいかず、互いに顔を背そむける。本当は桑田の意見も聞きたかったのだが。
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「星……星かぁ。空にはいっぱいあるけど、見えないんだって」

　一方、鈴真はさっきの俺と同じように天井を見上げてそう呟くが、

「さすがに、手の届かない星を落とせってことは無いと思うんだが」

　俺自身も考え中の為ため、そんな台詞しか返せない。

　すると、鈴真は顔を元に戻もどし、今度は石庭の中にじっと目を凝こらす。

「オレは……わからないんだけど、石庭の究極の鑑かん賞しよう法って、この中に小宇宙を見ることらしいんだ。でも、そうすると全部が〝星〝ってことになっちゃうんだけど」

　この場合の小宇宙は、もっと精神的な概がい念ねんのような気もしたが、真しん剣けんに考えている鈴真の邪じや魔まをする気はないから、俺は黙だまってその声に耳を傾かたむける。

　それに、石庭全体を宇宙ほしと見る──その考え方は悪くないように思う。ただ、その場合、笹世がわざわざ色々な〝星〟候補を出現させた意味がわからない。いくら笹世でもそこは俺達を騙だましていないと、信じたい。

「……でも、この囲いの中が小宇宙なら、その外はどうなるんだろ？　大宇宙？　でも、このカジノに宇宙っぽいところなんてあったっけ？」

　考えながらも玉座にしがみついていなければならないためか、鈴真の思考はすべて声になって外に出てくる。

　俺はよく次から次へと疑問が出てくるものだと、少々驚おどろいてしまう。でも驚きながらも俺はその言葉を聞き逃のがさないようにする。

　小さな問いを重ねていくことで答えに辿たどり着くことがあると俺は知っている。

　ならば、鈴真が疑問わからないを積み上げていく時、その中にはきっと答えに繫つながることがあるはずだ。考えることに意味はあるから。

「小宇宙と大宇宙、か」

　そう信じて、俺が拾い上げたのは二つの単語で、繰くり返してみると、俺の脳のう裏りを何かが掠かすめていった。

「この囲いの中が小宇宙なら、大宇宙は和邸てい全体なんじゃないか？　とすると、このカジノ全体は太陽系ってところで……やっぱり外にも星があると考えていいのかもしれない」

　次いで、俺の頭の中には先刻、笹世がちらっと見せてくれた、雑なカジノの見取り図が浮うかんでいた。なぜいまそれを思い出したのかわからないが、何かがひっかかっているのは事実だ。

「だけど、外に〝星〟があったら、囲いの中に〝星〝はないってことにならない？」

「場外から〝星〟を運び込めばいいんじゃないか？　……いや、違ちがうか」

　鈴真の言葉にそうは言ってみたものの、やはり違う気がして、俺は自らその意見を却きやつ下かした。

　鈴真との会話の中で、答えに近付いている気はするのだが、まだガスがかかっていて、頭の周りを回っている〝星〟の姿はあと一歩のところで見えない。

　じれったさに思わず眉み間けんには力が入ってしまい、

「多加良君、気をつけないと皺しわになるって」

「……鈴真もな」

　鈴真は俺に注意をくれたが、そういう鈴真も同じ顔をしていて、俺が目め許もとを和やわらげながら指し摘てきすれば、笑った。

「く、桑田さん。とにかくお相撲すもうさんを落として、よ。じゃないと、あたしがギブアップだよ」

　が、俺達がほんの少し和なごんでいる隣となりで、灰谷は限界と戦っていたらしく、鞭むちを手に一人考え込んでいる桑田についに訴うつたえかけた。

　その声に桑田は思し索さくから戻り、灰谷と相撲取りの人形を見比べ、一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後、鞭を構えた。

　桑田もまだ答えに至っていないようだが、灰谷の様子を見て、現段階での可能性に賭かけることにしたようだ。

　そうして桑田は両手で鞭を引っ張り、その強度としなり具合を確かめると、フライフィッシングのようなスナップを利きかせて、鞭を振ふるった。

　曲線を描えがきながら、鞭は隅すみの岩の上にあるでっぷりとした人形の方へ先せん端たんを伸のばしたのだが、結局鞭は人形の脇わきを通り過ぎ、落とせなかった──と、思ったのだが。

　そこで桑田が手首を軽く返せば、鞭はしなりながら一度は過ぎた人形の元へと戻り、次の瞬間、人形は下に落ちていた。

「桑田万能流は鞭の扱あつかいも教えてくれるんですかねぇ？」

「正式に入門した方にはお教えします」

　その鞭使いを見た笹世は、本気ともからかいともつかない声を向けて、桑田はひやかしならば断る旨むねをきっぱりと告げる。

　どうやら、桑田万能流には鞭の扱いも組み込まれているらしい。

　しかし、桑田はその技わざを誇ほこることなく、また人形を落としたことに単純な喜びも見せなかった。

　ただ、笹世がこの相撲取りの人形をどう判断するか──それしか気にしていない。

「月謝が五千円以下なら入門考えてみましょうかねぇ」

　そして笹世はにたりと笑いながらそう言ってから、やはり腕うでで×マークを作ったのだった。

「ひっ！」

　その瞬間、灰谷は悲鳴を上げた。俺は一瞬それを鞭という武器を得た笹世の姿を想像しての悲鳴と理解した。

「ま、また上がるー」

　でも次の一言で、自分の誤解に気付くと、俺は反射的に灰谷の方を向いていた。

　そうすれば、玉座は既すでに傾かたむき始めていて、その上じよう昇しように灰谷はもう泣きそうだ。

「灰谷さんっ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　桑田は慌あわてて手を伸ばしたが、もう背せ伸のびをしても灰谷には届かない。

「大丈夫じゃありませんー。でもここで諦あきらめたら年間パスがー」

　返す灰谷の声には涙なみだが滲にじんでいたが、それでも年間パスへの思いで灰谷は玉座にしがみついていた。

　その執しゆう念ねんはある意味尊敬に値あたいしたが、このままでは答えをみないまま決着が付いてしまいそうなことに俺は焦あせりを覚えて、

「粘ねばりますねぇ。でも、いまので道具は終わりですねぇ」

　続く笹世の言葉に今度は呆ぼう然ぜんとした。

「えっ！　ちょっと待ってよ、まだ〝星〟を落としてないんだって！」

　鈴真も慌てて笹世に声を向けたが、橋から降りる笹世はそれに声を返さない。

　だが、橋を降りるということは、もうルーレットを回さないという意思表示だ。

「あたしだってこんなに頑がん張ばったのに骨折り損なんて嫌いやだけど。でも、もう降りたいかも……」

「……いえ、降りるのはまだ早いですねぇ」

　そんな状じよう況きようを見て、灰谷はついに諦めようとしたが、笹世がそれを止めた。

「でも、道具は無いんだろう？　どうやってゲームを続けるんだ？」

　俺はその台詞せりふからゲームは続行と判断して、ホイッスルを胸むな元もとで揺ゆらしながら近付いてくる笹世に問いかけた。

「はじめに言った通り、ここから先は審しん判ぱんの決定に従ってもらいましょうかねぇ。つまりはワタシの気分次し第だいですねぇ」

　言いながら笹世は俺達の顔を見回し、何を考えているかわからないその表情に俺達は緊きん張ちようする。

「まぁ、面めん倒どうなので細かいことは抜ぬきにして、今から十分間をロス・タイムとでもしましょうかねぇ。その間に〝星〟を落とした方を勝者としましょうかねぇ」

「それは延長戦ということですよね。他ほかにルールは？」

「それも決めるのは面倒なので、ワタシが問題と思った時にだけホイッスルを吹ふいてカードを出しますかねぇ」

　最初に面倒、と宣言した通り、笹世は桑田の問いにも面倒で返し、どんな無茶をふっかけられるかと思っていた俺達は胸を撫なで下ろした。が、安心するのは早かった。

　俺達のほっとした様子を見ると、笹世は再び口を開いて、

「ただし、あくまで〝池の中の道具〟を使って〝星〟を落とすこと。……それと、クイーンが玉座から降りたらゲームは即そく終しゆう了りようですからねぇ。つまり、玉座から降りた方が負け、なんですねぇ」

　そう告げた。

　唆そそのかすような台詞は今日一番、粘ねん着ちやく質しつな声で紡つむがれ、その目には明らかに波乱を求める光。

「それは最初に聞いたんだけど」

　鈴真はその言葉に込められた意味を理解しておらず首を傾かしげたが、俺と桑田と灰谷は気付かないわけにいかなかった。

　道具がもう出てこないというのも確かに問題だったが、より問題なのはゲームの終了条件だ。

　これは、逆を返せば、玉座に残った方が勝ちということで、今の笹世の態度からして、恐おそらく相手を玉座から強制的に下ろしてもルール違い反はんとは取られない。

「では、ロス・タイム開始ぃ」

　そうして、狙ねらい通り、俺達三人の間に微び妙みような緊きん張ちよう感かんが生じたのを見て取って──笹世は楽しげにホイッスルを鳴らしたのだった。

　だが、俺達も桑田達もすぐには次の行動に移らなかった。

　まずはそれぞれクイーンと相談をする、という判断に笹世は眉まゆを寄せたが、笹世の都合など無視だ。

「もう道具は無いけど、どうしよう？」

　俺が玉座に近付くと、鈴真はまずそれを心配して瞳ひとみを曇くもらせた。やはり、鈴真の頭には、もう一つの心配はない。

　ならば、俺もこのまま正面からゲームを突とつ破ぱすると決めて、

「それは〝星〟を見定めてから考えよう」

　俺は鈴真とさっきの続きを考えることにした。

　そうすれば、鈴真は大きく頷うなずき、胸の綿毛も喜ぶように揺れたのだった。やはり、願いの植物はなのように。

　その動きも気にはなったが、俺はとにかく目の前のゲームに思考を戻もどすと、

「太陽系ほし……見取り図……地図」

　さっき途と中ちゆうになっていた思考を取り戻すように呟つぶやいた。

「……星の地図って言うと、天てん球きゆう儀ぎかな？　星は道に迷わないんだから必要ないと思うけど」

　だが、その呟きに声を挟まれて、俺は咄とつ嗟さに天球儀を思い浮うかべた。

「そうだな、天球儀、だ」

「うん。天球儀って国境線がないから、いいよね。でも……やっぱり迷うのは人間で、星は道に迷わないけどさ」

　俺が頷くと、鈴真はもう一度、星は道に迷わないという台詞を繰くり返し、俺はその言葉に興味を覚える。

　星は道に迷わない──それは、地図など持たずとも、星は決まった軌き道どうを進んでいるからだ。

　結局、天球儀も人が星座の位置や軌道を知るためのもので、星にとっては自分に付けられた名前もどうでもいいことだろう。

　ましてや、黄こう道どう十二星座による占うらないで一いつ喜き一いち憂ゆうする人間のことなど知ったことではないはずだ。

「ん？　十二？」

　と、ふと頭の中をよぎった数字と共に、俺は再び笹世の見取り図を思い出した。

「十二って、あの見取り図に書いてあったゲームの数だよ」

　そのまま俺が首を傾げていると、俺の声から同じことを考えたらしく、鈴真はにわかに目を光らせてそう言った。

「鈴真、黄道十二星座って知ってるか？」

「あ、うん。母さんの読む雑誌には星占いが絶対載のってるから知ってる」

「そうか。じゃあ、その十二星座を思い出してみてくれ」

「うん……ちょっと待って」

　俺は鈴真にそう言ってから、桑田達の様子をうかがった。

　女性誌には星占いが載っているが、男性誌には大たい抵てい載ってない。そこを踏ふまえて俺は、桑田達が答えに行き着いている可能性を危き惧ぐして、視線を向けたのだが。

　瞬しゆん間かん、桑田と目が合って、その決意を秘めた眼まな差ざしが鈴真に向けられれば、俺は桑田と灰谷がもう一つの答えを出したのだと悟さとった。

　灰谷の疲ひ労ろう度を見れば、やむを得ない選せん択たくなのかもしれないが、俺は思わず舌打ちをする。

「鈴真、まずいぞ」

　一気に切せつ迫ぱくした事態を知らせるべく、俺は鈴真に声をかけたのだが、

「牡お牛うし座ざ、牡お羊ひつじ座ざ、双ふた子ご座ざ……あ、れ？」

　鈴真は斜ななめ上──方向的には灰谷の玉座──の方を見ながら、星座を思い出していて、俺の声に反応を返さない。

「鈴真！」

「ねえ、多加良君は何座？　オレは男だけど乙女おとめ座ざなんだ」

　俺はさっきよりもきつい声で鈴真を呼んだのだが、桑田にロックオンされたという緊きん迫ぱくした状じよう況きように鈴真はまだ気付かないのか、暢のん気きな問いを向けてきた。

　さすがにこれには俺も答える代わりに、睨にらんでしまって、俺の形相に鈴真は口を噤つぐんだ。

「聞いてよ」

　けれど、真まっ直すぐに俺の顔を見返すと、鈴真はそう言って、俺の返事を待たずにまた口を開く。

「だから、乙女座ってどういう星なのか調べてみたし、そのシンボルマークも知ってるんだって。それが、この玉座の背もたれのマークと同じだって思い出したのはいまだけど……どう思う？」

「このＭが崩くずれたみたいなやつが乙女座のシンボルマーク、なら……つまり、この玉座は乙女座のものってことか」

　鈴真が早口に告げた内容をそう分ぶん析せきすれば、鈴真は大きく頷いた。

　十二個のゲームに黄道十二星座の内の乙女座との一いつ致ち。これは多分偶ぐう然ぜんではない。

　鈴真が積み重ねて来た疑問が、いま、一つの答えを導き出そうとしている。

　俺達が探し求める答えに辿たどり着くにはあと一歩、答えを詰つめればいい。

「秋庭君、鈴真君、悪いけど勝たせて貰もらうわ」

　だが、桑田は俺がそのあと一歩を考えることを許してくれず、声と同時に、正面から玉座に座る鈴真に突とつ進しんしてきた。

　もちろん、俺はそれを許さず、桑田の前に立ち塞ふさがる。

「やっぱり、まず秋庭君を突破しないといけないのね」

　そうすれば、桑田は眉まゆを曇らせてそう言ったが、どんどんスピードを上げて駆かけてくると、俺に拳こぶしを繰り出した。

「く、桑田さん、どういうことなんだって！」

　挨あい拶さつ代わりの拳は軽くかわせたが、それを見た鈴真は驚おどろきに目を見開いて、桑田に声を向けた。

　でも、ひたと俺を見み据すえて、次の攻こう撃げきのタイミングを測ることだけに集中している桑田が鈴真の声に答えることはない。

「鈴真、このまま負けたくなかったら、とにかく玉座にしっかりしがみついてろ！　桑田の相手は俺に任せろ！　代わりに〝星〟の推理は任せた！」

　俺は細かい説明は省いて、鈴真に要点だけを伝えると改めて桑田と対たい峙じした。

　こんな風に桑田と向き合うのは初めてだったが、こうしてみるとやはり圧あつ倒とうされるほど隙すきがない。

　そのくせ俺を真っ直ぐに見据える瞳ひとみは澄すんでいて、でもそれだけで人を動けなくしてしまうような迫はく力りよくがあった。

　だが、怯ひるむことなく見つめ返せば、その目許が一瞬だけ和やわらぎ──次の瞬間には桑田は俺の間合いに入っていた。

　桑田はそのまま俺の脇わきを抜ぬけて行こうとしたが、俺は重心を傾かたむけてそれを肩かたで防ぐ。

　すると桑田の腕うでは俺の肩に伸のびて来て、掌しよう底ていを当てようとする。俺はその掌てのひらに自分から当たって行くことで、何とか桑田を押し返した。

　そうして、再び間合いを開けると、

「……双子座、蟹かに座ざ、獅し子し座ざ」

　俺の耳にはそんな鈴真の声が届いた。ちらりと見上げれば、鈴真は言われた通り玉座にしがみつきながらも、真しん剣けんに考えている。

　俺はその姿を嬉うれしく思ったが、桑田はそこに生じた隙を見み逃のがしてはくれなかった。

　再び桑田は拳を繰くり出して来たが、今度も俺はかわす。が、今度は一いち撃げきでは終わらず、桑田が次々繰り出してくる拳を俺は懸けん命めいにかわし、撥はね除のける。

　俺に拳を向ける桑田の目にはもはや躊躇ためらいの色は無く、ただ真剣さがあるだけだ。

　だから、俺も同じ真剣さで応こたえる。ただし、俺から桑田に拳を向けるつもりは無かったが。

「桑田っ、鈴真は〝星〟じゃない、ぞ」

「そう、ね。でも、クイーンを落とせば、私達の勝ちだ、わ」

　俺は拳を防ぐ合間に、桑田にそう声を向けてみたが、桑田の攻撃の手が緩ゆるむことはなかった。

　ただ、そこで真っ直ぐに伸ばされた桑田の腕を摑つかんで止めることには成功した。

「た、多加良君。オレ……わかったかもしれない」

　と同時に、自信は無さそうだが、確かにわかったと言う鈴真の声が聞こえて、一瞬振ふり向いて頷うなずけば、鈴真は話し出す。

「やっぱり、カジノの中にあるゲームは、黄道十二星座みたいなんだって。クレーンゲームには蟹かにが付いてて、アームレスリングのところには双ふた子ごの人形が置いてあった」

「ああ、そうだ、な。……となると隣となりのフィッシングゲームは魚座か」

　俺に腕を摑まれながらもぎりぎりと押してくる桑田の抵てい抗こうを抑おさえながら、俺は鈴真の言葉を理解する。

　つまり、笹世の案内図に書かれていた十二個のゲームは黄道十二星座の要素──或あるいはそれを連想させるものを付けたゲームだったのだ。

「この囲いの中は玉座の他ほかに扉とびらに女の子の絵が書いてあったよね」

「じゃあ、間ま違ちがいなくここは乙女おとめ座ざだな」

　と、そこでふいに桑田の力が緩み、俺は一いつ瞬しゆん桑田が退くのかと思ったのだが。力を抜くことで桑田は俺の腕から逃のがれただけだった。

　三み度たび、互たがいの間合いと隙を測るように桑田と向き合えば、その双そう眸ぼうはいつも通り静かに凪ないでいて、見つめていると不思議と静かな気持ちになり、俺はそのまま思考を巡めぐらせた。

　カジノゾーンの中に十二星座がある、それがつまり笹世の言う〝他の星〟だ。でも、落とすべき〝星〟はこの囲いの中。

　ということは、その〝星〟は乙女座から連想出来るものだろう。そこまで自分の考えを整理してから、

「鈴真、お前はどんな〝星〟を落とせばいいと思うんだ？」

　俺は鈴真に問いかけた。

「オレはへびつかい座の〝星〟だと思うんだって」

　けれど、鈴真から返って来たのは俺の推理とは異なる答えで、俺は桑田のことを一瞬忘れ、反射的に振り向いていた。

「へびつかい座……って、ちょっと前に流行はやった十三星座占うらないの？　どう考えて、へびつかい座なんだ？」

　そして俺は、じりじりと間合いを詰つめてくる桑田に対応しつつ、続けて鈴真に問うた。

「ええと……この玉座は乙女座なんだ。でもこの玉座は落とせない……だから乙女座の星は落とせない星なんだって。だったら他の十一星座も落とせないんだろうし、そうすると、もう仲間はずれになってるへびつかい座が落とす星だって、思ったんだ！」

　鈴真は訥とつ々とつとだが、途と中ちゆうで止まることなく説明してくれた。

　それは俺の想像外の思考だったが、俺をしっかり納なつ得とくさせてくれて。

　俺はわずかに口くち許もとを緩めると、

「ああ、よく考えたな。よし、次は上から、そのへびつかい座の〝星〟を探してくれ！」

　大きく頷いて、次の行動に移るように告げたのだった。

「うん！」

　そうすれば、鈴真からは元気の良い声を──桑田からは、気合いの入った拳こぶしを向けられた。

　桑田の拳は鋭するどく空気を裂さきながら、俺の耳許を掠かすめていったが、今度も当たることはない。

　桑田の身ごなしはいつも通りで、拳にも十分力が込められているのだが、それが当たらない理由を思って、俺はまた口許を緩める。

「……笑ったらだめよ」

　すると桑田はわずかに眉まゆを寄せ、小さな声で俺を戒いましめた。

「悪い」

　俺は一言詫わびると、笹世に一いち瞥べつをくれたが、いつの間にか橋の上に戻もどった笹世は、俺達の争いをにやにやと笑いながら見ていて、声が届いた様子はない。

「桑田様、今日は制服だから足あし技わざは封ふう印いんなんですかねぇ？」

　が、観客はふいにそんなことを言ってきて、

「……リクエストに応える義務は、無いわ」

　もちろん桑田は一刀のもとに切り捨てた。

　でも、次の攻こう撃げきは拳から手刀へと代わり、さっきよりも鋭いそれをかわすため、俺は後ろに飛び退のく。

「多加良君！　多分、アレだって！」

　と、そこで鈴真が声をあげ、俺はその指先を追った。

　だが、そこにあったのは、本物に忠実なデザインの蛙の置物で。

「俺には蛙にしか見えないんだが？」

「正面から見たら確かに蛙だけど、横からも見て」

　俺が首を傾かしげると、鈴真は片手で玉座にしがみつきながら空いた方の手でもう一度、置物を指し示す。

　言われて俺は、桑田のリーチが届かない範はん囲いで身を乗り出してもう一度それを見た。

「なるほど、蛙かえるはもう蛇へびの口の中、だったか」

　横から見れば、蛙の背後には大口を開けた蛇の姿があり、確かに落とすべき〝星〟らしい。

「うん！　あ……でも、もう道具が無いんだった」

　俺が納得すると自分の答えを認められた嬉うれしさか、弾はずんだ声を上げたが、直後、鈴真はその事実を思い出してがくんと声のトーンを落とす。

「〝星〟は池の中の道具で落とさないといけないのに……オレはどうすればいいんだって？　もう、時間もないし」

〝星〟は見えているのに、次の行動に移れない状じよう況きようで、鈴真は焦あせり、その一方でどんどん声を小さくしていく。

「確かに池にはもう出てこない。けどっ、いまはロス・タイムだっ！　桑田の攻撃に笛が鳴らないなら、道具の方にも絶対抜ぬけ道が、あるはず、だっ！」

　でも、ここで鈴真に諦あきらめてもらうわけにはいかないから、飛ぶように仕し掛かけてくる桑田の攻撃を左右に避よけながら、俺は鈴真に向かって叫さけんだ。

「んー、わかったようなことを言ってくれますねぇ。でも、確かにあと三分間はロス・タイムなんですよねぇ」

　俺の言葉を聞いた笹世は口許を歪ゆがめ、わずかに不ふ愉ゆ快かいそうな素そ振ぶりを見せたものの、結局残り時間を伝えただけで実力行使はしてこなかった。

　俺はまだ残り時間があることにほっとしたが、

「あと三分で、抜け道とかそんなの、オレにわかるわけないって！」

　鈴真はそれを聞くと、動どう揺ようも露あらわに叫んだ。確かに鈴真には三分は短すぎるのかもしれない。

「鈴真、落ち着け。わからないって言うのはかまわない。でも、考えることを止やめるな」

　俺は、まず諦めなければまだチャンスはあるのだと鈴真に伝えた。

「だけど、わからないって言ったって、やっぱり答えは出ないんだよっ！　オレのわからないは人を困らせるだけなんだっ！　だったら、オレは考えない方がいいんだっ！」

　けれど、弱気になっている鈴真は俺の言葉に首を振り、ずっと胸にわだかまっていた想おもいを吐はき出す。

「ああ、確かに答えは出ないかもしれない。でも、いま最悪なのはわからないことじゃない、考えるのを止めることだ」

　だから俺は鈴真を見つめるとそう伝えた。鈴真はきっとそれを知っていると思ったから。

「……だったら、多加良君が考えてよっ！」

　俺の言葉に鈴真は今度はそう言って寄よ越こしたが、俺は諦めずに言葉を続ける。

「だめだ、これはお前のゲームだから」

「オレのゲーム？」

　俺がきっぱりと言い切れば、聞き返してくる鈴真の目には微かすかに光が灯ともって。胸の綿毛はその心の振しん動どうが伝わったように震ふるえ始める。

　ならばきっと、いまが鈴真の心の奥に俺の言葉を届けるチャンスだ。

「ああ、そうだ。俺はあくまでジャックだからな。これはクイーンのゲームだ。だから、お前が動かないなら、俺も動かない」

　俺はそう言うと、言葉通りその場に静止した。

　腕うでのガードまで下げれば、鈴真は慌あわてて桑田の方を見たが、ノーガードの相手を前に、桑田もまた拳こぶしを納めればほっとして小さく息を吐いた。

「なんで多加良君まで動かないの。オレが動かなくたって、ゲームは出来るでしょ？　それに……オレが勝手に動くと……またＧＰＳで探されちゃうかもしれないのに」

　そして鈴真は、怒おこったような声で、けれどどこか自じ嘲ちようするような台詞せりふを寄越す。

　でも、それでも鈴真は玉座にしっかりとしがみついている。

　それはきっと鈴真がこのゲームを自分の物として捉とらえているから。まだ、諦めていないから。

　ゲームも、ゴールにあるものも。

「迷ったっていいじゃないか！」

　俺は鈴真に真まっ直すぐに眼まな差ざしを向けると、語気も強くそう言い放った。

「……迷ったら、だめなんだって。和家に生まれたオレは……星みたいに迷わないで軌道みちを進まなきゃいけないんだって」

　すると鈴真は、口ではそう言いながら、瞳ひとみにはそれを拒こばむような光を浮うかべて。

　噓うそを吐けない瞳が揺ゆれれば、胸の綿毛も震える。

「確かに星は迷わない。でも、迷わないからいつも同じ軌道を巡めぐってる。逆に言えば俺達が迷った道は新しい道で、迷うからこそ新しい道を見つけられるんだよ。……だから、迷ったっていいじゃないか」

　その胸で揺れる不思議な綿毛を見つめながら、俺は尚なおも鈴真に語りかけた。

「それは……迷子になってわかることもあるって、こと？」

　そうすれば、鈴真はようやく真っ直ぐに俺を見て、そう問いかけてきたのだった。

　その瞳には好こう奇き心しんに似た、何かを期待する光があって。

「ああ、そうだ。俺は昔、迷子になって、そこで見たことのない鳥を見つけたことがある。きっと迷わなければ出で遭あわなかった」

　俺はいままで隠かくしてきたその話を、特別に教えてやる。

「……オレも、やまびこは見つけられなかったけど、綺き麗れいな花はたくさん見たよ。名前のわからなかった花は家に帰って図ず鑑かんで調べたんだ。きっと、そこで見なかったらいまも知らないままだったと思う」

　俺の言葉を受けて、鈴真はなぞるようにゆっくりと自分の記き憶おくを語ってくれて、そうして最後に口くち許もとに笑えみを浮かべた。

「だろう？　だから、たとえいまわからなくても、考えることを止めなければそうやって、また前に進める。わからなくても迷った時でも。後ろに行きたい時でも前に進め。多分、そのＴシャツはそう言う意味だ」

　そして俺がそのＴシャツを指させば、鈴真はゆっくりと一度瞬まばたきをして、

「……ああ、そうか。だから後ろに「前」って書いてあるんだ。もしオレが後ろに下がってもそれでもオレは前にしか進めない、のか。ああ、そういう意味だったんだ。オレも、そう思う」

　そう理解すると、今度は屈くつ託たくのない笑みを満面に浮かべたのだった。

「あと二分ですねぇ」

　そこで再び笹世が残り時間を知らせてきたが、もう鈴真は動どう揺ようを見せなかった。

「多加良君、二分もあったら何が出来るかな？」

「二分もあれば電子レンジでお湯が沸わく。だから鈴真、まず一分、落ち着いて考えろ」

　その問いかけに、間かん髪はつ容いれず答え、ついでに不敵な笑みを浮かべて見せれば、鈴真は大きく頷うなずいて、深呼吸と共に目を閉じる。

　俺は、鈴真が再び目を開けるその時に備えて、もう一度桑田と向き合った。

　ここを凌しのげば、もう桑田達の勝利はない。

　なぜなら、鈴真はきっと〝星〟を落とす術すべを見つけるから。

　そうして、俺が一歩前に踏ふみ出したのを合図に、桑田は強く地面を蹴けった。

　俺は砂利じやりに足を取られたが、桑田は身につけている武術ものが違ちがうからそんな醜しゆう態たいを曝さらすことなく、最短距きよ離りで俺に向かってくる。

　俺はその侵しん攻こうを止めるため、咄とつ嗟さに手を伸のばし桑田の腕を摑つかんだ。

「取った！」

「……甘いわ」

　だが、その腕ごと桑田は体を引き、力を込めたようには見えないのに、引きずられるようにバランスを崩くずして、俺はたたらを踏む。

　俺は膝ひざに力を込めてなんとか踏み止とどまったが、俺達は背中合わせの形になり、桑田は勢いよく体を回転させ、突とつ破ぱを試みる。

「多加良君！」

　が、鈴真が大きな声で俺を呼べば、そのスピードは緩ゆるみ、俺は心の中で詫わびながら、自分の背中で桑田を弾はじき飛ばした。

「鈴真、アイディアが出たか!?」

「うん……これ、使えるかもしれないんだって」

　俺が顔を向ければ、鈴真は足をつっぱることで玉座からの滑かつ落らくを防ぎながら、ズボンのポケットからこぶし大の包みを取り出したところだった。

　包みには綺麗にリボンまでかけられていたが、鈴真は躊躇ためらわず、びりびりと乱暴な手つきでその包装を剝はがしていく。

「……石？」

　紙の下から現れたそれを見て、訝いぶかしげな声を上げたのは早くも体勢を立て直した桑田だった。ただし、首を傾かしげながらも俺のガードを突破する機会を狙ねらう素そ振ぶりは止めていなかったが。

「それ……鈴真の土産みやげだろ？　いいのか？」

「……後で拾えば大だい丈じよう夫ぶだって」

　俺が問えば、鈴真はそれを手に握にぎり込みながら頷いたが、その口から出た言葉はきっぱりしていた。

「お土産は大切な物をって言われたけど……オレ、わからなかったし、見つけられなかったんだって。だから……河原で拾った石を包んできたんだ」

　鈴真はそれを恥はじるように言ったけれど、俺はその不器用なまでに正直な選せん択たくに、好感を覚えこそすれ、逆の感情を抱いだくことはない。

「石か……見ただけじゃどんな種類の石かわからないな。隕いん石せきかもしれないし、化石かもしれない……これから使うにはもってこいの〝道具〟だ」

　だから俺は鈴真にそう言ってやる。

「……そうだといいな。でも、価値がつくかどうかは、多加良君にかかってるんだよ」

　すると鈴真は頰ほおを緩めて、けれど強い眼まな差ざしを俺に向けてきた。

「任せろ。それで、どういう算段だ？」

　俺は自信を持って頷くと、詳しよう細さいを聞くべく鈴真の元へ駆かけ寄ろうとして、足を止めた。

「桑田、もう、茶番は終わりでいいよな？」

「そうね。残り一分だものね」

　そうして、顔だけ振ふり返りながら尋たずねれば桑田はどこかほっとした顔で頷き、俺達の十分近い茶番は終わりを告げた。

「え、どういうこと？」

　俺達の会話を拾った鈴真は目を瞬しばたたかせたが、

「後で教えてやる。いまは〝星〟の方だ」

　この話は後回しにして、俺は説明を促うながすと、玉座の鈴真に出来るだけ耳を近付けた。

　そうすれば、鈴真も我に返り、短く作戦を伝えると、手の中の石を強く握り込んで。

「あとは、任せたからね」

「了りよう解かい！」

　俺が頷くのと同時に、鈴真は上体を起こして、その石を思い切り、池に向かって投げた。

　そして俺は、その石がちゃんと池に落ちることを信じて、走り出す。

　乾かわいた池に石が沈しずむ心配はもちろん無用だが、問題は残り時間だ。俺はそれを気にして橋の上の笹世に視線を向けた。

「おやぁ、池に石を投げ込むとはどういうことですかねぇ？」

　丁度、池に石が落ちたところで、笹世の胡う乱ろんな眼差しと俺の視線はぶつかった。

「道具は池から取るんだろ？　放り込んだものを道具として使ってはならない、なんてルールは聞いていないからな」

　ホイッスルを牽けん制せいするつもりで俺は笹世を睨にらむようにしながらそう言ったのだが、笹世は三枚のカードを見せつけるように取り出して、俺は思わず舌打ちをする。

「これ、鈴真様のアイディアなんですよねぇ。まさか、鈴真様にグリーンカードを出す日が来るとはねぇ」

　けれど、三枚のカードの中から笹世が選んだのは緑色のカードで。

「グリーンカードはナイスプレイに出すカードなんですよねぇ」

　そんなことを言いながら笹世は緑色のカードを鈴真に向けてかざした。

　グリーンカードを向けられた鈴真は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くったような表情を浮うかべた後、

「や、やった！　多加良君、投げていいんだよっ！」

　興奮した声で俺に叫さけんで寄よ越こす。

「ああ、任せておけ！」

　俺は池の中から石を拾い上げると速攻で投てきラインまで戻もどる。でも、それを過ぎても俺は足を止めなかった。

　残り時間は三十秒あるかどうか。

「鈴真、あとはお前の仕事だ」

　俺は鈴真が受け取ることを信じて、その石を鈴真に投げる。

「えっ！」

　反射的に鈴真は片手で石をキャッチして、それから打ち合わせとは違ちがう俺の行動に困こん惑わくを浮かべる。

「鈴真、それはお前の石だからお前が投げろ。投げたら、きっとその石の価値がわかるはずだ」

「……うん。投げてみる、よ。投げてもわからないかもしれないけど、投げなきゃ何も始まらないんだね？」

　俺がそう言えば、鈴真は石をじっと見つめて、また俺に問うた。

　本当は最後まで自分で決めて欲しかったが、俺が一つ頷うなずけば、鈴真の目には光が灯ともって。

　同時に、胸の綿毛はその下から緑色の葉を広げて──俺の目は再び痛つう痒よう感に襲おそわれる。

　俺はそれを堪こらえて、鈴真が懸けん命めいに腕うでを伸のばして投げた石の軌き跡せきを追った。

　投げ終えると同時に鈴真はバランスを崩くずし、慌あわてて玉座にしがみつかなければならなかったが、投げた石の方は綺き麗れいな放物線を描えがいて〝星〟を目指して飛んでいき。

　そして、鈴真の投げた石は〝星〟ではなく、置物が乗っている岩に当たって割れた。

　だが、岩に弾はじかれ割れた石の半分が蛇へびに当たり。

　ごんっ、という音と共に蛙かえると蛇が下に落ちるのと同時に、ホイッスルの音が鳴り響ひびき、次いでファンファーレの音が響き渡わたって。

「はぁー、本当にまさかの結末ですねぇ。鈴真様が〝星〟を落とすとはねぇ」

　笹世が腕で○の形を作り、とても祝福とは思えない口調でそう告げた時、俺と鈴真はようやくゲームに勝ったことを知ったのだった。

「た、多加良君！　やったんだって！」

　そう理解した瞬しゆん間かん、鈴真の顔には満面の笑えみが浮かんでいて、その声は喜びに上うわ擦ずっていた。

「ああ、よくやった！　おめでとう！」

　俺が祝福の言葉を向ければ、鈴真は更さらに笑みを深め、胸の綿毛も小さく揺ゆれる。

　俺の目の痛痒感は収まっていたが、綿毛の周りを囲むように広がった緑の葉はそのままで、明らかに願いの植物の形状に近付いていた。

　そして、その変化は鈴真の心に呼応していたと思う。願いの植物もまた、宿主の一番の願いに反応して芽め吹ぶき、成長していくものだ。

　だとすれば、綿毛の部分は花とは言えないが、

「やっぱり、願いの植物、なのか？」

　俺は鈴真の胸の綿毛に視線を向けながら一人呟つぶやいた。

「ああー、やっとこのトンデモ椅い子すから降りられるー。作戦も上手うまくいったわけだし、桑田さん、萬葉カフェでおごってくれる約束忘れないでね」

　と、そこで心底安あん堵どした灰谷の声が聞こえてきて、そちらを見れば玉座がゆっくりと元の位置に戻るところだった。

「忘れないから、いまは黙だまってて！」

　緊きん張ちようから解放された灰谷とは対照的に、桑田は少々慌てて、自らの唇くちびるの前に指を一本当てて灰谷に沈ちん黙もくを求める。

　桑田の攻こう撃げきが決まらない理由は理解していた俺だが、灰谷との間にそんな取引があったことを知って、俺はその費用は折半しようとこっそり決めた。

「相手に黙ってて欲しい時って、どうして指を一本立てるんだろ……じゃなくって、作戦って？」

　一方、鈴真も玉座から解放されることがわかって余よ裕ゆうが生まれたのだろう、早さつ速そく二つの疑問を口にする。

「つまり、敵を騙だますにはまず味方からってことだ。桑田達は俺達に王おう冠かんを手にするチャンスを譲ゆずってくれたんだ……でも、〝星〟を見つけたのも落としたのも鈴真だってことは変わりないけどな」

　笹世の目と耳を気にしながら、ごく小さな声で俺は鈴真に説明した。ただし譲られたのはそのチャンスだけで、王冠は鈴真の実力で得たことはちゃんと伝えておく。

「……そうか。じゃあ、あの石には年間パスの価値も加わったんだ」

　そうすれば、鈴真は正しく理解して、桑田と灰谷に頭を下げたのだった。

　それに二人が微笑ほほえみを返したところで、

「んんー？　何をにやにや笑ってるんですかねぇ？」

　ふいに笹世が割って入ってきて、俺達は一いつ瞬しゆん固まった。

　だが、にやにやと笑っている笹世の方を振ふり返ると同時に、俺は一いつ切さいの動どう揺ようを顔から排はい除じよする。

「ようやくゲームが終わったんだから当たり前だろ。そうだ、鈴真に早く王冠を渡したらどうだ？」

　それから強気にその顔を見返すと、鈴真に代わって急せかした。

「何だか怪あやしいですけどねぇ……まあ、これ以上のゲームはワタシにとっても苦痛ですからねぇ。では、鈴真様に渡す王冠を出しましょうかねぇ」

　笹世は胡う乱ろんな眼まな差ざしを投げてきたが、それにも俺が怯ひるまなければ、鷹おう揚ように頷きその赤い髪かみを撫なでて。

「……まさか、そこから王冠が出てくるんじゃ」

「そんな手品はしませんねぇ。まぁ、色々と隠かくし持ってはいますけどねぇ」

　鈴真はその仕し種ぐさに思わず息を吞のんだが、笹世は首を振り、けれどそこで浮うかんだ黒い笑みに俺達は背筋を凍こおらせ、青ざめた。

　俺達のそんな反応に笹世はくつりと喉のどで笑うと、そのまま橋の上のルーレットに手を伸ばす。

　だが、今いま更さらそれを回そうとする意味がわからず、俺達は顔を見合わせる。

「４５４３よこしま……とねぇ」

　笹世は構わずに語ご呂ろ合あわせのような言葉を口にすると、金庫のダイヤルを合わせる要領でルーレットをゆっくりと回した。

　そうして、キン、という金属を弾くような音が微かすかに聞こえたかと思うと、ルーレットの中央部分がゆっくりとせり上がり始めて。

　目を凝こらして見れば、その上には俺のネクタイにあるのと同じ〝王冠〟があった。

「あれ、金庫だったんだね」

「……趣しゆ味みがいいとはいえないけれどね」

　灰谷と桑田は口々にそんな感想を漏もらしたが、俺はそこに、妙みようなところに凝る和家らしさを見て、小さくため息を吐ついたのだった。

　もっとも、庶しよ民みん派生徒会長を目指す俺にこの金持ちのセンスを理解する必要は無い。

　笹世はこのセンスをどう捉とらえているのかわからないが、疑問を持っていないことだけは確かで、現れた王冠を見て一つ頷うなずくと、

「では、鈴真様にこちらを差し上げましょうかねぇ」

　一応慎しん重ちような手つきでそれをつまみ上げ、自分の掌てのひらに載のせた。そのまま笹世は橋を降り、俺達の方へと向かってくる。

「お疲つかれ様さま」

「本当に……疲れたよぅ」

　その間に玉座は最初の位置たかさに戻もどって、桑田の手を借りながら玉座から降りた灰谷は、心底ほっとした様子で、くしゃりと笑った。

　俺も桑田に倣ならい手を差し出したが、鈴真は首を振ると、ぴょんと玉座から飛び降りた。

　心なしかさっきよりも軽い身ごなしに、確かに鈴真の中で何かが変わったことを俺は感じる。

　綿毛がそのまま胸に残っていて、開花も結けつ晶しよう化もしていない状じよう況きようでは、鈴真に起こった変化が「一番の願いが叶かなった」のかはわからないけれど。

　でも、その胸の綿毛は願いの植物に近い存在であるのは確かだろう。

　そして、晴れ晴れとした表情で、鈴真が笹世を迎むかえた、その時だった。

　入口の扉とびらがゆっくりと開いたかと思うと、そこから顔を現したのは朝都だった。

　朝都の登場に俺達は軽く驚おどろいたが、朝都は中にいるのが俺達とはすぐに気付かず、中を一通り見回してからそうと気付いて目を瞠みはる。

　次いで、朝都は鈴真と向き合う笹世の手に王冠があることに気付くと、わずかに頰ほおを強こわばらせた。

　だが、内心の動揺をそれ以上面おもてに出すことはせず、代わりに拳こぶしをきつく握にぎりしめると、

「王冠を取ったのは……どちらですか？」

　朝都はそう問いを発した。

　笹世の体の向きを見れば、一目瞭りよう然ぜんだったが、あえて問う朝都から鈴真は目を逸そらす。

「鈴真くんの方だよ。おかげであたしの年間パスポートは消えちゃったけど」

　そんな中、朝都に答えたのは俺でも桑田でもなく、室内に漂ただよう緊きん張ちよう感かんに気付かない灰谷だった。

「そう……ですか。ありがとうございます」

　その答こたえに、朝都は静かに頷き、礼れい儀ぎ正しく灰谷に頭を下げると、この結果を受け入れる言葉を口にした。

「これで……ぼくが一番遅おくれを取っていることに、なったわけですね」

　そのまま朝都は俺と鈴真の方を見ると、軽い口調で達観したような台詞せりふを言い、口角を引き上げる。

　朝都としてはそれで笑ったつもりだったのだろう。

　けれど、その笑え顔がおはあまりにぎこちなく、笑った傍そばからひきつっていく頰を見れば、朝都が内心穏おだやかでないのは聞くまでもなかった。

　鈴真はそんな朝都を横目で見ると、今度は俯うつむいてしまう。

「ワタシも鈴真様に王おう冠かんを差し上げることになるとはあんまり思っていませんでしたねぇ。でも、鈴真様、なかなかのご活かつ躍やくだったんですねぇ」

　しかし、笹世は相変わらずのマイペースで、そう言うと、朝都の表情などまるで気にせず、鈴真の右胸に王冠を取り付けたのだった。

　Ｔシャツの黒地に銀色の王冠は良く映えていたが、それを見る鈴真の顔にはもう喜びは見つけられない。

　浮かない顔のまま鈴真が胸の王冠に触ふれると、

「王冠の譲じよう渡とは出来ませんからねぇ」

　こんな時ばかり笹世は、鈴真の思考を読み取ったように機先を制して告げる。

　図星を指された鈴真は、それでも懇こん願がんするように笹世を見つめたが、相手はそよとも動かない。

　鈴真はため息を吐くと、どこか持てあますように胸の王冠を指で突つついて。

「でも……オレより朝都が持ってた方がいいと思うんだけど。だって、オレはまだ……何を願えばいいかもわからないんだから」

　まだ少し躊躇ためらいながらも、鈴真は正直に自分の迷いと、「わからない」という一言を朝都に告げた。

　次の瞬しゆん間かん、朝都は顔から作り笑いを消し去った。

「そうですね。確かに鈴真は何もわかっていません。当然ぼくのこともわからないようですから、あえて言います。鈴真に王冠を恵めぐんでもらう必要はありません。ぼくは、自力で〝お茶会〝の、王様の席に座ってみせます！」

　笑みを消すと同時に朝都は眦まなじりをつり上げ、苛いら立だった声で一息に鈴真に言葉をぶつけると、大きく肩かたで息をついて。

　それでもまだ朝都は感情に抑よく制せいを利きかせていたが、そこにはむしろ今にも弾はじけ飛んでしまいそうな危あやうさがあった。

「まだ言いたいことがあるなら、言ってしまったら？」

　普ふ段だんなら止めるところで、桑田がそんな言葉をかけたのも、それを危き惧ぐしたからだろう。

「あ……すみません。大だい丈じよう夫ぶです。もう何もありませんから」

　けれど、桑田の静かな眼まな差ざしに見つめられたことで朝都は我に返り、怒いかりを面に出してしまった自分を恥はじるように目を伏ふせると、首を振ふった。

「我が慢まんは体に悪いぞ？」

「我慢なんてしていないので、問題ありません」

　俺もそう声をかけてみたが、それは淡たん々たんと受け流される。

　ならば鈴真に何か言って貰もらおうと、俺は視線を横に向けたのだが、鈴真はまだ朝都の怒りに呆ぼう然ぜんと目を見開いたままで。

「とにかく、ぼくは必ず次で王冠を手に入れてみせますから、秋庭さんも覚かく悟ごしていてください」

　そうして、言葉を発する間にも冷静さを取り戻もどすと、朝都はまず俺に宣戦布告してくれた。

　その胸にはやはり綿毛の植物があったけれど、鈴真のそれに比べて小さく、種を飛ばす前に枯かれてしまいそうにみえた。

「そしてぼくは願いを叶かなえます……鈴真にはわからない願いを、ね」

　次いで朝都はようやく瞬まばたきを思い出した鈴真の顔を見ると、皮肉めいた言葉を告げ、背を向けた。

　自分を拒こばむようなその背中を、鈴真は沈しずんだ顔で見つめるだけで、声はかけない。

「……覚悟しろと言われたら、俺も全力で行くぞ」

　でも俺は、相手が真しん剣けんに勝負を挑いどんでくるのなら、きっちり受けるのが礼れい儀ぎだろうと、朝都の背中に声を送った。

　それに、朝都の胸にあるのもまた、願いの植物に近しいものなのだから、俺がどうにかするしかないと、心に決めて。

「わかりました。ぼくは先に次のアトラクションへ向かいますから、二人も早く来てください」

　俺の声に朝都は振り向くことなく声だけを寄よ越こすと、言葉通り、再び扉とびらの向こうへ姿を消したのだった。

「そうだよ、朝都……やっぱり、オレにはわからないんだ」

　朝都の背中が扉の向こうに消えたところで、鈴真はようやくぽつりと呟つぶやきを落としたが、当然その声が朝都に届くことはない。

　そして、ふいに鈴真は歩き出したが、足を向けたのは扉の方ではなく石庭の方、さっき投げた石が落ちた方向だった。

　俺は迷わず鈴真の後に続いたが、桑田は笹世が灰谷を囲いの隅すみの方へ追い詰つめているのを見つけると、

「向こうは私に任せて」

　そう言って──恐おそらくロス・タイムの行動について問い詰められている──灰谷の救出に向かった。これは、噂うわさの萬葉カフェで俺は桑田に季節のデザートをおごるべきだろう。

　桑田に感謝しながら、改めて鈴真の後を追えば、やはり鈴真はさっき割れて落ちた石を拾い上げていた。

「割れちゃったよ」

「ああ、でもその石のおかげで鈴真は王冠を手に入れた」

「……うん。何でもないただの石だったのに、〝星〟を落とす石になったってことだよね」

　俺が声をかけると、鈴真はしゃがみ込んで顔を上げないまま、感かん慨がい深げな声を寄越した。

　俺も隣となりにしゃがみ込んでみれば、鈴真は割れた石を両手に載のせて、さっきとは違ちがう、価値のあるものを見るような目で見つめていた。

「なあ、本当に、何もわからなかったか？」

　そんなはずはないと承知の上で俺は鈴真に問いを向ける。

「……本当に知りたいことは、やっぱりわからなかった。でも、この石がオレにとってただの石じゃなくなったのはわかったと、思う」

　すると鈴真は、割れて二つになった石を合わせるように両手で包み込みながら、一つだけは正直に認めた。

「あとは……この石とはわかりあえそうだけど、朝都とは分かり合わない方がいいってことはわかったよ」

　更さらに鈴真はそう続けると、瞳ひとみに諦てい観かんを漂ただよわせ、また遠くへと視線を投げた。

　でも、俺は鈴真のこの言葉は信じられない。

　石のことがわかって、朝都のことがわからないはずがないのだ。

　少なくとも鈴真は朝都が〝王おう冠かん〟を手に入れようと必死なことをわかっている。

　もしも本当にわからないと思っているなら、それは鈴真が遠くを見過ぎていて、足あし下もとが見えていないだけだ。

　だが俺は、それを鈴真に伝えることはひとまず止やめておく。

　出来るならそれは鈴真自身が気付くべきだと思ったから。その胸の植物もどきの為ためにも。

「そうか。それで……鈴真が本当に知りたいことってなんだ？」

　代わりに俺は鈴真にそれを訊きいてみた。

「……あのさ、多加良君、夢とか願いって、どういうものなの？」

　俺の問いに、鈴真はようやく顔を上げると、問いの形で答えを寄越した。

「それは……人それぞれだから、一いち概がいには言えない。ただ、俺は、自分の願いは絶対に叶えるものだと思ってる」

　それを問う鈴真の眼まな差ざしはひどく真剣だったから、俺も下手に繕つくろうことはせず、自分の知ることだけを鈴真に返す。

「そうか。でも、多加良君は少なくとも自分のことはわかってて、その為なら一生懸けん命めいになれるんだよね？」

「ああ。だからまあ、色々と面めん倒どうなことも我が慢まんできる」

「そう……だけどオレはわからないんだって。自分の中にそれが無いのはわかってる。でも……一生懸命になれるものを夢って言うなら、オレにはわかんないって。自分の願いも……わかんなくて。だから、いま自分が遠回りしてるのか、近道してるのかも、わからなくなるんだ」

　鈴真はそう言うと、立ち上がり、もどかしさをぶつけるように地面を蹴けった。

　でも、そのもどかしさは、鈴真が自分の中にある──本人は無いと思っている願いと向き合おうとしているからこそ生じるものだと俺は思う。

「わからなくても、大だい丈じよう夫ぶだ」

　俺は、思ったままを言葉にして鈴真に伝えた。

　次の瞬しゆん間かん、鈴真は弾はじかれたように俺を見た。

「その石は隕いん石せきか鉱石かわからなくても、さっき俺達の役に立ってくれただろ。だったら鈴真の願いもいまはわからなくても、そのうちわかればいいじゃないか。それに、遠回りでも近道でも、お前は前に進んでるんだ」

　俺は、鈴真の目をじっと見つめると、Ｔシャツを指さして、心配はないと語りかけた。

　だが、鈴真はその文字を見ても、今度はその澄すんだ瞳を尚なおも不安げに揺ゆらしたままだった。

「でも、この通過儀ぎ礼れいが終わったら、オレはもう大人として扱あつかわれるんだよ。なのに、オレにはまだ願いがわからなくて……大人になりたいとも思えないんだ」

　鈴真はそう言うと、また俯うつむいてしまい、俺はまるで大人になれば願いは叶かなうと言っているような鈴真の台詞せりふに違い和わ感かんを覚える。

　鈴真がいま懸けん命めいに捉とらえようとしているものは雲なのに、鈴真のイメージでは氷のように形を持ったものとして想定されていることに。

　その現実と固定観念イメージが嚙かみ合わないからこそ、鈴真の悩なやみは深くなっているように思えた。

「鈴真、夢や願いっていうのは、少なくとも無理矢理用意して、箱に詰めて形を整えられるようなものじゃないと思う」

　だから俺は、そのイメージを修正してやる。

　自分の胸の中に、形を持たない、けれど確かなものが生まれ始めていることに鈴真自身はまだ気付いていないけれど。

　でも、胸の綿毛は俺の言葉に緑の葉を揺らし、鈴真は再び顔を上げる。

「だけど……かのう様も願いがわからないとだめだって。それは、形があるってことじゃないの？」

「かのうの言うことなんて、天気予報よりあてにならないぞ。信じるなら絶対に俺の方だ」

　そう尋たずねてきた鈴真に大きく頷うなずき返せば、鈴真はぽかんと口を開けて俺を見たが、俺は発言を撤てつ回かいしない。

　なぜなら、それが動かしようのない事実だからだ。大体からして信しん頼らい度どという面ではあいつは俺と同じフィールドに上がることさえ許されない腹黒っぷりだ。

　俺が自分の言葉に揺らがなければ、

「本当に……夢や願いには、形が無いの？」

　鈴真は改めて俺に問いかけてきた。

「鈴真は、あると思うのか？」

「……それも、わからないんだ」

　逆に問い返せば、鈴真はゆっくりと首を振ふった。

　人によってはそれは頼たより無い返事だったかもしれないが、俺には十分だった。まず、疑問を持つこと。鈴真に必要なのはそれだから。

「わからないのは、怖こわいか？」

　答えはわかりきっていたけれど、あえて訊いてみれば、やはり鈴真は首を振る。

　そう、鈴真はわからないと言うことを気き兼がねしていても、それを怖おそれてはいない。

「だったら、考え続けたらいい」

　俺は鈴真を信じていたから、少しだけ突つき放すようにそこで話を切り上げた。

　鈴真は戸と惑まどいを浮うかべたが、わからないことを怖れないのならば、きっと鈴真はこの問いに向き合い続けて、やがて答えへと辿たどりつけると俺は信じていた。

　その上、鈴真の胸には、綿毛とはいえ植物がある。きっとその日は近く、俺もまた力を貸すつもりだったが、ずっと手を引いていくことがいいとは限らないから。

　鈴真は俺の言葉に返事をしなかったが、

「朝都が待ってるから、そろそろ行くぞ」

　そう促うながせば一つ頷いて、割れた石をポケットに忍しのばせると、一いつ緒しよに歩き始めたのだった。
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「なんか、納なつ得とくいかないんだが？」

　カジノゾーンは出口にも換かん金きん所が用意されており、俺と鈴真はそこで、カジノで得たコインはポイントに換算される旨むねを聞かされた。

　それにより、俺は１９８ポイントを得た。これは、最初にピエロが告げた通り、殆ほとんどジャックを倒たおすことで獲かく得とくしたものだ。これはまあいい。

　が、鈴真は最後のゲームで王おう冠かんを得たにもかかわらず１８０ポイント。つまり最初に与あたえられた分だけが計算に組み込まれ、クイーンに挑いどむために用意した１００コインは無かったことにされていたのだ。

　そういうわけで、俺は納得出来ないと訴うつたえたのだが、

「オレは別にいいよ」

　本人はあっさりとしたもので、そう言うととっとと換金所を後にしてしまう。

「いや、でも」

「……本人が納得しているなら仕方ないわ」

　俺は鈴真を引き止めようとしたが、逆に桑田になだめられ、結局俺もカジノゾーンを後にしたのだった。

　カジノの後だと、外は随ずい分ぶんと静かに感じられて、そのせいか一緒に表に出た二人連れの会話は妙みようにはっきりと聞こえた。

「なぁなぁ、お前、さっきのシューティングゲーム、最後まで観戦みたの？」

「あー……うん。結局シークレットステージもクリアされたんだけどさぁ」

「えーっ、すげぇじゃん！　世紀の瞬しゆん間かんに立ち会ったわけだ！　って、なんでそんな浮かない顔してんの？」

「それがさぁ、ゲームが終わってブース覗のぞいたら誰だれもいなかったんだよ。あったのは包帯だけ」

「何それ……ホラー？　機械の故障？」

　だが次し第だいに遊園地特有の賑にぎわいが耳に戻もどって来て、他人の会話は遠くなった。

「……ポイントはいいとしても、お土産みやげの方はどうするつもりだ？」

　そして鈴真に追い付くと、俺はそれを尋ねた。

「うーん、無きゃないでいいと思うけど？」

　鈴真の返事は無ければ手ぶらでも構わない、という感じのそれだったが、責任の一いつ端たんを感じている俺としては頷けない。

「どこか調達出来る場所があればいいんだが」

「この先にフードコーナーがあるはずなんだけど、もしかしたらお土産コーナーもあるんじゃないかしら？」

　考え込む俺に、桑田はそんな助け船を出してくれたが、お土産コーナーと聞いて俺の脳のう裏りをよぎるのは赤い影かげだ。

「お土産コーナーって、やっぱりあるのはカピバラレッドグッズだと思うんだけど」

　鈴真もどうやらそう考えたらしく、手首の赤いバンドを撫なでながらそう言って、俺は黙だまって一つ頷うなずいた。

「カピバラレッド？」

　桑田はまだあの憎にくたらしい齧げつ歯し類るいに遭そう遇ぐうしていないらしく、鈴真の言葉に小さく首を傾かしげたが、

「物もの凄すごく可愛かわいくないから、土産物には不適切だ」

　眉み間けんに皺しわを寄せて俺がそう告げれば、ひとまず納得してくれる。

「中身が何でもそれらしい袋ふくろとかに入ってればカピバラレッドだっていいんじゃない？」

　しかし、鈴真は軽い調子でそんなことを言い出す。まあ、石を包んでくる位だからそのあたり無む頓とん着ちやくなのだろうが。

　だが、袋と聞いて俺はふと思い出して、鞄かばんの中からさっきＵＦＯキャッチャーでとった景品を取り出した──人形ではなくマル秘と書かれた巾きん着ちやく袋の方を。

「この中に、お土産になるような物が入っていればいいけどな……」

　言いながら、小さな袋を開けてみると、中に入っていたのは小さな方位磁石だった。

「どこからみても普ふ通つうの方位磁石ね」

「ああ。なんでこんな物をクレーンゲームの景品に入れておくんだ？」

　俺の手て許もとを覗き込んで桑田が言った通り、銀色の方位磁石には飾かざりも何もなく、微び妙みような景品に俺はため息を吐つく。

　体てい裁さいだけ取り繕つくろえばいいといっても、これは土産にできないだろう。と、俺は思ったのだが、

「方位磁石か。悪くないって。だって実用品だし」

　鈴真の判断は違ちがっていた。その顔を見ても、噓うそを言っている様子はない。

「じゃあ、ひとまずこれを土産として持っておけ」

「でも、これは多加良君が手に入れた物なのに……いいの？」

　俺が袋と共に方位磁石をその手に押しつけると、鈴真は袋と俺を交こう互ごに見比べて首を傾げた。またその価値をあれこれと考えているのがわかったから、俺はまず頷いておく。

「俺が鈴真にやりたいんだ。それに、鈴真のアドバイスで取れたようなものだから、元々半分は鈴真の物だ」

「じゃあ……とりあえず借りておくね。この磁石がどこに案内してくれるかは、わからないけど」

　次いで、俺が鈴真にも所有権があることを伝えれば、鈴真は素す直なおに受け入れて、悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべたのだった。

「それで……二人はこのまま次のアトラクションに進むの？」

　と、そこで桑田に訊きかれて、俺と鈴真は顔を見合わせた。

　桑田が灰谷を救出する過程で、笹世から俺達の通過儀ぎ礼れいのことをある程度聞き出し──ただし、どんな話し合いとりひきを持ったのかは氷の微笑ほほえみでかわされてしまったのでわからない──且かつ俺達が挑んでいるゲームのことを理解しているのは知っているから問題ない。

　問題は、話をしながら何となく歩いてきてしまったが、これが次のアトラクションに続くルートなのか俺が一瞬わからなくなっていることだ。

　それに気付いた俺が慌あわてて周囲を見回し、鈴真も俺に倣ならって首を巡めぐらせれば、桑田は呆あきれたようにため息を吐いた。

「さっきも言ったけれど……このまま進めばフードゾーンよ」

　でも、結局桑田は俺達に優やさしく教えてくれる。

「ありがとう」

　少し羞しゆう恥ちを覚えながらも俺がきっちり礼を言えば、桑田は何も言わず首を振ふる。多分、俺への思いやりで。

　沈ちん黙もくをそう理解しながら、俺はさっき記き憶おくした案内板を思い出す。

　そして、俺がフードゾーンの先に次のアトラクションがあることを思い出したところで、

「ああ……いい匂においがするんだって」

　鈴真は漂ただよってきた揚あげ物の匂いにふらふらと引き寄せられていた。

　もっとも、食べ物の香かおりに嗅きゆう覚かくを刺し激げきされたのは鈴真だけではなく、俺もまた匂いのしてくる方へ目を向けてしまう。

　そうすれば、フードゾーンはもう目の前で、加えてその入口には朝都が立っていた。

「少し腹ごしらえをしてから、次のアトラクションに向かわないか？」

　つま先で地面を叩たたいているのを見れば、朝都が俺達を待って苛いら立だっているのはわかったが、俺は朝都にそう声をかけた。

　時刻はもう十二時に近いし、朝から動き続けている俺達はそろそろ小休止を取るべきだろう。

　俺の声に振り向いた瞬しゆん間かん、朝都は渋じゆう面めんを浮かべていたが、すぐにそれは帽ぼう子しに隠かくした。

「急がなければ、〝お茶会〟に間に合わなくなってしまいます」

　そう言う声に滲にじむ不ふ機き嫌げんさまでは隠しきれていなかったが。

「腹を空すかして、疲つかれたまま動き回っても、却かえって効率が悪いと思うが？」

　そんな朝都に近付きながら、俺は朝都が好きそうな理り屈くつでもって説き伏ふせにかかる。

「そうね。どうやら体力だけの勝負じゃないみたいだし、頭を働かせるには糖分が必要よ」

「……オレもお腹なか空いたんだって」

　更さらに桑田が優しく、鈴真はさっきの遣やり取りを忘れたように屈くつ託たくのない言葉を向ければ、朝都は自身の分の悪さを悟さとって軽く唇くちびるを嚙かんだが、

「……鈴真までそう言うなら、付き合うしかありません」

　鈴真を引き合いに出しつつ、結局俺の提案を受け入れたのだった。







　フードゾーンは、大きなテントの下に、更に色々な屋台が並んでいる、そんな場所だった。

　といっても、祭りの縁えん日にちで見るような屋台とはかなり趣おもむきが異なる。ドーナツやハンバーガーといった軽食、クレープやチュロスといった菓か子し類の屋台は派手というよりは華はなやかで可愛かわいらしく、俺にとっては異国のようだった。

「素敵ね」

　隣となりを歩く桑田は、やはり女子だからかこの空間に軽く声を弾はずませたが、俺達男子は素直に同意できず、それぞれ視線を泳がせた。

「いらっしゃいませ！　黒くろ猫ねこワッフルはいかがですか？」

　しかし、俺は目を逸そらした先に見慣れた顔を見つけてしまう。

「羽黒？」

「花南ちゃん？」

　真っ黒な髪かみをいつも通り三つ編みで束ねた小こ柄がらな少女の名を、俺に続いて桑田も呼べば、

「はいっ！　ご注文ですか……はわわーっ！」

　少女──羽黒花南は顔を上げ、そこにいるのが俺達だと気付くと同時に、激しく動どう揺ようした。

　ふるふると首を横に振りながら、わたわたと両手を前後に振り回す度たびに、黒猫の耳を模したカチューシャが揺ゆれる。それが、カピバライアーでないのは幸いだが、羽黒の動揺の表現は、狭せまい屋台の中では危険極きわまりない。

「羽黒にゃん！　火を使っているんだから暴れないでっ！」

「はいっ、すみません！」

　同じくネコ耳のカチューシャを付けた女性の的確な注意で羽黒は腕うでを振り回すことを止やめてくれて、俺と桑田はほっと息をつく。

「……ああ、こんなところでお二人に会うなんて、びっくりしましたよぅ」

　そうして、羽黒はようやく俺達に声を寄よ越こした。だが、まだ顔どころか耳まで赤い状態の羽黒を前にして、俺と桑田もまだ驚おどろきから醒さめてはいなかった。

「……羽黒にゃんって猫の耳をつけてるからかな」

「今日はアルバイトの方も雇やとっているのでしたね」

　俺達がひたすら羽黒を見み詰つめる中、鈴真は推測と共に首を傾かしげ、朝都はどこで知り得たものかそんな情報を口にした。

　羽黒がここにいる理由は朝都の呟つぶやきでほぼわかったが、鈴真の言葉の方により納なつ得とくしてしまったのは、ネコ耳の方が衝しよう撃げき度が強かったためだろう。

「そう、花南ちゃん、アルバイト中だったのね。黒猫の耳、さすがに似合ってるわよ」

　次に羽黒に声を向けたのは桑田だった。俺より先に驚きよう愕がくから醒めた上、もうからかう余よ裕ゆうまであるとはさすが、常つね日ひ頃ごろ心身の鍛たん練れんを行っている者は違ちがう。

　だが、俺も次期生徒会長として負けてはいられない。

「まあ、理事長のお膝ひざ元もとでのバイトなら校則に引っかかることはないだろうが、どうしてまたバイトを？」

　俺はさっきまでの驚きを捨て去ると、羽黒にそう尋たずねた。羽黒は寮りよう生活を送っている上、それなりの仕送りを貰もらっているはずだから、金銭面で不自由するようなことはないのだ。

「ええと、半分は隠おん密みつの任務の勉強で、残り半分はアレとソレのごはん代くらい自分で稼かせぎたいと思ったんです」

　でも、理由を聞けば納得できた。それは、羽黒がアレとソレ──俺達と羽黒の姉が誕生日に贈おくったハムスターだ──を責任をもって大切に育ててくれているということだから。

　そして、俺は羽黒が〝黒猫〟以外の仕事に挑ちよう戦せんしていることを、新しい世界に目を向けていることを嬉うれしく思った。

　口くち許もとには知らず笑えみが浮うかんでしまって、俺は周りを怯おびえさせないように慌あわてて口許を押さえたのだが、

「み、美名人ちゃん、どうしました!?　しっかりしてください！」

　間に合わず、俺の笑いを見てしまった桑田はダメージを受けてよろめくと同時に額を押さえていた。

　ああ、桑田、ごめん。俺の笑った顔は相変わらず凶きよう悪あく犯でしたか。ああ、でも桑田万能流の師し範はん代だいをノックアウト出来るなら、ある意味最強かもしれないよな……うん、少しも嬉しくないけどな。

「隠密っていま言ったよね。ってことは、に、忍にん者じや！　その耳は手しゆ裏り剣けんになるのっ？」

　と、俺が自分の技わざ（？）に自分自身でダメージを受けそうになったところで、声を上げたのは鈴真だった。

　俺があえて聞き流した部分に、鈴真はこれまでになく目を輝かがやかせていて、俺は少々呆あつ気けにとられる。

「そんなわけないでしょう。そういうキャラクター作りです」

　それに対して、朝都が冷静だが、穿うがちすぎのツッコミを入れれば、鈴真は肩かたを落とした。

「……羽黒、せっかくだからワッフルを貰おうか。プレーンのを一人一個……四個くれ」

　そんな二人に、羽黒は答えられず、俺はどちらにつっこむべきか、束つかの間ま悩なやんだが、結局どちらの声も聞こえなかったことにして、俺は羽黒に注文することにした。

「ええと……はいっ。では、わたしのおごりで」

「羽黒にゃん、おごりは禁止よ」

　羽黒もまた、俺と同じ選せん択たくをして、そこで気前のいいところを見せようとしたのだが、さっきと同じ店員に、止められる。

「す、すみません、すみません！」

　すると羽黒は慌てて、仕事仲間と俺の両方に頭を下げたが、その度に羽黒の頭では猫の耳が前後に揺れて、何となく俺はおかしくなってしまう。

　しかし、俺の横では桑田がようやく立ち直ったところだったから、俺はなんとか笑いを飲み込んで、代わりに喉のどがひゅうっと鳴ってしまった。

「秋庭さん、わたしのことを笑いたいなら笑ってください」

　その為ため、羽黒に見破られてしまう。かっこつけようとして失敗したばかりの羽黒は、拗すねたように、上うわ目め遣づかいで睨にらんできたが、俺に勝てる程の迫はく力りよくはもちろんない。

「でも、どうしてネコ耳なの？」

　俺がその視線を受け流すと、今度は桑田が改めて羽黒に問いかけた。乱れた髪かみを手で押さえながらも、その面おもてにはさっきまでの動どう揺ようの影かげはもう微み塵じんもない。

「あ、はい。ネコ耳までがユニフォームなんだそうです」

　桑田が問えば、羽黒はワッフルを作る──といっても生き地じの中にカスタードクリームを挟はさむのみだが──手を止めて、淡あわいピンクのシャツワンピースに黒いエプロンというユニフォームを指さしながら答えた。

　羽黒は気付いていないが、俺と桑田は経営者の趣しゆ味み──出店なので理事長ではないと思う──と理解して顔を見合わせると、小さくため息を吐ついた。

「はい、お待たせしました。６００円です」

　そうこうしている内に、羽黒はワッフルを容器に入れ終え、俺達の前に差し出した。

「ああ、わかった。みんな、ここは俺のおごりだ」

　財さい布ふの中身は寂さびしいが、自らアルバイトを始めた羽黒の心意気に俺は張り切ることにする。

「本当に？　嬉しいな！」

「いいの……ならお言葉に甘えて」

　鈴真と桑田は俺の申し出を素す直なおに受けてくれた。

「一つ、１５０円ですね」

　けれど、朝都だけはヒップバッグの中から財布を取り出して、俺に金を渡わたそうとする。

「金はいい。ここは俺が払はらうから」

「いいえ。こんなことで借りを作りたくありませんから」

　俺は首を振ふりながら、もう一度繰くり返したが、朝都は生き真面目まじめな顔でそう言い財布を引っ込めない。

「これくらいで貸しを作ったなんていうわけないだろ」

　締しめるところは締めるが、俺はけっしてケチではない。

「これくらい、と思うならぼくが払ったっていいでしょう」

　しかし、朝都は屁へ理り屈くつをこねると財布から小銭を取り出して、そのまま羽黒に渡そうとする。

「羽黒、俺が、払う」

　俺は朝都の手を軽く摑つかんで止めると、俺達の間でおろおろと視線を彷徨さまよわせる羽黒にそう言った。

「いいえ、ぼくがっ」

　ダンっ、と俎まな板いたが叩たたかれたのは、俺に張り合うように朝都が声を高くしたその時だった。

「とりあえず、一人が払って速すみやかにお会計を。これ以上店先で揉もめるなら、営業妨ぼう害がいで訴うつたえますよ、お客様」

　俎板を叩いたのは最前から羽黒を指導していた女性で、気き迫はく溢あふれる営業スマイルを前に、俺達だけでなく、鈴真と羽黒までも動きを止めて、頰ほおをひきつらせてしまう。

「……誰だれかに、似ているような」

　桑田だけは思案するように頰に手をあて、そんなことを呟つぶやいていたけれど。

「羽黒、６００円だ」

　俺は急いで羽黒に代金を渡すと、ワッフルを抱かかえ、店の前から近くのベンチへ退散したのだった。

「お金を受け取って貰もらえないなら、ぼくはワッフルはいりませんから」

　ベンチに腰こしを下ろすと朝都はそんな事を言いだして、仕方なく俺は朝都の分だけはワッフル代を受け取った。

　朝都はそれですっきりしたようだが、俺はその性格に窮きゆう屈くつなものを感じていた。

　俺の性格もきっちりした方だと思うが、融ゆう通ずうも利きくと自負している。でも、朝都には何となくそういう部分が欠けているように思えた。

　朝はまだ朝都にも余よ裕ゆうがあったから、目立たなかったのだろうが、少しずつそれが露あらわになりつつあった。そして、そんな朝都の中には上手うまく根を張れなくて、胸の綿毛は小さく縮こまっているのかもしれなかった。

「おいしい物の前で難しい顔をしているのは一番のマナー違い反はんよ」

　朝都の胸の綿毛を見ている間に、俺は知らず渋じゆう面めんになっていたらしい。

　桑田の声に我に返って顔を上げれば、ワッフルは長方形の簡易テーブルの中央に置かれ、お茶の準備がすっかり整っていた。

「桑田さんがお茶も入れてくれたんだよ。早く食べようよ」

「ぼくも、お茶が冷めない内に食べた方が良いと思います」

　どうやら桑田は今日もお茶を持参していたらしく、紙コップに入れられてもなお薫かおり高い紅茶を前に、鈴真だけでなく朝都の表情も和やわらいでいた。

　当然、俺に否いなやがあろうはずがない。

「ああ、そうだな。じゃあ、いただきます」

『いただきます』

　俺に続いて三人もそう言うと、めいめいお茶にワッフルに手を伸のばす。

　俺はお茶を一口含ふくんでから、ワッフルに手を伸ばした。実は、なぜ黒くろ猫ねこワッフルなのかという疑問を抱いだいていたのだが、それは手に取ってみればわかった。

　ワッフルの外側の生地には黒猫の顔が焼きごてで押されていた。更さらに半分に折られた生地の間のカスタードクリームの部分に、小さな三角形のチョコレートが二つ突つき立てられていて、正面から見るとそれが黒猫の耳のように見えるのだ。

「そうか、このチョコレート、黒猫の耳なんだって」

　鈴真も同じように疑問を持っていたらしく、その疑問が解消されて満足げに頷うなずいていた。

「そのようですね。少しも意表は衝つかれませんけど」

　一方、朝都は大人びた口調でそう言うと、少し呆あきれたような目を鈴真に向けて、紅茶に口を付けた。

　だが、次の瞬しゆん間かん、朝都は驚おどろきに目を瞠みはり、桑田はその反応に微かすかに唇くちびるを綻ほころばせる。

　朝都は桑田の淹いれるお茶をあくまで素人しろうとのものと捉とらえていたようだが、それはコンデンスミルクよりも甘い考えだ。桑田の淹れるお茶はもう店で出せる域に到とう達たつしているのだから。

　朝都が澄すまし顔を崩くずし、瞬まばたきを繰り返すのを見て、自分の力ではないがその鼻を明かしてやれたことに、ほんの少し俺は喜びを覚えた。

　驚いている朝都に、案の定鈴真は興味を惹ひかれていたが、横目で様子を窺うかがいながらも声をかけることはしなかった。

「クリームがはみ出しているのはサービスかしら？」

　俺達がそれぞれ紅茶に手を付けたのを見届けて、桑田はワッフルを手に取るとそう言って小さく首を傾かしげた。

「ああ、そうかもな」

　あの店員の目をかいくぐってはこれ位しか出来なかったのだろうが、逆に羽黒らしい不器用なサービスを俺達はありがたくいただくことにする。

　そうして食べてみたワッフルは甘すぎず、かといって物足りないこともなく、とても旨うまかった。

「生き地じの焼き加減も絶ぜつ妙みようだわ。黒猫ワッフルなんて初めて聞いたけれど、いったいどこの職人さんかしら？」

　俺よりも味覚が鋭えい敏びんな桑田はわずかに目を瞠り、感動すら覚えていた。

　しかし、ワッフル一個は昼食としては軽すぎて、俺はもう一度フードゾーンに目を向ける。

「秋庭さん、美名人ちゃん！　それと、お友達、さっきは失礼しました！　今度こそわたしのおごりです！」

　と、羽黒がトレイを手に小走りに駆かけてきたのは、丁度俺が腰をあげた時だった。

　羽黒は珍めずらしく躓つまずきもせずにテーブルに到とう着ちやくするとトレイをそっと置いた。トレイの上にはボリューム満点のホットドッグが五本載のっていて、俺は思わず羽黒とそれらを見比べてしまう。

「おごりは禁止のはずだろう？」

「はい、自分のお店のものは。でも、これは別のお店のものですから」

　さっきの遣やり取りを思い出して俺が尋たずねると、羽黒はそう言って、なぜか嬉うれしそうに笑った。

「でも、本当にいいの？」

　だが、明らかにワッフルの倍額はしそうなホットドッグを前に桑田は躊躇ためらいをみせる。

「ぼく達は……羽黒さんと初対面です。そんな方におごって貰うことは出来ません」

「うん、さすがにオレもそれは考えるって」

　さらに、朝都は首を振ふり、鈴真が財さい布ふを取り出そうとすれば、羽黒は眉まゆを八の字に寄せて、

「ええと、羽黒花南と申します。それでですね、あの、実はお二人の分は理事長さんからの差し入れです」
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　律りち儀ぎに名前を名乗った後、その肩書きなまえを口にした。

　すると、朝都も鈴真も動きを止めて。

「本当ですか？　登生様がいらっしゃるならご挨あい拶さつしないと」

「羽黒さんも叶野学園生なら、理事長って登生様だよね。お、オレも。挨拶だけはちゃんとしろって言われてるんだ」

　次いで二人は慌あわてふためき、そんな二人の姿に、俺は改めて理事長──というか、和家当主の影えい響きよう力を見せつけられた気がして複雑な気分に陥おちいる。

　それと同時に、膝ひざの上の鞄かばんが重くなったような気がした。

「あ、あの、お二人とも落ち着いてください。わたしも理事長さんから直接頼たのまれたわけではなくて、メイドさんから間接的に頼まれたんです」

　慌てる二人につられるように羽黒も多少慌てたが、それでもその誤解は責任をもってきちんと解く。

「ああ……そう、ですか」

「あー、びっくりしたぁ」

　理事長が近くにいないとわかると、二人は安あん堵どを見せたが、俺はこちらの居場所を確実に把は握あくしている理事長に対し、油断は禁物と肝きもに銘めいじておく。だからといって、大人しくしているつもりもないが。

「となると、羽黒のおごりは俺達二人分なわけだが……本当にいいのか？」

　ひとまず理事長のことは頭の隅すみに追いやると、俺は改めて羽黒に尋ねた。

　正直、タダ飯は、ばあちゃんの作るご飯の次に大好きだが、俺は日本人らしい奥ゆかしい心も大切にしている。

「もちろんです！」

　そうすれば、羽黒は俺の問いに誇ほこらしげに胸を張って頷うなずいたので、俺はここはその厚意を受けるべきと判断した。

「じゃあ、ごちそうになろう」

「ええ。今日は秋庭君にも花南ちゃんにもごちそうしてもらえて良い日だわ」

　躊躇っていた桑田も俺がそう返事をすると、小さく笑いながら頷いて、羽黒を喜ばせる。

「それで、花南ちゃんも一いつ緒しよに食べられるのよね」

　ホットドッグの数を数えればわかることではあったが、桑田は念のためそれを尋ねた。

「はい。混雑が予想される時間帯はこの後だそうで、ですから先に昼休きゆう憩けいをとるように言われました。あ、美名人ちゃんありがとう」

　羽黒が頷くと、桑田はさっそく自分の隣となりにスペースを空けてやり、羽黒は礼を言いながら腰こしを下ろす。

「いいえ。いま、紅茶も淹れるわね」

「じゃあ、ワッフルはやっぱりデザートか」

「だったら、オレ達、食べる順番が逆だったんだけど。でも、どうして甘い物の方が後なんだろ？」

　羽黒に鈴真も加わって、俺達は和なごやかな会話を重ねていたが、そんな中、朝都だけは黙もく々もくとホットドッグを口に運んでいた。

　その顔に浮うかんでいる表情は頑かたくなで、桑田の紅茶でほぐれた朝都の気持ちは、理事長の差し入れで色々と意識して、また硬かたくなってしまったようだ。

　朝都や鈴真のこれまでの言動から考えるに、通過儀ぎ礼れいで得る〝王おう冠かん〟の数は、〝お茶会〟で座る席順に関係してくるらしい。

　そして、〝お茶会〟で座る席順には何らかの意味があって、それを巡めぐって朝都と鈴真──どうやら俺は含ふくまれない──は争っており、その何かに朝都の方がより強く囚とらわれているのだろう。

　だが、ここまでは推測できても、そこにどんな思惑おもわくが存在し、具体的にどんな意味を持つのか知りたいと思っても、それを当人達に訊きいていいものか俺は悩なやむ。

　それが、二人の胸にある綿毛の植物に関係があるならいずれ尋ねなければならなくなるかもしれないが、訊けば確実にまた和家の内側に足を踏ふみ入れることになるとわかっていたから。

「あの……秋庭さん、例の情報は集まっていますか？」

　と、羽黒に呼ばれて、そこで俺の意識は二人から引き離はなされた。

「……ああ。今日もとりあえず、一つは裏が取れた」

　羽黒と桑田の方に顔を向けながら、俺は二人と同じ話題──そもそも俺が今日、和邸ていを訪おとずれた理由──に思考を切り替かえるとそう言った。

「その一つは、私が昨日入手した？」

「ああ、そうだ。確かな情報だったぞ」

「着々と進んでいますね。この分ならきっと間に合います。それに……実はわたし、今日も一つ情報を仕入れたのですよ」

　羽黒は自信満々に指を一本立てて見せたが、この自信がよく空回りすることを知っている俺と桑田は、一いつ瞬しゆん答えに詰つまる。

　しかし、聞かなければ事の真しん偽ぎも確かめられないので、俺は黙だまって緑色のノートを取り出した。

「情報？」

「通過儀礼には関係のない情報だ」

　案の定、鈴真は興味を示したが、俺がそれを伝えれば、ひとまず口を閉じた。

「では、お聞き下さい。将しよう棋ぎ部の青あお池いけさんの飼い猫ねこは糖とう尿によう病なんです。しかもその原因を作ってしまったのが青池さんで、大変後こう悔かいなさって、現在共にダイエットに励はげまれているそうです」

　そうして羽黒は一息に語ってくれた。

　羽黒は真しん剣けんに調査した。ああ、そこは認めよう。猫が糖尿病、うん、これは一つの社会問題だ。それを解決しようという青池の姿勢は素す晴ばらしい。が、しかし。

「羽黒……俺達が集めているのは運動部の情報だ」

　俺は勇気を持ってその事実を伝えると、ノートを閉じた。

「確かに青池君は、将棋を指させておくには惜おしい体格をしているわよね」

　桑田は柔じゆう道どう部と言われた方が納なつ得とく出来る青池の姿を思い出しながら、そんなフォローを入れたが、青池が将棋部であるという事実を変えることは出来ない。

　よって、羽黒は自身の致ち命めい的てきなミスの発覚に固まったままだった。

「あの……通過儀礼に必要ないのはわかりましたが、そのノートにいったい何を書いているのですか？」

　そんな羽黒の様子を見て、さすがに朝都も興味を惹ひかれたらしく尋たずねてきた。

「誰だれにでも小さな秘密はある。人に知られても構わないような小さな秘密だ。でも、小さな穴から綻ほころびは広がっていく……そんな小さな、けれど見み逃のがせない情報を書いている」

　俺にしては曖あい昧まいな表現だったが、個人情報を含むためこの程度に留とどめて説明すれば、朝都はわずかに眉まゆを寄せつつ頷いて、それ以上尋ねてはこなかった。

「それって、いいこと？　悪いこと？」

「一いち概がいには決められないわね。でも、実際に必要にならない方がいいわ」

　一方、鈴真の問いには桑田が正直に答えた。俺も出来ればその方がいいと思っている。

「じゃあ、いまのは？」

　しかし、鈴真はそれで満足せず、羽黒にそう尋ねてくれて。

「……わたしが収集したのはノートに書くに値あたいしない情報でした……すみません」

　鈴真は純じゆん粋すいな好こう奇き心しんで尋ねたのだろうが、羽黒はがっくりと肩かたを落とし、項うな垂だれた。ついでに三つ編みまでも萎しおれていて、そんな羽黒にはさっき見せた自信など、もはや見る影かげもない。むしろ自信があった分、落ち込んでいるようだ。

「いや、まあ、この情報もその内どこかで活いかせると、思うぞ」

　それは、羽黒が生徒会の仕事──隠おん密みつ、というそれは、叶野学園生に困った事が起きていないか目を配る仕事だ──に一生懸けん命めいだからとわかっていたから、俺は羽黒を励ました。この役職を決めたのが鈴木だという点は問題だが、羽黒がやる気でいる以上、俺は応おう援えんする。

「そうだわ。私達も青池君の猫のダイエットに協力しましょう」

　桑田もまた俺と同じ気持ちなのだろう、そう言うと勇気づけるように羽黒の背中を撫なでた。

「……はい。失敗もまた隠密になる為ための修業と思って頑がん張ばります！　そして、一日も早く皆みなさんのお役に立てるようになります！　立派な隠密になること、それが今のわたしの夢ですから！」

　そうすれば、羽黒は胸の前で拳こぶしを握にぎりしめ、真剣に意気込みを語ってくれて、その顔に再び笑え顔がおが浮かんだのを見て、俺と桑田はほっと胸を撫で下ろす。

「……隠密って、本気だったのですか？　ぼくより年上なのにそんな子どもみたいな夢を？」

　が、そこで水を差してくれたのは朝都だった。

　口調は丁てい寧ねいだが、突とつ然ぜんそんなことを言われた羽黒は、困こん惑わくして何も返せない。だから、俺は羽黒の代わりに口を開いた。

「隠密の何が悪い？　人の役に立とうっていうのは素晴らしい夢だ」

　それは、優やさしい羽黒らしい夢であるのと同時に、一族の為に〝黒猫〟として生きていくことしか考えていなかった羽黒がようやく見つけたそれ以外の目標でもある。

　そう言って俺が睨にらめば、朝都は一瞬目を逸そらしたが、

「……人の役に立ちたいのなら、看護師とかでしょう？　隠密なんて願いは現実的じゃありません」

　朝都は引き下がらず、そう反論してきた。でも、朝都の言う願いはどこか冷たく、人の温度が感じられなくて。

　俺は、朝都も〝願い〟と〝夢〟を別の物として捉とらえていることを思い出す。

「現実的な〝願い〟なら叶って、〝夢〟は叶わないっていうのか？」

「ええ、願いは叶います」

　俺があえて二つを分けて尋ねてみれば、朝都は何の迷いもなく頷うなずいたけれど、逆に俺の中で朝都の言う〝願い〟に対する違い和わ感かんは大きくなった。

　かのうもそうだったが、朝都も鈴真も、それから初葉も、どうも和家の人間は〝夢〟と〝願い〟を別の物として捉えている。

　けれど、なぜ和家の面々が二つを別物として考えるのか、それが俺にはわからない。

　なぜなら少なくとも俺にとっては〝夢〟も〝願い〟も叶えられるものだから。

　その上、朝都は明らかに〝願い〟の方を重んじ〝夢〟の方を軽かろんじている。

　ならば、まず、朝都がなぜそんな風に考えているのかわからなければ何を言っても無む駄だな気がして、俺はいまは口を閉じることにした。

「でも俺は羽黒の夢が叶うと信じてる」

　ただし、それだけは言っておく。

「私も花南ちゃんは立派な隠密になると思うわ」

　そこに桑田の一票も加わって、羽黒が再び嬉うれしそうに顔を綻ばせれば、今度は朝都も水を差すようなことは言わなかった。

　俺達の遣やり取りを黙だまって──或あるいはどちらに賛同すべきか悩なやみながら──見つめていた鈴真は一つ息を吐ついた。

　そして、何か言いたげに朝都の顔を見たが、

「……フードゾーンには他ほかにどんな食べ物があるんだろ？」

　結局、その口から出たのは他愛たわいない質問だった。でも、俺は鈴真がいつかはちゃんと朝都に向き合うと信じて、その話題に付き合うことにする。

「他には、クレープがあったな」

「じゃあ、やっぱり定番の焼きそばとかもあるのかしら？」

「たしか、ありましたよ。それとハンバーガーショップの裏メニューの〝もうたくさんバーガー〟はすごく高いという噂うわさを聞きました」

　桑田の問いに頷くと、羽黒はアルバイトをしていて知り得た情報も教えてくれた。

「もうたくさん、って何がいっぱいなんだろう？」

「いや……この〝もうたくさん〟からは罠わなの匂においがする。こんな大きいバーガーもうたくさん、ならまだいいが、〝こんな激げき辛からバーガーもうたくさん〟の可能性もある。絶対に注文すべきじゃない」

　それを聞いた鈴真は素す直なおに首を傾かしげ、俺は殆ほとんど癖くせで、罠の危険性を考こう慮りよする。

「和家の敷しき地ち内でそんなおかしな物が出されるとは思えません」

「朝都君は、笹世さんの創作料理の数々を食べたことがないのかしら？」

　当然朝都は和家の擁よう護ごに回ったが、そこで桑田が笹世の名を出せば、ぐっと言葉に詰つまった。味は悪くないが、見た目がかなり微び妙みような笹世の料理を引き合いに出されれば、誰だれでも黙るしかない。

「あ、竹隊隊長の笹世さんといえば……わたし、今朝、メイドさんに頼たのまれて理事長さんからのお手紙を届けにいったんですけど、その時、なんだか不思議なことを聞いたんです」

「不思議なこと？」

「はい。聞き間ま違ちがえていなければ、〝最初から最後まで動き続けているものの中に私はいる〟と」

　俺の問いに応こたえて羽黒が言った瞬しゆん間かん、俺にはそれが何について伝えるものかわかった。

「なんだか、なぞなぞみたいね」

「ああ、そうだな」

　けれど、俺はそれをみんなに告げることはせず、桑田の言葉にただ相づちを打つ。

「それは、手紙を見ながらですか？　だったら……当主だけが使う暗号かもしれません」

　問いかけに羽黒が頷くと、朝都はしたり顔でそう言った。確かに近い線をいっているが、俺はそれにも何も言わなかった。

「じゃあ、この差し入れのホットドッグも暗号だったかもしれないんだ……でも、もう食べちゃったんだけど……」

　既すでに空の包装紙を振ふりながら鈴真は途と方ほうにくれたが、それは無い。

「……ホットドッグは暗号じゃないだろ。手紙もきっと、今日は最初あさから最後よるまでよろしく頼むってことじゃないか」

　俺はまずホットドッグ暗号説を否定して、それからあえて自分の解釈を一部披ひ露ろうした。残りの部分はもちろん隠かくしたままで。

　朝都と鈴真は何となく納なつ得とくした様子で頷き、それだけ言うと、俺は包み紙をくしゃりと丸め、ベンチを立った。

　俺は自然に話を切り上げたつもりだったが、桑田と羽黒は少々訝いぶかしむような視線を俺に向けてきた。

　多分、いつもの俺なら考え込む類たぐいの話だからだろう。

　でも、俺は二人にも、その暗号が伝えようとしている「何か」のことを話すことは出来ない。

　まだすべてが導き出せていないからではなく、出来る限り二人を巻き込みたくないから。

　なにより、最後に自分一人で決めるために。

「次のアトラクションへ行きましょうか」

「ああ」

　俺に続いて朝都も立ち上がると、俺は頷うなずきながら、二人の視線をかわしたのだった。

　更さらに鈴真も立ち上がれば、桑田達はそれ以上、俺に問いかける視線を投げてはこなかった。

「あの、美名人ちゃん。ご一いつ緒しよしなくていいんですか？」

「だって……秋庭君はここに遊びに来たわけじゃないんだもの」

「でも、ここは憧あこがれの遊園地ですよ。諦あきらめて良いんですか！」

　代わりに二人は額を突つき合わせて、何事か相談を始める。しかも、珍めずらしく羽黒が桑田になにやらけしかけていて、俺はその遣り取りに興味を覚えて視線を向けたのだが、

「うひゃっ！」

　突とつ如じよ、羽黒のポケットで携けい帯たいが震ふるえて、話は中断された。

「は、はい。あ、穂ほ積づみさん！　えっ、三み浦うらさんがヤケド！　人手が足りなくなったんですね？　はいっ、いますぐ戻もどります！」

　どうやらそれはワッフル店からの連れん絡らくだったようで、羽黒がいちいち復唱するので、電話を切った時には全員が事と次し第だいを理解していた。

「あの、みなさん、緊きん急きゆう事態発生ですので、わたしはこれで……」

　だから、羽黒がそう言って立ち去ろうとしても誰も止めない、と、思ったのだが。

「花南ちゃん、店長さん、穂積さんっていうの？」

　羽黒が半歩踏ふみ出したところで、桑田は軽く腕うでを引いて引き止めるとそんなことを尋たずねた。

「あ、はい。穂積……花か梨りんさんです」

　引き止められて振り向いた羽黒の顔には焦あせりが浮うかんでいたが、それでも羽黒は律りち儀ぎに答え、その返事に桑田は納得した様子で頷くと、

「そうなの……じゃあ、私もワッフルのお店を手伝うわ」

　羽黒に手伝いを申し出たのだった。

「そ、それは助かります……けど、美名人ちゃんは秋庭さんと遊園地を」

　その申し出を羽黒は喜んだが、すぐに何事か呟つぶやきながら表情を曇くもらせる。

「いいの。店長さんは私の師し匠しように縁えんがある方みたいだし、黒くろ猫ねこワッフルの味も盗ぬすみたいし……どのみち今日はゆっくり遊べなさそうだから」

　その呟きに、桑田は小さく首を振り、そこでなぜか俺を見て、小さくため息を吐ついた。

「桑田、どうした？」

　その目はいつも通り静かな光を湛たたえていたけれど、俺が首を傾げれば桑田はわずかに目め許もとを和やわらげて。

「来週のおやつにはワッフルを出すから、楽しみにしてて」

　それだけ言うと、桑田は慌あわただしく水すい筒とう等お茶の道具を片付け、羽黒と共に、この場を後にしたのだった。

　そして、フードゾーンへと消えていく二人の背中を見送りながら、俺は残りのアトラクションの数を頭で数えた。

　あと回らなければならないのは、メリーゴーラウンド、ゴーカート、ビッグワールドにジェットコースターと海かい賊ぞく船。

　どれも普ふ通つうの遊園地に比べればサイズは小さいはずだが、それでもこの数が収まる和邸ていの敷しき地ちはどれだけ広いのかと、俺は目を凝こらしてみたが、視界を埋うめるのは緑の木々ばかりで、その全容はやはりわからなかった。

　どんなに目を凝らしても、外側からは和家の内側が知れないように。

　と、その深しん淵えんに、俺が思いを馳はせた、その時だった。

　ふいに、風が強く吹ふいて、木立を揺ゆらし。

　木々の向こうに、和邸本館が見えて。

　知らぬ内に、だいぶそこに近付いていたことを俺は悟さとった。

　そうして、風が止やむのと同時に、本館は再び姿を消したのだった。

　俺は本館が見えなくなった後も、しばらくその方向を見つめ続け、それから俺は鞄かばんにしっかりとノートを仕し舞まい直し、銀ぎん髪ぱつの人形も奥に押し込んだ。

「次はメリーゴーラウンドだ、行くぞ」

　そして、そう声をかけると、俺は二人と共に、改めて歩き出したのだった。

　内側へと向かって。
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　賑にぎやかな音楽。さんざめく人々の声。

　その二つが渾こん然ぜんとした喧けん騒そうの中に身を置いているというのに、ふいにどうしようもない孤こ独どくに襲おそわれて、彼は己おのが身を抱だいた。

　けれど、人混みの中で立ち止まってみても、道行く人は誰だれも彼に目を留めず、体が芯しんから冷えたような孤独感は癒いえない。

　自分の腕で自分を抱くことも無む駄だと判断して、腕を解くと彼は自分の掌てのひらにじっと目を落とした。

　そこには、一巻きの包帯。

　なぜ、これを手に取ってしまったのかは、彼自身にもわからない。

「一人じゃ、うまく巻けないのに」

　独りごちて、彼がそれを床ゆかへと落とした、次の瞬しゆん間かん。

　まるで沈ちん黙もくのベールを降ろされたように世界から音は消えて。

　漆しつ黒こくと共に訪れた静せい寂じやくは、逆に耳に突き刺ささってくるようで。

　いっそ耳も目も塞ふさいでしまおうかと思ったその時。

　しゃらん　しゃりん

　と、鈴すずのような音が暗くら闇やみと静寂をささやかに壊こわした。

　その音が響ひびき渡わたるのと同時に、衣きぬ擦ずれの音と共に空気が揺れた気がして、目を上げればそこには銀髪金瞳の女が立っていた。

　彼をこの虚空やみへと誘いざなった張本人は、今日もぬばたまのような黒い着物を身に纏まとっており、それは女の色彩いろを余すところ無く引き立てていた。

　ただ、その美び貌ぼうを目にしても、彼の心は少しも浮き立たなかったが。

「この上……人の声まで奪うばうつもりですか？」

　問う声も彼の心のままに硬かたかった。

「ほほ。そのようなつもりはありませぬのう。これはいわゆる演出、というものですのう」

　だが、女は彼の不ふ機き嫌げんな気持ちなどまったく汲くまず、いつも通りの笑え顔がおを浮かべ、その細い手を顎あごに添そえる。

　すると、着物の袖そでが揺れて、その向こうには変わらず人の姿が見えた。

「いまのも……演出ですか？」

「いまのはさーびす、ですかのう」

　知らず胸の辺りを押さえながら、彼は低く問うたが、答える女の声は軽やかなまま。

「して、そちらの首しゆ尾びはいかがです？」

　そして、次の問いも同じ調子で向けてきたが、彼は眉まゆを曇らせ、わずかに俯うつむいた。

「まだ……途と中ちゆうです。決めかねて、います」

「さようですか。なれど……刻限は、この宴うたげが終わるまでということ、お忘れなきよう」

　曖あい昧まいな彼の返事にも、女は鷹おう揚ような笑みを浮うかべて見せたが、釘くぎを刺すことは忘れない。

「……わかっています。タイムリミットが変わらないなら、条件も変わらないのでしょう？」

「もちろん、変わりませぬのう……妾わらわが求めるものをお持ちいただければ、すべて元通りとなる。実にわかりやすい取引ですのう」

　わずかに宙に浮いている女を見上げながら彼が問えば、女は一つ頷うなずいて、ころころと鈴を転がすように軽やかに笑ったけれど、彼は、愛あい想そ笑いさえ浮かべることが出来なかった。

　すべて元通りになる──女はいとも簡単に言ったけれど、彼にはそうは思えない。

　だから、前に足を進めながらも彼は、まだ、迷っている。

　迷いのままに眼まな差ざしを揺らせば、

「……結局はあなた様がお決めになることですからのう。妾はその結末に文句を言うたりはしませぬ。ですから、あの折と同じようにご自身の心に従われればよい」

　その迷いを見て取った女は、その白い面おもてから束つかの間ま微笑ほほえみを消して、どこか突つき放すように静かに告げた。

　言われて、彼は女がこの迷いを払はらってくれることを期待していた自分に気付いて、唇くちびるを嚙かみしめた。

「まあ、まだ時はありますからのう」

　そんな彼に、女は一転して優やさしい声を向けて微笑むと、楚そ々そとした仕し種ぐさで口くち許もとを隠かくす。

　そうされた瞬間、彼は女の本心がわからなくなったが──すぐに女が誰にもそれをさらさないことを思い出し、その心を図はかることを諦あきらめる。少なくともいまの自分には不可能だと。

「では、長居して邪じや魔まをするのも失礼でありましょうからのう、妾はこれにてお暇いとまします」

　不ぶ躾しつけというなら、突とつ然ぜん目の前に現れた時点でそうだったが、女は悪びれずにそんなことを言うと、ふと思いついたように手を打ち。

「ああ、あなた様がいなくなられたら、皆みな泣きますかのう？　特に多加良はどうでしょうかのう？」

　小さく首を傾かしげながら、女は歌うようにそんな問いを残して、姿を消したのだった。

　しゃらんという連環わの擦こすれる音と、その声の響きは彼の胸の中で合わさって、決して心の和やわらがない旋せん律りつを奏かなでて。

　女の狙ねらい通りに心を波立たせてはならないと思えば思うほど、胸の中はざわめく。

　闇やみの帳とばりは消えていくのに、彼の心は重く沈しずんでいく。

「……どうしたら、いいんだ」

　勝手に口を突いて出た声は掠かすれていて。

　けれど、どこからも応こたえる声が無ければ、彼はまた、自分自身を抱きしめなければならなかった。
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「光」という言葉も「音」という言葉も、現れた瞬しゆん間かんに飲み込む闇の中。

　すべての仕し度たくを整えて、女は一人微睡まどろんでいた。

　この虚こ空くうそのもののような女の睡ねむりを、何なん人ぴとたりとも妨さまたげることは許されない、否いな、妨げられない──と、思われたのだが。

　ふいに、じじっ、と何かを焦こがすような音が闇を揺ゆらし、かと思うと、次の瞬間には暗闇の中に紫し煙えんが立ち上っていた。

　最初は一筋の、か細い煙けむりだったが、それは次し第だいに勢いを増し、闇の中へ薄うすく広がっていく。

　そうして、異変に気付いた女がゆるりと身を起こしてみれば、その目はごく小さな炎あかとともに一つの影かげを捉とらえる。

　もちろんこの暗闇の中では影など飲まれてしまうはずだが、頭の先からつま先に至るまで灰色の存在は、影と呼ぶのが相応ふさわしく思えた。

「煙草たばこ、吸ってもいいサ？」

　そして、白でも黒でもない灰色の存在は少し不ふ明めい瞭りような、やはり灰色の声で、今いま更さら女にそんな伺うかがいを立てる。

「別に構いませぬよ。悪くするような身体からだもありませぬからのう」

　冗じよう談だん交じりに女が頷けば、影は喉のどで笑い、空気が揺れて漆しつ黒こくの中をまた煙が泳いでいく。

　ここ叶野の地では最強を自負する女の領域を自分の灰色いろに変える──影の存在感と力を女はひしと感じていた。

　けれど、女はいつも通りの余よ裕ゆうの笑えみを、紅あかい唇に浮かべてみせる。

「ここしばらく、感じていた気配はあなただったようですのう」

「おや、気付いていたとは知らなかったサ。うまーく隠れているつもりだったのにサ」

　女がそう声を向ければ、影はやはり灰色の瞳ひとみをわずかに見開いて、それから隠れんぼで見つかった子どものように肩かたを竦すくめた。

「いえいえ、確かに上手うまく隠れておいででしたよ。気付くのに少々時を要してしまいましたからのう」

　女はそれに対し慇いん懃ぎんになりすぎない口調で相手を立てると、更さらに笑みを深め、

「して、いかな用向きですかのう？」

　そのまま影に問いかけた。

　闇に浮かぶ花のように怪あやしく、誰もが魅み了りようされ虜とりことなってしまうほど艶あでやかな微笑みとともに。

　けれど、男とも女ともつかない灰色の影がその術中に落ちることはなかった。

[image: ]

　影はゆっくりと煙草を吸って煙を吐はき、それからもう一度吸って。

「神様を返してもらいに来たサ」

　煙と共に吐き出された声は、決して闇の中に融とけることなく、ゆっくりと広がっていったのだった。





to be continued……
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第８回角川学園小説大賞〈奨励賞〉受賞。６月26日発生。現在も長野県内で発達中。初心に戻って手の話をします。子供の頃、指の関節を鳴らすことができませんでした。でも、大人になったら鳴らせるようになると信じていました。しかし、いまだに鳴らせません。あれ？　どういうこと？







　あとがき







　皆みなさん、こんにちは。夏真まっ盛さかりですが、元気にお過ごしですか？

　この夏の贈おくり物ものとして、『神様ゲーム７　カミニナニヲハコブベキ？』をお届けします。前巻『神様もゲーム』でお約束した通り、無事に長編をお届けすることが出来て嬉うれしいです。

　そして、今作は記念すべき十冊目の本です。うわぁぁぁ……二桁けたですよ。五冊出せればいいなぁ、というささやかな野望の倍の数です。凄すごいことです。これも読み続け、応おう援えんしてくださる皆みな様さまのおかげです。本当にありがとうございます。亀かめのような歩みの宮﨑ですが、ウミウシレベルになれるよう精しよう進じんしますので、これからもよろしくお願いします。

　と、最初から締しめのようになってしまいましたが、あとがきはまだ続きます。ええ、今回かなりページをいただいたので、たくさん書かないといけないのです（苦笑）。




　さて、十冊目ということで今回からリニューアルされたこと、また初めて試みたことがいくつかあります。

　まず、一番わかりやすいのは表紙のタイトルロゴです。今までよりも字が大きくなり、イメージも少し違ちがいますよね。前のも気に入っていましたが、今回からのも宮﨑は気に入っております。デザイナーさん、山口女史、良い仕事をありがとうございます。

　次はやっぱり制服、です！　長編の方でもようやく夏服がお目見えです！　冬服がブレザーにもかかわらず、女子の夏服がセーラー服調、かつワンピースなのは……ええ、宮﨑の趣しゆ味みです。いいんです、可愛かわいければいいんです。宮﨑の妄もう想そうを具現化してくださった七草さんには感謝しております。（あ、もちろん男子の夏服もちゃんと考えましたから！）

　そして次は、章タイトルに英語を使ってみた、ということです。えー、宮﨑は数学の次に英語が苦手なので、和英辞典を頼たよりに頑がん張ばりました。

　ということで、今回の章タイトルを解説してみたいと思います。少々内容にも触ふれるので、本編をまだ読み終えていない方は、ここから先は出来れば読どく了りよう後に見てください。




　プロローグ　ヒトニカクシテ／カミニカクシテ

　今回は久々にプロローグが二つあります。漢字で書くと「人に隠して」「神に隠して」、とまあ、単純ですね。でも宮﨑はいいのが出来たとこっそり思っています。（その理由はまた後ほど説明します）

　ＧＡＭＥ１　フシギノクニヘ？

　今回の物語の大きなイメージは、和家という「不思議の国」──もう、敷しき地ちの広さとか、まさにそんな感じになってきました──に多加良が迷い込むという感じです。なのでＧＡＭＥの章にはすべて「不思議」が付きます。

　ＳＡＶＥ１　ハナハニホヘド

　カタカナで見ると何だか暗号っぽいですが、漢字にすると「花は匂へど」です。少しだけ「いろはにほへと」とかけていますが、最初にイメージしたのは、「春の夜のやみはあやなし梅の花　色こそ見えね香やはかくるる」という和歌です。現代語訳すると「春の夜の闇やみは（梅の花を人の目から隠すという）道理をわきまえないことをする。梅の花は色こそ見えないものの、香かおりは隠れるだろうか、いや隠れない」という感じです。なぜかこの和歌、好きなのです。

　ＧＡＭＥ２　フシギナワタゲ

　これも「不思議な綿毛」と、そのままな章タイトルです。

　ＡＵＴＯⅠ　Ａ　Ｔｕｇ　Ｏｆ　Ｗａｒ

　はい、ようやく英語が出ました。これは「綱つな引ひき」という意味です。他に「覇は権けん争い」という意味があります。言葉としてはシンプルですが、英語にしたことで収まりがよくなったと宮﨑は思っています。

　ＳＡＶＥ２　マイゴノチズ

　漢字で書くと「迷子の地図」。これが今回一番最初に決まった章タイトルです。でも、本文では一番苦戦しました。

　ＧＡＭＥ３　フシギノワノナカヘ

　これは「不思議の輪の中へ」と「不思議の和の中へ」、と二重に意味を持たせて作ってみました。この二つの「ワ」の中はどうなっているのか、という感じです。

　ＡＵＴＯⅡ　Ｕｎｄｅｒ　Ｃｏｖｅｒ　Ｏｆ　Ｓｍｏｋｅ

　元の英語は「Ｕｎｄｅｒ　Ｃｏｖｅｒ　Ｏｆ　Ｄａｒｋｎｅｓｓ」で暗闇にまぎれて、という意味なのですが、この章に登場する存在に合わせて「煙けむりにまぎれて」としました。ずっと引っ張ってきたキャラクターをようやく出せて個人的にはほっとしています。

　と、章タイトルに英語を入れる、という試みはこのようになりました。




　最後の一つは、願いの植物が一つも咲さかない──コレです。

　短編では何度かありましたが、長編では初めてのことです。今回は「願いの植物」自体出ておらず、代わりに「綿毛」というものが出ているのがその理由の一つです。そして、もう一つの理由は、この本が前後編の前編だからかと。ええ、物語は後編に続くんです。

　当初は一冊にまとめる予定でしたが、和邸ていが広すぎて前後編で二冊ということになりました。後編はなるべくお待たせせずに出しますので、もう少しだけ宮﨑に時間をください。後編では色々と解決しますので。プロローグのタイトルに宮﨑が満足している理由も後編でわかると思います。




　では、話を少し変えて。今回はたくさんメイドさんを出しました。中でも好きなのは松隊隊長です。金きん髪ぱつ碧へき眼がんなのに松子です。その上、なぜか東北弁風で喋しやべります。そうです、あくまで東北弁風です。なので東北地方の皆みな様さま、こんな風に喋らないよ、と思われても、そこはなにとぞ寛かん容ようにお願いいたします。

　実は、宮﨑にお手紙をくださる方は東北地方にお住まいの方が多いのです。なので、先日の岩手・宮城内陸地じ震しんで被ひ害がいに遭あわれていないか、心配しておりました。被害に遭われた方には謹つつしんでお見み舞まい申し上げます。そして、一日も早い復興を心よりお祈いのりいたします。




　さて、あとがきも残りわずかとなったところで、お知らせです。

『神様ゲーム』のコミック版（あすかコミックスＤＸ版）第１巻が、７月26日に発売となりました。大変嬉うれしいです。ＡＳＵＫＡは女性向け雑誌なので読めなかった──という方も、この機会に読んでみてくださればと思っております。男女共に手に取りやすい、素す敵てきな表紙なんですよ！　もちろん、吉村工先生による中の漫まん画がも素晴らしいです！

　そして、このコミックスと『神様ゲーム７』の発売に伴ともない、「神様お願い！」フェアが実じつ施しされます（２００８年８月１日現在）。この本とコミックスの帯に付いている応おう募ぼ券２枚で、プレゼントに応募できます。かのう様賞と多加良賞があって、七草さんと吉村さんの素敵なイラストの図書カードが合計１００名様に当たります！（詳しよう細さいは帯を見てくださいね）

　大おお盤ばん振ぶる舞まいなので、皆様ふるってご応募ください！　宮﨑も欲しいので応募します！










　それでは、最後のページとなりましたので、謝辞に移らせていただきます。

　担当の山口女史。７巻完成まで色々ありましたが、おかげさまで何とか発売の運びとなりました。ありがとうございます。また、本作りのアイディアも色々と出していただきありがとうございました。これからもよろしくお願いいたします。

　イラストの七草様。お忙いそがしい中、今回も素敵なイラストをありがとうございます。また、夏服をはじめとして色々とリクエストも聞いていただき、ありがとうございます。これからもよろしくお願いいたします。

　この本を作るためにご尽じん力りよくくださったすべての方に感謝いたします。

　それから友人・知人・家族もいつもありがとうございます。

　そして、この本を読んでくださった読者の皆さんに、最大級の感謝を捧ささげます。読んでくださる皆さんがいるからこそ、ここまで書き続けることが出来ました。本当にありがとうございます。

　これからも一いつ生しよう懸けん命めい書いていきますので、どうぞ引き続き応おう援えんしてくださいませ。

　それでは、また、次の『神様ゲーム』でお会いしましょう！





宮﨑　柊羽　　



















あとがきの中で、プレゼントの応募に関する記述がありますが、これは紙版が刊行された２００８年当時の情報となります。ご了承ください。
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